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はしがき

平成 16年 4月に発足した京都大学生存圏研究所は、平成 17年度から大学附置全国共同利用研究所

として本格的活動を開始し、平成 22年度からは「生存圏科学の共同利用・共同研究拠点」として活

動しております。生存圏の正しい理解と問題解決のために、環境計測・地球再生、太陽エネルギー変

換•利用、宇宙環境•利用、循環型資源・材料開発をミッションとし、設立当初から、 (1) 大型設備・

施設共用、 (2)データベース利用および(3)共同プロジェクト推進の三位一体の活動を目指してきまし

た。その中で、所内の「開放型研究推進部」ならびに「生存圏学際萌芽研究センター」が共同利用と

共同研究を分担しつつ、相互に刺激しあって生存圏科学を推進しています。

開放型研究推進部が進める設備利用型共同利用では、従来の MUレーダー、先端電波科学計算機実

験装置(A-KOK)、平成 16年より共同利用に供されたマイクロ波エネルギー伝送実験装置(METLAB)／宇

宙太陽発電所研究棟(SPSLAB)に加え、平成 17年度からは赤道大気レーダー(EAR)、木質材料実験棟、

居住圏劣化生物飼育棟 (DOL) 、生活•森林圏シミュレーションフィールド (LSF) 、平成 18 年度からは

「森林バイオマス評価分析システム (FBAS)」の運用を始めました。平成 20年度からは、生命科学系

の共同利用設備として遺伝子組換え植物対応型の大型温室と集中的な評価分析機器を融合させた「持

続可能生存圏開拓診断システム (DASH)」を導入し、 FBAS と統合して提供を開始しました。また平成

23年度には高度マイクロ波エネルギー伝送実験棟(A-METLAB)が従来の METLABに加えて共同利用に供

されました。さらに 23年度には先端素材開発解析システム (ADAM)を導入し共同利用設備としての運

用を開始しました。データベース型共同利用としては、材鑑（木材標本）データと 8種類の電子デー

タを提供しています。平成 19年度には材鑑調査室を改修し博物館的ビジュアルラボ「生存園バーチ

ャルフィールド」として所蔵品やデータベースの一部を一般市民に公開展示し、さらに平成 20年度

にはそれまでの材鑑調査室に 2階部分を増床して木材標本の保管室を設けました。これら全ての共同

利用で平成 27年度は合計 226課題（うち国際共同利用 40課題）を採択しました。

一方、生存圏学際萌芽研究センターでは、公募で採用された若手のミッション専攻研究員が萌芽的

な研究開拓を介し、生存圏の将来に資する新しい研究に取り組んでいます。平成 27年度は 5名のミ

ッション専攻研究員を採用しました。また、プロジェクト型共同研究を推進する母体として、学内外

の40歳以下の若手研究者を対象とした生存圏科学萌芽研究を公募し 15課題を採択するとともに、 4

つのミッションを進展させるため、学内外の研究者を対象に生存圏ミッション研究を公募し 19課題

を採択しました。さらに、生存圏研究所に特徴的なプロジェクト型共同研究の活動支援のため、 3つ

のフラッグシップ共同研究の調査研究を支援しました。

共同研究を支援する主要な事業の一つとしてシンポジウムの開催にも取り組んでいます。本年度は

研究所主導のシンポジウムを 3件企両するとともに、生存圏科学研究に関するテーマについて全国の

研究者が集中的に討議する生存圏シンポジウムを 31件、公募により採択しました。参加者の総数は

2461名を数えています。 H27年度は第二期拠点活動の最終年度に当たりましたが、上記の幅広い活動

実績に対してA評価を頂いております。

本報告書は、全国国際共同利用および国際共同研究を推進している開放型研究推進部と生存圏のミ

ッションに関わる萌芽的、学際的、融合的な研究を発掘・推進している生存圏学際萌芽研究センター

の活動報告を収録しています。生存圏研究所は、こういった活動を通して、「生存圏科学の共同利用・

共同研究拠点」として、海外の大学・研究機関等と運携を深め、国際研究教育拠点として共同利用・

共同研究の国際化・情報公開を目指します。関係各位のご支援とご協力を賜れば幸甚です。

平成 28年 3月

京都大学生存閥研究所

所長 津田敏隆
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1 開放型研究推進部

MUレーダー／赤道大気レーダー全国国際共同利用専門委員会

委員長 山本衛（京都大学生存圏研究所）

1. 共同利用施設および活動の概要

1. 1. 概要

信楽MU観測所は、滋賀県甲賀市信楽町の国有林に囲まれた山中に 1982年に開設された。

観測機器の中核を担う MUレーダー（中層・超高層大気観測用大型レーダー；Middleand Upper 

atmosphere radar) （図 l)は、アジア域最大級の大気観測用大型レーダーであり、高度 2km 

の対流圏から、扁度 400kmの超扁層大気（熱圏・電離圏）にいたる大気の運動、大気循環を

観測する。 1984年の完成以来、全国共同利用に供され、広範な分野にわたる多くの成果を

上げている。 MUレーダーの最大の特徴は、アンテナ素子毎に取り付けた 475台の小型半導

体送受信機を個別制御することにより、 1秒間に 2500回という高速でレーダービーム方向

を変更可能であり、また、 25個のサブアレイアンテナに分割して使用可能である点である。

こうした柔軟なシステム設計のため、開発後 30年を経た今も世界で最も高機能な大型大気

レーダーの一つとして活躍を続けている。なお、 MU レーダーシステムには、レーダー、計

算機工学の進歩に合わせ最新のレーダー観測技術を導入しシステム拡充が行なわれている。

1992年に「実時間データ処理システム」、 1996年に「高速並列レーダー制御システム」、 2004

年に「MU レーダー観測強化システム」が導入された。特に、観測強化システムでは、空間

領域及び周波数領域の柔軟なレーダーイメージング観測が可能となった。

図 信楽MU観測所全景（左）と レーダーアンテナアレイ右上、 レーダー観

測強化システムで導入された超多チャンネルデジタル受信機（右下）。

一方、赤道大気観測所はインドネシア共和国西スマトラ小卜Iの赤道直下に位置しており、

本研究所の重要な海外拠点として、国内外の研究者との共同研究によって生存圏の科学を

推進するという大きな役割を担っている。同時にインドネシアおよび周辺諸国における研

究啓発の拠点として、教育・セミナーのための利用も想定される。観測機器の中核を担う
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開放型研究推進部

赤道大気レーダー (EquatorialAtmosphere Radar; EAR) （図 2)は平成 12年度末に完成し

た大型大気観測用レーダーであり、Mじレーダーと比べて最大送信出力が 1/10であるものの、

高速でビームを走査することが可能である。運営はインドネシア航空宇宙庁 (LAPAN) との

協力関係のもとに進められている。現在では図 2のように観測装置が充実した総合的な観

測所に成長している。平成 17年度から全国国際共同利用を開始した。平成 22~24年度に

科学技術戦略推進費（旧科学技術振興調幣費）「インドネシア宇宙天気研究の推進と体制構

築」課題が実施されたことに伴い電離圏イレギュラリティ観測を定常的に行うようになり、

現在は対流圏・下部成層圏・電離圏の切替観測を標準的に実施している。

従来異なる共同利用専門委員会を組織し、課題の審杏やレーダー運用等の議論を行って

きたが、国際的レーダーネットワークの連携した研究をより積極的に推進し、また委員会

の効率的な運営を図るため、 2012年 6月に両委員会を統合し、 MUレーダー／赤道大気レー

ダー全国国際共同利用専門委員会を発足した。

図 赤道大気レーダー（中央）を含む観測所全景と観測装置群

1. 2. 共同利用の公募

共同利用の公募は年 2 回としており、ホームページ

(http://www.rish.kyoto-u.ac. jp/mu+ear/)に掲載すると共に、各種メーリングリストでも

案内している。専門委員会において、応躾課題の審杏や MU レーダー •EAR の運営状況につ

いて議論し、観測時間の割当て等を行う。国際的な共同研究プログラムからの観測依頼な

ど、緊急を要する場合は、必要に応じて電子メールベースで委員に回議し、専門委員長が

採否を決定する。
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1. 3. 運営と予算状況

特殊観測装置である MUレーダーの運用は、製造メーカーヘの業務委託により行われてお

り、観測所の維持を含めた運営費は附属施設経費・装置維持費•特別教育研究経費の一部

が充てられている。運営費は決して充分でないため、共同利用者の希望よりも運用時間を

削らざるを得ないのが実情である。 EARの逓営はインドネシア航空宇宙庁 (LAPAN)との MOU

に基づき共同で行なっており、例えば現地オペレータには LAPAN職員が就いている。その

他の運営費は日本側の負担であるが、 EARの運営費も決して充分ではないため、時々の競争

的資金を活用している。

2. 共同利用研究の成果

OMUレーダーによるイメージング（映像）観測

2004年に「MUレーダー観測強化システム」が導入され、レーダーイメージングにより、

分解能が飛躍的に向上した観測が可能となっている。レンジイメージングと小型無人航空

機、レイリーライダー、ラジオゾンデ等を併用した観測キャンペーンにより、乱流の動態

が明らかになりつつある (Luce・橋ロ・矢吹他）。電離圏イレギュラリティのイメージング

観測も実施されている (Chen他） O MUレーダーで開発されたイメージング観測技術を赤道大

気レーダーや小型のウィンドプロファイラーに応用する試みも行われている (Luce• 

Wilson・ Chen・ 山本（真）・中城・橋口他）。

OMUレーダーによる中間圏・電離圏観測

ほうおう座、ふたご座、アンドロメダ座などの流星群の集中観測が実施され、ヘッドエ

コー観測による軌道決定など、その実態解明が進められている（阿部 •Kero ・中村・堤他）。

国際宇宙ステーションからの超高層大気撮像観測(ISS-IMAP)とMUレーダーによる FAIやIS

同時観測も実施されている（齊藤（昭）・山本（衛）他）。中間圏の運動量フラックスの新たな

観測手法の開発も行われている (Kishore・津田他）。

0熱帯性降雨に関する研究

赤道域では、強い日射と豊富な水蒸気量に伴い降水活動が活発なため、降雨に関する研

究が数多く行なわれている。 EAR・ X帯気象レーダー・地上降雨の長期データ解析による対

流システムの階層構造の研究（柴垣他）、 EAR・ 境界層レーダー・ディスドロメータによる降

雨粒径分布の研究(Marzuki・橋ロ・下舞． Findy他）、 EAR・ライダーによる層状性降水特性

の研究（山本（真）・阿保他）、 X帯気象レーダーを用いた衛星回線降雨減衰統計に関する研究

（前川他）などが行われている。

0ライダーによる対流閥・成層閥・中間閥の観測

高機能ライダーが設置されており、対流閥から成層閥にかけてのエアロゾル層、目に見

えない薄い巻雲が長期間連続に観測され、 EARとの比較研究が行われている（阿保・山本（真）
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開放型研究推進部

他）。レイリーライダーによる成層圏～中間圏領域及びラマンライダーによる対流圏上部～

成層圏領域の気温分布や、中間圏上部に存在する金属原子層の観測が行われ、赤道域にお

ける非常に貴重なデータを提供している。対流圏界面領域のオゾン分布の高分解能観測も

開始され（長澤・阿保・柴田他）、オゾンゾンデとの同時観測も実施された（鈴木 •Wilson 他）。

0電離圏イレギュラリティの研究

磁気赤道を中心として低緯度電離圏にはプラズマバプルと呼ばれる強い電離圏イレギュ

ラリティ (FAI)が発生し、衛星・地上間の通信に大きな悪影響を与える。 EAR・大気光イメ

ージャ・ファブリペロー干渉計 •GPS 受信機 •VHF レーダー・イオノゾンデを駆使した研究

が展開中である（山本（衛）・大塚・塩川・津川・ Sridharan• Patra他）。また、衛星航法の

ためのプラズマバブル監視手法の研究も行われている（斉藤（享）他）。

3. 共同利用状況

表 l及び図 3に示すとおり、 MUレーダーの利用件数は 50~60件程度、 EARのそれは 20

~30件程度で推移してきた。 2012（平成 24)年の統合後は 90-----100件程度に増加しており、

今後も活発な共同利用研究が行われると期待される。また国際共同利用を実施しており、

特に EAR関連課題は約 3割が国際共同利用課題である。図 4, 5にそれぞれ MUレーダー、

赤道大気レーダーの観測時間の年次推移を示す。平成 19年度からは毎年度にシンポジウム

を開催しており、平成 27年度には 9月 10~11日に MUレーダー・赤道大気レーダーシンポ

ジウムを開催した。なお、観測データのうち標準観測については観測後直ちに、その他の

観測については 年を経過したデータを「生存圏データベース共同利用」の一環として共

同利用に供している。

年度
18 19 20 21 22 23 24 25 26 

（平成）

採択 MUR 54 (6) 49 (2) 59 (8) 59 (10) 50 (5) 50 (8) 
102 (27) 93 (31) 88(40) 

課題数＊ EAR 27 (2) 33 (9) 34 (10) 30 (9) 25 (7) 26 (9) 

292 267 

MUR 102 215 310 261 学内］03 学内 122

共同利
学外 189 学外 145

580 527 471 

用者数 学内 233 学内 230 学内 197
156 167 

＊＊ 学外 347 学外 297 学外 274
EAR 165 205 214 190 学内 42 学内 48

学外 114 学外 119

表 1 MUR/EAR共同利用状況

＊ （）内数字は国際共同利用課題数

＊＊ 研究代表者および研究協力者の延べ人数
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開放型研究推進部

■MUR&EAR（国内）前期

■ MLJR&EAR（国内）後期 • MUR&EAR（国際）前期 ■ MUR&EAR（国際）後期

■訟 R（国内）前期 ■EAR（国内）i裟期 ■EAR（国際）前期

■EAR（国際）後期

■MLJR前期 ■MURi後期
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図 3. MUレーダー及び赤道大気レーダーの共同利用課題数の年次推移
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図4. Mじレーダー共同利用の観測時間の年次推移

4. 専門委員会の構成及び開催状況（平成 27年度）

委員会の構成

山本衛（委員長）、橋口浩之（副委員長）、津田敏隆、塩谷雅人、高橋けんし、古本淳

ー、森拓郎、矢吹正教（以上、京大 RISH)、家森俊彦（京大理）、佐藤亨（京大情報）、

高橋正明（東大大気海洋研）、阿保真（首都大）、廣岡俊彦（九大理）、藤吉康志（北大低

温研）、村山泰啓、山本真之（情報通信研究機構）、山中大学（海洋研究開発機構）、大

塚雄一（名大 STE研）、下舞豊志（島根大）、江尻省（国宣極地研）、齋藤享（電子航法研）
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開放型研究推進部

国際委員（アドバイザー） A.K. Patra（インド NARL)、RobertD. Palmer（米オクラ

ホマ大）、 AfifBudiyono（インドネシア LAPAN)

平成 27年 5月 12日、 11月 20日に MUレーダー／赤道大気レーダー専門委員会を開催し、

申請課題の選考などを行った。

200・1. 
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go08" 
BOO4糟

2OO5 

go08.9 

2OO.7帽

BOOB. 

2009_ ， 

20』0.「

ao団1.

80iB 
20訳｝＂

aoi . .f. 
gouぅ呵

＇ 

II 

| 

畑 釉圧 ，知駒細袖綱 ；論似転応

図 5. 赤道大気レーダー長期連続観測の実績（濃色部分：電離圏観測を同時実施）

5. 特記事項

MUレーダーは「世界初のアクティブ・フェーズド・アレイ方式の大気レーダー」として、

IEEEマイルストーンに認定された。これは、電気・電子・情報分野の世界最大の学会であ

るIEEEが、電気・電子技術やその関連分野における歴史的偉業に対して認定する賞で、認

定されるためには 25年以上に渡って世の中で高く評価を受けてきたという実績が必要であ

る。 1983年に制定され、日本から認められたものとしては、八木・宇田アンテナ、東海道

新幹線、富士山レーダーなどがある。 2015年 5月に贈星式・除幕式等が行われた。

EARはMUレーダーに比べて送信出力が 1/10であり、中間圏や電離圏の IS観測を行うに

は感度が不足している。また、受信チャンネルは 1個のみであるため、空間領域のイメー

ジング観測ができないなど、機能面でも MUレーダーに劣っている。下層大気で発生した大

気波動が上方へ伝搬し、上層大気の運動を変化させる様子など、大気の構造・運動の解明

をより一層進めるため、 MUレーダーと同等の感度・機能を有する「赤道MUレーダー

(EMU)」の新設を概算要求している。日本学術会議の学術の大型施設計画・大規模研究計画

に関するマスタープラン「学術大型研究計画」（マスタープラン 2014)の重点大型研究計画

27件のうちの 1つに EMUを主要設備の一つとする「太陽地球系結合過程の研究基盤形成」（津

田敏隆代表）が選定された。また、文部科学省のロードマップ 2014の 11件のうちの 1つに

も選定されている。
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論文•発表リスト

・博士論文

1 開放型研究推進部

東南アジアにおける全電子数観測に基づく電離圏研究 京都大学情報学

研究科博士論文 年月取得

ダーの測定精度と分解能の向上に関する研究

大気レー

京都大学情報学研究科博士論文

年 月取得

大井川正憲

欄密 可降水量観測ネッ

トワークと非静力学モデルを用いた深い対流に伴う水蒸気変動に関する研究 京都大学

理学研究科博士論文 年月取得

•修士論文

竹田悠二桐密 受信ネットワークによるリアルタイム可降水量測定に関する研究

平成 年度京都大学情報学研究科通信情報システム専攻修士論文

岡谷良和多波長分光検出器を用いた気温計測用紫外域ラマンライダーに関する研究平

成 年度京都大学情報学研究科通信情報システム専攻修士論文

万城孝弘 レーダー実時間アダプティブクラッター抑圧システムの開発平成 年度

京都大学情報学研究科通信情報システム専攻修士論文

矢野謙也 ドップラーライダーと高分解能数値モデルによる都市の極端気象メカニズムに

関する研究平成 年度京都大学情報学研究科通信情報システム専攻修士論文

鈴木翔大 観測による電離圏リアルタイムトモグラフィの開発平成 年度京都

大学情報学研究科通信情報システム専攻修士論文

・学士論文

周藤慎司簡易全天カメラの製作と観測された波状雲の高度推定平成 年度島根大学総

合理工学部機械・電気電子工学科卒業論文

谷本晃宣松江・信楽における地上雨滴計観測に基づいた降雨レーダー観測による降雨推定

精度の検討平成 年度島根大学総合理工学部機械・電気電子工学科卒業論文

西田圭吾地上デジタルテレビ放送波を用いた水蒸気変動推定に関する研究平成 年度

京都大学工学部電気電子工学科学士論文

柿原逸人 水蒸気ライダーのための較正手法の研究平成 年度京都大学工学部電気

電子工学科学上論文

北川啓太電離圏の構造と擾乱に関する大気圏—電離圏結合モデル と実測値の比較

研究平成 年度京都大学工学部電気電子工学科学士論文

佐藤雄大赤道大気レーダーによる熱帯対流圏界層におけるケルビン波の砕波と乱流特性

の研究平成 年度京都大学工学部電気電子工学科学士論文
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T. Gan, M.K. Yamamoto, H. Hashiguchi, H. Okamoto, and M. Yamamoto, Error estimation of 

spectral parameters for high-resolution wind and  turbulence measurements by wind profiler 

radars, Radio Sci., 49, 1214-1231, doi:10.1002/2013RS005369, 2014. 

V. Lakshmi Narayanan, K. Shiokawa, Y. Otsuka, and S. Saito, Airglow observations of nighttime 

medium-scale traveling ionospheric disturbances from Yonaguni: Statistical characteristics and 

low latitude limit, J. Geophys. Res., 119, doi: 10.1029/2014JA020368, 2014. 

A. Kudo, H. Luce, H. Hashiguchi, and R. Wilson, Convective Instability underneath Mid-level 

Clouds: Comparisons between Numerical Simulations and VHF Radar Observations, J. Climate 

Appl. Meteor., 54, 2217-2227, doi: 10.1175/JAMC-D-15-0101.1, 2015. 

T. Iyemori, K. Nakanishi, T. Aoyama, Y. Yokoyama, Y. Koyama, and H. Lühr, Confirmation of 

existence of the small-scale field-aligned currents in middle and low latitudes and an estimate of 

time scale of their temporal variation, Geophys. Res. Lett., doi:10.1002/2014GL062555, 2015. 

K. Shiokawa, Y. Otsuka, K. J. Lynn, P. Wilkinson and T. Tsugawa, Airglow-imaging observation of 

plasma bubble disappearance at geomagnetically conjugate points, Earth Planets Space, 67:43, 

doi:10.1186/s40623-015-0202-6, 2015. 

D. Fukushima, K. Shiokawa, Y. Otsuka, M. Nishioka, M. Kubota, T. Tsugawa, T. Nagatsuma, S. 

Komonjinda, and C. Y. Yatini, Geomagnetically conjugate observation of plasma bubbles and 

thermospheric neutral winds at low latitudes, J. Geophys. Res., 120, doi: 10.1002/2014JA020398, 

2015. 

K.K. Ajith, S. Tulasi Ram, M. Yamamoto, T. Yokoyama, V. Sai Gowtam, Y. Otsuka, T. Tsugawa, and 

K. Niranjan, Explicit characteristics of evolutionary type plasma bubbles observed from 

Equatorial Atmosphere Radar during the low to moderate solar activity years 2010-2012, J. 

Geophys. Res., 120, 1371-1382, doi:10.1002/2014JA020878, 2015. 

K. Watthanasangmechai, M. Yamamoto, A. Saito, T. Maruyama, T. Yokoyama, M. Nishioka, and M. 

Ishii, Temporal change of EIA asymmetry revealed by a beacon receiver network in Southeast 

Asia, Earth Planets Space, 67, 75, doi:10.1186/s40623-015-0252-9, 2015. 

S. Tulasi Ram, K. K. Ajith, M. Yamamoto, Y. Otsuka, T. Yokoyama, K. Niranjan, and S. Gurubaran, 

Fresh and evolutionary-type field aligned irregularities generated near sunrise terminator due to 

overshielding electric fields, J. Geophys. Res., 120, 5922-5030, doi:10.1002/2015JA021427, 

2015. 

S. Tulasi Ram, T. Yokoyama, Y. Otsuka, K. Shiokawa, S. Sripathi, B. Veenadhari, R. Heelis, K. K. 

Ajith, V. S. Gowtam, S. Gurubaran, P. Supnithi and M. Le Huy, Dusk side enhancement of 

開放型研究推進部

鈴木大河東南アジアの衛星ビーコン観測網による電離圏赤道異常の季節変化の研究平

成 年度京都大学工学部電気電子工学科学士論文

久保田匡亮 レーダー多チャンネル観測による地形性クラッターのイメージング平成

年度京都大学工学部電気電子工学科学士論文

・学術論文誌
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equatorial zonal electric field response to convection electric fields during the St. Patrick's day 

storm on March 17, 2015, J. Geohys. Res., 120, doi:10.1029/2015JA021932, 2015. 

Marzuki, H. Hashiguchi, T. Kozu, T. Shimomai, Y. Shibagaki, and Y. Takahashi, Precipitation 

microstructure in different Madden-Julian Oscillation phases over Sumatra, Atmospheric Research, 

168, 121-138, 2015. 

T. Gan, M.K. Yamamoto, H. Hashiguchi, H. Okamoto, and M. Yamamoto, Spectral parameters 

estimation in precipitation for 50-MHz band atmospheric radars, Radio Sci., 50, 789-803, doi: 

10.1002/2014RS005643, 2015. 

C. Jiang, C., G. Yang, C. Deng, C. Zhou, P. Zhu, T. Yokoyama, H. Song, T. Lan, B. Ni, Z. Zhao, and 

Y. Zhang, Simultaneous observations of F2 layer stratification and spread F at post-midnight over 

a northern equatorial anomaly region, J. Geophys. Res. Space Physics, in press, 

doi:10.1002/2015JA021861, 2016. 

Dao, T., Y. Otsuka, K. Shiokawa,S. Tulasi Ram, and M. Yamamoto, Altitude development of 

postmidnight F region field-aligned irregularities observed using Equatorial Atmosphere Radar in 

Indonesia, Geophys. Res. Lett., 43, doi:10.1002/2015GL067432, 2016. 

J.-S. Chen, Y.-H. Chu, C.-L. Su, H. Hashiguchi, and Y. Li, Range Imaging of E-region Field-Aligned 

Irregularities by Using a Multifrequency Technique: Validation and Initial Results, IEEE 

Transactions on Geoscience and Remote Sensing, in press, 2016. 

 

 

P. Abadi , Effects of pre-reversal enhancement of E x B drift on the 

latitudinal extension of plasma bubble in Southeast Asia, 28  , 6-7, 

, 2014 12 . 

, , 

275  , , 2015 2 . 

, (2014 6 -2015 3 ), 26  2

STE , , 2015 3 . 

S. M Buhari, M. Abdullah, T. Yokoyama, A. M. Hasbi, Y. Otsuka, M. Nishioka, and T. Tsugawa. A 

statistical study of equatorial plasma bubble observed by GPS ROTI measurement along 

96 E-120 E longitude over the years 2008-2013, The 3rd Asia Oceania Space Weather Alliance 

Workshop, Fukuoka, March 2015. 

, MU

, 2015 , P114, , 

2015 5 21-24 . 

, , 

2015 , , 2015 5 24-29 . 

, , 

2015 , , 2015 5 24-29 . 

1 開放型研究推進部

・学会等発表

・大塚雄一・津川卓也・横山竜宏

第 回大気圏シンポジウム

相模原 年月

横山竜宏赤道大気レーダーによる電離圏観測と裔精細数値シミュレーションの開発第

回生存圏シンポジウム生存圏ミッションシンポジウム宇治 年月

横山竜宏 H本と東南アジアの電離園概況報告 年月 年月 平成 年度第

回 現象報告会福岡 年月

ロロ

橋口浩之・寺田凜太郎・西村耕司•佐藤亨•山本衛赤道 レーダーの観測角度範囲拡大

のためのアンテナ配置に関する研究日本気象学会 年度春期大会 つくば

年月 H 

鈴木臣・塩川和夫中間園重力波観測用低廉大気光カメラの性能評価 H本地球惑星科学連

合 年大会千葉 年月 日

大塚雄一・塩川和夫光学・電波観測装置による超高層大気の地上ネットワーク観測 日本

地球惑星科学連合 年大会千葉 年月 日
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K. Shiokawa, Y. Nakamura, S. Oyama, and Y. Otsuka, Ground-based network observations of wind 

and temperature of the thermosphere using five Fabry-Perot interferometers, 

2015 , , 2015 5 24-29 . 

S. Tulasi Ram K. K. Ajith , Climatology of Equatorial 

plasma bubbles observed from Equatorial Atmosphere Radar (EAR) - New Aspects, 

2015 , , 2015 5 24-29 . 

D.R. Martiningrum A. Husin C. Y. Yatini, E-F region field aligned irregularities 

observed with Equatorial Atmosphere Radar and ionosonde, 2015

, , 2015 5 24-29 . 

P. Abadi , Effects of pre-reversal enhancement of E x B drift on the 

latitudinal extension of plasma bubble in Southeast Asia, 2015 , 

, 2015 5 24-29 . 

K. Watthanasangmechai , Predawn depletion observed by GRBR and 

GPS networks in Southeast Asia, 2015 , , 2015 5

24-29 . 

K. Watthanasangmechai , Temporal change of the precise EIA 

asymmetry in Thailand-Indonesia sector observed by a beacon receiver network, 

2015 , , 2015 5 24-29 . 

Hiroyuki Hashiguchi, Rintaro Terada, Koji Nishimura, Toru Sato, and Mamoru Yamamoto, Study on 

Antenna Arrangement of Equatorial MU Radar for Widening Observation Angle Range, 

2015 , , 2015 5 24 -29 . 

Mamoru Yamamoto, Hiroyuki Hashiguchi, and Toshitaka Tsuda, Current status of Equatorial MU 

Radar project, 2015 , , 2015 5 24 -29 . 

Toshitaka Tsuda, Mamoru Yamamoto, and Hiroyuki Hashiguchi, Equatorial Fountain in the Middle 

and Upper Atmosphere, 2015 , , 2015 5 24 -29 . 

Takahiro Manjou, Hiroyuki Hashiguchi, and Mamoru Yamamoto, Development of MU radar 

real-time processing system with adaptive clutter rejection, 2015 , 

, 2015 5 24 -29 . 

Manabu D. Yamanaka, Hiroyuki Hashiguchi, and Shinya Ogino, Vertical coupling by convections 

over the Indonesian maritime continent, 2015 , , 2015 5

24 -29 . 

, 

, 2015 , , 2015 5 24 -29 . 

Johan Kero , MU

, 2015 , , 

2015 5 24 -29 . 

Mamoru Yamamoto, Satellite-ground beacon experimentbased on software radio, Radio Sciences 

Symposium on Earth and Planetary Atmospheres, Nara Woman's University, June 1, 2015. 

開放型研究推進部

日本地球惑星科学

連合 年大会千葉 年月 日

•山本衛・大塚雄ー・横山竜宏・津川卓也

日本地球惑

星科学連合 年大会千葉 年月 日

•山本衛・横山竜宏・

日本地球惑星科学連合 年大

会千葉 年月 H 

・大塚雄一・津川卓也・横山竜宏

日本地球惑星科学連合 年大会

千葉 年月 日

•山本衛・斎藤昭則・横山竜宏

日本地球惑星科学連合

H 

•山本衛・斎藤昭則・横山竜宏

科学連合 年大会千葉

球惑星科学連合

年月

年大会千葉

日本地球惑星科学連合

日

年大会千菜

年大会千葉 年月

日本地球惑星

日本地

年月日日

年月日日

日本地球惑星科学連合 年大会千葉 年月日日

日本地球惑星科学連合 年大会

千菜 年月日 H

H本地球惑星科学連合 年大会千葉 年

月日日

矢野謙也・古本淳ー・東邦昭・矢吹正教・橋口浩之高性能・低価格コヒーレント・ドップ

ラー・ライダーの開発 H本地球惑星科学連合 年大会千葉 年月 H H 

阿部新助・ ・中村卓司•藤原康徳・渡部潤ー・橋口浩之 レーダー・流星ヘッ

ドエコー観測によるメテオロイドの軌道決定日本地球惑星科学連合 年大会千葉

年 月日 日
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M. Yamamoto, H. Hashiguchi, T. Tsuda, Current status of Equatorial MU Radar project, 

International Union of Geodesy and Geophysics (IUGG) 2015, Prague, June 28, 2015. 

M. Yamamoto, K. Ishisaka, T. Yokoyama, K. Endo, A. Kumamoto, T. Abe, H. Habu, S. Watanabe, 

M.-Y. Yamamoto, M. Tanaka, N. Iwagami, S. Saito, M. Nishioka, P. Bernhardt, M. Larsen, Rocket 

and ground-based observations of medium-scale traveling ionospheric disturbances (MSTID) over 

Japan, International Union of Geodesy and Geophysics (IUGG) 2015, Prague, June 28, 2015. 

Dyah Rahayu Martiningrum, Mamoru Yamamoto, Prayitno Abadi, Asnawi Husin, Jiyo HS, Clara 

Yono Yatini, Equatorial F-layer irregularities over Indonesia during an equinoctial month, 

International Union of Geodesy and Geophysics (IUGG) 2015, Prague, June 24, 2015. 

Jenn-Shyong Chen, Yen-Hsyang Chu, Ching-Lun Su, and Hiroyuki Hashiguchi, Observation of 

Field-aligned Irregularities in the Ionosphere Using Multi-frequency Range Imaging Technique, 

Progress In Electromagnetics Research Symposium (PIERS 2015), Prague, Czech Republic, July 

6-9, 2015. 

Jenn-Shyong Chen, Yen-Hsyang Chu, Ching-Lun Su, and Hiroyuki Hashiguchi, Observations of 

Field-Aligned Irregularities in the Ionosphere using Multi-Frequency Range Imaging Technique, 

International Geoscience and Remote Sensing Symposium 2015 (IGARSS 2015), Milan, Italy, 

July 26-31, 2015. 

Tam Dao, Yuichi Otsuka, Kazuo Shiokawa, Mamoru Yamamoto, Rise velocity of growth phase 

F-region field-aligned irregularities based on the Equatorial Atmosphere Rada, AOGS2015, 

Singapore, August 2-7, 2015. 

Toshitaka Tsuda, Mamoru Yamamoto, and Hiroyuki Hashiguchi, Equatorial Fountain in the Middle 

and Upper Atmosphere, AOGS, Singapore, August 2-7, 2015. 

Masaki Katsumata, Shuichi Mori, Hamada J.-I., Nobuhiko Endo, Miki Hattori, Peiming Wu, 

Hiroyuki Hashiguchi, Fadli Syamsdin, and Manabu D. Yamanaka, Sounding-based 

thermodynamic budget for Jakarta coastal area during HARIMAU2010, AOGS, Singapore, 

August 2-7, 2015. 

Hubert Luce, Richard Wilson, Hiroyuki Hashiguchi, Masayuki K. Yamamoto, Tong Gan, and 

Kensaku Shimizu, New insights in atmospheric turbulence and stability from high resolution radar 

and balloon data, AOGS, Singapore, August 2-7, 2015. 

, STE , 

, , 

2015 8 17-18 . 

S. M Buhari, M. Abdullah, A. M. Hasbi, T. Yokoyama, M. Nishioka, T. Tsugawa, and Y. Otsuka, 

Climatology of equatorial plasma bubble observed by MyRTKnet over the years 2008-2013, 2015 

International Conference on Space Science and Communication, Langkawi, Malaysia, August 

2015. 

R.A. Malik, M. Abdullah, S. Abdullah, M. J. Homam, T. Yokoyama, and M. Nishioka, Ionospheric 

empirical model: Initial approach to MUF modeling in the Malaysian region, 2015 International 

1 開放型研究推進部

塩川和夫・大塚雄ー名大 研の電磁気閥地上観測ネットワークの現状と今後第 2回太

陽地球環境データ解析に基づく超高層大気の空間・時間変動の解明国立極地研究所

年月 日
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Conference on Space Science and Communication, Langkawi, Malaysia, August 2015. 

S. M Buhari, M. Abdullah, T. Yokoyama, A. M. Hasbi, Y. Otsuka, M. Nishioka, and T. Tsugawa. A 

statistical study of equatorial plasma bubble observed by GPS ROTI measurement along 

96 E-120 E longitude over the years 2008-2013, Asia Oceania Geosciences Society 12th Annual 

General Meeting, Singapore, August 2015. 

Prayitno Abadi Effendy, 

GPS , MTI , , 2015 8 31 -9 2 . 

, 2015 3 17-18

, MTI , , 2015 8 31 -9 2 . 

H. Luehr

, SWARM

, MTI ISS-IMAP SLATS

, , 2015 8 31 9 2 . 

, MTI ISS-IMAP

SLATS , , 2015 8 31 9 2 .Toshitaka 

Tsuda, Study of Coupling Processes in the Solar-Terrestrial System (invited), URSI Japan Radio 

Science Meeting 2015, Tokyo, September 3-4, 2015. 

Mamoru Yamamoto, Beacon Experiment of Low-latitude Ionosphere from Southeast Asia, URSI 

Japan Radio Science Meeting 2015, Tokyo, September 3-4, 2015. 

, MU , 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

, 

, 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

Lakshmi Kantha Dale Lawrence Mixa Tyler Hubert Luce Richard Wilson

, Shigaraki UAV-Radar Experiment (ShUREX 2015), 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

, MRR BB(Bright Band)

, 9 MU , , 2015 9 10-11

. 

, 

, 9 MU , , 2015 9 10-11

. 

Fadli Syamsudin, Pre-YMC2015

, 9 MU , , 2015 9 10-11 . 

Ou Tengfei , EAR BLR

, 9 MU , , 2015 9

10-11 . 

開放型研究推進部

ロロ

大塚雄一・ ・塩川和夫・小川忠彦・ インドネシアにおける電離圏擾乱

の 観測 研究会情報通信研究機構 年月 日月日

塩川和夫・大塚雄ー・西谷望・山本衛 年月 日の磁気嵐と日本で見られた低緯

度オーロラについて 研究会情報通信研究機構 年月 日月 H 

家森俊彦・中西邦仁•青山忠司・ ・小田木洋子・横山佳弘•井口正人・杉谷茂夫・

橋口浩之・宇津木充・大野敏光 衛星で観測される中低緯度微細沿磁力線電流と

その成因 「 研究集会」「 研究集会」「 ワークショップ」合同研究集

会東京 年月日～月日

山本衛・橋口浩之・津田敏隆赤道MUレーダー計画の現状「 研究集会」「 研

究集会」「 ワークショップ」合同研究集会東京 年月 H～月 H 

山本衛・橋口浩之 レーダー・赤道大気レーダー全国国際共同利用の現状第 回

レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月 日

中城智之・山本真之・橋口浩之ウィンドプロファイラと気象レーダーの比較に基づく福井

平野における地形性降雨の統計解析第 回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウ

ム宇治 年月 H 

橋口浩之・ •津田

敏隆・矢吹正教・森昂志 第回 レー

ダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月 日

永田哲規・下舞豊志・橋口浩之 観測から得られた パラメータの特徴

について第回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月

H 

鈴木順子・藤原正智・西憲敬・米山邦夫熱帯対流圏界面領域にみられる赤道ケルビン波の

経年変動第回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月

H 

森修一．勝俣昌己・米山邦夫・ スマトラ島 集中観測計画につ

いて第回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月 日

・下舞豊志・橋口浩之 および 観測から推定した雨滴粒径分布と降雨減

衰係数の変動第回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月

日

-12-



, Ku

, 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

Tong Gan M.K. Yamamoto H. Okamoto H. Hashiguchi M. Yamamoto, Spectral parameters 

estimation in precipitation for 50 MHz band atmospheric radars, 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

, MU

, 9 MU , , 2015 9 10-11 . 

Prayitno Abadi Effendy, 

GPS , 9 MU , , 2015 9 10-11

. 

Tam Dao, Yuichi Otsuka, Kazuo Shiokawa, S. Tulasi Ram, and Mamoru Yamamoto, Altitude 

development of F-region field-aligned irregularities at post-midnight in comparison with 

post-sunset time based on equatorial atmosphere radar observations in Indonesia, 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

Dyah Martiningrum, M. Yamamoto, Asnawi, and Sri Ekawati, Effect of Geomagnetic Storm on 

Equatorial Plasma Bubbles, 9 MU , , 

2015 9 10-11 . 

S. Tulasi Ram K. K. Ajith, 

EAR , 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

, TEC , 

9 MU , , 2015 9 10-11 . 

Prayitno Abadi, Yuichi Otsuka, Susumu Saito, and Kazuo Shiokawa, East-west asymmetry of 

scintillation occurrence in Indonesia using GPS and GLONASS observations, 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

Kornyanat Watthanasangmechai, M. Yamamoto, and A. Saito, Different characteristics of EIA in 

equinox and solstice obtained from Southeast Asia, 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

Huixin Liu Roland 

Tsunoda Tung-Yuan Hsiao, 

 , 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

, VHF

MU , 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

, MU

, 9 MU , , 2015

1 開放型研究推進部

前川泰之•竹本圭吾•田間章宏・柴垣佳明赤道域における 帯衛星回線の降雨減衰継続

時間と上空の風速および降水量との関係について第 回 レーダー・赤道大気レーダ

ーシンポジウム宇治 年月 日

第回 レーダー・赤道大

気レーダーシンポジウム宇治 年月 日

万城孝弘・橋口浩之・山本衛 レーダー実時間アダプティブクラッター抑圧システムの

開発第 回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月 日

大塚雄ー・ ・塩川和夫・小川忠彦・ インドネシアにおける電離圏擾乱

の 親測第回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年 月

日

第回レ

ーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月 H
 

第 回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治

年月 日

横山竜宏・陣英克・品川裕之・山本衛・大塚雄ー・

ルの数値シミュレーションと近年の 電離圏観測成果第回

気レーダーシンポジウム宇治 年月 日

斎藤享プラズマバブルに伴う極めて大きな電離圏 勾配とその衛星航法に対する影響

第回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月 日

プラズマバブ

レーダー・赤道大

第回 レーダ

ー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月 日

第回 レーダー・赤道大気レーダー

シンポジウム宇治 年月 日

山本衛·橋口浩之・斎藤昭則•松永真由美・斎藤亨• •横山竜宏·陣英克．

新・衛星＝地J::ビーコン観測と赤道大気レーダーによる低緯

度電離圏の時空間変動の解明一新しい研究プロジェクト紹介ー第 回 レーダー・

赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年月 H 

小川忠彦・大塚雄一・川村誠治・鈴木秀彦・山本衛・村山泰啓稚内 レーダーと信楽

レーダーで観測された夏季中間圏エコーの特性比較第 回 レーダー・赤道大気

レーダーシンポジウム宇治 年月 日

岩堀太紀・山川宏・山本衛・橋口浩之•河原淳人 レーダーを用いたスペースデブリの

形状推定に関する研究第回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治
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9 10-11 . 

, 

, 9 MU

, , 2015 9 10-11 . 

Johan Kero Daniel Kastinen MURMHED 

members, MU

, 9 MU , , 2015 9

10-11 . 

, RISH

, , , 2015 9

17-18 . 

M. Ishii, H. Jin, T. Yokoyama, T. Tsugawa, M. Nishioka, and T. Maruyama, Measurement of 

ionosphere over the western Pacific Ocean, 2015 URSI-Japan Radio Science Meeting, Tokyo, 

September 2015. 

K. Shiokawa and Y. Otsuka, Low-latitude red aurora observed in Japan during the St. Patrick�s Day 

2015 Event, SCOSTEP-WDS Workshop on Global Data Activities for the Study of 

Solar-Terrestrial Variability, NICT, Tokyo, Japan, 28-30 September 2015. 

Toshitaka Tsuda, Study of Equatorial Fountain in the Middle and Upper Atmosphere over Indonesia 

with the Equatorial MU Radar (EMU) (invited), Humanosphere Science School 2015, Jakarta, 

September 29-30, 2015. 

Mamoru Yamamoto, Satellite-Ground Beacon Experiment for the Study of Low-latitude Ionosphere 

(invited), Humanosphere Science School 2015, Jakarta, September 29-30, 2015.

, MU , 

59 , , 2015 10 7-9 . 

K. Shiokawa, D. Fukushima, Y. Otsuka, M. Nishioka, M. Kubota, T. Tsugawa, T. Nagatsuma, S. 

Komonjinda, C. Y. Yatini, K. J Lynn, and P. Wilkinson, Geomagentic conjugate observations of 

plasma bubbles and a brightness wave using airglow imagers and Fabry-Perot interferometers, 

14th International Symposium on Equatorial Aeronomy (ISEA14), Bahir Dar, Ethiopia, October 

19-23, 2015. 

Tam Dao, Y. Otsuka, K. Shiokawa, and M. Yamamoto, Altitude development of F-region 

field-aligned irregularities observed by the Equatorial Atmosphere Radar in Indonesia, 14th 

International Symposium on Equatorial Aeronomy (ISEA14), Bahir Dar, Ethiopia, October 19-23, 

2015. 

P. Pavan Chaitanya, A. K. Patra, Y. Otsuka, T. Yokoyama, and M. Yamamoto, Daytime zonal drifts in 

the ionospheric E and 150 km regions estimated using EAR observations, 14th International 

Symposium on Equatorial Aeronomy, Bahir Dar, Ethiopia, October 19-23, 2015. 

S. M Buhari, M. Abdullah, T. Yokoyama, A. M. Hasbi, Y. Otsuka, M. Nishioka, and T. Tsugawa, The 

longitudinal variations of equatorial plasma bubble with solar activity observed by MyRTKnet 

開放型研究推進部

年月 日

齊藤昭則・穂積裕太・坂野井健•吉川一朗・山崎敦・山本衛国際宇宙ステーションからの

大気光・イオン共鳴散乱光で観測された電離圏構造第 回 レーダー・赤道大気レー

ダーシンポジウム宇治 年月 日

阿部新助・ ・中村卓司•藤原康則・ ・渡部潤ー・橋口浩之・

レーダー・ヘッドエコー観測による惑星間ダストの軌道と流星アブレーシ

ョン過程の計測第回 レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム宇治 年

月日

橋日浩之・津田敏隆・塩谷雅人・山本衛・新堀淳樹京大 における大気レーダー観測

データベースの公開オープンサイエンスデータ推進ワークショップ京都 年月

日

岩堀太紀・山川

宏・山本衛・橋口浩之 レーダーを用いたスペースデブリの形状推定における可能性

第 回宇宙科学技術連合講演会鹿児島県民交流センター 年 月 H 
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GPS receivers from 2008-2013, 14th International Symposium on Equatorial Aeronomy, Bahir 

Dar, Ethiopia, October 19-23, 2015. 

Mamoru Yamamoto, Shota Suzuki, Susumu Saito, Chia-Hung Chen, Gopi Seemala, Akinori Saito, 

Development of realtime 3D tomography of the ionosphere from GPS-TEC in Japan, 14th 

International Symposium on Equatorial Aeronomy, Bahir Dar, Ethiopia, October 19-23, 2015. 

Mamoru Yamamoto, and Roland Tsunoda, Review on TEC observations with GNU Radio Beacon 

Receiver (GRBR) network, 14th International Symposium on Equatorial Aeronomy, Bahir Dar, 

Ethiopia, October 19-23, 2015. 

, , 

2015 , , 2015 10 28-30 . 

, 

, 

, ,  2015 10 31 -11 3 . 

, A long-term all-sky imager observation of lunar sodium tail, 

, , 2015 10 31 -11 3 . 

, 

, , , 2015 10 31 -11 3 . 

, 

, , , 2015 10 31 -11 3 . 

, , P. Abadi, T. Dao, , , , S. M Buhari, A. K. Patra, 

S. Tulasi Ram, GNSS , 138

 , , 2015 10 31 -11 3 . 

Mamoru Yamamoto, Current/future observation projects related to low-latitude ionosphere,  

, , 2015 10 31 -11 3 . 

, PANSY , 

, , 2015 10 31 -11 3 . 

Tam Dao, Yuichi Otsuka, Kazuo Shiokawa, Suhaila M Buhari, Mamoru Yamamoto, Simultaneous 

observations of F-region FAI and TEC after midnight at equatorial region, 

, , 2015 10 31 -11 3 . 

Kornyanat Watthanasangmechai, Mamoru Yamamoto, Akinori Saito, Takashi Maruyama, Tatsuhiro 

Yokoyama, Michi Nishioka, Mamoru Ishii, Precise seasonal EIA structures in Southeast Asia, 

, , 2015 10 31 -11 3 . 

K. Shiokawa, H. Fujinami, M. Hirahara, H. Masunaga, Y. Miyoshi, A. Mizuno, N. Nishitani, S. 

Nozawa, Y. Otsuka, and S. Oyama, Interdisciplinary collaborative research project: Interaction of 

Neutral and Plasma Atmosphere, Founding Symposium for the Institute for Space-Earth 

Environmental Research, Nagoya, Japan, November 4-5, 2015. 

K. Watthanasangmechai, M. Yamamoto, R. Tsunoda, A. Saito, T. Yokoyama, M. Ishii, and P. 

Supnithi, Co-located fossil bubbles and SSTID structure at low latitudes: A case study, 

1 開放型研究推進部

中城智之・山本真之・橋口浩之福井平野の地形性降雨の特徴に関する初期解析結果 H本

気象学会 年度秋期大会京都 年月 日

竹生大輝·塩川和夫・大塚雄一•松田貴嗣·江尻省・中村卓司・山本衛信楽の長期大気光

撮像データを用いた中間圏大気重力波の水平位相速度スペクトルの解析地球電磁気・地

球惑星圏学会東京 年月 日月日

西野真木・塩川和夫・大塚雄ー 地

球電磁気・地球惑星圏学会東京 年月 H 月 H

塩川和夫・大塚雄一超高層大気イメージングシステムによる東南アジア・アフリカでの熱

圏・電離圏の撮像観測地球電磁気・地球惑星圏学会東京 年 月 日 月 日

鈴木臣・塩川和夫中間圏重力波観測用低廉大気光カメラの性能評価 2：多地点観測と教育

への展開地球電磁気・地球惑星圏学会東京 年 月 日 月 日

大塚雄一塩川和夫 横山竜宏津川卓也西岡末知

南・東南アジアにおける赤道電離圏擾乱の ・レーダー観測第

回地球電磁気・地球惑星圏学会講演会東京 年 月 日 月 日

地球

電磁気・地球惑星圏学会東京 年 月 H 月 H 

山本衛大型大気レーダーによる電離圏擾乱の研究ー に対する期待ー地球電磁

気・地球惑星圏学会東京 年月 日 月日

地球電磁気・地球惑

星圏学会東京 年月日月日

地

球電磁気・地球惑星圏学会東京 年月日月日
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International Reference Ionosphere 2015 Workshop, Bangkok, Thailand, November 2-13, 2015. 

Shota Suzuki, Suzumu Saito, Akinori Saito, Chen Chieh-hung, Gopi Seemala, Mamoru Yamamoto, 

Development of real-time GPS-TEC monitoring system incorporating ionospheric 3D tomography 

over Japan, International Reference Ionosphere 2015 Workshop, Bangkok, Thailand, November 

2-13, 2015. 

, 2014-2015 , 6

, , 2015 11 16-19 . 

Jenn-Shyong Chen, Hiroyuki Hashiguchi, and Ying Li, Effect of Pulse Coding on Range Imaging of 

VHF Atmospheric Radar, 2015 National Symposium on Telecommunications (NST2015), Taiwan, 

November 26-27, 2015. 

Mamoru Yamamoto, Study of midlatitude ionospheric irregularities and E- and F-region coupling 

based on rocket and radar observations from Japan (invited), AGU Fall Meeting 2015, San 

Francisco, December 15, 2015. 

開放型研究推進部

塩川和夫・大塚雄一超高層大気イメージングシステムの 年度の成果第回極

域科学シンポジウム国立極地研究所 年 月 日
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1 開放型研究推進部

電波科学計算機実験装置 (KDK)全国国際共同利用専門委員会

委員長大村善治（京都大学生存圏研究所）

1. 共同利用施設および活動の概要

電波科学計算実験装置 (KDK) は宇宙プラズマ、超高層・中層大気中の波動現象および宇

宙電磁環境などの計算機実験による研究を推進させるために導入された計算機システムで

ある。 KDKは京都大学学術情報メディアセンターに設置されており、 Cray製 XE6 (128ノー

ド）、 GreenBlade8000 (8ノード）、 2548X (1ノード）、 Cray製 XC6 (62ノード）および補

助記憶装置（約 536TB) を共同研究の用に供している。また、生存圏研究所内に設置した

解析用ワークステーションと実効容量 320TBの補助記憶装置も利用できる。柔軟な計算機

システム運用によって大規模計算を長時間実行する環境を提供し、生存圏科学において従

来の小規模な計算機実験では知り得なかった新しい知見を得ることに貢献している。

システムA

=̀-̀`̂... XE6 AMDl:'6300 Abu Dhabi 

(16core x 2socket + 64GB) 
x 128 node 

= 4096 core 
41.0 TFlops 

l 
5.0 PB, 54 GB/sec 

lnfiniBand FDR/QDR 

ぶ GB8000 
@ Xeon Sandy Bridge 

• IMDIA. M2090 
(Score x 2socket + 64GB) 

x 8 node (64 w/ GPU) 

= 128 core 

3.2 TFlops 

合乞翌andyBridge 

(Score x 4sockel + 1.5TB) 

x 1 node 

= 64 core 
0.7 TFlops 

lnfiniBand FDR 

システムD
ヽ
o::J:t.--XC30 
@ )(eon 
(12core x 2socket + 64GB) 

x 62 node 
= 1736 core 

63.9 TFlops 

lnfiniBand FDR/QDR 

pl'i哄忘1SFA12f¥
3.0 PB, 24 GB/sec 

図 ： 電波科学計算実験装置（京都大学学術情報メディアセンターに設置）

2. 共同利用状況

平成 27年度は 30件の共同研究課題を採択した（表 l)。主システム（システム A) の稼

働状況を図 2に示す。月あたりの利用時間（総 CPU時間）は 35億秒から 70億秒の間を、

実行されたジョブ数は 500から 1700本の間を推移しており、極めて効率良く利用されてい

ることがわかる。各システムの利用状況を随時モニターし、ほぼ毎月開催している速用定

例会で利用状況を確認している。計算機資源を有効活用するため、必要に応じてユーザー

に助言を行っている。
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図 主システムシステム のジョブ本数と利用時間の推移。

年度 I 20 ！ 
21 22 

！ 
23 

！ 
24 25 

！ 
26 

！ 
27 

採択

課題数 32 27 23 25 27 (0) 25 (1) 27 (0) 30 (0) 

＊ 

共同利 51 61 44 60 67 71 

用者数 85 68 
，； 学内 19 学内 20 学内 17／戸内 23 学内 24 学内 25

＊＊ 

I 学外 32 学外 41 学外 27 学外 37 学外 43 学外46

表 1

＊
 

＊

＊

 

共同利用研究課題採択および共同利用者数

（）内数字は国際共同利用課題数

研究代表者および研究協力者の延べ人数

3. 専門委員会の構成及び開催状況（平成 27度）

3-1専門委員会の構成

大村善治（委員長、京大生存研）、臼井英之（神戸大）、梅田隆行（名大 STE研）、加藤雄人（東

北大）、躾東生（筑波大）、篠原育(JAXA）、清水徹（愛媛大）、橋本久美子（吉備国際大）、町

田忍（名大 STE研）、三好勉信（九大）、村田健史（情報通信研究機構）、八木谷聡（金沢大）、

石岡圭一（京大理学研究科）、佐藤亨（京大情報学研究科）、海老原祐輔（京大生存研）、小嶋

浩嗣（京大生存研）、田中文男（京大生存研）、橋口浩之（京大生存研）、山本衛（京大生存研）

3-2専門委員会の開催状況

日時 ： 平成 28年 2月 25日 （木） 13時 00分～14時 30分

場所 ： 京都大学生存圏研究所 中会議室 (S-243)

主な議題： 平成 27年度電波科学計算機実験装置利用申請課題の審査、内規改定の審巖等

-18-



50 100 m

10 V/m

3

1

 

 

 
3

30 (Miyake and Nishino, 2015) 

4. 共同利用研究の成果

日照面は正に帯

1 (V) 

y(m) 

位差(>40V) 

図 3：月「縦孔」地形の表面帯電特性。太陽天頂角

1 開放型研究推進部

4-1. 代表的成果

①月の「縦孔」地形周辺のプラズマ

ダイナミクスと月面帯電特性

「かぐや」衛星による地形カメラ観

測により、月に特徴的な縦孔構造が

発見されている。縦孔のサイズは直

径、深さともに、 ～ に及

び、クレーターに比べ大きな深さ／

直径比を持つため、その周辺では特

異なプラズマ静電環境が形成され

ていると予想される。将来の月面探

査の有力なターゲットとしても重
が図°の場合。〈闊巧尋eg皿iHishi皿0,2015〉

要な、この縦孔地形周辺のプラズマ

ダイナミクスと月面帯電に関し、計算機実験による大規模解析を実施し、次の成果を得た。

(1)縦孔地形によって形成される日向部分と日陰部分とでは、月面の帯電特性が大きく

異なることが分かった。またその結果として、日向・日陰の境界領域において オー

ダーの強電場が形成されることを見出した（図）。（ 2)同じ日向の条件であっても、縦孔

内部では外部に比べ、月面電位が高くなることを発見した（図）。（ 3) 前述の電位差は、

太陽風電子の縦孔内部への侵入の制限と、月面に沿った光電子輸送によって生じているこ

とを明らかにした。

②オーロラ嵐のシミュレーション

オーロラ嵐（サブストーム）と呼ばれる現象がある。オーロラ・オーバルの一部が突然

明る＜光り出し、オーロラが激しく舞い始めるオーロラ爆発（オーロラ・ブレイクアップ）

が特徴だ。このとき地球近くの宇宙空間では磁場が大きく乱れ、高エネルギー粒子が発生

するなどの大変動が起きる。オーロラ爆発間題は、地球から宇宙に向かって流れる上向き

の電流がなぜ急増するのか、という間題に置き換えることができる。田中高史九朴I大学名

誉教授が開発した超高精細且つ大規模な電磁流体シミュレーションを KDKで実行し、上向

き電流の急増（オーロラの突然増光）、サージ、オーロラジェット電流の生成、宇宙空間の

磁場変動といったオーロラ爆発の特徴が良く再現できることを確認した。シミュレーショ

ンの結果を詳しく解析し、以下のようなオーロラ嵐の発達過程を提唱した（図 4)。

静穏時：磁気圏と電離圏が結合することで交換型不安定性が発現し、微細化したプラズマ

圧構造が磁気圏ローブ方向に向かって発達する (Ebiharaand Tanaka, 2016)。

成長相：惑星間空間磁場が南を向くと微細化したプラズマ圧構造がプラズマシートに向か

って移動し、低緯度方向に移動するオーロラ・アークとなる (Ebiharaand Tanaka, 2016)。
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(Ebihara and Tanaka, 2015a) 
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X 

y
 

図4 電磁流；：球／：：速レロ□三カここt：0：ピカーロ□□
爆発相：磁気圏尾部で磁力線が繋ぎ替わると磁気張力により地球向きの高速プラズマ流が

発生し、地球近くの宇宙空間でプラズマ圧力が高まる。高緯度地方上空に集まったプラズ

マがシアー運動をはじめ大電流を作る。この電流が超高層大気に接続した瞬間、オーロラ

の突然増光がおこる (Ebiharaand Tanaka, 2015a)。オーロラが光ることは超高層大気の電

気伝導度が上がることを意味する。超高層大気における電気伝導度の不均一性のため、明

るいオーロラの端では電気が余る。余った電気はプラズマを回転させようとし、薄くて強

い上向き電流（薄くて明るいオーロラ）を自発的に作る。これがオーロラ爆発相を特徴づ

ける西向きに拡大するサージに対応すると思われる (Ebiharaand Tanaka, 20156)。

4-2. 学術論文 (24編）

ほか名
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4-3. 学会発表(67件）

臼井英之、梅澤美佐子、三宅洋平、 、芦田康将月面磁気異常

上空における太陽風応答の次元全粒子シミュレーション 月の科学と

探査

内野宏俊町田忍高速電子フローを伴う磁気圏昼側リコネクションイベントの解

析と粒子シミュレーションの比較研究第 回 総会及び講演会東京

年月日月日

年月

年月

海老原祐輔田中高史シミュレーションによる最新のサブストーム像第 回

地球電磁気・地球惑星圏学会総会・講演会 年 月

年月

年月

川口伸一郎、臼井英之、三宅洋平、安河内翼、福田雅人、横田久美子、田川雅人、

プラズマシミュレーションを用いた 放電室内における中性粒子吸入を考慮し

たプラズマ生成解析、第 12回宇宙環境シンポジウム、北九朴I国際会議場、
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28. Takao, Y., Hiramoto, K., Nakagawa, Y., Kasagi, Y., Koizumi, H., and Komurasaki, K., 
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1 開放型研究推進部

日本地球惑星科学連合・連

合大会

地球電磁気・地球惑星圏学会

第 回生存圏シンポジウム・宇宙プラズマ波動研究会

第 回生存圏シンポジウム・宇宙プラズマ波

動研究会

近藤光志，地球磁気圏近尾部プラズマシート中のリコネクションアウトフロー，地

球惑星科学連合大会 幕張メッセ国際会議場， 年月

近藤光志，非対称反平行磁場におけるマルチ ライン磁気リコネクションの数値計

算， シミュレーション研究会，京都， 年 月

下澤雄太益田克己藤野貴康多様な飛行速度域での に及ぼす

ホール効果の影響第 回流体力学講演会第 回航空宇宙数値シミュレーション

技術シンポジウム 年月東京
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Protection using Magnetohydrodynamic Flow Control in Mars Entry Flight, 46th AIAA 
Plasmadynamics and Lasers Conference, Dallas, Texas, June 25, 2015, AIAA-2015-3365. 

32. , , , , MHD
, 47 / 33
, 2015  , JSASS-2015-2090 (8 pages). 

33. , , , MHD Flow Control
, , 2015 , , FTE-15-047, pp. 65-70. 

34. , Acceleration of pickup H+, He+, and O+ in the corotating interaction regions, 
2015 , , 2015 5  

35. Tsubouchi, K., Particle acceleration affected by the evolving velocity structures in the solar 
wind, American Geophysical Union 2015 Fall meeting, San Francisco, December 2014. 

36. , , 138
, , 2015 10 . 

37. Nakayama, Y., Y. Ebihara, and T. Tanaka, S. Ohtani, M. Gkioulidou, K. Tanahashi, C. 
Kletzing, Generation mechanism of L-value dependence of oxygen flux enhancements 
during substorms, AGU fall meeting 2015, SM41E-2537, Sanfrancisco, USA, Dec. 14-18. 

38. Nakagawa, K., Optimization of Plasma Production with Impedance Analysis for a Micro RF 
Ion Thruster, Joint Conference of 30th International Symposium on Space Technology and 
Science, 34th International Electric Propulsion Conference, and 6th Nano-satellite 
Symposium, IEPC-2015-470p/ISTS-2015-b-470p, Hyogo-Kobe, Japan, July 4-10, 2015. 

39. 
2015 2015 9  

40. M. Hikishima, Y. Katoh, H. Kojima, Evaluation of a statistical significance by wave data 
processing in the WPIA, 138 , , 2015 11 . 

41. Hiramoto, K., Investigation of Ion Beam Extraction Mechanism for Higher Thrust Density 
of Ion Thrusters, Joint Conference of 30th International Symposium on Space Technology 
and Science, 34th International Electric Propulsion Conference, and 6th Nano-satellite 
Symposium, IEPC-2015-453p/ISTS-2015-b-453p, Hyogo-Kobe, Japan, July 4-10, 2015. 

42.  ,  ,  ,  ,  ,  , 
, 59  

, , 2015 10  
43.  ,  ,  ,  ,  , 

3 , H27
, , 2016 1  

44.     Solar Probe Plus
[P-EM26]

, JPGU 2015,  2015 5 24 ( ) 
45. 

STE 2015 9  

開放型研究推進部

鷹尾祥典江本一磨山田涼平中性粒子分布がイオンビーム中和に与える影響

についての粒子計算解析 年度宇宙輸送シンポジウム宇宙科学研究所 年

高瀬一樹高橋和貴鷹尾祥典無電極プラズマスラスタの推進性能における中

性粒子分布の影響 年度宇宙輸送シンポジウム宇宙科学研究所 年

高橋知之益田克己下澤雄太藤野貴康火星突入における パラシュート効

果を適用した熱防御に関する数値解析第 回流体力学講演会第 回航空宇宙数

値シミュレーション技術シンポジウム 年東京

高橋知之益田克己藤野貴康 を利用した火星突入機の飛行特

性電気学会新エネルギー・環境研究会 年横浜

坪内健 日

本地球惑星科学連合 年大会千莱 年月

坪内健太陽風の速度勾配構造の成長に伴う高エネルギー粒子生成第 回地

球電磁気・地球惑星圏学会東京 年 月

新田伸也，和田智秀，淵田泰介，近藤光志，強非対称磁気リコネクションの非対称

度依存性，日本天文学会 年秋季年会，甲南大学， 年月

第 回地球電磁気・地球惑星圏学会東京 年 月

平本謙太中川悠一笠木友 介小泉宏之小紫公也鷹尾祥典小型マイク

ロ波放電式中和器を対象とした電子引き出しにおける静電場の効果第 回宇宙

科学技術連合講演会鹿児島 年 月

平本謙太中川悠ー小泉宏之小紫公也鷹尾祥典小型マイクロ波放電式

中和器を対象とした電子引き出し機構の 次元粒子計算解析 年度宇宙輸送シ

ンポジウム宇宙科学研究所 年月

船木裕司、木倉佳祐、三宅洋平、臼井英之、太陽探査衛星 周辺

磁場変動に関する粒子シミュレーション 宇宙プラズマ理論・シミュレー

ション 年月日日

淵田泰介，近藤光志，新田伸也，和田智秀，非対称磁気リコネクションにおける磁

気拡散領域の変動， シミュレーション研究会，京都， 年 月
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1 開放型研究推進部

淵田泰介，近藤光志，新田伸也，和田智秀， を用いた非対称磁気リコネク

ションの 計算，地球惑星科学連合大会 幕張メッセ国際会議場， 年

月

松原琢磨、臼井英之、沼波政倫、松本正晴、西野真木、三宅洋平、月面磁気異常上

空の太陽風電子ダイナミクスの 3次元シミュレーション解析、 秋大会、東

京大学、 年 月 日

松村充金尾政紀海洋波浪から放射される大気音波の 法を用いた数値モ

デリング日本地球惑星科学連合 年大会 千葉 年月

極域科学シンポジウム 立川 年月

三宅洋平小型天体表面・太陽風プラズマ相互作用過程の高並列粒子シミュレーシ

ョン先駆的科学計算に関するフォーラム 九州大学情報基盤研究開発センタ

年月

三宅洋平西野真木月縦孔周辺のプラズマ・ダスト環境に関する粒子シミュレーシ

ョン日本地球惑星科学連合 年大会幕張メッセ国際会議場 年月

三宅洋平木倉佳祐臼井英之中島浩 アーキテクチャヘのプラズマ粒子シミ

ュレーション高効率実装法の検討第 回計算工学講演会つくば国際会議場

年月

三宅洋平西野真木月縦孔プラズマ静電環境に関する大規模粒子シミュレーショ

ン第 回宇宙科学技術連合講演会かごしま県民交流センター 年 月

三宅洋平西野真木月縦孔プラズマ静電環境：日向一日陰境界付近の月面帯電特性

第 回 総会および講演会東京大学本郷キャンパス 年 月

三宅洋平西野真木縦孔・地下空洞周辺の月面帯電に関するプラズマ粒子シミュレ

ーション第 回宇宙環境シンポジウム北九州国際会議場 年 月

益田克己藤野貴康ホール効果を考慮した

ミュレーション電気学会新エネルギー・環境研究会

の三次元電磁流体シ

年月 日横浜

益田克己下澤雄太藤野貴康迎角再突入時での に与えるホー
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開放型研究推進部

ル効果の影響第 回流体力学講演会第 回航空宇宙数値シミュレーション技術

シンポジウム 年月東京

和田智秀，新田伸也，淵田泰介，近藤光志，

，理化学研究所， 年月

4-4. 学位論文 (7件）

総合研究大学院大学物理科学研究科修士論文「

鬼頭沙希、神戸大学大学院システム情報学研究科計算科学専攻 修士論文「ブロッ

ク型適合格子細分化法フレームワークの シミュレーションヘの応用」

木倉佳祐、神戸大学大学院システム情報学研究科計算科学専攻 修士論文「メニー

コアプロセッサ向け高効率プラズマ粒子計算手法の研究」

高橋知之、筑波大学システム情報工学研究科構造エネルギー工学専攻 修士論文「火

星突入機の飛行軌道に沿った に関する検討」

淵田泰介、愛媛大学大学院理工学研究科数理物質科学専攻、修士論文「非対称磁気

リコネクションの磁気流体計算」

益田克己、筑波大学システム情報工学研究科構造エネルギーエ学専攻 修士論文「迎

角再突入および傾斜磁場条件下での に関する次元電磁流体解

析」

松原琢磨、神戸大学大学院システム情報学研究科計算科学専攻 修士論文「月面磁

気異常上空の太陽風電子ダイナミクスに関する 3次元シミュレーション」

4-5. 受賞（件）

内野宏俊（京都大学・ ） 

久保田結子（京都大学・

久保田結子（京都大学・

久保田結子（京都大学・

益田克己（筑波大学・ ） 

4-6. 特筆すべき事項（件）

日本地球惑星科学連合 年学生優秀発表賞

） 年度京都大学工学研究科馬詰研究奨励賞受賞

） 日本地球惑星科学連合 年大会学生優秀発表賞

） 第 回地球電磁気・地球惑星圏学会学生発表賞

（オーロラメダル）

年度電気学会優秀論文発表賞 (A)受賞決定済

海老原祐輔（生存圏研究所）と田中高史（九州大学名誉教授）による を用いた共

同研究の成果が京都新聞と産経新聞およびアメリカ、ドイツ、イギリス、イタリア、ス

ペイン、ロシア、ブルガリア、ベラルーシ、インドのニュースサイトに掲載された。
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SPS(Space Solar Power Satellite/Station)

SPS

(36,000km )

SPS

 

7 COE

METLAB 

(Microwave Energy Transmission LABoratory) 13

( SPSLAB) 22

A-METLAB(Advanced Microwave Energy Transmission LABoratory) ( 1(a))

( 1(b))  

METLAB (1 W/cm2 ) 7m 7m 16m

X-Y

2.45GHz 5kW 2.4m

 

22 A-METLAB 34.0m(L) 21.0m(W) 9.97m(H) (

714.00 824.72 ) 18m(L) x 17m(W) x 7.3m(H)

10m , 10t, 10kW plane-polar

1W/cm2 class 100,000

( 10m , 10t, 10kW )

 

256 GaN FET F (7W, >70% ( )) MMIC 5bit

5.8GHz 1.5kW

REV , PAC , 

1mW 50% 256

1 開放型研究推進部

METLAB全国国際共同利用専門委員会

委員長篠原真毅 （京都大学生存圏研究所）

1. 共同利用施設および活動の概要

生存圏研究所ではこれまで宇宙太陽発電所 とマイ

クロ波エネルギー伝送の研究を長年行ってきた。 は太陽電池を地球の影に入らない静止

衛星軌道 上空に配置し、雨でもほとんど吸収されないマイクロ波を用いて無線で

地上に電力を伝送しようという発電所構想である。マイクロ波による無線エネルギー伝送

は、 だけでなく、携帯電話の無線充電や電気自動車の無線充電にも応用可能で、近年急

速に産業化が進んでいる技術である。

本共同利用設備は平成 年度にセンター・オブ・エクセレンス（ ）による先導的研

究設備経費として導入されたマイクロ波無線電力伝送実験用及び生存圏電波応用実験用電

波暗室及び測定機器で構成される「マイクロ波エネルギー伝送実験装置

研究棟略称

験装置

」と、平成 年度に導入された宇宙太陽発電所

、及び平成 年度に導入された「裔度マイクロはエネルギー伝送実

」図 及び「裔

度マイクロ波電力伝送用フェーズドアレー・レクテナシステム」 図 が中心となる。

は高耐電力電波吸収体 以上を配した X X の電波暗室で、タ

ーンテーブルと ポジショナを設置してある。その横の計測室にはスペクトラムアナラ

イザやネットワークアナライザ、パワーメータ等の各種マイクロ波測定器を備える。暗室

には、 、 のマイクロ波電力をマグネトロンで発生させ、直径 のパラボラ

アンテナから電波暗室内部に放射することが出来る設備も備えている。

平成 年度に導入された は X X の建物建築面積

可、述べ床面積 面の内部に設置された の電波暗室

と‘ <I> のフェーズドアレーを測定可能な

成される。暗室には に耐える電波吸収体を備え、

型の近傍界測定装置で構

のクリーブースとし

ても利用できるようになっているため、将来のマイクロ波エネルギー伝送を行うための人

工衛星最大 0 のフェーズドアレー衛星を想定を測定することが出来る世界

唯一の実験設備である。

高度マイクロ波電力伝送用フェーズドアレー・受電レクテナシステムは世界最高性能を

持つマイクロ波エネルギー伝送用フェーズドアレーとレクテナアレーである。フェーズド

アレーは 素子の を用いた級増幅器 最終段と同数の

移相器で構成され、 、 のマイクロ波を放射・制御可能である。レトロディレ

クティブ、 法 法並列化法他の目標推定手法とビームフォーミング手法を備えて

いる。レクテナアレーは 入力時に 以上の変換効率を持つレクテナ 素子で構成
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3. �15.3.30 (12 )  
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8. �15.6.25 (18 ) ?  

9. �15.7.10 ( 3 ) �  

10. �15.7.17 (web )  

11. �15.7.20 (15 )   

12. �15.7.22 (web ) 

 

13. �15.8.3 ( 27 )  

開放型研究推進部

され、再放射抑制用 や負荷制御装置を備えた実験設備であ

る。本設備は、様々なビームフォーミング実験、目標追尾アルゴリズム実験、制御系を利

用したアンテナ開発研究、アンテナを利用した回路開発研究、レクテナ実験、無線電力伝

送実験等が可能な実験設備である。

図 暗室 高度マイクロ波電力伝送用フェーズドアレーシステム

平成 年度 にメディアで取り上げられた成果は以下のとおりである。

「夢の扉」

フジ 「革新のイズム」 無線電力伝送

新聞

面東京新聞「宇宙太陽光発電の実現性は」

面朝日小学生新聞「宇宙で太陽光発電だ」

面産経新聞「研究進む宇宙太陽光発電」

京滋版 面日経新聞「関西の羅針盤」

面朝日中高生新聞「宇宙で太陽光発電計画」

面讀賣新聞「太陽光発電宇宙から送電」

面 日経新聞「宇宙太陽光発電実用化ヘ一歩」

面朝日新聞「宇宙太陽光発電どう送る」

大阪版面朝日新聞「発電、ちりも積もれば」

版朝日新聞「ドローンで災害現場からデータ収集 京大などが実験」

面 日経新聞「ドローン空から給電」

版 日刊工業新聞「京大など、マイクロ波による電力伝送装置搭載したド

ローンのデモ飛行を実施」

京都版 面讀賣新聞「上空から無線給電」
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8) 60GHz MMIC  
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1 開放型研究推進部

夕刊 面京都新聞「無線観測ドローン活用」

産経新聞「電気も無線で送れます」

面 日刊工業新聞「マイクロ波で電力供給」

雑誌

三井住友ファイナンシャルグループ情報誌 「エコラボ 篠原研究室」

「ドローンで地上のセンサに給電しデータ取得」

三井住友ファイナンシャルグループ情報誌

宇宙に浮かぶ発電所」

国際開発ジャーナル 「宇宙太陽発電所未知の可能性へ」

「未来へのチャレンジ

2. 共同利用研究の成果

平成 度の共同利用採択テーマは以下の通りである。

マイクロ波給電される無線 端末のためのレクテナを用いた放射判定に基づく適応

レート制御法

京都大学大学院情報学研究科守倉正博

エンジンルーム内センサヘのマイクロ波電力伝送の研究

京都大学生存圏研究所篠原真毅

ショットキーダイオードを用いた大電カレクテナ用整流回路の研究

都大学生存隕研究所篠原真毅

マイクロ波エネルギー伝送駆動による火星飛行探査機の研究

九州工業大学米本浩一

の研究

京都大学生存圏研究所篠原真毅

車両へのマイクロ波無線給電における安全システムの研究

京都大学生存圏研究所篠原真毅

平衡アンテナ・全波整流型レクテナの基礎研究

京都大学生存園研究所三谷友彦

高速無線通信システムの無線給電

京都大学生存圏研究所石川容平

氷雪上ワイヤレス電力伝送に対する研究

函館工業高等専門学校丸山珠美

帯 レクテナ整流回路の設計

太陽発電衛星のための方向探知システム及びフェーズドアレーアンテナシステムを用

いた無線送電実験

宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所田中孝治

電波天文用広帯域フロントエンドの開発
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 (   , ) 

 (   , ) 

 (   , ) 

開放型研究推進部

大阪府立大学小川英夫

多周波共用円偏波アンテナの開発

愛媛大学松永真由美

インフラ老朽化点検技術の研究

京都大学生存圏研究所篠原真毅

宇宙太陽光発電システムの実現に向けた高精度マイクロ波ビーム方向制御技術の研究

開発

宇宙航空研究開発機構大橋一夫

山岳遭難者救助支援システムの研究

京都大学生存圏研究所篠原真毅

フェーズドアレーアンテナによるビーム集束効果の検証

日本大学三枝健二

超省エネ型マイクロ波マグネシウム精錬技術の研究開発

東京工業大学藤井知

3. 共同利用状況

表 共同利用状況

年度

平成

採択

課題数

共同利

用者数 学内 学内 学内

学外 学外 学外

学内 学内 学内

学外 学外 学外

研究代表者および研究協力者の延べ人数

4. 専門委員会の構成及び開催状況（平成 年度）

・臼井英之神戸大学大学院システム情報学研究科教授

・大平孝豊橋技術科学大学情報工学系教授

・川崎繁男 教授

・高野忠 名誉教授

・多氣 昌生首都大学東京大学院理工学研究科電気電子工学専攻教授

•田中孝治 准教授

•藤野義之東洋大学理工学部電気電子情報工学科教授

•藤森和博岡山大学大学院自然科学研究科准教授

•松永真由美愛媛大学大学院理工学研究科電子情報工学専攻講師

•和田修己京都大学大学院工学研究科電子工学専攻教授

•佐藤亨京都大学大学院情報学研究科通信情報システム専攻教授
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 (   , ) 

 (  , ) 

 (  , ) 

 ( ) (  , ) 

 (  , ) 

 (  , ) 

 (  , ) 

Tatsuo Itoh ( ) (TRW Endowed Dept. of Electrical Engineering, UCLA, Chair) 

27 28 3 8 15

 

 

 

•宮坂寿郎京都大学大学院農学研究科地域環境科学専攻助教

・渡邊隆司生存圏研究所バイオマス変換分野教授

•山本衛生存圏研究所レーダー大気圏科学分野教授

・篠原真毅委員長生存圏研究所生存圏電波応用分野教授

・小嶋浩嗣生存圏研究所宇宙圏電波科学分野准教授

・橋口 浩之生存圏研究所レーダー大気圏科学分野准教授

•三谷友彦生存圏研究所生存圏電波応用分野助教

国際委員（アドバイザー）

1 開放型研究推進部

平成 年度は平成 年月 日に専門委員会を開催した。あわせて第 回宇宙太陽発

電と無線電力伝送に関する研究会を実施し、共同利用成果の発表を行なった。

5. 特記事項

本共同利用設備は特に開発結果を測定に来る利用方法であるために、随時申請を受け付

け、審査を行っている。また後期に利用が集中する傾向にある。また、大学の方針により

設備維持費が大幅に減額されており、今後の共同利用の適切な運用に影響がでている。
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27  

 

1)  

Kenta Furuta, Ryouichi Baba, Endo Shun, Kazuki Nunokawa, Wataru Takahashi and Tamami 

Maruyama: �Effect of mutual coupling and positional deviation between the coil on wireless 

power transfer�, IGNITE 2016 PEE10, 2016.1 

Seishiro Kojima : IEEE MTT-S Kansai Chapter Best Presentation Award, for �Design of MMIC 

Rectier for Wireless Power Transfer Application in High Speed Wireless Communication System 

at 60 GHz Band�, 2015.6.13 

Satoshi Arimasa : IEEE MTT-S Kansai Chapter WTC Best Presentation Award, for �Study on 

Microwave Absorption Property of Metal Particles  by Electromagnetic Simulation�, 2015.6.13 

Naoki Hasegawa : Thailand Japan Microwave 2015 (TJMW2015) Best Presentation Award, for 

Naoki Hasegawa, Hyeonjae Ju, Satoshi Yoshida, Akihira Miyachi, Makoto Matsunoshita, Kenjiro 

Nishikawa, and Shigeo Kawasaki, �Dual-band Dual-pole Antenna for compatibility of MPT with 

communication�, 2015.8.6-8 

Yong Huang, 2015 IEEE MTT-S Japan Young Engineer Award, 2015.10.5 

 : 

, 2015 

   HAKODATE

2015  

 :   

 ( 1 ), for �

�, 2015.3.11 

 :   

 , for �

�, 2015.9.11 

 : Microwave Workshops & Exhibition (MWE) 2015 , 

2015.11.27 

 :   , for , 

, , , �

�, 2015.12.18 

 : IEEE AP-S Kansai Chapter Best Presentation Award, for , , , 

, , �

�, 2015.12.19 

 : IEEE MTT-S Kansai Chapter Best Poster Award, for , , , 

開放型研究推進部

平成 年度共同利用研究活動の中で作成された修士論文、博士論文

共同利用研究の成果による学術賞および学術論文誌に発表された論文

受賞

北木直斗 電子情報通信学会マイクロ波研究専門委員会「学生マイクロ波回路設計試作コ

ンテスト」特別賞

古田健太、高橋航、宇野広祐、遠藤俊、布川和樹、檜山怜史、舟橋拳人：

アカデミックリンク ブース部門大賞

篠原研究室 電子情報通信学会総合大会シンポジウムセッションワイヤレス給電とんで

も応用コンテストシステム賞第 位 回転体へのマイクロ波無線電力伝送のデモ

装僅開発

篠原研究室 電子情報通信学会ソサイエティ大会シンポジウムセッション実用化に向か

う高効率無線電力伝送技術優秀賞 マイクロ波による高効率無線電力伝送システム

の小型試作モデル

篠原研究室 大学展示コンテスト優秀賞

蟻正悟史 電子情報通信学会マイクロ波研究会学生研究優秀発表賞 蟻正悟史篠原

真毅三谷友彦樫村京一郎 電磁界シミュレーヨンによるチタン粒子のマイクロ波加

熱に関する研究

塚本優 塚本優松室尭之外村博史

三谷友彦篠原真毅 車両へのマイクロ波電力伝送のための反射板付きダイポールアレ

ィアンテナの研究

後藤宏明 後藤宏明篠原真毅三谷友彦
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� �, 2015.12.19 

 

 

2)  

Naoki Shinohara, �Long-distance Power Transfer (Chapter 9)�, Wireless Charging Technology and 

the Future of Electric Transportation, ed. In-Soo Suh, SAE Books, ISBN 978-0-7680-8153-4, 

2015.6, pp.167-182 

, �2   10  �,

, : , , , 2015, pp.132-139 

 

[ ] 

, � �, 

FORN, No.302, 2015.1, pp.16-19 

, � �, OHM, 2015.5, pp.28-29 

, � �,   3 , OHM, 

2015.9., pp.36-38 

, � �, Journal of Steel Structures & 

Construction, No.23, 2015 Autumn, pp.9-13 

, � �, , 2016.2 

 

3)  

S. Yamashita, K. Sakaguchi, Y. Huang, K. Yamamoto, T. Nishio, M. Morikura, and N. Shinohara, 

"Rate adaptation based on exposure assessment using rectenna output for WLAN station powered 

with microwave power transmission," IEICE Trans. Commun., vol.E98-B, no.9, pp.1785-1794, 

Sept. 2015. 

N. Yoshikawa, K. Kashimura, M. Hashiguchi, M. Sato, S. Horikoshi, T. Mitani and N. Shinohara, 

�Detoxification Mechanism of Asbestos Materials by Microwave Treatment�, Journal of 

Hazardous Materials, No.284, pp.201�206, 2015 

H. Sugawara, K. Kashimura, M. Hayashi, T. Matsumuro, T. Watanabe, T. Mitani and N. Shinohara, 

�Temperature Dependence and Shape Effect in High-Temperature Microwave Heating of Nickel 

Oxide Powders�, Physica B, No.458, pp.35-39, 2015 

Kohei Mizuno, Naoki Shinohara, and Junji Miyakoshi, �In Vitro Evaluation of Genotoxic Effects 

under Magnetic Resonant Coupling Wireless Power Transfer�, Energies, No. 12, pp.3853-3863, 

2015 

Takaki Ishikawa and Naoki Shinohara, �Flat-topped beam forming experiment for microwave power 

transfer system to a vehicle roof�, Wireless Power Transfer, Vol.2, No.1, pp.15-21, 2015.5 

1 開放型研究推進部

自動車エンジンルーム内センサヘのマイクロ波電力伝送に関する研究

著書

篠原真毅 編環境発電技術 章電磁波利用利用 「エネルギー・ハーベスティングの

設計と応用展開」 監修桑原博喜竹内敬治シーエムシー出版

解説記事

篠原真毅 ワイヤレス給電の動向とマイクロ波無線電力伝送の実用化 電波技術協会報

篠原真毅 ワイヤレス給電に関わる国際会織、学会動向

篠原真毅 宇宙太陽発電と無線電力伝送 特集企画宇宙開発技術の利用第 章

篠原真毅 宇宙太陽発電所がつなぐ末来の持続可能な生存圏

篠原真毅 ワイヤレス給電の実用化の現状 電子情報通信学会会誌

学術論文誌
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Yong Huang, Tomohiko Mitani, Takaki Ishikawa, and Naoki Shinohara, �Experiment on Driving a 

Low-Power DC Motor by Microwave Power Transfer in Continious-Wave and Pulsed-Wave�, 

IEICE-Trans. Electron, Vol. E98-C, No.7, pp.693-700, 2015 

Kohei Mizuno, Naoki Shinohara, and Junji Miyakoshi, �Expression of Heat Shock Proteins in 

Human Fibroblast Cells under Magnetic Resonant Coupling Wireless Power Transfer�, Energies, 

No.8, pp.12020-12028, 2015 

Mayumi Matsunaga, �A Linearly and Circularly Polarized Double-Band Cross Spiral Antenna�, 

IEICE Transactions on Communications, E99-B(2), in print, 2016.2 

, � �, 

C, J98-C(12), pp.329-337, 2015 

, , �

�, C, Vol.J98-C, No.12, pp.366-376, 2015 

 

4)  

Takaki Ishikawa (Kyoto Univ.), �Study on Beam Forming for Phased Array Antenna of 

Panel-structured Solar Power Satellite�, 2016 

 ( ), � �, 2016 

 

5)  

 ( ), , 2016 

 ( ), , 2016 

 ( ),  

, 2016 

 ( ), LAN , 

2015 

 ( ), 

, 2016 

 ( ), GaN

, 2016 

 ( ), 

, 2016 

 

6)  

, � �, , 2016 

   

2016. 

開放型研究推進部

松永真由美 三周波円偏波共用ダイポール給電型クロススパイラルアンテナ 電子情報通

信学会論文誌

石川峻樹篠原真毅 パネル構造型宇宙太陽発電所におけるパネル位置推定のためのパネ

ル角度推定法の提案 電子情報通信学会論文誌

博士論文

水野公平京都大学 磁界共鳴送電の安全性に関する細胞影響評価研究

修士論文

宇野孝 日本大 “アレーアンテナを用いた電磁波ビームの検討”

鈴木将崇愛媛大’'多周波共用アンテナの小型化に関する検討”

高橋健吾愛媛大 ‘‘コンクリート壁の表面形状がその周囲の電波伝搬に与える影響

の考察”

山下翔大京都大情報学研究科 “無線 とマイクロ波送電の共存システムの実験”

塚本優京都大 “車両上部マイクロ波給電システムの受電アンテナ及び安全性に関する

研究”

西村貴希京都大 “ ショットキーバリアダイオードを用いた大電力用幣流回路の研

究”

後藤宏明京都大 “自動車エンジンルーム内マイクロ波電力伝送システムのための電波

伝搬の研究”

学士論文

新川喬太半導体を用いたマグネトロン位相制御 沖縄高専卒業論文

舟橋拳人、宇野広祐、遠藤俊、古田健太、丸山珠美：“アクティブ素子を装荷した

方向切り換え方リフレクトアレーの設計と解析、“函館高専本科 5年卒業研究
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GA 2016. 

    

GA 2016. 

      : 

2016. 

  GA

2016. 

 : 

2016. 

 ( ), �

�, 2016 

 ( ), �

�, 2016 

 ( ), �

�, 2016 

 ( ), � �, 

2016 

 

7)  

(Invited) Tamami Maruyama, � Genetic algorithm using fractal concept for quasi optimum antenna 

design,� IEEE ICEAA APWC 7-11 Sept. 2015, pp. 1149 - 1151, Sept. 2015. 

(Invited) Naoki Shinohara, �Research and Standardization Activities of Wireless Power Transfer via 

Microwaves at Kyoto University�, 2015 International Workshop on Antenna Technology 

(iWAT2015), Seoul, 2015.3.4-6, Proceedings pp.95-98 

(Tutorial Workshop) Naoki Shinohara, �Wireless Power Transfer in 21st Century: Technologies 

Covering Far Field and Near Field Part II : Far Field�, IEEE Wireless and Microwave 

Technology Conference (WAMICON2015), Florida, 2015.4.15 

(Invited) Naoki Shinohara, �Simultaneous Wireless Power Transfer and ZigBee Wireless 

Communication at Same Frequency Band�, IMS2015 Workshop WFH � RF-On-Demand for the 

Internet of Things�, Phoenix, 2015.5.22, CD-ROM 

(Invited) Naoki Shinohara, Seishiro Kojima, Tomohiro Seki, Maki Arai, �Development of MMIC 

Rectifier for Wireless Power Transfer Application in High Speed Wireless Communication 

System at 60GHz Band�, 8th Global Symposium on Millimeter-Waves 2015 (GSMM2015), 

Montreal, 2015.5.25-27, Proceedings T-3A#116 

1 開放型研究推進部

檜山怜史、宇野広祐、遠藤俊、舟橋拳人、丸山珠美：“同一偏波二周波共用反射位相

の による設計、’'函館高専本科 5年卒業研究

宇野 広祐、檜山怜史、布川和樹、舟橋拳人、丸山珠美：“二周波共用リフレクトア

レーの を用いた自動設計、’'函館裔専本科 5年卒業研究

遠藤俊、宇野広祐、檜山怜史、布川和樹、舟橋拳人、丸山珠美”メタマテリアル・

リフレクトアレーを応用した小型アンテナの放射方向制御、“函館扁専本科 5年卒業研究

布川和樹、宇野広祐、檜山怜史、古田健太、丸山珠美：“フラクタル を応用した広帯

域指向性アンテナの設計、’'函館高専本科 5年卒業研究

古田健太、高橋航、遠藤俊、布川和樹、宇野広祐、丸山珠美 “複数回連続ワイヤレス電

力伝送の実現に関する研究、’'函館高専本科 5年卒業研究

川島祥吾京都大 高調波利用型レトロディレクティプのためのレクテナからの高調波再

放射特性の研究

平川昴京都大 パルス波及び間欠波を用いたマイクロ波送電における整流回路特性の研

究

上吉川直輝京都大 マルチコプタを用いたワイヤレス給電システムのための送電アンテ

ナのビームフォーミングの研究

西尾大地京都大 マイクロ波加熱のためのシングルモード共振器の特性に関する研究

学会発表
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(Invited) Naoki Shinohara, K. Kashimura, M. Sato, N. Yoshikawa, and S. Horikoshi, �Application of 

Microwave Heating to Rubble Processing of the Great East Japan Earthquake�, 2015 

Collaborative Conference on 3D and Materials Research (CC3DMR), Busan, 2015.6.15-19, 

Proceedings pp.320-321 

(Invited) Naoki Shinohara, �Current Research and Development Activities of Wireless Power 

Transfer in Japan�, 45th European Microwave Conference 2015, Paris, 2015.9.7-10 

(Invited) Naoki Shinohara, �Beam and High Power Wireless Power Transfer Technologies with 

Phased Array toward a Solar Power Satellite/Station�, 6th Annual IEEE International Conference 

on RFID Technology and Applications (RFID-TA2015), Tokyo, 2015.9.16-18 

(Invited) Naoki Shinohara, �Long Distance Wireless Power Transmission toward a Solar Power 

Satellite/Station�, Bitgaram International Exposition of Electric Power Technology (BIXPO), 

Gwangju, 2015.10.12-14 

(Invited) Naoki Shinohara, �Current Research and Development Activities of Wireless Power 

Transfer in Japan�,  IEEE CAS Taiwan Chapter, Tanchung, 2015.12.9 

(Invited) Naoki Shinohara, Satoshi Arimasa, Kyoichiro Kashimura, and Tomohiko Mitani, �Study 

on Microwave Absorption Property of Metal Particles by Electromasgnetic Simulation�, 2015 

International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem2015), Hawaii, 

2015.12-15-20 

Mayumi Matsunaga and Masataka Suzuki, �An Electrically Small Three-Band Multi-polarization 

Cross Spiral Antenna�, Proceedings of the 2015 European Conference on Antennas and 

Propagation, pp. 1 - 2  

Mayumi Matsunaga, �Enhancing Circular Polarization Characteristics of a Dipole-Fed Cross Spiral 

Antenna�, Proceedings of the 2015 IEEE International Symposium on Antennas and Propagation,  

  pp. 629 - 630 

Mayumi Matsunaga, �Efectiveness of a Dipole Feeder for the Cross Spiral Antenna Which is a 

Circularly and Linearly Polarized Planar Antenna�, 2015 International Symposium on Antenna 

and Propagation, pp. 549 � 550 

Kenta Furuta, Ryouichi Baba, Endo Shun, Kazuki Nunokawa, Wataru Takahashi and Tamami 

Maruyama: �Effect of mutual coupling and positional deviation between the coil on wireless 

power transfer, � IGNITE 2016 Jan. 2016. 

Endo Shun, Ryouichi Baba, Kenta Furuta, Kazuki Nunokawa, Wataru Takahashi and Tamami 

Maruyama: �The ice and snow effect on wireless power transfer,� IGNITE 2016 Jan. 2016. 

Endo Shun, Ryouichi Baba, Kenta Furuta, Kazuki Nunokawa, Wataru Takahashi and Tamami 

Maruyama: �The ice and snow effect on wireless power transfer,� IGNITE 2016 Jan. 2016. 

Tamami Maruyama DESIGN OF DUAL-BAND REFLECTARRAY USING GENETIC 

ALGORITHM  IGNITE 2016 Jan. 2016. 

1 開放型研究推進部

無線電能偉輸検討會，

“ 

” 

-36 -



Naoki Hasegawa, Satoshi Yoshida, Naoki Shinohara, and Shigeo Kawasaki, �The Compact X-band 

AIA for MPT with a GaAs MMIC on a Multi-Layer Substrate�, 9th European Conference on 

Antenna and Propagation (EuCAP2015), Lisbon, 2015.4.12-17, Proceedings C12-3 

Naoki Shinohara, Hiroaki Goto, Tomohiko Mitani, Hiroyuki Dosho, and Mitsuhiko Mizuno, 

�Experimental Study on Sensors in a Car Engine Compartment Driven by Microwave Power 

Transfer�, 9th European Conference on Antenna and Propagation (EuCAP2015), Lisbon, 

2015.4.12-17, Proceedings C12-4 

Hiroshi Tonomura, Junji Miyakoshi, and Naoki Shinohara, �Researches of Microwave Safety Issue 

of Wireless Power Transfer Technology for Commercial Vehicles�, 9th European Conference on 

Antenna and Propagation (EuCAP2015), Lisbon, 2015.4.12-17, Proceedings C12-5 

Yong Huang, Tomohiko Mitani, Takaki Ishikawa, and Naoki Shinohara, �Experiment on Driving a 

Low-power DC Motor by Microwave Power Transfer�, 2015 IEEE Wireless Power Transfer 

Conference (WPTc2015), Colorado, 2015.5.13-15, T1.3 

Yu Tsukamoto, Takayuki Matsumuro, Hiroshi Tonomura, Yohei Ishikawa and Naoki Shinohara, 

�Study on Matching Condition of an Infinite Dipole Array Antenna with Reflector for Non-Leak 

MPT System�, 2015 IEEE Wireless Power Transfer Conference (WPTc2015), Colorado, 

2015.5.13-15, P3.5 

Shotaro Ishino, Atsushi Kishimoto, Yuichiro Takimoto, Yoshiyuki Arai, Yong Huang, and Naoki 

Shinohara, �Study on WPT System Using a Radio Wave Hose as a New Transmission Line�, 

2015 IEEE Wireless Power Transfer Conference (WPTc2015), Colorado, 2015.5.13-15, P4.1 

Naoki Shinohara, �Characteristics of Electromagnetic Waves and Novel Applications for Wireless 

Power Transfer�, 15th International Congress of Radiation Research (ICRR2015), Kyoto, 

2015.5.25-29, 5-E-SY-58-05 

Yong Huang, Naoki Shinohara, and Tomohiko Mitani, �Theoretical Analysis on DC-DC Converter 

for Impedance Matching of a Rectifying Circuit in Wireless Power Transfer�, 2015 IEEE 

International Symposium on Radio-Frequency Integration Technology (RFIT2015), Sendai, 

2015.8.26-28, pp.229-231 (FR4A-2) 

Maki Arai, Tomohiko Seki, and Naoki Shinohara, �Study on Multiple Stream Transmission by Using 

Multiple Polarizations�, 45th European Microwave Conference 2015, Paris, 2015.9.6-11, 

pp.1359-1362 

Shotaro Ishino, Tetsuya Miyagawa, and Naoki Shinohara, �A New Slotted Waveguide Using a Resin 

Hose with Metallic Coating�, 2015 Asia- Pacific Microwave Conference (APMC), Nanjing 

2015.12.6-9, 

Takaki Nishimura, Tomohiko Mitani, Naoki Shinohara, Masaki Ueno, Masaya Okada, and Yuusuke 

Yoshizumi, �Development of High Power Rectifier of 2.45 GHz using GaN Schottky Barrier 

Diodes with high thermal conductive AlN submounts�, 2015 Asian Wireless Power Transfer 

1 開放型研究推進部
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開放型研究推進部

年日本大学理工学部学術

講演会

依頼篠原真毅 ワイヤレス給電技術と求める半導体デバイス 電子情報通信学会総合大

会

依頼篠原真毅 ワイヤレス給電技術と回路技術 第 回エレクトロニクス実装学会春

季講演大会講演集

特別篠原真毅 宇宙に発電所をつくる一太陽電池の能力をすべて活用する方法一 日

本エネルギ一環境教育学会第 回全国大会講演集

丸山珠美、宇野広祐、古田健太、遠藤俊、布川和樹：“相互結合を考慮した による

の点灯とその可視化応用、'’裔専シンポジウム 香川、

舟橋拳人、宇野広祐、遠藤俊、古田健太、丸山珠美：“アクティブ素子を装荷した

方向切り換え方リフレクトアレーの設計と解析、“高専シンポジウム 香川、

檜山怜史、宇野広祐、遠藤俊、舟橋拳人、丸山珠美：‘‘同一偏波二周波共用反射位相

の による設計、’'高専シンポジウム 香川、

宇野 広祐、檜山怜史、布川和樹、舟橋拳人、丸山珠美：“二周波共用リフレクトア

レーの を用いた自動設計、’' 高専シンポジウム 香川、

遠藤俊、宇野広祐、檜山怜史、布川和樹、舟橋拳人、丸山珠美メタマテリアル・

リフレクトアレーを応用した小型アンテナの放射方向制御、電子情報通信学会総合大会

布JII和樹、宇野広祐、檜山怜史、古田健太、丸山珠美：“フラクタル を応用した広帯

域指向性アンテナの設計 ’' 電子情報通信学会総合大会

古田健太、高橋航、遠藤俊、布川和樹、宇野広祐、丸山珠美 “複数回連続ワイヤレス電

力伝送の実現に関する研究 ” 電子情報通信学会総合大会

高橋航、古田健太、遠藤俊、布川和樹、宇野広祐、丸山珠美 ‘‘再生可能エネルギーを用

いた による 走行中自動給電 、電子情報通信学会総合大会

丸山珠美、檜山怜史、宇野広祐” を用いた二周波共用リフレクトアレーの設計（ ）、

電子情報通信学会総合大会
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1 開放型研究推進部

古田健太、高橋航、宇野広祐、遠藤俊、布川和樹、檜山怜史、舟橋拳人：“ワイヤレス

電力伝送による氷雪上 走行実験、函館高等教育機関合同研究発表会、 ア

カデミックリンク

古田健太、高橋航、丸山珠美：“相互結合を考慮した による 走行実験、’'信学技報、

丸山珠美、古田健太、高橋航：“メタマテリアル応用リフレクトアレー’'信学技報、

新井麻希関智弘篠原真毅 偏波切り替えを用いた多重伝送技術に関する一検討 電子

情報通信学会総合大会

吉野純樹篠原真毅三谷友彦宇宙太陽発電のための小型実験衛星のビーム形成に関する

研究 電子情報通信学会総合大会

黄勇篠原真毅三谷友彦 マイクロ波無線送電における

電子情報通信学会総合大会

石野祥太郎滝本裕一郎新井善行岸本篤始黄勇篠原真毅

帯整流回路の小型化

帯無線電力伝送シ

ステムの実現に向けた電波ホースの試作 電子情報通信学会総合大会

山下翔大坂口晃一

電により駆動する無線

山本高至西尾理志守倉正博篠原真毅マイクロ波給

端末のためのレクテナを用いた適応レート制御法の実験

電子情報通信学会総合大会

石川峻樹黄勇松室尭之塚本優西村貴希後藤宏明三谷友彦篠原真毅 回転体への

マイクロ波無線電力伝送のデモ装置開発 電子情報通信学会総合大会

長谷川直輝吉田賢史篠原真毅川崎繁男 宇宙機内 のための 用

の設計・開発 電子情報通信学会総合大会

中島陵三谷友彦篠原真毅樫村京一郎近田司野崎義裕渡辺隆司マイクロ波化学反

応に用いる広帯域小型電磁波照射容器の開発 電子情報通信学会総合大会

松本剛明米本浩一山下幸三渡避聡三谷友彦篠原真毅岩清水優川添昭人玉井至

佐々木岳松崎江陽 マイクロ波電力伝送小型無人航空機の飛行試験 電子情報通信学

会第 回無線電力伝送研究会第 回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会

信学技報

岩清水優三谷友彦篠原真毅松崎江陽佐々木岳松本剛明米本浩一火星飛行探杏機

への自動追尾型マイクロ波無線電力供給用送電システムの研究 電子情報通信学会第

回無線電力伝送研究会第 回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会

信学技報

後藤宏明篠原真毅三谷友彦士性広之水野充彦 自動車エンジンルーム内センサヘの

マイクロ波電力伝送に関する研究 電子情報通信学会第 回無線電力伝送研究会第
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開放型研究推進部

回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会 信学技報

山下翔大坂口晃一黄勇山本高至西尾理志守倉正博篠原真毅マイクロ波給電を受

ける無線 センサのためのレクテナを用いたレート適応法の実験 電子情報通信学

会第 回無線電力伝送研究会第 回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会

信学技報

梶原正一谷博之宮下功寛篠原真毅移動体への 帯 級無線電力伝送実験

電子情報通信学会第回無線電力伝送研究会第 回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関

する研究会 信学技報

西村貴希篠原真毅三谷友彦上野昌紀善積祐介岡田政也

ードを用いた大電力用整流回路の開発 電子情報通信学会第

第 回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会

ショットキーダイオ

回無線電力伝送研究会

信学技報

黄勇石川峻樹三谷友彦篠原真毅 負荷特性が変動する モータを駆動するためのマ

イクロ波受電ディバイスの開発 電子情報通信学会第回無線電力伝送研究会第 回

宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会 信学技報

松室尭之石川容平篠原真毅 半球誘電体共振器を用いた無限アンテナアレーの整合受電

条件の検討 電子情報通信学会第回無線電力伝送研究会第 回宇宙太陽発電と無線

電力伝送に関する研究会 信学技報

小澤雄一郎田中直浩藤原暉雄篠原真毅二谷友彦佐々木謙治中村修治マイクロ波

電力伝送試験モデル受電部の開発 電子情報通信学会第 回無線電力伝送研究会第

回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会 信学技報

柳川綾樫村京一郎三谷友彦篠原真毅畑俊充吉村剛 マイクロ波暴露下でシロアリ

の歩行行動に見られた影響 第 回日本応用動物昆虫学会大会

兒島清志朗篠原真毅二谷友彦関智弘新井麻希 高速無線通信システムの無線給電用

帯レクテナ用 幣流回路の設計 電子情報通信学会第回無線電力伝送研究

信学技報会

松室尭之石川容平石川峻樹篠原真毅 球面波の合成電磁界を用いた高いエネルギー閉

じ込め性を持つマイクロ波ビームの設計 電子情報通信学会第 回無線電力伝送研究会

信学技報

塚本優松室尭之外村博史石川容平篠原真毅 のための反射板付き無限ダイポー

ルアレイアンテナの整合条件に関する研究 電子情報通信学会第 回無線電力伝送研究

会 信学技報

松室発之石川容平石川峻樹篠原真毅 合成球面波を用いた低漏洩ビーム型マイクロ波
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1 開放型研究推進部

無線電力伝送の設計 輻射科学研究会

山下翔大坂口晃一黄勇山本高至西尾理志守倉正博篠原真毅“マイクロ波給電を受

ける無線 端末のためのレクテナ出カベース適応レート制御法の実験 信学ソ大

石野祥太郎宮川哲也篠原真毅 スロット電波ホースの試作と基礎評価 電子情報通信

学会ソサイエティ大会

松室尭之石川峻樹黄勇塚本優西村貴希後藤宏明蟻正悟史兒島清志朗平山啓太

王策三谷友彦篠原真毅 マイクロ波による高効率無線電力伝送システムの小型試作

モデル 電子情報通信学会ソサイエティ大会

篠原真毅宇宙太陽発電所 のためのマイクロ波送電応用技術の現状 第 回宇宙科学

技術連合講演会 講演集

篠原真毅 ワイヤレス給電技術と回路技術 エレクトロニクス実装学会

講演集

石野祥太郎篠原真毅 低誘電損材料を用いたスロット樹脂導波管の検討 電子情報通信

学会 マイクロ波研究会信学技報

後藤宏明篠原真毅三谷友彦 自動車エンジンルーム内センサヘのマイクロ波電力伝送に

関する研究電子情報通信学会第 回無線電力伝送研究会 信学技報

石野祥太郎黄勇篠原真毅 開孔樹脂導波管の試作と無線電力伝送実験 電気関係学会

関西連合大会

三谷友彦中島陵篠原真毅野崎義裕近田司渡辺隆司 広帯域小型電磁波照射容器の

加熱特性第 回日本電磁波エネルギー応用学会シンポジウム 講演集

蟻正悟史篠原真毅三谷友彦樫村京一郎 電磁界シミュレーションによる金属粒子のマ

イクロ波吸収特性に関する研究 第 回日本電磁波エネルギー応用学会シンポジウム

講演集

松室尭之，石川容平，篠原真毅低漏洩ビーム型マイクロ波電力伝送とリング配列アレーア

ンテナの基礎検討第回 シンポジウム

長谷川直輝篠原真毅川崎繁男 レトロディレクティブ用多層デュアルバンドアンテナの

開発第回 シンポジウム

石川峻樹篠原真毅 パネル構造をもつ のためのパネル位置推定を用いた位相補正技

術の制御精度に関する研究 第回 シンポジウム

蟻正悟史篠原真毅三谷友彦樫村京一郎 電磁界シミュレーヨンによるチタン粒子のマ

イクロ波加熱に関する研究 電子情報通信学会マイクロ波研究会 信学技報
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木質材料実験棟全国国際共同利用専門委員会

委員長 五十田 博（京都大学生存圏研究所）

1. 共同利用施設および活動の概要

1 開放型研究推進部

木質材料実験棟（ ）は、 年 月に完成した大断面集成材を構造

材とする 階建ての木造建築物である（写真）。付属的施設として実験住宅「律周舎」（写

真 ）の他に、北山丸太をそのまま構造材として有効活用した木質系資材置き場（写真 ） 

が平成 年度から加わった。木質材料実験棟の 階には、写真～に示すような木質構

造耐力要素の性能評価用試験装置、木質由来新素材開発研究用の加工、処理、分析・解析

装置などを備えている。 階には、 名程度収容可能な講演会場のほか、 名程度が利用

できる会議室がある。

写真 木質材料実験棟全景 写真 実験住宅「律周舎」 写真 北山丸太製資材置き場

写真 竪型油圧試験機写真 鋼製反カフレーム 写真 線光電子分析装置

階の実験室に設置されている主たる設備と活動状況は以下の通り

竪型サーボアクチュエーター試験機（写真） ：試験体最大寸法は高さ 、幅

、奥行き 程度まで逝用可能。集成材各種接合部の静的・動的繰り返し加力実

験、疲労実験、丸太や製材品の実大曲げ実験、実大座屈実験その他に供されている。

鋼製反カフレーム水平加力実験装置（写真）：試験体最大寸法：高さ 、幅

（特別の治具を追加すれば まで可能）、奥行き 制御装置と最大ストローク

の静的正負繰り返し加力用オイルジャッキを備えている。耐力壁、木質系門型ラ

ーメン、その他構造耐力要素の実大（部分）加力実験に供されている。
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開放型研究推進部

線光電子分析装置（ ） （写真） ：試料の最表面 を分析可能。イオンエッ

チングを行うことで深さ方向の分析も可能である。現在のところ、主に、木質系炭素材料

の表面分析に供されている。

木造エコ住宅（律周舎：写真）：平成 年 月に完成した自然素材活用型木質軸組

構法実験棟。金物を一切使わず、木、竹、上等の自然素材だけで構造体を構築したユニー

クな木造実験住宅である。

平成 年度の採択課題数は 件で、表 に本年度の採択課題名、代表研究者、所内担

当者の一覧を示す。

表 平成 年度木質材料実験棟共同利用採択課題一覧

課題
研究課題

研究代表者名（共同研究者数）所属・

番号 職名所内担当者

林産教育のための木質材料の簡易な製造技 東原貴志(3)上越教育大学大学院学

術の開発 校教育研究科・准教授梅村研二

住宅床下への木材劣化生物の侵入生態の把 簗瀬佳之(4)京都大学大学院農学研

握とその予防に関する基礎的検討 究科・助教吉村剛

木質起源物質の微細形態・構造化と炭素変 木島正志(2)筑波大学大学院数理物

換 質科学研究科・准教授畑俊允

熱電変換材料の構造解析と物性評価
北川裕之(3)島根大学総合理工学

部・准教授畑俊允

京都府産木材の有効活用に関する研究
明石浩和(2)京都府農林水産技術セ

ンター・主任森拓郎

割裂破壊モードを含めたラグスクリューボ 小松幸平(3)京都大学生存閾研究

ルト接合部のモーメント抵抗性能評価 所・名誉教授森拓郎

を用いた 中谷誠(2)宮崎県木材利用技術セ

中・大規模木造建築物の開発 ンター・主任研究職員森拓郎

ピロディンによる木質接合部性能の推定手 石山央樹(3)中部大学工学部・講師

法確立 森拓郎

上津屋橋の維持管理を元にしたこれからの 渡辺浩(2)福岡大学工学部・教授

木橋の耐久設計に関する検討 森拓郎

住宅における雨水浸入を想定した木材腐朽 齋藤宏昭(5)足利工業大学工学部・

菌の定着及び進行速度の検討 准教授森拓郎

住宅床下における銅板等の劣化抑制効果の
栗崎宏(7)富山県農林水産総合技

検証
術センター木材研究所・副主幹研究

員森拓郎

清水秀丸(3)富山県農林水産総合技

圧縮木材用いた面格子耐力壁に関する研究 術センター木材研究所・研究員北守

顕久

酸性官能基と金属の導入による木質炭素化 畑俊充(0)京都大学生存圏研究所・

物の 吸蔵能の向上 講師畑俊允
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1 開放型研究推進部

木質熱処理物のアルカリ上類金属存在下で 本間千晶(1)北海道立総合研究機構
の金属錯体形成および金属錯体の帯電抑制 森林研究本部林産試験場・主査畑
条件に関する検討 俊允

イオン液体を用いた木材処理技術に関する 宮藤久士(1)京都府立大学・准教授
基礎研究 梅村研二

木口挿入型接合具を用いた木材接合法の設 井上正文(5)大分大学工学部福祉環
計法の検討 境工学科建築コース・教授森拓郎

多数本打ちドリフトピン接合部の接合 中島昌ー(3)宇都宮大学工学部・助
性能 教北守顕久

制振素材による木造住宅の耐力劣化抑制に 那須秀行(6)日本工業大学工学部・
関する研究 教授五十田博

ビスを用いた木質材料金属材料接合部のせ 松田昌洋(6)信州大学工学部・助教
ん断性能 五十田博

竹材を用いた木造住宅耐力壁の開発
白鳥武(3)摂南大学工学部・准教授
北守顕久

制振素材による木造住宅の耐力劣化抑制に 村田功二(1)京都大学大学院農学研
関する研究 究科・助教梅村研二

2. 共同利用研究の成果

1)課題番号： 「林産教育のための木質材料の簡易な製造技術の開発」（代表：東

原貴志、上越教育大学）では、木質資源のカスケード利用の例として木質材料の製造法を

取り上げ、中学校技術・家庭科技術分野での実践的・体験的な学習として用いた例の報告

である。本研究では、非化石資源由来の接着剤であるクエン酸とスクロースを用いたパー

ティクルボードを試作した結果、ポリエチレンと比較して曲げ強さが高く、煮沸後の寸法

変化が小さいことを明らかとした。また、佐藤ら（ ）のクランプ法を応用し、木質成

形体の簡易な製造方法を開発した。この方法は工業的な木質材料の製造方法と異なるが、

フォーミングボックスを使用せず円筒内で 本のクランプにより原料が熱圧されるため簡

便であり、大学院生を対象とした 分の授業で製造実験を行うことができた。本課題につ

いては、別途報告をいただいた。

2)課題番号： 「圧縮木材用いた面格子耐力隈に関する研究」（代表：清水秀丸、宮

山県農林水産総合技術センター）では、伝統的な木造建物の耐震基準を満足しない建物への耐

震改修の手法として用いられている面格子壁に関して、経年変化による格子間の隙間を防ぐため

の手法が提案されている。そこで本研究では、図 に示す圧縮木材の形状復元挙動を活用した格

子接合部を開発することを目的とし、湿度変動型恒温チャンバーを用いた湿度変動実験を実施し

ている。この実験は、短期許容せん断耐力等の算定で用いられる「耐力低減の要因を評価する係

数 a」を求める際の基礎資料とすることを目的としている。

形状復元挙動を期待する圧縮木材小試験体（平面寸法 x ）に対して、膨張収縮が繰

り返される気候条件を再現したものである。図 に示す湿度変動型恒温チャンバーの室温は ℃ 
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の一定、湿度は と を 時間で繰り返す設定とした。試験体は全乾状態とした後に

縮したスギとし、圧縮時温度（加熱板表面）を実験パラメータ（ ℃、 ℃）とした。計測は、 分

間隔で小試験体の中央変位とした。湿度変動型恒温チャンバーによる圧縮木材の短期計測結果

を図 に示す。 ℃で圧縮した試験体、 ℃で圧縮した試験体では、湿度変化を経る度に変位

回復が大きくなった。以上より、高温で 圧縮したスギは、乾燥収縮が繰り返されるような劣悪な

気候条件でも、変位回復挙動を示すことが確認された。

圧

荷重(kN)

耐震面格子

一、ご 大き麿変形域の

／／ 高耐力は保持

9‘,／普通面格子
-・ • --9 -，. 

初期スリップ

変形角

図

変形(mm)

庄縮木材召り格'f(I王纏不材を追いた状懇）

圧縮木材を用いた面格子耐力壁のイメージおよび接合模型

図 湿度変動型恒温チャンバー室内

戸ー スギ

(
E
E
)
暉
邸
回
サ
西
g

度

度

日数日

図 変位回復挙動（恒温チャンバー）

平成

に示す。

年度に共同利用研究活動の中で作成された卒業論文及び修士論文のリストを以下

． 
． 
． 
． 

（代表：東原貴志、上越教育大学）石橋政紀：環境に配慮したパーティクルボードの

製造方法の開発と中学校における授業実践、中村光：木質系廃棄物を利用した木質成形体の

製作と授業実践の試み、上越教育大学大学院学校教育研究科教科（修士論文）

（代表：齋藤宏昭、足利工業大学）成田洸平：躯体内の温度を考慮した木部の腐朽

条件に関する研究、足利工業大学工学部（卒業論文）

（代表：白鳥 武、摂南大学）後藤弘行：割竹を利用した新たな構造開発の予備研究、

摂南大学理工学部（卒業論文）

（代表：村田功二、京都大学）武呂美和子：熱処理木材の熱的特性に関する考察、

京都大学農学部（卒業論文）
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1 開放型研究推進部

3. 共同利用状況

表 木質材料実験棟過去年間と本年度の利用状況の推移

期間 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

採板

課題数

共同利用

渚数

内数字は国際共同利用課題数 研究代表者および研究協力者の延べ人数

4. 専門委員会の構成及び開催状況（平成 27年度）

五十田博（委員長、京大 ）、井上正文（大分大工）、佐々木貴信（秋田木高研）、原田

寿郎（森林総研）、藤田香織（東大工）、山内秀文（秋田木高研）、渡辺 浩（福岡大工）、

田淵敦士（京都府宣大）、野田康信（森林総研）、 JII瀬博（京大防災研）、仲村匡司（京

大農）、梅村研二（京大 ）、畑俊充（京大 ）。平成 年度の専門委員会は、全

てメール回議によっておこなった。

5. 特記事項

「圧縮木材用いた面格子耐力壁に関する研究」（代表：清水秀丸、宮山県農林水

産総合技術センター木材研究所）では、本施設を使った予備実験の結果を用いて、平成

年度農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業シーズ創出ステージ「スギの圧縮と摩

擦特性を活かした高減衰耐力壁の開発」（平成 ～ 年度）が得られた。また、本成果を

元に、木材の接合構造および面格子壁として特許を申請中（特願 ）である。
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 27WM-03

42

No.42 2015.12.2-4 

開放型研究推進部

平成 年度共同利用研究活動の中で作成された研究の成果による

学術賞および学術論文誌に本年度発表された論文

査読付き論文

● （代表：園田里美、富山県農林水産総合技術センター木材研究所）園田里見、

久保島吉貴、北守顕久、森 拓郎：曲げ振動による 3層クロスラミナパネルの弾性係

数の評価、木材工業、 （）、

● （代表：北川裕之、島根大学）

()、

● （代表：明石浩和、京都府農林水産技術センター）明石浩和、森 拓郎、田

． 
淵敦士、三好岩生、宅間健人：既設木製治山ダムの部材の曲げ強さ、材料、日本材料

}9  
子云、

（代表：木島正志、筑波大学）

● （代表：中谷誠、宮崎県木材利用技術センター）中谷誠、森拓郎、鈴

木 圭： からのラグスクリューボルトの引き抜き性能縁端距離、埋め込み深さ

と繊維方向の影響、構造工学論文集、日本建築学会、

その他：学会口頭発表

● （代表：東原貴志、上越教育大学）中村 光、東原貴志、梅村研二：林産教

育のための木質成形体の簡易な製造方法の開発、第 回日本木材学会大会（名古屋）、

● （代表：東原貴志、上越教育大学）中村 光、東原貴志、梅村研二：木質系

廃棄物を利用した木質成形体の製作と授業実践の試み、多摩森林科学園森林交流研究

会（第回）、多摩森林科学園、

● （代表：木島正志、筑波大学）木島正志、渡辺真里、渡辺貴文、奥田勇樹、

畑俊充：ッーシクロデキストリン集積体の調製と炭素化、第 回炭素材料学会年会、

炭素材料学会、 、大阪、

● （代表：木島正志、筑波大学）天野秀典、畑 俊充、木島正志：セルロース

由来粒子状水熱炭化物の調製とその炭素化及び賦活効果、第 回炭素材料学会年会、

炭素材料学会、 、大阪、
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1 開放型研究推進部

● （代表：明石浩和、京都府農林水産総合技術センター）明石浩和，森 拓郎，

田淵敦士：木製治山ダム部材の簡便な劣化診断手法、第 回日本木材学会大会研究発

表要旨集、

● （代表：齋藤宏昭、足利工業大学）齋藤宏昭、森拓郎、小椋大輔、堀澤栄、

上居修一：住宅躯体内への雨水浸入を想定した腐朽プロセスに関する研究、第 回日

本木材学会大会研究発表要旨集、

● （代表：齋藤宏昭、足利工業大学）齋藤宏昭、森拓郎、小椋大輔、堀澤栄：

● （代表：清水秀丸、富山県農林水産総合技術センター）清水秀丸、若島嘉朗、

藤澤泰士、北守顕久：圧縮木材を用いて初期剛性を確保した面格子壁の開発 その 湿

度変動型恒温チャンバーによる圧縮木材の挙動、第 回日本木材学会大会研究発表要

旨集、

● （代表：清水秀丸、富山県農林水産総合技術センター）

● （代表：井上正文、大分大学）伊東和俊、佐藤希、野口雄史、田中 圭、

． 
森 拓郎、井上正文：接合金物と接着剤を併用した木材接合法の強度発現機構につい

てそ の

構造1I1、

の繊維平行層からの引抜き性能、日本建築学会大会学術講演梗概集

年月

（代表：井上正文、大分大学）植月和輝、佐藤希、野日雄史、田中 圭・

森 拓郎、井上正文：接合金物と接着剤を併用した木材接合法の強度発現機構に関す

る研究 （その ） の繊維直交層からの引抜き性能、日本建築学会九州支部研究

報告、第号・、 年月

● （代表：村田功二、京都大学）武呂美和子、村田功二、畑 俊充：広葉樹熱

処理材の熱的特性及び寸法安定性に関する考察、第 回日本木材学会大会研究発表要

旨集、

● （代表：中島昌一、宇都宮大学）

年度実施分による本年度発表成果

● （代表：中谷誠、宮崎県木材利用技術センター）黒澤祐、中谷誠、森拓

郎、秋山信彦、渡部 博、田守伸一郎、五十田博： に埋め込まれた の引き抜
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開放型研究推進部

き性能に関する実験的研究 その

構造III、

本引き抜き試験、日本建築学会学術講演梗概集

● （代表：中谷誠、宮崎県木材利用技術センター）中谷誠、黒澤祐、森拓

郎、秋山信彦、渡部博、五十田博： に埋め込まれた の引き抜き性能に関す

る実験的研究 その 本引き抜き試験、日本建築学会学術講演梗概集構造III、
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1 開放型研究推進部

居住圏劣化生物飼育棟／生活・森林圏シミュレーションフィールド

全国国際共同利用専門委員会

委員長吉村剛（京都大学生存圏研究所）

1. 共同利用施設および活動の概要

京都大学生存圏研究所居住圏劣化生物飼育棟（以下 DOL と略）と生活•森林圏シミュレ

ーションフィールド（以下 LSFと略）は平成 20年度から統合され、平成 27年度は、国際

共同利用 2件を含む 16件の研究課題を採択した。

DOLは木材及び木質系材料の加害生物を飼育し、生物劣化試験の実施、亜びに生物劣化

機構や環境との相互作用などの研究用の生物を供給できる国内随一の施設であり、シロア

リ飼育室、木材食害「生甲虫類飼育室および木材劣化菌類培養室から構成されている。

現在の供給可能な飼育生物は下記の通りである。

①シロアリ類：イエシロアリ、アメリカカンザイシロアリ、ヤマトシロアリ

②木材乾材害虫類：ヒラタキクイムシ、アフリカヒラタキクイムシ、チビタケナガシンク

イ、ホソナガシンクイ

③木材腐朽菌類：約 60種。これらの菌類については、寒天培地における生育の様子と ITS

領域の塩基配列が生存圏データベース・担子菌類遺伝子データとして公開されている

(http://database.rish.kyoto-u.ac. jp/arch/basidio/database(ichiran)living-fungi. 

html)。

④昆虫病原性糸状苗類： 4種 12菌株

従前より、木材や新規木質系材料の生物劣化抵抗性評価や防腐・防蟻法の開発に関して、

大学だけでなく公的研究機関、民間企業との共同研究を積極的に遂行してきた。また、 H

本における新規木材保存薬剤の公的性能評価を実施する施設として、長年に渡り重責を担

ってきている。

居住圏劣化生物飼育棟 (DOL)

左下より時計回りに、木材劣化菌類培養室、木材食害性

甲虫類飼育室およびヒラタキクイムシ、シロアリ飼育室

内のイエシロアリコロニー、アメリカカンザイシロアリ
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開放型研究推進部

一方 LSFは、鹿児島県H罹市吹上町吹上浜国有林内に設憧されたクロマツとニセアカシ

ア、ヤマモモなどの混生林からなる約 28,000平方メートルの野外試験地であり、日本にお

いて経済的に重要なイエシロアリとヤマトシロアリが高密度で生息し、これまで既に 30

年以上にわたって木材・木質材料の性能評価試験、木材保存薬剤の野外試験、低環境負荷

型新防蟻穂の開発や地下シロアリの生態調査、またその立地を活かした大気環境調査等に

関して国内外の大学、公的研究機関及び民間企業との共同研究が活発に実施されてきた。

2. 共同利用状況

生活•森林圏シミュレーション

フィールド (LSF)

左： LSF人口、右：木材・木

質材料の防蟻野外試験

平成 20年度より DOLとLSFが統合され、それ以降採択課題数としては 15~20件，

利用者数としては 70""'-'100名で推移している。

年度 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

課題数＊
16 17 16 (2) 

27 

LSF 21 (4) 16 (3) 14 (2) 14 (2) 17 (2) 18 (3) 16 (3) 

DOL 13 7 12 (2) 

共同利用
109 75 70 71 67 73 63 

者数＊＊ 72 80 81 
学内 43 学内 30 学内 20 学内 18 学内 27 学内 20 学内 14

LSF 
学外 60 学外 45 学外 50 学外 53 学外 40 学外 53 学外 49

DOL 51 46 50 

＊ （）内数字は国際共同利用課題数

＊＊ 研究代表者および研究協力者の延べ人数

以下に、平成 27年度の 16採択研究課題を示す。新規課題が 5件（うち 1件国際）、継続

課題が 11件（うち 2件国際）である。

・廃棄物を基質とした新規乾材シロアリ用ベイト剤の開発（新規・国際）

研究代表者：京都大学生存閥研究所・吉村 剛

・人工乾燥における高温低湿処理が木材の耐シロアリ性に及ぼす影響（新規）

研究代表者：徳島県農林水産総合技術支援センター・橋本 茂

・リモナイトのシロアリ類に対する忌避効果（新規）
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1 開放型研究推進部

研究代表者：京都工芸繊維大学生物資源フィールド科学教育研究センター・秋野順

治

・温帯の上壌生態系におけるシロアリの役割（継続・国際）

研究代表者：京都大学生存圏研究所・吉村 剛

・ストロンチウムやセシウムがシロアリおよびシロアリ腸内共生微生物叢におよぼす影響

の解析（継続）

研究代表者：筑波大学生命環境科学研究科・青柳秀紀

・腐朽過程を考慮した木片混じり士の力学特性の把握（継続）

研究代表者：名古屋大学工学研究科・中野正樹

・シロアリに対する新しい防蟻剤の開発（継続）

研究代表者：京都大学生存圏研究所・吉村 剛

・大型木造の接合部における生物劣化を評価するための基礎的研究（継続）

研究代表者：宮崎県木材利用技術センター・中谷 誠

・間伐材等林地残材のシロアリによる劣化促進（継続）

研究代表者：宮崎県木材利用技術センター・須原弘登

・振動・音聾的アプローチによるシロアリの挙動制御に関する実験的研究（継続・国際）

研究代表者：大分大学工学部・富来礼次

・金属固体を用いた防腐防蟻処理の開発（新規）

研究代表者：官山県農林水産総合技術センター木材研究所・栗崎 宏

・年輪幅からみた奈良県産スギの耐蟻性評価（新規）

研究代表者：奈良県森林技術センター・増田勝則

・合成木材の屋外耐久試験（継続）

研究代表者：山梨県森林総合研究所・小澤雅之

．蟻害を受けた木質接合具の残存耐力に関する実験的研究（継続）

研究代表者：京都大学生存圏研究所・森拓郎

・「ろ紙製疑似丸太モデル系」を用いた腐朽菌とシロアリの関係解析に向けた試行実験（継

続）

研究代表者：東京工業大学生命理工学研究科・木原久美子

・高湿環境化における保存処理木材に接する金物類の腐食評価（継続）

研究代表者：中部大学工学部・石山央樹

3. 専門委員会の構成及び開催状況（平成 27年度）

(1)国内委員：吉村剛（委員長、京大生存研）、柳川 綾（京大生存研）、矢吹正教（京大生

存研）、松浦健二（京大農学研究科）、片岡 厚（森林総合研究所）、竹松葉子（山口大学農

学部）、酒井温子（奈良県森林技術センター）、吉田 誠（東京農工大学農学研究院）、宮

内輝久（北海道立総合研究機構森林研究本部・林産試験場）、田中裕美（近畿大学農学部）
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開放型研究推進部

(2)国際委員（アドバイザー） ：V ernard Lewis（カリフォルニア大学バークリー校）、 Sulaeman

Yusuf（インドネシア科学院生物材料研究・開発センター）

(3)専門委員会開催状況

平成 28年 2月 23H （平成 27年度第 1回委員会）

議題：平成 28年度申請課題の審査他

申請課題の審査は、予め各委員に申請書類を配信し、委員会開催時に出席委員による

評価を経て採択した。

4. 共同利用研究の成果

以下に、代表的な共同利用研究の成果として、今年度の新規課題である「リモナイトの

シロアリ類に対する忌避効果」（研究代表者：京都工芸繊維大学生物資源フィールド科学教

育研究センター・秋野順治）、および 年目の継続課題である「間伐材等林地残材のシロ

アリによる劣化促進」（間伐材等林地残材のシロアリによる劣化促進）に関する研究成果概

要を紹介する。また、平成 7年度に発表された修士・卒業論文、学術論文、報告書・資

料・要旨集及び学会発表を示す。

(1) リモナイトのシロアリ類に対する忌避効果

リモナイト（黄上）は防腐殺菌作用を有することで知られており、古くから防虫効果等

を見込んだ塗装剤としても活用されてきた。近年においても、熊本阿蘇地域では、防虫等

の諸効果を見込んで、阿蘇産の褐鉄鉱黄士（阿蘇黄士）を住宅基礎の上に敷き詰めるとい

う。伝承ではシロアリ害に対しても有効とされているが、その実態は定かではない。本研

究では、イエシロアリ・ヤマトシロアリを対象として、主に室内実験を中心として、阿蘇

黄士処理による侵入防止・遅延効果の検証をおこなった。

阿蘇黄士を用いた室内試験において、ヤマトシロアリ・イエシロアリのいずれに対して

も、阿蘇黄士処理によってシロアリの侵入遅延が認められたことから、建築基礎部への阿

蘇黄士処理が家屋へのシロアリ侵入抑制に貢献する可能性は否めない結果となった。こう

した遅延効果が、家屋等でのシロアリ害低減に有効か否かは、今後検証する必要がある。

今回の試験（ 字試験）はシロアリにとって進行方向選択の余地がない状況であったが、

屋外におけるシロアリ侵入過程における阿蘇黄上の効果を適正に評価するためには、二者

択ー型（例えば 字試験など）などの検証試験や、野外における検証試験をおこなう必要

がある。

(2) 間伐材等林地残材のシロアリによる劣化促進

日本の林業においてスギの利用に伴い産出される林地残材の処理は大きな課題の一つで

ある。特に搬出に大きな労力とコストを要する急峻な山の斜面や主要幹線道から大きく離

れた場所では、搬出コストに見合う利用方法を見出すことは非常に難しい。このような利

用困難地域の林地残材を短期間で分解・士壌還元できれば、森林の健全化、林業サイクル

の促進が可能になる。本研究は林地残材の生物劣化を促すことを日的とし、スギ小径木丸
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Titik Kartika Studies on mass culture and aggregation pheromones in the exotic 

powderpost beetle,  Lesne (Coleoptera: Lyctinae), Graduate School 

of Agriculture, Kyoto University (Forestry and Biomaterials Science), October, 2015 

28 2

CLT

28 2  

28 2  

11

121-126 (2015). 

41(3) 119-128 (2015). 

Yuliati Indrayani, Dina Setyawati, Sasa Sofyan Munawar, Kunji Umemura and 

Tsuyoshi Yoshimura: Evaluation of termite resistance of medium denmsity 

fibereboard (MDF) manufacture from agricultutral fiber bonded with citric acid, 

Procedia Environ. Sci., 28, 778-782 (2015), doi:10.1016/j.proenv.2015.07.091. 

Titik Kartika and Tsuyoshi Yoshimura: Evaluation of Wood and Cellulosic Materials 

as Fillers in Artificial Diets for Lesne (Coleoptera: Bostrichidae), 

Insects, 6, 696-703 (2015), doi:10.3390/insects6030696. 

1 開放型研究推進部

太をモデルとして用いシロアリ食害促進効果のある物質の探索を行った。

本年度の検討の結果、昨年度の検討と同様にタケ粉末及びヒドロキシアパタイト処理区

において食害の増大が見られた。一方でヒドロキシアパタイトの対照として用いたリン、

カルシウム化合物、骨灰で処理した区では食害の増大が見られなかった。今後ラボスケー

ルレベルでの検討を併せて行い、効果を検証する必要があるだろう。

(3) 博士論文、修士論文、卒業論文、学術論文誌等に発表された論文、報告書・資料・

要旨集等及び学会発表リスト

博士論文

Lyctus africanus 

修士論文

毛利悠平：生物劣化を受けた木造建築の残存耐震性能評価に関する研究ー蟻害材におけ

る木ねじ接合部の一面せん断耐力の推定及び劣化を伴う耐力壁の水平せん断性能の推定

と耐震性能評価—、大分大学大学院工学研究科修士論文、平成 年 月

加津山裕太：木造建築物における住環境向上に関する音轡的研究一振動・音轡信号を利用

したシロアリ防除法の開発に関する検討及び 工法実大試験棟を対象とした床衝撃

音及び振動の測定ー大分大学大学院工学研究科修士論文、平成 年 月

卒業論文

宣川 昂希：振動・音孵信号を利用した建築物のシロアリ防除に関する研究ー木材へ広帯

域及び狭帯域信号を付加した際の摂食活性変化のコロニー間の差異一、大分大学工学部

卒業論文、平成 年月

学術誌に掲載された論文

野々山栄人、中野正樹、新木 毅、浜島圭佑、神野琢磨、吉村剛：災害廃棄物分別上の木

片腐朽過程を考慮した力学試験の試み、第 回環境地盤工学シンポジウム論文集、

須原弘登、中谷誠、森拓郎、伊藤貴文：切り捨て間伐材のシロアリによる生物劣化促進、

木材保存、

Lyctus africanus 
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Titik Kartika, Nobuhiro Shimizu and Tsuyoshi Yohsimura: Identification of esters as 

novel aggregation pheromone components produced by the male powder-post beetle, 

Lesne (Coleoptera: Lyctinae), PLOS ONE, November 6, 2015, DOI: 

10.1371/journal.pone.0141799. 

Hamajima, K., Nonoyama, H., Araki, T. and Jinno, T.: Geotechnical utilization of soil 

generated from earthquake waste-derived wood chips, The 15th Asian Regional 

Conference on Soil Mechanics and Geotechnical Engineering (15ARC), JPN-122, 

2015.  

No.164 22-29 (2015). 

63 11/12 8-9 (2015). 

31 24-25 

(2015).  

54 765-768 (2015). 

2

81-82 (2015).  

, 50 525-526 

(2015). 

5 4

43-44 (2015). 

Yi-An Chen

27 45 (2015). 

   

31 27 5 26 27

 (2015).  

開放型研究推進部

Lyctus africanus 

国際学会プロシーディング（査読有）

報告書・資料・要旨集等

富来礼次、大鶴 徹、岡本則子：イエシロアリの摂食行動と振動・音瞥信号の関係につい

て、しろあり、

中野正樹、野々山栄人、高度選別された災害廃棄物分別士砂（木片混じり上）の力学特性

の把握、地盤工学会誌、

森拓郎、田中 圭、毛利悠平、簗瀬佳之：シロアリ食害材における木ねじ接合部のせん

断性能とその推定方法、 H本木材保存協会第 回年次大会研究発表論文集、

毛利悠平、中畑拓巳、森 拓郎、田中 圭、井上正文：シロアリによる食害を受けた木ね

じ接合部の一面せん断性能評価（その 2) トドマツ材におけるせん断耐力の推定、日本

建築学会九州支部研究報告、第 号、

毛利悠平、中畑拓巳、森拓郎、田中 圭、井上正文：シロアリによる食害を受けた木ね

じ接合部の残存強度性能 その トドマツ材における一面せん断耐力の推定、日本建築

学会学術講演梗概集構造III、

浜島圭佑、中野正樹、野々山栄人、新木 毅、神野琢真：災害廃棄物の木片腐朽過程を考

慮した力学特性の把握に関する試み第 回地盤工学研究発表会発表講演集、

石山央樹、中島正夫、森拓郎、野田康信、中島裕貴、槌本敬大：保存処理木材に接する各

種表面処理鋼板の暴露試験【その 】暴露試験 年経過報告と画像解析の改良、日本建

築学会大会学術講演梗概集（関東）、

木村秀平、吉村 剛、藤本いずみ、 、菊池隆之助：温帯森林環境の元素循環に

おけるシロアリの重要性、第 回日本環境動物昆虫学会年次大会要旨集、

学会発表

森拓郎、田中 圭、毛利悠平、簗瀬佳之：シロアリ食害材における木ねじ接合部のせん

断性能とその推定方法、日本木材保存協会第 回年次大会、平成 年月 ～ 日、

東京

浜島圭佑、中野正樹、野々山栄人、新木 毅、神野琢真：災害廃棄物の木片腐朽過程を考
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Hamajima, K., Nonoyama, H., Araki, T. and Jinno, T.: Geotechnical utilization of soil 

generated from earthquake waste-derived wood chips, The 15th Asian Regional 

Conference on Soil Mechanics and Geotechnical Engineering (15ARC), JPN-122, 

2015.11.9 - 13, Fukuoka (2015). 

Yi-An Chen
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(2016).

� 76 60

28 3 26 29  (2016). 

 

27 5 23  (2015). 

DOL/LSF 273

28 2 22  

1 開放型研究推進部

慮した力学特性の把握に関する試み、第 回地盤工学研究発表会、平成 年月～

日、札幌

毛利悠平、中畑拓巳、森 拓郎、田中 圭、井上正文：シロアリによる食害を受けた木ね

じ接合部の残存強度性能 その トドマツ材における一面せん断耐力の推定、 H本建築

学会大会（関東）、平成 年月～ H、平塚

石山央樹、中島正夫、森拓郎、野田康信、中島裕貴、槌本敬大：保存処理木材に接する各

種表面処理鋼板の暴露試験【その】暴露試験 年経過報告と画像解析の改良日本建築

学会大会（関東）、平成 年月～日、平塚

木村秀平、吉村 剛、藤本いずみ、 、菊池隆之助：温帯森林環境の元素循環に

おけるシロアリの重要性、第 回日本環境動物昆虫学会年次大会、平成 年 月

H、吹田

青柳秀紀 や がシロアリおよび腸内微生物叢に及ぼす影響の解析、第 回横幹連合

コンファレンス、平成 年 月 ～ H、名古屋

青柳秀紀、 吉村剛：セシウムがシロアリおよびシロアリ腸内共生微生物叢に及ぼす影郷の

解析化学工学会つくば化学技術懇話会平成 年度つくば学生研究交流会

年月日、つくば

毛利悠平、芝尾真紀、西野迎、森拓郎、田中圭、簗瀬佳之、井J::正文：シロアリによ

る食害を受けた木ねじ接合部の一面せん断性能評価その 3オウシュウトウヒ材におけ

るせん断耐力の推定、日本建築学会九J小I支部研究発表会、平成 年 月 日、沖縄

神野壮大、蔵本博史、秋野順治、柳川 綾、蔵本厚ー：阿蘇リモナイトのシロアリ防除へ

の利用可能性、日本昆虫学会第 回大会・第 回日本応用動物昆虫学会大会合同大

会、平成 年月～ H、大阪

その他特記事項

森 拓郎：日本材料学会論文奨励賞、腐朽したスギ材に打ち込まれた釘の一面せん断性能

の推定、平成 年 月 日、米沢

(4)特筆する事項

で行われた研究成果を広く社会に公開するため、研究成果報告会を第 回

生存圏シンポジウムとして平成 年月 日に実施し、併せて成果要旨集を出版した。
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1 開放型研究推進部

持続可能生存圏開拓診断(DASH)／森林バイオマス評価分析システム

(FBAS)全国国際共同利用専門委員会

委員長 矢崎ー史 （京都大学生存圏研究所）

1. 共同利用施設および活動の概要

人類が持続的生存を維持するためには、太陽エネルギーによる再生可能な植物資源によ

って、食糧生産、資源確保、エネルギー供給を支えるシステムを構築することが、世界的

な緊急課題となっている。また地球環境の保全のためには、植物を中心として、それを取

り巻く大気、士壌、昆虫、微生物など様々な要素の相互作用、すなわち生態系のネットワ

ークを正しく理解することも必要である。これらは当研究所のミッション 1、4、および

アカシアプロジェクトに密接にかかわっている。そして、環境修復、持続的森林バイオマ

ス生産、バイオエネルギー生産、高強度・高耐久性木質生産などを最終目標として、種々

の有用遺伝子機能の検証と並び、樹木を含む様々な形質転換植物が作成されている。

こうした研究を支援するため、平成 19年度の京都大学概算要求（特別支援事業・教育研

究等設備）において、生存圏研究所は生態学研究センターと共同で「DASHシステム」を申

請し、これが認められて生存圏研究所に設置された。本システムは、樹木を含む様々な植

物の成長制御、共生微生物と植物の相互作用、ストレス耐性など植物の生理機能の解析を

行なうとともに、植物の分子育種を通じ、有用生物資源の開発を行なうものである。一方、

平成 18年度より全国共同利用として逓用してきた FBASは、前者の分析装置サブシステム

と内容的に重複するところが多いことから平成 20年度より DASHシステムと協調的に統合

し、一つの全国・国際共同利用として運用することとした。後者は複雑な木質バイオマス、

特にリグニンおよび関連化合物を中心として、細胞レベルから分子レベルにいたるまで正

確に評価分析する、分析手法の提供をベースとした共同利用研究である。

本システムを構成する主要な機器と分析手法は以下の通りである。

主要機器

• DASH分析装憤サブシステム

1)代謝産物分析装置

2)植物揮発性成分分析装置

3)士壌成分分析装置

• DASH植物育成サブシステム

LCMS-IT-TOF 1台［図 A]

GC-MS 2台［図 B]

ライシメータ 2台［図 D]

組換え植物育成用 (8温室十 1培養室十 1準備処理作業室） ［図 C]

大型の組換え樹木にも対応（温室の最大高さ 6.9m) 
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開放型研究推進部

図： DASH/FBAS構成機器（抜粋）

• FBASとして共同利用に供する設備

四璽極型ガスクロマトグラフ質量分析装置

高分解能二重収束ガスクロマトグラフ質量分析装置 ［図 E]

四重極型液体クロマトグラフ質量分析装置 ［図 F]

ニトロベンゼン酸化反応装置

•その他の装置

核磁気共鳴吸収分光装置

透過型電子顕微鏡

主な分析手法

チオアシドリシス、ニトロベンゼン酸化分解 （リグニン化学構造分析）

クラーソンリグニン法、アセチルブロマイド法 （リグニン定量分析）
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1 開放型研究推進部

2. 共同利用状況

平成 17年度から 27年度に渡って共同利用状況については以下の通りである。本全国共

同利用設備は、平成 18年度に FBASとして共同利用を開始した。その後平成 19年度の京都

大学概算要求にて DASHの設置が認められた。内容的に両者で重複する部分が多かったため、

平成 20年度からは両者を融合して DASH/FBASとして全国共同利用の運用をしている。

傾向として、利用面積が問題となる植物育成サブシステムに関しては、長時間を必要と

する植物の育成が主な機能であることから、利用件数の大きな変動はない。採択件数が減

少傾向に見えるのは、随時受付を行っている DASH分析装置サブシステムの利用者数の変動

が原因となっているためで、温室部分の利用者に大きな変動は無い。

表 DASH/FBAS共同利用状況

年度 I 17 I 1s 1 □/] 8 | 
課題数 9

゜
2
 

•

い

8
 

，
 

ー I 21 I 22 

| 9 
15 ! 22 ! 17 

共同利

用者数

＊
 

25 45 97 

95 

129 l学内 47

学外 48

年度 23 24 25 26 27 

採択
15 16 13 16 16 

課題数

共同利 80 82 70 84 82 

用者数 学内 54 学内 50 学内 44 学内 54 学内 60

＊ 学外 26 学外 32 学外 26 学外 30 学外 22

＊研究代表者および研究協力者の延べ人数

3. 専門委員会の構成及び開催状況（平成 27年度） （19名）

平成 27年 3月現在の専門委員会を構成する委員名・所属先は以下の通りである。

矢崎一史（生存圏研究所・委員長）、西谷和彦（東北大学大学院）、村中俊哉（大阪大学大

学院）、重岡成（近畿大学）、太田大策（大阪府立大学大学院）、松井健二（山口大学大学

院）、柴田大輔（財団法人かずさ DNA研究所）、明石良（宮崎大学）、青木俊夫（日本大

学）、河合真吾（静岡大学）、谷川東子（独立行政法人森林総合研究所）、高林純示（生態学

研究センター）、大串孝之（生態学研究センター）、塩谷雅人（生存圏研究所）、渡辺隆司（生
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開放型研究推進部

存圏研究所）、梅澤俊明（生存圏研究所）、山川宏（生存圏研究所）、杉山暁史（生存圏研

究所）、今井友也（生存圏研究所）

平成 27年度の専門委員会は、共同利用申請課題の審査、採択に関して、メール会議にて

開催した。主な開催日は以下の通りである。

平成 28年 1月 26日 平成 28年度申請研究課題の審査依頼

平成 28年 2月 22日 平成 28年度申請研究課題の審壺結果について（承認依頼）

平成 28年 3月 1日 平成 28年度申請研究課題の審杏結果について

4. 特記事項

本年度は大きなトラブルもなく、一年間の共同利用を運営することができた。ただし、

継続案件の電気代の支払いに関しては専門委員会内でも議論をする必要がある。
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Structural modification of rice lignin by regulating aromatic hydroxylase gene  

expression

Characterization of lignocellulose in fractionated stem tissues of large-sized 

gramineae biomass crops

    

  

    

11S

  

 

 

 

 Ikegaya H, Suzuki S, Ichise S, Furuta S, Ohigashi T, Bamba D, Nambu H, Kihara 

H, Kishimoto N, Takemoto K:  

Estimation of Organic Carbon Content of the Cyanobacterium Synechococcus sp. by 

Soft X-ray Microscopy 

Geomicrobiology 39, 827-835 (2015)   

 Noda S, Koshiba T, Hattori T, Yamaguchi M, Suzuki S, Umezawa T 

The expression of a rice secondary wall-specific cellulose synthase gene, OsCesA7, 

is directly regulated by a rice transcription factor, OsMYB58/63 

1 開放型研究推進部

平成27年度共同利用研究活動の中で作成された修士論文、博士論文

共同利用研究の成果による学術賞および学術論文誌に発表された論文

く修士論文＞

武田 ゆり 京都大学大学院農学研究科

「

林 晃 大

「

s （芳香核水酸化酵素遺伝子の発現制御によるイネリグニンの構造改変）」

京都大学大学院農学研究科

（大型イネ科バイオマス植物の茎組織分画物におけるリグノセルロースの性状解析）」

田中俊裕 京都大学大学院農学研究科

「プロラミンスーパーファミリーの溶解性に寄与する構造的要因の解析」

川口 智世 京都大学大学院農学研究科

「ダイズ グロブリンとの比較に基づくイネ種子貯蔵タンパク質グルテリンの特性

解析」

伊達慶明 京都大学大学院農学研究科

「オオバギ由来のフラボノイド基質プレニル基転移酵素の機能研究」

山崎由実 京都大学大学院農学研究科

「ダイズイソフラボノイドの生成・分泌と変動と根圏での分解動態の解析」

中川友喜美 京都大学大学院農学研究科

「シコニン生産とリンクするムラサキにおける代謝酵素の網羅的解析」

く博士論文＞

棟方涼介 京都大学大学院農学研究科

「植物のクマリン特異的プレニル基転移酵素遺伝子に関する研究」

く論文＞

1) 

2) 
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Planta 242: 589-600 (2015) 

 11 71-74 2015  

 Akifumi Sugiyama, Yumi Yamazaki, Kazuaki Yamashita, Seiji Takahashi,  

Toru Nakayama, Kazufumi Yazaki  

Developmental and nutritional regulation of isoflavone secretion from soybean roots  

Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry, (2016) 80(1) 89-94  

 Uschara Thumarat, Takeshi Kawabata, Maho Nakajima, Hajime Nakajima, 

Akifumi Sugiyama, Kazufumi Yazaki, Tomoko Tada, Tomonori Waku,  

Naoki Tanaka, Fusako Kawai  

Comparison of genetic structures and biochemical properties of tandem  

cutinase-type polyesterases from Thermobifida alba AHK119  

Journal of Bioscience and Bioengineering, (2015)  120(5) 491-497 

 Ryosuke Munakata, Alexandre Olry, Fazeelat Karamat, Vincent Courdavault,  

Akifumi Sugiyama, Yoshiaki Date, Célia Krieger, Silie Prisca, Emilien Foureau, 

Nicolas Papon, Jérémy Grosjean, Kazufumi Yazaki,  Frédéric Bourgaud, Alain 

Hehn 

Molecular evolution of parsnip membrane-bound prenyltransferases for linear 

and/or angular furanocoumarin biosynthesis   

New Phytologist (2016) in press 

Munakata, R., Jacob, F., Koeduka, T., Sugiyama, A. and Yazaki, K., Terpnet 2015 

Meeting, June, 2015 (Vancouver) 

開放型研究推進部

3) 馬場啓ー：特定網室におけるポプラ経年育成の環境設定．生存圏研究， ， （ ） 

4) 

5) 

6) 

く表彰＞

第33回日本植物細胞分子生物学会学生奨励賞（東京、 2015年 8月 11日）

棟方涼介

「クマリン代謝の多様化に貢献する膜結合型プレニル基転移酵素の解明」

第60回リグニン討論会（つくば） 2015.11 口頭発表賞受賞

武田ゆり、小柴太一、飛松裕基、山村正臣、服部武文、坂本正弘、高野俊幸、鈴木史朗、

梅澤俊明

「フェルラ酸 5ーヒドロキシラーゼ OsF5H]の発現制御によるイネリグニンの構造改変」

第65回日本木材学会優秀ポスター賞受賞

（京大院農） 0高居知弘，粟野達也，高部圭司，（京大生存研）鈴木史朗，

（森林総研）高田直樹

「形質転換ポプラおよびイネを用いたゴルジ装置のライブセルイメージング」

く学会発表＞
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Jacob Florence 33

2015 8  

 

2015 8  

33

2015 8  

Jacob Florence 25

2015 9  

25

2015 9  

25

2015 9  

25 2015

9  

Olry Alexandre Karamat Fazeelat Courdavault Vincent  

Krieger Célia Prisca Silie Papon Nicolas Grosjean Jérémy

Bourgaud Frédéric Hehn Alain 57 2016 3  

57 2016

3  

2016

2016 3  

Ulrike Steiner Eckhard Leistner 2016

2016 3  

2016 2016 3  

57 2016 3  

10 2016 3  

G 65  

2015 3 18  

K. Baba, T. Hayashi: Characterization of tension wood formed in poplar  

overexpressing polygalacturonase. International Symposium on Wood Science and  

Technology 2015, Tokyo, 2015. 3. 16  

 

1 開放型研究推進部

棟方涼介、 、肥塚崇男、山本浩文、杉山暁史、矢崎一史、第 回日本植物

細胞分子生物学会、東京、 年 月。

伊達慶明、消水亮、前田容子、 棟方涼介、杉山暁史、熊澤茂則、福本修一、矢崎一史、東

京、 年月。

巽奏、佐藤繭子、豊岡公徳、杉山暁史、矢崎ー史、第 回日本植物細胞分子生物学会、東

京、 年月。

棟方涼介、 、肥塚崇男、山本浩文、杉山暁史、矢崎一史、第 回イソプレ

ン研究会例会、仙台、 年月。

竹村知陽、棟方涼介、杉山暁史、熊澤茂則、鈴木秀幸、闊光、村中俊哉、矢崎一史、第

回イソプレン研究会例会、仙台、 年 月。

杉山暁史、海野佑介、小野愛、吉川正巳、鈴木秀幸、南澤究、矢崎一史、第 回植物微生

物研究交流会、つくば、 年月。

山崎由実、杉山暁史、高瀬尚文、矢崎一史、第 回植物微生物研究交流会、つくば、

年月。

棟方涼介、

慶明、

、杉山暁史、伊達

、矢崎一史、

、第 回日本植物生理学会年会、盛岡、 年月

山崎由実、杉山暁史、高瀬尚文、矢崎一史、第 回日本植物生理学会年会、盛岡、

年月。

巽奏、岡咲洋三、斎藤和季、上撫健太、杉山暁史、矢崎ー史、 年度日本農芸化学会大

会、札幌、 年月。

稲菓尚子、 、杉山暁史、矢崎一史、 年度日本農芸

化学会大会、札幌、 年月。

竹村知陽、棟方涼介、杉山暁史、鈴木秀幸、闊光、村中俊哉、山浦裔夫、矢崎一史、日本農

芸化学会 年度大会、札幌、 年月。

伊達慶明、消水亮、前田容子、棟方涼介、杉山暁史、熊澤茂則、福本修一、矢崎一史、第

回日本植物生理学会年会、盛岡、 年 月。

瀬尾直登、高梨功次郎、矢崎ー史、第 回日本ゲノム微生物学会年会、 年 月。

馬場啓一、林降久、ポプラ 層におけるガラクチュロナンの免疫組織化学解析、第 回日

本木材学会大会、東京、 年 月 日。

馬場啓一、樹山拓馬、神代圭輔、古田裕三、林隆久、特定網室におけるポプラの経年育成

と引張あて材の応力発生に対するガラクツロナンの寄与、第 66回日本木材学会大会、名

古屋、 2016年 3月 27日
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1 開放型研究推進部

先進素材開発解析システム全国国際共同利用専門委員会

委員長渡辺隆司 （京都大学生存圏研究所）

1. 共同利用施設および活動の概要

京都大学生存圏研究所先進素材開発解析システム (Analysisand Development System for 

Advanced Materials, 以下 ADAM と略）は、「高度マイクロ波加熱応用及び解析サブシステ

ム」、「超高分解能有機分析サブシステム」、「高分解能多元構造解析システム」から構成さ

れる実験装置であり、平成 23年度後期から共同利用設備としての運用を開始した。本設

備は、世界唯一の多周波マイクロ波加熱装置、フーリエ変換イオンサイクロトロン共嗚質

量分析装置 (FT-ICR-MS)、無機用および有機用電子顕微鏡などからなる複合研究装置であ

り、マイクロ波加熱を用いた新材料創生、木質関連新材料の分析、その他先進素材の開発

と解析などに用いられる。本装置は研究所のフラグシップ共同研究「バイオマス・物質変

換のためのマイクロ波高度利用共同研究」推進のための中核研究装置としても使われる。

高度マイクロ波加熱応用及び解析サブシステム

マイクロ波信号発生器

14GHz帯、 650W進行波管増幅器

2.45GHz帯 lkW、マグネトロン発振器

5.8GHz帯 600W、マグネトロン発振器

800MHz,...__2. 7GHz帯 250WGaN半導体増幅器

アプリケータ
高度マイクロ波加熱応用及び解析サブシステム

スペクトラムアナライザ、他

超高分解能有機分析サブシステム

フーリエ変換イオンサイクロトロン共鳴質量分析装置

（ブルカー・ダルトニクス製

多核核磁気共鳴装置入 （日本電子製

高分解能多元構造解析システム

無機用電界放出形電子顕微鏡

（日本電子製

有機用透過電子顕微鏡

（日本電子製

比表面積細孔分布測定装置アサップ

島津マイクロメトリックス製
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開放型研究推進部

第回先進素材開発解析システム シンポジウムの開催

平成 年 月 日に第回先進素材開発解析システム シンポジウムを、ミッ

ション および生存圏フラッグシップ共同研究の活動紹介のためのシンポジウムと合同

の形式で開催した。

27年度 ADAM共同利用研究代表者の講演者とタイトル

・く27ADAM-02>浅野麻実子（大阪薬科大学薬学部）

「マイクロ波の低温照射が癌細胞に与える影響」

・く27ADAM-04〉HeidyVisbal （京都大学大学院工学研究科）

「マイクロ波による固体水素源型水素燃料電池向け革新材料開発」

2. 共同利用状況

ADAMは平成 23年度後期から共同利用を開始し、 15件の共同利用課題を採択、 24年度は 18

件、 25年度及び 26年度は 20件、 27年度は 21件となった。

••••••••••••••••

•

•••••••••••••••••• 

数

利

数

題

同

者

課

共

用

年度

採択

20 21 22 

3
 

5
 

内学

•••••••••••••••••

• 

~
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

I 24 I 
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15 ! 18 ! 

23 25 27 

20 

I I 9 9 

86 

＊＊ 学外 33

101 

学内 58

学外 43

3
 

ーー

-|
 ．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

L
 

......... .
 

2
 ゜

ー
．．．．．．．．．．．． 

7
 

5
 

ー0

内学

ー1( 

学外 44

102 

学外 46

113 

学内 58

学外 55

＊＊ 研究代表者および研究協力者の延べ人数

3. 専門委員会の構成及び開催状況（平成 27年度）

ADAM共同利用専門委員会は以下の委員から構成される。平成 27年 11月 2日に第 5回先

進素材開発解析システム (ADAM)共同利用専門委員会を開催した。
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ADAM共同利用専門委員会委員：

渡邊隆司（京都大学生存圏研究所、教授・委員長）

福島和彦（名古屋大大学院生命農学研究科、教授）

二川佳央（国士舘大理工学部、教授）

松村竹子（ミネルバライトラボ、取締役）

岸本崇生（富山県立大工学部、准教授）

木島正志（筑波大大学院数理物質科学研究科、教授）

椿俊太郎（東京工業大学大学院理工学研究科、助教）

篠原真毅（京都大学生存圏研究所、教授）

今井友也（京都大学生存圏研究所、准教授）

畑 俊充（京都大学生存圏研究所、講師）

三谷友彦（京都大学生存圏研究所、准教授）

西村裕志（京都大学生存圏研究所、助教）

4. 共同利用研究の成果

1 開放型研究推進部

成果の例① 研究課題：微小領域の熱ゆらぎを利用したマイクロ波精錬法の最適化＞

粉末を用いた新製鉄研究では、原料ペレット微粒子への迅速なエネルギー供給が問題と

なっている。この問題を解消し鉄製錬反応を高速化・効率化を行うために、適切な電磁波

周波数を選択し、鉄製錬反応の低温化・低炭酸ガス排出化を試みる。製鉄用ペレット中の

カーボンは低周波数電磁波を吸収するのに対し、ヘマタイト・マグネタイトは高周波数の

電磁波を吸収する。この性質を利用して、 μmオーダーの微小な大非平衡温度場を形成し、

製錬反応を高速化する。得られた銑鉄の含有不純物元素や還元速度を調査し、各元素の電

磁波下放出挙動を調べ、電磁波による製錬反応機構の解明を目指す。

本研究計画は、 （1) 製錬反応速度の電磁波周波数依存性、 (2)電磁場により励起される

非平衡温度状態、（3) 非平衡反応場を制御するための基礎理論、の 3項目で構成され、各

アプローチを有機的に遮携させる。項目 (1) では、様々な周波数の電磁波で原料ペレッ

トを加熱し、反応量と生成物質の特徴を実験的に明らかにする。項目 (2)では、有限要素法

により、電磁波加熱に励起された熱ゆらぎを解析し、項目 (3)で熱ゆらぎ、交流電磁場の精

錬反応への寄与を吟味する。なお、本研究は、電磁波周波数により熱ゆらぎを制御し、冶

金反応速度を精密に制御することが最終的な目標である。ゆえに、反応標本となる製錬反

応の工学的インパクトが最大化されるように研究を推進する。

本研究により得られた成果の一つとして、新しいマイクロ波照射系の構築が挙げられる。

様々なマイクロ波周波数を用いて、電場・地場を分離できる空洞共振器を構築した。製鉄

反応を始めとする高温領域のマイクロ波プロセスは、 以上の出力が必要であることが

多く、これまでのマイクロ波照射系では加熱が困難であった。本テーマのもとで、半導体

アンプを強化し、空洞共振器をもちいることで、 における製鉄反応が可能なマ

イクロ波照射系を開発した。
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開放型研究推進部

成果の例② 研究課題：電磁波によるエレクトライド合成の検討＞

マイエナイト（ ）はアルミナセメントの構成成分で触媒などで注日を浴

びている材料である。高温水素熱処理（ ℃@  中）及び赤外線処理（ ） 

にケージ内にイオンが電子に置換され、エレクトライド形成される。エレクトライド

は水素酸素と電子の置換量を調整することで電子状態の調整が可能。 しかしこのプ

ロセスは高温、長時間かつ複雑なプロセスであるため実用性が低いと考えられた。

本研究ではマイクロ波を用いることで、窒素雰囲気ガスの制御による酸素フリーイオ

ン、自由電子などの制御が可能であることが分かった。マイクロ波を照射して該混合

物を加熱することで導電性マイエナイトを製造するので、高温あるいは長時間の反応

および煩雑な反応制御を必要とせず、容易に安定してかつ低コストで良好な特性をも

つ導電性マイエナイトを製造することができる。

成果の例③ 研究課題：マイクロ波周波数が化学反応に及ぼす影響の解明；

リグニン分解による高機能性ポリマー用モノマーの開発＞

針葉樹スギからバニリンとバニリン酸、広葉樹ユーカリおよびブナからバニリン、バ

ニリン酸、シリンガアルデヒド、シリンガ酸を高収率で生成するマイクロ波触媒反応を幅

広く探索し、これまでに銅錯体を用いた反応系で、アルカリニトロベンゼン酸化を上回る

高い収率で芳香族アルデヒドや芳香族カルボン酸類が得られることを見出した（特許出願）。

また、本反応は、通常加熱に比べてマイクロ波反応により、生成物の収率が有意に向上す

ることを見出した。木材からのリグニンモノマーの生成は、リグニンの結合切断反応に直

接影響を与える可能性の他、木材細胞壁内の熱分布の不均一性や、その結果起こる細胞壁

の緩みへの影響、木材細胞壁構成成分の結晶性の変化など、様々な要因が考えられる。本

年度は、木材の銅錯体反応によるリグニンモノマーの生成反応において、マイクロ波がリ

グニンの/30 構造の酸化分解によるバニリン、バニリン酸生成の収率に直接影響を与え

るか否かを明確にするため、 /30 型二量体リグニンモデルを用いて、同一反応容器、同

ー反応温度と反応時間でマイクロ波加熱と通常加熱の比較実験を行った。その結果、マイ

クロ波が、リグニン/30 構造からのバニリン、バニリン酸生成反応を促進することを明

らかにした。本年度は、また、針葉樹スギからのバニリンとバニリン酸生成反応における

マイクロ波周波数の影響を解析した。 から の範囲で周波数の影響を解析

した結果、周波数が低い方が、バニリン、バニリン酸の収率が高くなる結果が得られた。

また、 と マイクロ波反応の比較実験を同一反応容器を用いて行った。そ

の結果、同一反応温度と反応時間でスギ材のマイクロ波銅錯体反応を行うと、 の

方が に比べて高い収率で目的分解物を与えることを見出した。
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平成 27年度共同利用研究活動の成果

[ I]学術雑誌論文

1 開放型研究推進部

1. H. Sugawara, K. Kashimura, M. Hayashi, T. Matsumura, T. Watanabe, T. Mitani and 

N. Shinohara: Temperature dependence and shape effect in high-temperature 

microwave heating of nickel oxide powders, Physica B, 458, 35-39 (2015) 

2. N. Yoshikawa, K. Kashimura, M. Hashiguchi, M. Sato, S. Horikoshi, T. Mitani and 

N. Shinohara: Detoxification mechanism of asbestos materials by microwave 

treatment, Journal of Hazardous Materials, 284, 201-206 (2015) 

3. S. Tsubaki, M. Hiraoka, S. Hadano, K. Okamura, T.じeda,H. Nishimura, K. Kashimura, 

and T. Mitani: Effects of acidic functional groups on dielectric properties of 

sodium alginates and carrageenans in water, Carbohydrate Polymers, 115, 78-87 

(2015) 

4. S. Tsubaki, K. Oono, A. Onda, K. Yanagisawa, T. Mitani, and J. Azuma: Effects of 

ionic conduction on hydrothermal hydrolysis of corn starch and crystalline 

cellulose induced by microwave irradiation, Carbohydrate Polymers, 137, 594-599 

(2016) 

5. T. Shimada, T. Hata, and M. Kijima: Thermal conversion of lignin-cellulose composite 

particles into aggregates of fine carbon grains holding micro-and mesoporous 

spaces, ACS Sustainable Chem. Eng. 3, 1690-1695 (2015) 

6. A. Uesaka, I. Hara, T. Imai, J. Sugiyama and S. Kimura:Unsymmetric vesicles with 

a different design on each side for near-infrared fluorescence imaging of tumor 

tissues, RSC Adv., 5, 14697-14703 (2015) 

7. S. Horikoshi, T. Watanabe, M. Kama ta, Y. Suzuki and N. Serpone: Microwave-assisted 

organic syntheses: Microwave effect on intramolecular reactions -the Claisen 

rearrangement of 1-ally loxy-4-methoxybenzene, RSC Advance, 5, 90272-90280 

(2015). 

8. T. Sumi, R. Dillert and S. Horikoshi: A novel microwave thermodynamic model for 

alcohol with clustering structure in non-polar solution, J. Phys. Chem. B, 119, 

14479-14485 (2015) 

9. T. Sumi and S. Horikoshi: Heating mechanism of W/0 emulsion with sorbitan fatty 

acid monostearate surfactant under microwave irradiation, Radiation Phys. 

Chem., 114, 31-37 (2015). 

10. S. Horikoshi, T. Nakamura, M. Kawaguchi and N. Serpone: Enzymatic proteolysis 

of peptide bonds by a metallo-endoproteinase under precise temperature control 

with 5. 8-GHz microwave radiation, J. Mol. Catal. B: Enzyme, 116, 52-59 (2015). 
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開放型研究推進部

11. T. Sumi, R. Dillert and S. Horikoshi: Utilization of the microwave electric or 

magnetic field in the synthesis of monometallic and bimetallic nanoparticles, RSC 

Advance, 5, 14637-14645 (2015). 

[ II]修士論文・博士論文

1．上原洋平「ペクチン生合成に関与するラムノース転移酵素とガラクツロン酸転移酵素

の生化学的解析」立命館大学大学院生命科学研究科修士論文

2. 田村峻佑「ペクチン成分ラムノガラクツロナンIのオリゴ糖調製と生合成酵素解析」

立命館大学大学院生命科学研究科修士論文

3. 鷲見卓也「液体中の分子集合体におけるマイクロ波加熱現象の解明」上智大学大学院

理工学研究科理工学専攻応用化学領域博士論文

4. 伊藤奎悟「リパーゼによるエステル交換反応及びリグニンの酸化分解反応におけるマ

イクロ波特異的効果の解析」京都大学大学院農学研究科応用生命科学専攻修士論文

5. Pannarai Khamdej "Microwave organosol volysis with Lewis acid catalyst for 

biorefinery of sugarcane bagasse" 京都大学大学院農学研究科応用生命科学専攻修

士論文

[III]著書

1. S. Tsubaki, A. Onda, T. Ueda. Algal Biomass Conversion under Microwave Irradiation, 

Microwaves in Catalysis: Methodology and Applications, 303-321, Wiley-VCH Verlag 

GmbH & Co. KGaA, (Oct. 2015) 

2. S. Horikoshi, N. Serpone, (Eds. and Author)Microwaves in Catalysis: Methodology 

and Applications Wiley-VCH, Weinheim, Germany(2015) 

3. 深草俊輔、河原一樹、今井友也、丸山真央、中澤隆、宮路淳子「相国寺境内出上櫛の

質量分析による材質の特色」、同志社大学歴史資料館調査研究報告、 13巻、 163-169(2015

年 3月）

4. 畑俊充「機能性木炭の実験技術」、木質炭化学会誌 2-8(2015年 10月）

5. T. Watanabe, Biorefinery study to utilize whole cell wall components for 2nd 

generation biofuels and chemicals using microwave processing, Lignocellulose 

Degradation and Biorefinery, Eds. by K. Sakka et al., Uni Publishers, 265-269 

(2015). 

6. P. Khamdej and T. Watanabe, Microwave-assisted organosolv pretreatment of 

sugarcane bagasse for biorefinery, Eds. by K. Sakka et al., Uni Publishers, 

289-294 (2015). 
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1 開放型研究推進部

[W]受賞

1. 蟻正悟史、樫村京一郎、三谷友彦：電磁界シミュレーションによるチタン粒子のマイ

クロ波加熱に関する研究、電子情報通信学会・マイクロ波研究会、学生研究優秀発表

賞 (2015)

2. 椿俊太郎「マイクロ波を用いたバイオマス資源の水熱反応技術の開発」日本電磁波エネ

ルギー応用学会第一回 JEMEA進歩賞(2015)

[VJテレビ、新聞、解説記事等

1. 堀越智 テレビ朝日「中居正広のミになる図書館」で電子レンジや新技術についての解

説。 http://www. tv-asahi. co. jp/mininaru/ 

2. 堀越智 TBS「この差って何ですか？」、電子レンジの解説とマイクロ波半導体式発振器

を用いた食品を部分的に温めることのできる電子レンジの研究を紹介。

http://www. tbs. co. jp/konosa/archive/20151129.html 

3. 堀越智 テレビ東京 WBS「トレたま」‘‘部分的に温められる電子レンジ”マイクロ波半導

体式発振器を用いた電子レンジの研究（食品の選択加熱）を紹介。

http://W¥¥内,.tv-tokyo. co. jp/mv/wbs/trend_tamago/post_99335/ 

2015年トレたま大賞の候補に選出される。 (2015年 12月 25日放送）

4. 堀越智「日刊工業新聞」マイクロ波半導体式発振器を用いた電子レンジの研究（食品の

選択加熱）掲載 (2015年 10月 12日）

[VI]特許

平尾一之、ビスバル・ヘイディ、松村竹子、 H数谷進、吉田諭史、庄野恵美

出願人：国立大学法人京都大学、有限会社ミネルバライトラボ、 H立造船株式会社

特願 出願H： 年 月 日、発明の名称：導電性マイエナイトの製

造方法

[VII]学会発表

1. 菅原弾、石原慎之介、樫村京一郎、渡邊玄、林幸「同軸伝送法による SiCの高温複素

誘電率測定とマイクロ波発熱挙動」 H本電磁場エネルギー応用学会 (2015年 11月 20

H, L智大学）

2. 樫村京一郎、菅原弾、林幸「拡張された Clausius-Mossottiの式による金属粒子の加

熱検討」 日本電磁場エネルギー応用学会(2015年 11月 20日，上智大学）

3. 山田貴史、樫村京一郎、伊藤響「マイクロ波加熱法による固体酸化物型燃料電池焼成」

日本電磁場エネルギー応用学会(2015年 11月 20日，上智大学）

4. 蟻正悟史、樫村京一郎、三谷友彦、篠原真毅「電磁界シミュレーションによる金属

粒子のマイクロ波吸収特性に関する研究」日本電磁場エネルギー応用学会(2015年 11

月 20日，上智大学）
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5. 浅野麻美子、樫村京一郎、 三谷友彦、 川瀬雅也、 仲谷博文、 山口敬子、 藤

田芳一、 松村人志、 田伏克惇「有限要素法によるマイクロ波加熱下での HL-60の

電磁界及び温度分布挙動」 日本電磁場エネルギー応用学会 (2015年 11月 20日，上智

大学）

6. 浅野麻美子、樫村京一郎、 二谷友彦、 川瀬雅也、 仲谷博文、 山口敬子、 藤

田芳一、 松村人志、 田伏克惇「低温でのマイクロ波照射下での細胞の誘電率と生

存率の関係」 日本電磁場エネルギー応用学会 (2015年 11月 20日，上智大学）

7. Q. Chen, K.Kashimura, M.Kaneko, K. Ito, S. Ozawa, K. Tanaka, T. Watanabe. 

Copper complex-peroxide reaction accelerated by microwave heating for production 

of lignin-based functional polymers, 日本電磁場エネルギー応用学会 (2015年 11

月 20日，上智大学）

8. T. Sumi, S. Horikoshi: Fundamental study about the microwave heating for liquid 

samples using single-mode microwave resonator Pacifichem2015. (December 14-22, 

2015, Honolulu) 

9. 鷲見卓也、堀越智「種々の有機溶媒の誘電特性とマイクロ波加熱挙動の相関に関する

研究」 第9回日本電磁波エネルギー応用学会シンポジウム (2015年 11月 18~20日，

上智大学）

10. 鷲見卓也、堀越智「マイクロ波照射下における液体サンプルの加熱挙動に関する研究」

第 52回日本伝熱シンポジウム (2015年 6月 3日～5日，福岡）

11. S. Tsubaki, A. Onda, T. Ueda, E. Suzuki, D. Mochizuki, M. M. Mai tani, Y. Wada. 

Heterogeneous reactions induced by microwave irradiation -Significant MW 

effects in catalysis on carbon supported polyoxometalate cluster catalysts and 

core shell zeoli te, Pacifichem 2015, (December 14-22, 2015, Honolulu) 

12. S. Tsubaki, M. Hiraoka, A. Onda, T. Ueda. Application of microwave induced reaction 

on biomass conversion, Pacifichem 2015, (December 14-22, 2015, Honolulu) 

13. 田村峻佑、上原洋平、松本直樹、牧祐介、溝口正、民明均、石水毅「植物細胞壁多糖

ラムノガラクツロナン Iオリゴ糖調製とラムノガラクツロナン I生合成酵素活性測定

法構築」第 34回日本糖質学会年会(2015年 7月 31日～8月 2H，東京大学）

14. 松本直樹、上原洋平、田村峻佑、石水毅「植物細胞壁多糖ラムノガラクツロナン I生

合成に関与するガラクトース転移酵素の活性測定法の構築と生化学的解析」

第 34回日本糖質学会年会 (2015年 7月 31日～8月 2日，東京大学）

15. 木島正志、渡辺真里、渡辺貴文、奥田勇樹、畑俊充「ッーシクロデキストリン集

積体の調製と炭素化」第 42回炭素材料学会年会 (2015年 12月 2日～4日，関西大学）

16. 天野秀典、畑俊充、木島正志「セルロース由来粒子状水熱炭化物の調製とその炭素

化及び賦活効果」第 42回炭素材料学会年会 (2015年 12月 2日～4日，関西大学）
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17. H. Visbal, K. Matsumura, T. Mitani, A. Kajihara, M. Kishi, K. Hirao : Incorporation 

of Electrons in 12Ca0 • 7Al203 Ceramics by Microwave Synthesis in地gas, The 2015 

International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (December 14-22, 2015, 

Honolulu) 

18. T. Matsumura, Y. Masuda, S. Yanagida, T. Watanabe, T. Mitani: Development of 

microwave synthesis of platinum metal complexes, Pacifichem 2015 

Chemistry of Clean Energy Conversion, Storage, and Production: #360Advances in 

Microwave Green Chemistry (December 14-22, 2015, Honolulu) 

19. 深草俊輔、河原一樹、今井友也、丸山真央、浜中邦弘、中澤隆、宮路淳子「相国寺境

内出士櫛の質量分析による材質の特色」日本文化財科学会第 32回大会(2015年 7月 11

日～12日，東京学芸大学）

20. C. Chen, S. Kawai, J. Kawamoto, T. Imai, T. Kurihara: Screening of cold-adapted 

strains to develop the efficient protein-production and secretion system at low 

temperatures, 第 16回極限環境生物学会 (2015年 11月 8日～9日，東京海洋大学）

21. 横山文秋、川本純、今井友也、小川拓哉、栗原達夫「低温菌 Shewanella

livingstonensis AclOの菌体外膜小胞の解析」日本農芸化学会 2016年度大会 (2016

年 3月 30日，札幌）

22. C. Chen, S. Kawai, J. Kawamoto, T. Imai, T. Kurihara: Characterization of a new 

cold-adapted Shewanella sp. to develop a system for secretory production of 

proteins 

23. 浅野麻実子、 川瀬雅也、坂口実、田中智、仲谷博文、 尾崎敬、山口敬子、 高岡昌徳、

藤田芳一、松村人志、田伏克惇「マイクロ波の非熱性効果が種々の培養癌細胞に与え

る影響」第 34回microwavesurgery研究会((2015年 9月 11日～12日，東京）

24. 村田雅彦、波多腰慎矢、南澤拓法、外谷優実香、押田京一、板屋智之、畑俊充、須田

善行、竹内健治、遠藤守信「ナノ空間利用のための黒鉛層間化合物の透過電子顕微鏡

観察と画像処理による構造解析」第 42回炭素材料学会年会 (2015年 12月 2日～4日，

関西大学）

25. T. Watanabe, Biorefinery study to utilize whole cell wall components for 2nd 

generation bioethanol and chemicals using microwave processing, 2015 

International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2015) 

(December 14-22, 2015, Honolulu) 

26. 伊藤奎梧、西村裕志、三谷友彦、渡辺隆司「リパーゼによるエステル交換反応におけ

るマイクロ波特異的効果の解析」 第 66回日本木材学会大会 (2016年 3月 27-29日，

名古屋大学）

27. Q. Chen, K. Kashimura, M. Kaneko, K. Ito, S. Ozawa, K. Tanaka, T. Watanabe: Copper 

oxide-hydrogen peroxide wood degradation accelerated by microwave heating for 
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開放型研究推進部

production of lignin-based functional polymers, 第 66回日本木材学会大会 (3月

27-29日， 2016年、名古屋大学）

28. 渡辺降司「マイクロ波反応を利用したリグノセルロース系バイオマスのバイオ燃料・

化学品への変換」日本学術振興会産学協力委員会講演会 電磁波励起反応場第

委員会平成 年度第 回化学分科会「マイクロ波を基軸としたバイオマスの利用技

術」、（ 年月 日東京工業大学）

29. T. Watanabe: Microwave processing of woody biomass for production of 2nd 

generation bioethanol and chemicals, 5th International Conference on Biorefinery 

ICBB2015 (2015年 8月 10-12日、 Vancouver, Canada) 

30. 渡辺隆司、電磁波応答性触媒反応を介した植物からのリグニン系機能性ポリマーの創

成、平成 年度「二酸化炭素資源化を日指した植物の物質生産力強化と生産物活用の

ための基盤技術の創出」研究領域 さきがけ合同領域会議（ 年 月

日、東京大学）
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生存圏データベース全国国際共同利用専門委員会

委員長塩谷雅人（京都大学生存圏研究所）

1. 共同利用施設および活動の概要

1 開放型研究推進部

「生存圏データベース」は、生存圏研究所が蓄積してきたデータの集大成で、材鑑調査

室が収集する木質標本データと生存圏に関するさまざまな電子データとがある。材鑑調査

室では 1944年以来収集されてきた木材標本や光学プレパラートを収蔵・公開している。ま

た、大気圏から宇宙圏、さらには森林圏や人間生活圏にかかわるデータを電子化し、イン

ターネット上で公開している。これら生存圏に関する多種多様な情報を統括し、全国・国

際共同利用の中の一形態であるデータベース共同利用として管理・運営を行なっている。

1 -1. 材鑑調査室

材鑑調査室は、 1978年に国際木材標本室総覧に機関略号KYOwとして正式登録されたこと

を契機に 1980年に設立され、材鑑やさく葉標本の収集をはじめ、内外の大学、研究所、諸

機関との材鑑交換を行なっている。現有材鑑数は 19658個(223科、 1166属、 4260種）、永

久プレパラート数は 10519枚に上り、わが国では森林総合研究所に次ぐ第 2の規模である。

生存圏研究所に特徴的なものとして、古材コレクション(444点）がある。これらは指定文化

財建造物の修理工事において生じる取替え古材を文化財所有者や修理事務所の協力に基づ

き系統的に収集したものである。実験試料として破壊試験を行なうことができる我が国唯

ーのコレクションであり、木の文化と科学に寄与する様々な研究テーマに供されている。

また木材の組織構造観察にもとづく樹種同定を通して、昨今耐震改修の進む歴史的な建造

物の部材毎の樹種や、木彫像を初めとする文化財の樹種のデータベース化を進めている。

生存圏バーチャルフィールド：世界の木材、歴史的木材、木製品の展示

ならびに顕微鏡観察コーナ、情報端末をそなえる。
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http://database.rish.kyoto-u.ac.jp/  

開放型研究推進部

2008年の改修により、管理室と見学スペースを分離すると同時に、生存圏データベース

共同利用の拠点設備として生存圏バーチャルフィールドを開設した。現在は、法隆寺五重

塔心柱、祇園祭船鉾車輪をはじめ数多くの文化財級の部材や工芸品を展示し、年間 1000名

に達する見学者に随時公開している。 2015年には、木材標本庫の管理環境の向上を目的と

して、天井及び壁面、入口扉の改修工事と 24時間稼働の大型除湿機の導入を行った。また

施設のバリアフリー化を推進する為、便所の改修工事が行われた。加えて、経年劣化によ

る退色や劣化、雨水等による腐朽などが進んでいたウッドデッキや外壁部についても、修

繕工事が行われた。

1 -2. 電子データベース

生存圏データベースの一環として、研究成果にもとづいて種々の電子情報を蓄積してき

た。 2015年に見直しをおこない現在以下 7種類のデータベースを公開している。宇宙圏電

磁環境データ： 1992年に打ち上げられ地球周辺の宇宙空間を観測し続けている GEOTAIL衛

星から得られた宇宙圏電磁環境に関するプラズマ波動スペクトル強度の時間変化データ。

レーダー大気観測データ：過去 30年以上にわたってアジア域最大の大気観測レーダーとし

て稼働してきた MUレーダーをはじめとする各種大気観測装僅で得られた地表から超高層大

気にかけての観測データ。赤道大気観測データ：インドネシアに設憧されている赤道大気

レーダーで取得された対流圏及び下部成層圏における大気観測データと電離圏におけるイ

レギュラリティ観測データを含む関連の観測データ。グローバル大気観測データ：全球気

象データ（気象庁作成の格子点データやヨーロッパ中期気象予報センターの再解析データ）

を自己記述的でポータビリティの高いフォーマットで公開。木材多様性データベース：材

鑑調査室が所蔵する木材標本ならびに光学プレパラートの文字情報、識別プレパラート画

像と識別結果、また文献データベースでは日本産広葉樹の木材組織の画像と解剖学的記述

を公開。有用植物遺伝子データベース：二次代謝成分やバイオマスが利用される有用植物

配列を集積しており、既知の遺伝子配列と相同性を有す

配列を検索（相同性検索）することが可能。担子菌類遺伝子資源データ：第二次世

界大戦以前より収集されてきた希少な標本試料の書誌情報や生体試料の遺伝子情報を収集。

の

る
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電子データベースは、 から公開されている。
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1 開放型研究推進部

これら以外に所内外の研究者から以下のデータベースの提供を受けて公開している。南

極点基地オーロラ観測データ：南極点基地で撮像したオーロラ全天画像のデータベース。

静止衛星雲頂高度プロダクト：静止気象衛星の赤外輝度温度観測から推定した、雲頂高度

および光学的厚さに関するデータベース。アカシア大規模造林地気象データベース： 2005

年よりインドネシア南スマトラ島のアカシア大規模造林地で収集されている地上気象観測

データ。なお、これらのデータを提供しているサーバが老朽化してきていたことから、今

年度新しいサーバヘの移行作業をおこなった。

2. 共同利用研究の成果

①全国大学間ネットワーク：北海道大学、東北大学、東京大学、森林総合研究所、京都

大学、九州大学が参加して、国内に所蔵される材鑑のデータベース化とネットワーク

化を推進している。 2016年 1月現在、北海道大学、東北大学、九州大学、京都大学、

名古屋大学の材鑑情報が公開されている。

②木材標本採集会：森林総合研究所が中心となり国産樹種採集会を共同利用研究の一つ

として 9年前から実施している。今年度は上半期に兵庫県氷ノ山周辺、下半期には高

知県本山町、上佐町周辺の国有林での標本採集をおこなった。参加者の専門は、木材

学のみならず、植物学、歴史学、考古学、年輪学と広く、学際的な雰囲気の中で、採

集のノウハウ、植物分類学の基礎、植生と気候区分などを学ぶ貴重な機会を提供した。

③樹種識別講習会：大学院生と学部生を対象に、解剖学の基礎講義に加えて寺社等での

実地サンプリング・同定作業をおこなう体験プログラムを実施している。本年度は東

寺（教王護国寺）の見学を行い、寺院建築の構造様式を学習した。このプログラムで

は、樹種同定を通して人と木とのかかわりを調べる文理融合的な研究を推進する若手

研究員の育成を目指している。

④主要な共同研究業績リスト： HwangSW, Lee WH, Horikawa Y, Sugiyama J, Chemometrics 

approach for species identification of Pinus densiflora Sieb. et Zucc. and Pinus 

densiflora for. erecta Uyeki (in Korean), J Kor Wood Sci Technol, 43 (6) 701-713, 

2015; Kobayashi Kayoko, Akada Masanori, Torigoe Toshiyuki, Imazu Setsuo, 

Sugiyama Junji, Automated recognition of wood used in traditional Japanese 

sculptures by texture analysis of their low-resolution computed tomography data, 

Journal of Wood Science, 61, 6, 630-640, 2015; Rie Endo, Tsutomu Hattori, Makoto 

Tomii, Junji Sugiyama, Identification and conservation of a Neolithic polypore, 

Journal of Cultural Heritage, 16, 869-875, 2015; Ugai Watanabe, Hisashi Abe, 

Kazumasa Yoshida, Junji Sugiyama, Quantitative evaluation of properties of 

residual DNA in Cryptomeria japonica wood, Journal of Wood Science, 61, 1, 1-9, 

2015. 
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1,000

開放型研究推進部

3. 共同利用状況

平成 22年度から 27年度にかけての共同利用状況については、次の通りである。

期間 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度

材鑑調査室
16 17 16 15 15 15 

採択課題数

67 66 68 59 62 67 
材鑑調査室

（学内 32 （学内 31 （学内 36 （学内 25 （学内 25 （学内 24
共同利用者数

学外35) 学外35) 学外32) 学外 34) 学外37) 学外43)

電子データベ
13,890,937 49,710,485 99,726,042 64,164,023 123,657,465 36,198,078 

ースヘのアク
240,608GB 163,082GB 188, 735GB 218,573GB 155,276GB 208,023GB 

セス

＊共同利用者数は各課題の研究代表者と研究協力者の延べ人数

4. 専門委員会の構成及び開催状況（平成 27年度）

専門委員会は、所外委員 8名［高妻（奈文研）、中島(NIES)、中村（極地研）、藤井（八ヶ岳

中央農業実践大）、佐野（北大・農）、海老沢（宇宙研）、斎藤（東大・農）、高部（京大・農）］

と所内委員 5名［杉山、塩谷、小嶋、橋口、田鶴］、および海外委員 l名［金南勲（江原大，韓

国）］である。平成 27年度の委員会は平成 28年 2月 23日10:00から開催され、平成 27年

度の活動報告、平成 28年度生存圏データベース（材鑑調査室）共同利用申請課題の選考など

について論議をおこなった。

5. 特記事項

①バーチャルフィールド内の古材木材資料について、電子データベースとリンクしたニ

次元バーコードを各サンプルに表示する方向で、関連設備と画像ならびに文字データ

ベースを新しく幣備した。同時に、退色したプレパラートの再生に取り組み、約

枚の再生作業を終了した。

②木彫主要用材の画像データベースを利用して、文化財木製品の樹種鑑定を非破壊で行

う手法の開発に取り組み、その成果を学会、博物館等で公表した。

③ 東アジアの遺跡で見つかった木製品の保存と分析の技術開発をすすめる奈文研との共同

研究で、カンボジアの古都シエムレアプで国際セミナーを開催した。 (2015年 10月 2日朝

日新聞「木製品の保存考える」）

④ 電子データを提供するデータサーバを新たに設置するとともに、より大容址のデータを保

存できるように外部ディスク装置の増設をおこなった。
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2 生存圏学際萌芽研究センター

生存圏学際萌芽研究センター

矢崎ー史（生存圏学際萌芽研究センターセンター長）

|1．活動の概要

生存圏学際萌芽研究センターは、生存研の4つのミッション（環境計測・地球再生、太陽工

ネルギー変換•利用、宇宙環境•利用、循環型資源・材料開発）に関わる萌芽・学際的な研

究を発掘・推進し、中核研究部および開放型研究推進部と密接に連携して、新たな研究領域

の開拓を目指すことを目的として設置された。そのために、所内教員のほか、ミッション専

攻研究員、学内研究担当教員、学外研究協力者と共同で生存圏学際新領域の展開に努めてき

た。生存圏研究所は、平成22年度から共同利用・共同研究拠点研究所として、従来から実施

してきた施設・大型装置およびデータベースの共同利用に加えて、プロジェクト型の共同研

究を推進する。このため、生存圏学際萌芽研究センターが共同研究拠点として機能するため

の組織変更を平成21年度に実施し、組織変更と合わせて、従来学内あるいは所内に限定して

いた研究助成の応募対象者を学外研究者まで拡大する変革を行った。また、生存圏研究所に

特徴的なプロジェクト型共同研究を支援・推進するため、フラッグシップ共同研究を宣ち上

げた。さらに平成23年度からは生存圏と人の関わりを研究することにより、人の健康や生活

の質の向上に貢献する“生存圏科学の新領域開拓”研究を推進している。

平成27年度は5名のミッション専攻研究員を公募によって採用し、萌芽ミッションの研究

推進を図るべく、生存園科学の新しい領域を切り開く研究に取り組んだ。

また、所内のスタッフだけではカバーできない領域を補うために、平成27年度は理学研究

科、工学研究科、農学研究科を含む19部局、計57名に学内研究担当教員を委嘱した。

平成21年度からは、共同利用・共同研究拠点化に向けて、従来ミッション代表者が所内研

究者に配分した研究費を、学外研究者を含む公募型研究「生存圏ミッション研究」に変更し、

平成27年度は、 19件を採択・実施した。また、従来学内に限定した「萌芽ミッションプロジ

ェクト」を学外まで拡大し、 40歳以下の若手研究者を対象とする公募型プロジェクト「生存

圏科学萌芽研究」に改革し、平成27年度は15件を採択・実施した。さらに、平成21年度に生

存研に特徴的なプロジェクト型共同研究を支援するため、「生存圏フラッグシップ共同研究」

を立ち上げ、公募により 3件を採択した。従来、中核研究部を中心とした一部の共同研究プロ

ジェクトは、所内研究費の配分が無いなどの理由により外部から認識されにくい場合があっ

たが、研究所を代表するプロジェクト型共同研究としての地位を賦与することにより、共同

研究拠点活動の一環としての可視化を図るものである。現在進めている「生存圏フラッグシ
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2 生存圏学際萌芽研究センター

ップ共同研究」は、以下の3件である。

1) 熱帯産業林の持続的生産利用に関する多角総合的共同研究

2) バイオマス・物質変換のためのマイクロ波高度利用共同研究

3) バイオナノマテリアル共同研究

さらに、バイオマス由来物質、大気質および電磁場の生体影響などに関する学際萌芽的課

題と、健康な木質居住環境の構築に焦点を当て、人の健康と安心•安全に資する独創的な研

究を展開する “生存閥科学における新領域開拓”プロジェクトを立ち上げ、ミッション専攻

研究員、国内外の共同研究者とともに研究を行っている。

また、共同研究集会として生存圏シンポジウムや定例オープンセミナーを開催し、生存圏

が包摂する4圏の相互理解と協力を促し、これに基づく生存圏にかかわる学際的な萌芽・融合

研究について新たなミッション研究を創生・推進することに努めている。本年度は研究所主

導のシンポジウムを3件企画するとともに、生存圏科学研究に関するテーマについて全国の研

究者が集中的に討議する生存圏シンポジウムを31件、公募により採択し、参加者の総数は2461

名を数えている。

オープンセミナーについては、所員やミッション専攻研究員だけでなく所外の様々な領域

の研究者を囲み学生達とも一緒になって自由に意見交換を行い、より広い生存圏科学の展開

に向けて相互の理解と研鑽を深めるとともに、新しい研究ミッションの開拓に取り組んだ。

センター会議およびセンター運営会議を開催し、センターやミッション活動の円滑な運営と

推進を図るための協議を定例的に行った。

|2．センター構成員

運営会議委員

片岡厚 （国立研究開発法人森林総合研究所）

裔妻洋成（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋蔵文化財センター）

草野完也（名古屋大学宇宙地球環境研究所）

阿保真（首都大学東京システムデザイン研究科）

河合真吾（静岡大学学術院農学領域）

増村威宏（京都府立大学大学院生命環境科学研究科）

船木一幸（宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所）

斎藤幸恵（東京大学大学院農学生命科学研究科）

（センター長）矢崎ー史、（ミッション推進委員会委員長）渡邊隆司（副所長）、

（ミッション代表）塩谷正人（副所長）、篠原真毅、山川宏、矢野浩之
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BONG Lee-Jin   The effect of insect handling on development of 

Heterobostrychus aequalis (Waterhouse) 

Problem arises during insect rearing of Heterobostrychus aequalis. (Waterhouse). Thus, an 

experiment to observe the development consequences of larvae handling for H. aequalis was 

carried out in the chamber at 26 ºC, 65% RH in the dark. Four range of larvae weight were 

subjected to treatments: a) handled: the larva reared in the food source was weighted and 

checked for its molting every week, and b) unhandled: the larva was left untouched until it 

emerged into adult. The larvae weighted <0.002 g failed to develop into adult for both handled 

and unhandled treatments. Approximately 70% of the unhandled larvae weighted 0.002 � <0.01 g 

and 0.01 - <0.026 g developed into adults, undergoing 1 � 2 molting before turning into pupae. 

Whereas for handled larvae, only 40% of the larvae weighted 0.002 � <0.01 g underwent molting 

and turned into pupae. The success rate of turning into pupae increased with the increasing of 

larvae weight, recording approximately 70%for both larvae weighted 0.01 - <0.026 g and 0.026 � 

0.036 g. Handled larvae showed slow development, experiencing more molting than unhandled 

larvae before turning into pupae. It was speculated that disturbance during larvae handling 

resulted in asychronized development patterns in the immature stage and impaired its growth to 

2 生存圏学際萌芽研究センター

所内構成員

センター長：矢崎ー史（兼任）

・所内教員：橋口浩之、森拓郎（いずれも兼任）

ミッション専攻研究員： BONGLee-Jin、YaoYAO、高橋良香、新堀淳樹、成田亮

・学内研究担当教員（兼任）

・学外研究協力者

ミッション専攻研究員の公募

生存圏研究所では、ミッション専攻研究員を配置している。ミッション専攻研究員とは、

研究所の学際萌芽研究センターに所属し、生存圏科学の創成を目指した 4つのミッション（環

境計測・地球再生、太陽エネルギー変換•利用、宇宙環境•利用、循環型資源・材料開発）

に係わる萌芽・融合的な研究プロジェクトに専念する若手研究者で、公募によって選任して

いる。

|3． ミッション専攻研究員の研究概要

氏名、 （共同研究者）、プロジェクト題目、研究内容

（吉村剛）
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adult. Almost none of the pupae turning into adults. 
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高橋良香（矢崎一史）：スギ材がヒトの心理生理に及ぼす作用～受容感覚間の相互作用～

人が外部から五感を通じで情報を知覚する割合は、視覚83%、聴覚11%、臭覚3.5%、触覚1.5%、

味覚1.0％と言われている。受容した知覚情報が直接的には無関係と思われる他の感覚に影警

を与える事が報告されており、一例として、視覚情報や聴覚情報が温冷感に影響を与えるこ

とが報告されている。視覚情報が与える影響に注目した研究では、材料を見て触れる事で、

材料を見ないで触れた時と比べて、温感触があるものは若干温かめに感じ、冷感触があるも

のは若千冷ために感じることが報告されている。また、この報告では、材料を見た事による

先入観の影響があると言われている。そこで、本報告では、材料を見る事による先入観の影

響を除去した上で、視覚入力の有無（開眼／閉眼）が温冷感に与える影瞥を調べた。材料に

は、視覚入力による影警が現れたやや温かい～やや冷たい付近に感じるスギ材を含む木材を

主な材料に用いた。材料に接触している部分（利き手の拇指球）の皮膚温および、温冷感の

主観評価を計測した結果、皮膚温には、視覚入力の違いの影響は現れず、温冷感には、視覚

入力の違いの影響が現れた。視覚入力が温冷感に及ぼす影響は、既往報告とは異なり、視覚

入力がない時にやや冷たく感じる材料（ミズナラ、アクリル）が、視覚入力があると、若干

温かく感じる方ヘシフトしていた。以上より、材料を見ることによる先入観を除去したとし

ても視覚入力は、温冷感に影響を与えることがわかった。

新堀淳樹（津田敏隆）：多様な観測データベースを用いた地球大気環境の長期変動に関する

研究

地球大気圏の中でも高度100km以上の領域は、超高層大気と呼ばれ、そこで観測される様々

な大気擾乱現象は、太陽活動と下層大気を起源とする大気波動による両者の影聾を受けなが

ら、複雑な物理過程を経て発生する。それらの超高層大気現象の中で代表される地磁気日変

化(Geomagneticsolar quiet (Sq) daily variation)は、中性大気と電離大気との相互作用

を通じた電離圏ダイナモ作用を基に生じたダイナモ電場が作る電離圏電流によって引き起こ

される。このSq電流は、高度90-140kmの電離圏E領域を中心に流れているため、 Sq磁場振幅

の長期変化を詳細に解析することによって、この高度鎖域に相当する超高層大気の長期変動

シグナル（太陽活動、地磁気永年変化、下層大気からの影響）を捉えることができる。本研究

では、 60年以上に及ぶ長期の太陽活動度、地磁気データ、および電離圏電気伝導度モデル値

を用いて、地磁気日変化振幅から見積もられる電離圏ダイナモ電場の長期変動特性（季節変化、

太陽活動）を調べた。その結果、中緯度から赤道域で観測された地磁気日変化振幅は、明瞭な

季節変化と太陽活動振大期にSq場の磁場振幅が大きくなるという l1年太陽活動周期性を示し

た。特に、 1947年以降で最も太陽活動が低調であった23/24サイクル極小期におけるSq場の磁

場振幅が最も小さくなっていた。また、 Sq場の磁場振幅から見積もられる電離圏ダイナモ電
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Yao YAO   Study on the substorms by virtual experiment on the basis of 

global MHD simulations 

The near-Earth environment is dynamic. It is full of energetic electrons, and ions in different 

species. Mass and energy are transported from the sun into this region all the time. Here, a 

disturbance phenomenon called �substorm� can be observed frequently, which is a transition 

process of solar wind energy store and release from the magnetosphere into the ionosphere 

finally resulting in beautiful aurora. However, the substorm can also have a great impact on 

elements in the humanospheric environment, such as spacecraft charging, GPS positioning error, 

and disasters in power transmission networks. One of the major problems in the substorm study 

is how to trigger the substorm expansion onset that accounts for the sudden energy release. On 

the basis of a global MHD model, it is suggested that formation and evolution of a high-pressure 

region (HPR) in the near-Earth plasma sheet could result in sudden enhancement of the Region-1 

2 生存圏学際萌芽研究センター

場の長期変動についても、明瞭な季節変化と太陽活動周期性が見られた。しかし、低緯度ー

中緯度における真昼付近の電離圏ダイナモ電場は、太陽活動極大期にその強度が小さくなる

という太陽活動とは逆相関であった。その傾向は、南北両半球でも地理経度に関係なく見ら

れた。

成田亮（渡辺隆司） ：植物バイオマス由来抗ウイルス活性物質の探索

近年、光合成による植物資源が再生可能な持続資源として有望視されており、特に95％を

占める木質•森林バイオマスから得られるバイオエネルギーや化成品が脚光を浴びている。

注目すべきは、木質バイオマスを資源として利用する過程において産出される副次的な天然

物もまた有用であることである。木竹酢液は木竹炭を製造する際に副次的に得られ、セルロ

ース、ヘミセルロースおよびリグニンの熱分解生成物などから構成される。木竹酢液は古く

から消毒、殺菌などに使用されており、様々な生理活性を有するバイオマスであるが、ウイ

ルスなどの病原体に対する活性についての検討は十分ではない。一方植物は、二次代謝産物

として多様な天然化合物を生産している。その数は

20万種を超すと言われ、未利用のリソースとしての期待は大きい。中でも紫根の主成分であ

るシコニンと、キハダやオウレンなどに含まれるベルベリンは、どちらも安価かつ大量生産

系が確立されている。本研究では、木質バイオマスの熱分解産物、木竹炭を製造する際に副

次的に得られ、かつ様々な活性を有する木竹酢液および植物の二次代謝産物であるシコニン

やベルベリンといった天然化合物に着目し、それらの抗ウイルス活性を解析することを目的

とする。

（海老原祐輔）

-85-



field-aligned current and the westward auroral electrojet. Then the formation and evolution of the 

HPR could be a key point to understand the triggering mechanism of the substorm onset. 

In the MHD simulation plasma pressure shows a characteristic �V� structure in time-XGSM 

plane, which implies earthward implosion of the HPR before the onset and tailward retreat of the 

HPR after the onset. This feature suggests a close relationship between the evolution of the HPR 

and the substorm onset. In an isolated substorm on 5 April 2009, a unique opportunity is 

provided by the THEMIS mission to investigate the temporal-spatial evolution of the HPR near 

the onset. We found observational evidence that is consistent with this pressure �V� structure. 

Just before the onset, a positive excursion of the plasma pressure appeared at the outermost probe 

first, followed by the inner ones. The opposite sequence took place just after the onset. These 

features are consistent with the simulated results that a squeeze of the plasma from the plasma 

sheet results in the formation and earthward propagation of the HPR before the onset, and the 

accumulated plasma spreads outward after the onset. The simulation results revealed that the 

convergence of plasma flow caused by the change in force balance in the plasma sheet plays an 

important role in the enhancement of the plasma pressure around the substorm onset. As a 

summary the HPR is important for the dynamics of the magnetosphere during the substorm. In 

the presented study our results may help to increase our understanding of the plasma dynamics in 

the near-Earth region, which is the outer side of our humanosphere. 
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[4. 平成27年度生存圏学際萌芽研究センター学内研究担当教員

部局名 職名 氏名 研究課題

文学研究科・文学部 准教授 伊勢田哲治 環境科学における科学知とローカル知の協同

教授 余田成男 赤道域大気変動に関する数値実験的研究

教授 柴田一成 太陽活動現象

教授 鍵山恒臣 火山からの火山ガス放出の遠隔測定の研究

理学研究科・理学部

教授 一本 潔 太陽活動と宇宙天気

教授 嶺重慎 宇宙プラズマ現象

教授 長田哲也 宇宙空間ダストの赤外線観測

工学研究科・工学部 准教授 須崎純一 マイクロ波リモートセンシングによる都市域モニタリング

教授 木村恒久 セルロースの機能化に関する研究

教授 阪井康能 植物由来揮発性化合物を介した生物間相互作用の研究

教授 谷 誠 森林利用の水資源に及ぼす影響

教授 高部圭司 木質バイオマスの基本構造と多面的利用に関する研究

教授 藤井義久 木材の生物劣化の非破壊診断技術開発

農学研究科・農学部

教授 本田与一 バイオマスの循環メカニズムの解明と利用

教授 高野俊幸 林産物由来の有用抽出成分の提案に関する研究

教授 北島 薫 熱帯林動態の機能的形質を利用した解析

准教授 仲村匡司 人の心身に優しい木質住環境の構築

准教授 坂本正弘 タケ資源の有効利用

助教 小杉緑子 森林・大気間における熱•水•CO2 交換過程

人間・環境学研究科・
教授 内本喜晴 リチウムイオンニ次電池および燃料電池材料の開発

総合人間学部 教授 市岡孝朗 森林生態系における生物間相互作用に関する研究

教授 佐川 尚 光合成型エネルギー変換

エネルギー科学研究科

助教 陳友晴 鉱山開発による周辺生存圏の変化に関する研究

教授 荒木茂 熱帯強風化土壌における作物栽培の地域間比較

アジア・アフリカ地域研究 教授 小杉 泰 イスラーム世界における生存基盤論

研究科 教授 池野旬 地域経済圏の形成に関する、アジア・アフリカの比較研究

教授 重田直義 アフリカにおける在来有用植物資源の持続的利用

教授 佐藤亨 大気レーダーイメージング技術の開発

情報学研究科 教授 守屋和幸 繁殖雌牛を利用した小規模放牧管理技術

准教授 小山里奈 陸上生態系の物質循環における植物の役割の評価
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助教 三田村啓理 バイオロギングによる水圏生物の生態解明

地球環境学堂 教授 柴田昌三 竹資源の有効活用の促進

安定炭素同位体とレーザー分光法を用いた樹木の CO2固
地球環境学堂 助教 檀浦 正 子

定量の追跡

教授 中村正治 化学資源活用型の有機合成化学の開拓

土壌の全カルシウム含量は、土壌の酸緩衝能に影響を与

准教授 伊藤嘉昭

えるか？

化学研究所

微細気泡技術を用いた無機化学分野での応用利用につい

准教授 徳田陽明

て

助教 渡辺文太 有機合成化学を基盤とした生命現象の解明

教授 長崎百伸 先進核融合エネルギー生成

エネルギー理工学研究所

教授 片平正人 NMR法を用いた木質バイオマスの活用の研究

教授 匹只 馨 生存圏諸過程における防災技術政策に関する研究

教授 千木良雅弘 地圏・水圏インターフェースでの岩石風化現象の解明

教授 中北英一 大気レーダーの水文学への応用に関する研究
防災研究所

教授 石川裕彦 境界層レーダーによる境界層観測とその気象防災への応用

教授 釜井俊孝 都市圏における地盤災害

助教 王 功輝 森林圏における土砂災害•土砂環境の研究

ウイルス研究所 教授 藤田尚志 木竹酢液の抗口蹄疫ウイルス活性の研究

教授 松林公蔵 医学からみた人間の生存圏

教授 水野廣祐 東南アジアにおける持続的経済社会とエントロピー

教授 藤田幸一 熱帯アジアの水資源利用・管理に関する研究

東南アジア研究所 教授 河野泰之 東南アジアの生活•生業空間の動態

泥炭湿地における大規模植林が周辺環境に与える影響評

准教授 甲山治

価

助教 伊藤雅之 熱帯泥炭湿地林の有機炭素動態とその環境への影響

学術情報メディアセンター 教授 中島浩 生存圏に関する計算実験への計算機科学的アプローチ

生態学研究センター 教授 高林純示 植物一毘虫共進化過程の化学生態学的研究

地域研究統合情報

准教授 柳澤雅之 生態環境資源の地域住民による利用と管理に関する研究

センター

フィールド科学教育 教授 荒井修亮 バイオロギングによる水圏生物の生態解明

研究センター 助教 坂野上なお 木造住宅生産システムと木質材料の供給に関する研究
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[5. 平成27年度生存圏科学萌芽研究プロジェクト一覧

氏 名 研究プロジェクト題目 共同研究者 関連部局

リグニンータンパク質相互作用
渡辺隆司

磯崎勝弘 中村正治
解析を目指したリグニン固定 京都大学化学研究所

1 （京都大学化学研究所 高谷光
化自己組織化単分子膜基板 大阪府立大学理学部

・助教） 山口亜佐子
の開発

岡田ひとみ

海老原祐輔

磯部洋明 歴史文献中のオーロラ及び黒 片岡龍峰 国立極地研究所

2 （京都大学総合生存学館 点記録を用いた過去の太陽活 早川尚志 京都大学文学研究科

・准教授） 動の研究 玉澤春史 京都大学理学研究科

河村聡人

伊福伸介 カニ殻由来の新繊維「キチンナ
矢野浩之

3 （鳥取大学工学研究科 ノファイバー」を用いた軟骨組 鳥取大学工学研究科
阿部賢太郎

・准教授） 織再生材料の開発

尾崎光紀 プラズマ波動観測用ワンチ 小嶋浩嗣
4 （金沢大学理工研究域 ップ波形捕捉受信器の高ダ 金沢大学理工研究域

八木谷聡
・准教授） イナミックレンジ化

久住亮介 磁気プロセッシングを活用した

5 （京都大学農学研究科 環境調和型材料の構造設計と 阿部賢太郎 京都大学農学研究科

・助教） 機能制御

杉山暁史 カメルーンでのキャッサバの
Papa Saliou 京都大学アジア・アフ

SARR リカ地域研究研究科
6 （京都大学生存圏研究所 持続的生産に向けた根圏微

Didier Aime カメルーン農業開発研
・准教授） 生物の調査

BEGOUDE 究所

高須賀太一
森林害虫共生微生物相に

飛松裕基
7 （北海道大学農学研究院 おける協調的リグニン分解 北海道大学農学研究院

堀 千 明
・助教） 機構の解明

高梨功次郎 マメ科植物—根粒菌共生の
矢崎ー史 岡山大学資源植物

8 （信州大学山岳科学研究所 宿主特異性決定因子の同
池田啓 科学研究所

・助教） 定

檀浦正子
炭素安定同位体パルスラベリ

ングを用いた、アラスカ永久 高橋けんし 信州大学山岳学研， （京都大学地球環境学堂 凍土地帯における森林土壌

・助教） 呼吸における樹木由来の 安江恒 究所

CO2放出量の推定
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飛 松 裕 基
草本リグノセルロースを特

梅澤俊明

徴づけるリグニンーフラボノ
10 （京都大学生存圏研究所 鈴木史朗 かずさ DNA研究所

イド複合体の構造・形成・

・准教授）
機能に関する基盤研究 柴田大輔

濱本昌一郎

（東京大学 地盤内における微細気泡移 上田義勝 東京大学農学生命
11 

農学生命科学研究科 動モデルの構築 二瓶直登 科学研究科

・助教）

早瀬元
セルロースナノファイバーを

（東北大学 阿部賢太郎
12 相分離制御に用いた塊状マ 京都大学理学研究科

学際科学フロンティア
クロ・メソ多孔体合成 金森主祥

研究所・助教）

藤 村 恵 人

（農業・食品産業技術総合 水稲におけるセシウム吸収 農業・食品産業技術
上田義勝

13 研究機構 量の品種間差異への土壌可 総合 研究 機構 東北

東北農業研究センター 給態カリウム濃度の関与 杉山暁史 農業研究センター

・任期付研究員）

神戸大学システム情
三宅洋平 超並列粒子シミュレーション 報学研究科大村善治
（神戸大学 による衛星システム・プラズ

14 加藤雄人 東北大学理学研究科
システム情報学研究科 マ波動現象相互干渉の研

小路真史 名古屋大学宇宙地球
・助教） ワ九

環境研究所

渡 辺 文 太 京都大学化学研究所
生薬シコンの有効成分シコニ 矢崎ー史

15 （京都大学化学研究所 信州大学山岳科学研

・助教）
ンの生合成経路の解明 高梨功次郎 究所

生存圏科学萌芽研究成果の概要

(1)リグニンータンパク質相互作用解析を目指したリグニン固定化自己組織化単分子膜基板の開

発

1．研究組織

代表者氏名：磯崎勝弘（京都大学化学研究所）

共同研究者：渡辺隆司（京都大学生存圏研究所）、中村正治（京都大学化学研究所）、

高谷光（京都大学化学研究所）、山口亜佐子（大阪府立大学理学部）、

岡田ひとみ（京都大学生存圏研究所）
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2.研究概要

バイオマスの有効利用は持続性社会を構築するために不可欠な課題として世界規模で

精力的に研究開発が行われている。木質バイオマスの中でもリグニンは20~30％もの高い

組成比を有するにも関わらず、複数の繰り返し単位から成る剛直かつランダムな構造を有

することから、従来の化学的手法では選択的かつ効率的な有用物質への変換プロセスは達

成されておらず、新しい技術開拓が強く望まれている。また、自然界ではC.subvermi spora 

などの選択的白色腐朽菌が、酸化酵素とカルボン酸代謝物を利用する遠隔相互作用を介し

てリグニンの選択的分解を行っていると考えられているものの、酸化酵素ーリグニンの相

互作用の存在は確認されておらず、人工触媒設計においてこれまでにリグニンに対する分

子間相互作用の利用が注目されたことは無かった。もしリグニンに対して高い相互作用を

示すタンパク質を見つけることができれば、合成化学的に触媒活性部位をタンパク質に組

み込むことで、リグニンの部位選択的かつ効率的な分解を実現する人工酵素の創出につな

がると期待される。そこで、本研究ではリグニンの有用物質変換を実現する触媒創出のた

めの基礎的知見を得ることを日的とし、リグニンと種々のタンパク質間の定量的な相互作

用解析を行うためのリグニン固定化自己組織化単分子膜 (SAM) 基板の開発を行った。

(2)歴史文献中のオーロラ及び黒点記録を用いた過去の太陽活動の研究

1．研究組織

代表者氏名：磯部洋明（京都大学総合生存学館）

共同研究者：海老原祐輔（京都大学生存圏研究所）、片岡龍峰（国立極地研究所）、早川

尚志（京都大学文学研究科）、玉澤春史（京都大学理学研究科）、河村聡人（京

都大学理学研究科）

2. 研究概要

本研究は歴史文献中の記述された天体現象、特にオーロラと黒点の観測記録をサーベイ

し、太陽活動及びオーロラ・地磁気嵐の自然科学的な研究に資することを目的としている。

まず中国歴代王朝の正史・天文志から太陽黒点及びオーロラの候補となるキーワードをサ

ーベイしてそのリストをホームページで公開した。また、テキストの精読、西洋や日本に

おける独立した記録と照合することによる同時観測の有無の調査、月齢計算による大気散

乱現象の可能性の検討等を通してオーロラ候補となる記録が実際にオーロラであった可

能性を吟味した。その結果、 17世紀後半のマウンダー極小期にも低緯度オーロラらしい記

録があること、これまで必ずしもオーロラを指し示すとされていなかった「白虹」という

言葉がオーロラの記録にも使われていた可能性が高いことなど、いくつかの興味深い知見

を得ることができた。また、地震や気象の研究者及びH本史の研究者との連携により、京

都・上賀茂神社の協力を得て、同神社が所有する 1000年前から続く社務 H記に多くの自然

現象が記載されており、オーロラ研究のみならず地震や気象などの自然災害の研究にも有
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用であることを確認した。今後、同神社の未読資料の撮影（電子化）と読み込みを進めて

ゆく予定である。

(3)カニ殻由来の新繊維「キチンナノファイバー」を用いた軟骨組織再生材料の開発

1．研究組織

代表者氏名：伊福伸介（鳥取大学I学研究科）

共同研究者：矢野浩之（京都大学生存圏研究所）、 阿部賢太郎（京都大学生存圏研究所）

2. 研究概要

申請者はカニ殻からキチン質のナノファイバーを製造することに成功している。本研究

ではキチンナノファイバーの微細な形状 (10ナノ）と優れた力学的強度、多彩な生体機

能を活かし、コラーゲンと複合した軟骨再生のための足場材料の開発を行った。本材料は

成形外科において優れた成形性・操作性を有する。また、炎症を誘発することなく自己治

癒の困難な関節の軟骨の欠損部に対して足場として安定に存在し組織の再生を促進する。

治癒後は体内で消化される。そのような全くの新規の軟骨再生材料を開発し、高齢化の進

む現代社会において、人々の運動機能と健康を増進することを最終目標としている。キチ

ンNF/ゼラチン複合シートはその配合比によらず、いずれも透明であった。複合シートの

引っ張り試験において、キチンNFとゼラチンの配合比が同程度の場合において、優れた破

断応力と弾性率を示した。キチンNF／ゼラチン複合体をマウスの皮下に埋設したところ、

炎症反応が緩和する一方で、膠原繊維の増生が確認できた。

(4)プラズマ波動観測用ワンチップ波形捕捉受信器の高ダイナミックレンジ化

1. 研究組織

代表者氏名：尾崎光紀（金沢大学理工研究域）

共同研究者：小嶋浩嗣（京都大学生存圏研究所）、八木谷聡（金沢大学理工研究域）

2. 研究概要

磁気圏プラズマ中の電磁環境を支配する波動粒子相互作用を理解するには、個々のプラ

ズマ粒子とプラズマ波動の波形（振幅と位相）間のエネルギー授受を解明することが極め

て重要である。これを実現するにはプラズマ波動の情報量を最大とする波形捕捉受信機が

要求される。これに対し、我々はこれまでASIC（特定用途向け集積回路）技術を用いて、

超小型化（従来A4サイズ程度の回路規模を5mm角チップ内に納める）を図った波形捕捉ASIC

受信機を開発してきた。本研究では、従来のASIC受信機で周波数応答安定化のために使わ

れていたOTA（電圧ー電流変換増幅器）をCMOSオペアンプに変更し、ダイナミックレンジの

改善を図った。これにより、周波数応答は同等な特性を示しながらダイナミックレンジは

従来のASIC受信機の2.25倍まで改善された。また、回路構成の変更に伴い、 ASIC受信機全
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体の回路規模低減にも成功した。これらの性能改善を踏まえて、並行して開発中のチップ

上AD:::rンバータの入カレンジを最大限利用できるようになり、デジタル部も含めてワンチ

ップ受信機の実現を推し進めた。

(5)磁気プロセッシングを活用した環境調和型材料の構造設計と機能制御

1. 研究組織

代表者氏名：久住亮介（京都大学農学研究科）

共同研究者：阿部賢太郎（京都大学生存圏研究所）

2. 研究概要

ポリ 乳酸 の構造設計と物性制御を目的として、表面をシリル化したセルロー

スナノクリスタル を 中にて磁場配向させ，配向したシリル化 からのエ

ピタキシャル結晶化を通じた の配向制御を試みた。 は、ホヤ Halocynthia

roretziの被のうおよびコットンの酸加水分解により作製した。シリル化にはイソプロピル

ジメチルクロロシラン およびドデシルジメチルクロロシラン を用

い、 の懸濁媒体を水からアセトン、クロロホルムヘと順に置換した後、不均一系にて

シリル化反応を行った。 表面へのシリル基の導入は、 測定により確認した。得

られたシリル化 および と標記は クロロホルム溶

液へと分散させ、キャスト製膜後の熱圧プレスによりシリル化 複合フィルム

を得た。得られたフィルム試料を 静磁場下にて ℃まで昇温し、

そのまま 分間保持して溶融 中のシリル化 を磁場配向化させた後、放冷し

て を結晶化させた。

シリル化 フィルムについて示差走査熱量計 による昇降温測定を行った

結果、いずれにおいても 溶融後の放冷過程において の結晶化に伴う発熱ピー

クが認められた図 。 のみでは溶融結晶化に伴う発熱はほとんど観測されないこと

から、シリル化 は 結晶化の核剤として有効であることが分かった。図 に、

例として 静磁場下で溶融結晶化させた および ホヤ由来 フ

ィルムの偏光顕微鏡写真を示す。 ホモポリマーでは約 μ の球晶が非晶域に点在

する一方、シリル化 の系ではより微小な球晶で埋め尽くされており、シリル

化 の添加により結晶化が大幅に促進されていることが分かる。しかしながら、いず

れのシリル化 フィルムにおいても 結晶の配向は認められなかった。こ

の結果から、シリル化 系における の結晶成長はエピタキシャル様式に

よるものではなく、 表面からのランダム成長によることが示唆された。
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(6)カメルーンでのキャッサバの持続的生産に向けた根圏微生物の調査

1．研究組織

代表者氏名：杉山暁史（京都大学生存圏研究所）

共同研究者： PapaSaliou SARR（京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科）、 Didier Aime 

BEGOじDE（カメルーン農業開発研究所）

2. 研究概要

キャッサバはサハラ砂漠以南のアフリカで最も重要な作物である。国際熱帯農業研究所

（ ）での品種改良により、アフリカ地域でのキャッサバの収量は向上したものの、ア

ジアや南米の平均収量と比較すると半分程度である。さらに近年では病害の発生や気候変

動により収量が低下傾向にある。

根の周りに生育する根圏微生物は植物の健全な生育に重要な役割を担うことが近年明

らかにされつつあるが、アフリカでのキャッサバ生産において包括的な根園微生物の調査

はこれまでに行われていない。そこで本研究ではカメルーンの土壌環境が異なるか所の

圃場（ （）及び （））において、異なる品種（圃場：

、 圃場： ）のキャッサバをで栽培し、生育

過程での根圏微生物叢を解析した。キャッサバの収量や生長については、品種間で顕著な

差が得られている。これらデータをもとにした分析を行うとともに、細薗類だけでなく菌

根菌の解析も進める予定である。
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図 1:キャッサバの根圏 図 2 :根圏士壌のサンプリング

(7)森林害虫共生微生物相における協調的リグニン分解機構の解明

1．研究組織

代表者氏名：高須賀太一（北海道大学農学研究院）

共同研究者：飛松裕基（京都大学生存圏研究所）、堀千明（北海道大学農学研究院）

2. 研究概要

陸上最大のバイオマスである木質は、将来枯渇が予想される化石燃料の代替資源の 1つ

として注目されており、その利用技術の確立は持続的な人間・環境社会を営む上で欠かせ

ない喫緊の課題である。しかしながら、木質バイオマスを構成するセルロース、ヘミセル

ロース、リグニンは複雑な高次元構造を形成しており、特に多糖利用に主眼を置くバイオ

マス利用においては、難分解性芳香族高分子であるリグニンの分解プロセスがボトルネッ

クとなっている。すなわち、リグニン分解を高効率化させることがバイオマス利用の実現

に不可欠である。一方で、自然界においては微生物による効率的な木質バイオマスの生分

解が知られており、それら微生物による木質の主要成分である多糖とリグニンの分解メカ

ニズムの理解を通した木質バイオマス利用への実現が期待される。

本研究では、 欧米で甚大な森林被害をもたらしている事で知られる森林害虫ノクチリ

オキバチ (Sirexnoctilio) の近縁種であり日本に生育する事が報告されているニトベキ

バチ (Sirexni tobei)やキバチ亜種であるアカアシクビナガキバチ (Xiphydriacamelus) 

を捕獲し、それらキバチに共生する菌類・バクテリアを含めた微生物相による多糖・リグ

ニン分解機構の解明と、そのバイオマス変換技術への応用に向けた基盤構築を目指した研

究を行っている。
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(8)マメ科植物一根粒菌共生の宿主特異性決定因子の同定

1．研究組織

代表者氏名：高梨功次郎（信朴I大学山岳科学研究所）

共同研究者：矢崎一史（京都大学生存圏研究所）、池田啓（岡山大学資源植物科学研究所）

2. 研究概要

マメ科植物はその根において根粒菌との共生による窒素固定を行う。そのため、他科の

植物と比べて窒素栄養を効率よく得ることができ、貧栄養士壌でも生育可能である。こう

した特性は上壌が貧弱な高山帯においても有利であり、高山の礫地などにはマメ科植物が

パイオニアとして生育する。根粒菌は種特異的にマメ科植物と共生しており、その種特異

性を決定する因子としてこれまで細胞外多糖の構造や、根粒苗が有する共生遺伝子の種類

などが報告されている。しかしながら、それらだけでは共生の宿主特異性の全てを説明す

ることは出来ず、未解明な部分は多い。本研究では、マメ科—根粒菌共生の宿主特異性に

関わる因子の同定を試みる。材料として、高山に生育するマメ科植物—根粒菌共生系を用

いる（図）。現在の日本の高山植物は、カラフトおよび千島列島から南下して日本に侵入

し、第四紀の最終氷期（約万年前）以前には日本各地の高山に地理的に隔離にされたと

推測されている。そのため、高山におけるマメ科植物—根粒菌共生系は遺伝子汚染がほと

んど無く、ゲノム解析研究のモデル実験系として滴している。本研究では、各山域で採取

した根粒菌のゲノムを解析して、宿主ごとに共通する配列および構造を見出すこと、およ

びその共通配列の最小単位を決定することを目的とする。

図：本研究で用いるマメ科植物

イワオウギ（左）とオヤマノエンドウ（右）

(9)炭素安定同位体パルスラベリングを用いた、アラスカ永久凍土地帯における森林土壌呼吸に

おける樹木由来のCO2放出量の推定

1．研究組織

代表者氏名：檀浦正子（京都大学地球環境学堂）

共同研究者：高橋けんし（京都大学生存圏研究所）、安江恒（信州大学山岳科学研究

所）
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2.研究概要

第 5次報告書 では，人為由来の地球温暖化の進行が確実視されており、急

激な気候変化が森林を主とする陸上生態系におよぼす影響が危惧されている。亜寒帯林は

森林生態系全体の約 5割の炭素を蓄積しているため、気候システムに大きな影聾を与えう

る。加えて高緯度地帯では非常に大きな気温上昇が予測されているため、亜寒帯林におけ

る炭素循環変化を理解することは非常に璽要である。そこで急激な温暖化が懸念されてい

る亜寒帯林において、森林炭素循環において大きな役割を占める上壌呼吸に着目し、炭素

安定同位体パルスラベリングを用いて土壌呼吸の中の独立栄養呼吸の 0 を人為的に高

くする手法を用いて、従属栄養呼吸との分離を試みた。

アラスカ朴Iフェアバンクス近郊の

土上に生育するクロトウヒ(

の永久凍

）を本選択し、対象木とした。対象木の周

囲に mX mのプロットを設骰し、上壌呼吸測定用のソイルカラーを 個ずつ設置した。

また最終日には 一 点の測定を追加した。ラベリング前の自然状態の 6 として、ラベ

リング前日に、士壌呼吸点、根呼吸点においてガスを採取した。ラベリング （） 

日後に土壌ガスを採取し、採取した二酸化炭素中に含まれるり を 同位体質量分析

計で測定した。各測定地点で時間をおいて回採取したサンプルガスの 6値と濃度の逆数

をプロット することによって土壌・根由来の二酸化炭素の同位体比を算出し

た。ミキシングモデルから士壌呼吸における根呼吸の割合を評価した。

ラベリングによるり は樹木の根には日目には到達し日目にはピークをむかえてい

たが、土壌への到達は根と同時かそれよりも遅く、測定期間中にはほぼすべての測定地点

でヒ°ークに達しなかった。また、ラベリング後 H目の 6 から上壌呼吸中の ― % 

が独立栄養呼吸であると計算された。

(10)草本リグノセルロースを特徴づけるリグニンーフラボノイド複合体の構造・形成・機能に関する

基盤研究

1．研究組織

代表者氏名：飛松裕基（京都大学生存圏研究所）

共同研究者：鈴木史朗（京都大学生存圏研究所）、梅澤俊明（京都大学生存圏研究所）、

柴田大輔（かずさ 研究所）、

2. 研究概要

エリアンサスやソルガム、スイッチグラスなどの草本バイオマス植物は、その卓越した

バイオマス生産性と高い環境適応性から、持続的低炭素社会構築を担う次世代型木質資源

として注目されている。しかし、草本リグノセルロースの分子構造や形成機構に関しては
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未解明な部分が多く、各種利用特性と関連付けながら、草本細胞壁の詳細構造とその形成

制御機構に関わる基盤情報を蓄積することが喫緊の課題となっている。一方、ごく最近、

様々な草本植物種の細胞壁中にフラボノイドとリグニンが共有結合したリグニンフラボ

ノイド複合体（ ）が存在することが明らかとなった。 は正に草本リグノセルロー

スの主要骨格を成す重要構成要素であると認識されつつあるものの、 の形成機構やリ

グノセルロースの利用特性に及ぼす寄与についてはこれまで殆ど分かっていない。そこで

本研究は、 の構造・形成・機能に関わる基盤情報の集積を目的とし、草本モデル植物

であるイネにおける の構造と分布の解析を多次元 法や各種組織観察法を用いて

行った。また、代謝工学によるリグノセルロースの特性改変も視野に入れ、 形成に関

与するフラボノイド合成遺伝子群の選抜と形質転換イネの解析にも着手した。

(11)地盤内における微細気泡移動モデルの構築

1. 研究組織

代表者氏名：濱本昌一郎（東京大学農学生命科学研究科）

共同研究者：上田義勝（京都大学生存圏研究所）、二瓶直登（東京大学農学生命科学研

究科）

2.研究概要

近年、微細気泡（ ）の地盤環境工学分野における利用が注目されている。 の有す

る理化学性を活用した上壌浄化や 地中中和処理が検討されている。 水を用いた土壌

汚染浄化工法の効率的な実施および最適化を図る上で、士壌内の 挙動の理解は必要不可

欠である。しかし の地盤内の移動メカニズムに関しては研究例が少なく、学術的に十分

理解されていない。本研究では、流速条件や生成ガス種の違いが微細気泡（ ）の土壌内

移動特性に与える影態を調べることを日的とし、ガラスビーズ充填カラムヘの 水注入試

験を行った。結果、 は通水中にカラム内に捕捉され、捕捉率は低流速条件で大きいこと

が分かった。また、初期気泡密度が高くゼータ電位の低い酸素 の方が空気 よりも力

ラム内に捕捉されにくい結果が得られた。 のガラスビーズヘの可逆的な吸着・脱離およ

び非可逆的な物理的捕捉を考慮した移動モデルを適用した結果、実験結果を概ね再現する

ことができた。

(12)セルロースナノファイバーを相分離制御に用いた塊状マクロ・メソ多孔体合成

1．研究組織

代表者氏名：早瀬元（東北大学学際科学フロンティア研究所）

共同研究者：阿部賢太郎（京都大学生存圏研究所）、金森主祥（京都大学理学研究科）
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2.研究概要

界面活性剤は液相中での高分子材料合成における形態や相分離制御に多用される汎用

産業ケミカルであるが、水質汚染の原因となるため使用低減が求められている。乳化重合

においては界面活性剤を用いないさまざまな合成法ソープフリー乳化重合が試みられて

いるが、三次元構造をもつ塊状マクロ・メソ多孔体に関する検討は少ない。発泡素材より

も小さな細孔と高い比表面積をもつ塊状マクロ・メソ多孔体は、次憔代の断熱材や電極材

料などへの応用が期待されていが、シリカ系など一部の例外を除くと反応中に巨視的二相

分離を起こしやすいため、界面活性剤なしでの合成が困難であった。

本研究では環境負荷の少ない再生材料として近年注目を集めているセルロースナノフ

ァイバー (CNF) を用いて、巨視的相分離制御手法とソープフリー重合の開発に取り組ん

だ。 CNF分散液中でポリマーが重縮合する過程で起こる界面現象を解明すると同時に、既

存とは異なるモルフォロジーをもつ構造体の創成を目指した。また、強靱な力学特性をも

つCNFを最終生成物のポリマー骨格中に意図的に残す（複合化する）ことで、洗浄過程の

簡略化や塊状マクロ・メソ多孔体特有の脆性改善を同時に試みた。結果としてCNFのみの

分散液を用いた際には多孔体の形成に至らなかったが、 CNFと他のナノファイバーをブレ

ンドすることで目的の塊状多孔体の作製に成功し、複合化による構造変化と機械特性（ク

ラック耐性等）の向上が確認された。

(13)水稲におけるセシウム吸収量の品種間差異への土壌可給態カリウム濃度の関与

1. 研究組織

代表者氏名：藤村恵人（農業・食品産業技術総合研究機構東北農業研究センター）

共同研究者：上田義勝（京都大学生存圏研究所）、杉山暁史（京都大学生存圏研究所）

2. 研究概要

水稲においては、 Cs吸収が旺盛な品種はK吸収も旺盛である傾向があり、 Cs吸収とK吸収

の関連性が報告されている。この関連性が生じる要因の一つとして、 K吸収が旺盛な品種

では根域士壌の可給態k濃度（水稲が利用できるK濃度）が低下し、 Cs吸収が促淮されるこ

とが考えられる。本研究では、水田においてKとCsの高吸収品種（北陸193号）と低吸収品

種（ふくひびき）の混植栽培試験を行い、上壌可給態k濃度の品種間差とそれがCs吸収に

及ぼす影響を解析した。本研究では根域の土壌交換性灼0含量と士壌溶液k濃度を士壌可給

態k濃度の指標とした。上壌溶液k濃度と地上部131Cs濃度の相関関係は弱かった。根域の上

壌交換性K20含量と地上部131Cs濃度には強い負の相関関係が認められ、その関係性に品種間

差は認められなかった。このことは本研究における北陸193号とふくひびきの地上部137Cs

濃度の品種間差は、 K吸収量の違いによって生じる根域上壌の可給態k濃度の違いにより説

明できることを示唆するものであった。
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(14)超並列粒子シミュレーションによる衛星システム・プラズマ波動現象相互干渉の研究

1. 研究組織

代表者氏名：二宅洋平（神戸大学システム情報学研究科）

共同研究者：大村善治（京都大学生存圏研究所）、加藤雄人（東北大学理学研究科）、小

路真史（名古屋大学宇宙地球環境研究所）

2. 研究概要

本研究の H標は、最先端の計算機シミュレーション技術を応用し、宇宙圏における人工

衛星システムと、自然プラズマ過程としてのプラズマ波動現象間の相互干渉過程を明らか

にすることである。具体的には、地球内部磁気隕におけるプラズマ波動現象が、衛星帯電

現象にどのような影響を与えるかに着目し、衛星プラズマ環境全粒子シミュレーションを

実施した。ホイッスラーモード・コーラス放射など、衛星近傍空間スケールより十分に大

きい波長を持つプラズマ波動の変動電場をモデル化して外部電界項として衛星周辺のプ

ラズマ空間に印加し、光電子放出電流と背景プラズマ流入電流間のバランスによって決定

づけられる衛星浮遊電位にどのような影響を及ぼすかを調査した。この結果、波動電界が

存在することにより、衛星電位が通常より上昇することを確認し、またその上昇幅は電界

強度に依存して大きくなることが判明した。今回用いた波動交番電界の周波数は、衛星近

傍の光電子雲密度から求まる電子プラズマ周波数より十分低いため、光電子雲は波動電界

による衛星周辺の電位構造変化に十分に応答可能である。衛星からの光電子流出を制限し

ていた電位墜が波動電界の効果で実質的に低くなることにより、正味の光電子放出電流が

増加したことが衛星電位上昇の原因であることが、実証された。今後は、プラズマ波動伝

搬をモデルではなく自己無動着に取り込んだ衛星近傍プラズマ環境シミュレーションを

実施し、今回の変動電磁界印加モデルによる結果と比較する予定である。

(15)生薬シコンの有効成分シコニンの生合成経路の解明

1．研究組織

代表者氏名：渡辺文太（京都大学化学研究所）

共同研究者：矢崎ー史（京都大学生存圏研究所）、 高梨功次郎（信朴I大学山岳科学研究

所）

2. 研究概要

本研究の目的は、生薬や織物の染料として用いられている有用植物ムラサキ（生薬名：

紫根、シコン）の主要な有効成分であるシコニンの生合成経路の解明である。シコニンは、

ムラサキ科のごく限られた植物のみが生産するナフトキノン系の色素で、経済的な化学合

成が困難な天然有機化合物である一方で、植物体内でどのように生産されるかについては

不明な点が多く、特に生合成経路後半の酵素については未知の部分が多い。

我々はこれまでに、プロテオームおよびメタボローム解析によって、シコニン生合成の

-100-



-geranyl- -hydroxybenzoic acid (1) geranylhydroquinone

27

1

1  
 

 
 

 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

上流に位置する m p 

する新規酵素を見出している（図）。そこで平成

1 から を合成

年度の本萌芽研究では、このタンパク

質の酵素学的特性を明らかにすることを目的とし、基質として必要な化合物 1の化学合成

に取り組み、酵素試験に十分な量の 1を満足のいく純度で得ることに成功した。
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図．シコニン生合成経路の概略

[6. 平成 27年度生存圏ミッション研究プロジェクト一覧

関連

氏 名 研究プロジェクト題目 共同研究者 関連部局 ミッショ

ン

津田敏隆

大気波動にともなう運 村山泰啓 情報通信研究機構

Riggin Dennis 
動量フラックスの新計 新堀淳樹 インドネシア航空宇宙庁

1 1 
(GATS Inc. ・主任研究員） 測手法の検証 松本直樹 (LAPAN) 

Clara Yatini 

Rizal 

ウィンドプロファイラ

石田祐宣 児玉安正

ー •RASS ・ゾンデ気球 橋口浩之 弘前大学理工学研究科
2 （弘前大学理工学研究科 1 

観測によるヤマセの実 古本淳一 日本原燃株式会社

・助教）
佐々木耕一

態解明

福 島 整
物質材料研究機構

山下満
兵庫県立工業技術センタ

矢崎ー史
伊藤嘉昭 スギ・ヒノキ混交林に

杉山暁史
3 （京都大学化学研究所 おける土壌塩基養分の アジア大気汚染研究セン 1 

山下尚之
・准教授） 空間分布特性の解明 ター

溝口岳男
森林総合研究所

谷川東子
名古屋大学環境学研究科

平野恭弘
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塩谷雅人
今村剛 北海道大学地球環境科学

堀之内武
（宇宙航空研究開発寄稿 研究院

惑星流体圏研究のため 中村正人
4 宇宙科学研究所

・准教授）
の雲追跡手法の開発 林 祥 介

杉山耕一朗

宇宙航空研究開発機構 1, 3 

宇宙科学研究所

村上真也
神戸大学理学研究科

津田敏隆

太陽活動長期変動研究 北 井 礼 三 郎 佛教大学
上野悟

のための CaI I K太陽 浅井歩 京都大学宇宙総合学研究
（京都大学理学研究科

全面画像データベース 柴山拓也 ユニット
5 ・助教） 3 

の改良と解析ソフト開 野津翔太 名古屋大学理学研究科

発 野津湧太 京都大学理学研究科

坂上峻仁

河瀬哲弥

梅澤俊明 多様な熱帯木質バイオ
飛松裕基

かずさ DNA研究所
鈴木史朗

6 （京都大学生存圏研究所 マスの持続的生産•利 九州沖縄農業研究センタ 1, 2, 4 
柴田大輔

・教授） 用に向けた基盤構築
我有満

大串隆之 植物のアルカロイドが

（京都大学 生態系ネットワークの
矢崎ー史 信州大学山岳科学研究所

7 高 梨 功 次 郎 京都大学生態学研究セン 1 
生態学研究センター 創成に果たす役割の解

井田崇 ター
・教授） 明

大塚雄一 3周波 GNSS受信機を用
山本衛

名古屋大学宇宙地球環境

（名古屋大学 いた電離圏観測及び衛
Prayitno Abadi 

研究所
8 斉 藤 享 1, 3 

宇宙地球環境研究所 星測位への影響に関す 電子航法研究所
横山竜宏

・准教授） る研究
西岡未知

情報通信研究機構

小野愛 環境保全型農業資材の 杉山暁史
京都府生物資源研究セン， （京都府生物資源研究 開発に向けた Baei 11 us 木村重光 1, 2, 4 
ター

センター・副主査） 属細菌株の特性解明 堀 祐 輔

樫村京一郎 電磁波加熱下における 篠原真毅

（中部大学工学部
木質バイオマススラリ 三谷友彦

10 中部大学工学部 2,4 
ーにおける非平衡温度 渡辺隆司

・講師）
分布 曲深

-102-



2 生存圏学際萌芽研究センター

大村善治

SANGA-NGOIE 
小 林 祥 子 持続可能な土地利用と 京都大学総合生存学館

Kazadi 
（玉川大学農学部 生物多様性モニタリン Lecturere, Gajamda Univ. 

11 川井秀一 1, 3 
・准教授） グのための偏波レーダ Musi Hutan Persada 

画像の解析
Ragi I Widyorini 

Bambang 

Supriadi 

小 司 禎 教 船舶搭載 GNSSによる
矢吹正教

12 （気象庁気象研究所 対馬海峡の水蒸気変動 気象庁気象研究所 1 
津田敏隆

・室長） と豪雨の機構解明

杉山暁史 京都大学人間・環境学研究

東樹宏和 科

高林純示 小出陽平 京都大学白眉センター

（京都大学 土壌試料でわかる農生 桂 圭 佑 京都大学農学研究科

13 生態学研究センター 態圏の管理体系 斉藤大樹 龍谷大学農学部 1, 2 

・教授） 下野嘉子 龍谷大学科学技術共同研

塩尻かおり 究センター

潮雅之 山口大学農学部

松井健二

徳田陽明 固体 NMRおよび EXAFS

（京都大学化学研究所 によるセシウム固定 上田義勝
14 京都大学化学研究科 1 

・准教授） 化・移行メカニズムの 金子俊一

解明

二 瓶 直 登 ダイズの放射性セシウ 杉山暁史

ム吸収解析および福島
東京大学農学生命科学研

（東京大学 徳田陽明
15 究科 1 

農学生命科学研究科 県における効果的な力 上田義勝
京都大学化学研究所

・准教授） リ施肥法の検討 伊藤嘉昭

能勢正仁 「超高層大気の全球地
津田敏隆

京都大学理学研究科

上観測メタデータデー
新堀淳樹

16 （京都大学理学研究科 新領域融合研究センター 1 
上野悟

・助教） タベース」の国際展開
小山幸伸

山本衛

阿保真
首都大学東京システムデ

柴田泰邦

赤道大気レーダー・ラ
ザイン研究科

柴垣佳明
橋 口 浩 之 大阪電気通信大学

イダー・オゾンラジオ Hubert Luce 
（京都大学生存圏研究所

ゾンデ観測による大気
Tou I on-Var Univ. (LSEET) 

17 Richard Wi Ison 1 
・准教授） LATMOS, CNRS 

乱流特性の国際共同研 Dalaudier 
CNRS 

究 Francis 
LATMOS 

Delanoe Julien 
CNRS 

Hauchecorne 

Alain 
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堀越智 地球環境改善を目指し
篠原真毅

鈴木伸洋 上智大学理工学部
18 （上智大学理工学部 た植物のマイクロ波応

・准教授） 答機構の解明
浅野麻実子 大阪薬科大学

1, 2, 4 

長谷川泰彦

渡邊崇人 リグニン由来化合物の
藤原秀彦 別府大学食物栄養科学部

19 （京都大学生存圏研究所 生産のための環境汚染
廣 瀬 遵 宮崎大学工学教育研究部

・助教） 物質分解菌の利用
末永光 産業技術総合研究所

1, 2 

木村信忠

生存圏ミッション研究 成果の概要

(1)大気波動にともなう運動量フラックスの新計測手法の検証

1．研究組織

代表者氏名： RigginDennis (GATS In) 

共同研究者：津田敏隆（京都大学生存圏研究所）、村山泰啓（情報通信研究機構）、新堀

淳樹（京都大学生存圏研究所）、松本直樹（京都大学生存圏研究所）、 Clara

Yatini （インドネシア航空宇宙庁）、 Rizal （インドネシア航空宇宙庁）

2.研究概要

地球大気の高度60-150 kmにある中間圏・下部熱圏 (MLT; Mesosphere - Lower 

Thermo sphere)領域は、地球大気環境の天井部に位置し、太陽活動の影響を強く受けてい

る。この領域の大気大循環は、太陽放射加熱と同時に、下層から上方伝搬する大気波動に

よって駆動されていることが分かっている。この大気波動がMLT領域の大循環を加減速す

る過程を理解するには、大気波動に伴う運動量フラックスを定量的に評価することが本質

的に重要である。この物理量はこれまで大型大気レーダー (MUレーダー等）でしか精密測

定できておらず、大型大気レーダーは世界で数点しかないため、運動量フラックスの全球

的な分布は未解明のままとなっている。

しかし、最近、小型で簡便な流星レーダー（測定高度80-110km、槻界の数十点で稼働

中）を用いて運動量フラックスを推定する新手法が提案された。ただし、その測定原理に

は不明確な仮定が含まれており、精度検証も十分に行われていない。本ミッション研究で

は、インドネシアの西パプアのビアク（東経： 136.10゚ 、南緯： 1.17゚ ）と西スマトラのコ

トタバン（東経： 100.32゚ 、南緯： 0.20°)に設置されている、同観測システムをもつ2台の

流星レーダーを用い、運動最フラックス測定技術の基本原理の妥当性を検討する。また、

コトタバン流星レーダーの長期観測データを解析し、運動贔フラックスの季節・年変動特

性について明らかにする。本研究は、日・米・インドネシアの国際共同で推進し、成果を

国際会議で発表する。
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流星レーダーによる運動量フラックスの推定の妥当性が評価できれば、世界中に多く点

在する流星レーダーの観測データを用いて、大気波動の効果を統計解析できるようになり、

大気大循環の力学特性の理解が格段に進むと期待される。また、運動呈フラックスの長期

変動特性を調べることは地球大気環境の変化トレンドの解明にもつながる。

(2)ウィンドプロファイラー・RASS・ゾンデ気球観測によるヤマセの実態解明

1．研究組織

代表者氏名：石田祐宣（弘前大学理工学研究科）

共同研究者：児屯安正（弘前大学理工学研究科）、橋口浩之（京都大学生存圏研究所）、

古本淳一（京都大学生存圏研究所）、 佐々木耕一（日本原燃（株））

2. 研究概要

ヤマセは、東北地方の太平洋側で初夏から盛夏にかけてしばしば観測される背の低い

～数 mの東寄りの風であり、霧や下層雲を伴い、一般に冷涼である。長期間続

くと日照不足と低温及び高湿により稲作が阻害されるため、ヤマセは地元では「飢饉風」

として恐れられてきた。主食用としてタイ米を輸入するまでに至った 年の大冷害でも、

東北地方の冷害の主要因はヤマセであった。

ヤマセは大気や海洋・陸面の影響を受けた多様な側面を持ち、その全貌を捉えるには、

様々な視点から研究を進める必要がある。例えば、ヤマセをもたらすオホーツク海高気圧

工藤 やそれと上空のブロッキング現象との関係

、ヤマセに及ぼす海洋の影響 について研究され

ており、海上でのヤマセの振る舞いについては理解が深まりつつある。一方、陸上のヤマ

セについては、実用的な重要性が大きいにもかかわらず、研究例は少なく、菅野 の

陸上のヤマセの観測研究でも、丘陵の斜面における対流圏のごく下層の観測に留まってい

た。

我々は京都大学生存基盤科学研究ユニットのサイト型機動研究 年度により、平

成 年 月にウィンドプロファイラーを太平洋岸の青森県六ヶ所村環境科学技術研究所

に設置し、連続観測を開始した。ウィンドプロファイラーでは、時間分解能 1分・高度分

解能 で鉛直流を含む風速 3成分の高度プロファイルを連続観測することが可能であ

る。平成 年月には騒音問題の恐れがない六ヶ所村内の日本原燃（株）再処理事業部構

内にウィンドプロファイラーを移設し、

ルの連続観測を継続中である。

電波音波併用法による風・気温プロファイ

毎年夏季に、ウィンドプロファイラー連続観測に加えて、ラジオゾンデ等を用いた集中

観測気圧・気温・水蒸気・風向・風速を実施し、ヤマセの実態に迫りつつある。六ヶ所

村は、太平洋と陸奥湾を結ぶ地形的な鞍部にあり、ヤマセの通り道となるため、ヤマセ観

測の適地である。陸上におけるヤマセの実態解明には、今後も観測を継続し、多くの事例
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を集めることが重要である。

(3)スギ・ヒノキ混交林における土壌塩基養分の空間分布特性の解明

1．研究組織

代表者氏名：伊藤嘉昭（京都大学化学研究所）

共同研究者：福島撒（物質材料研究機構）、山下満（兵庫県立工業技術センター）、

矢崎一史（京都大学生存圏研究所）、杉山暁史（京都大学生存圏研究所）、

山下尚之（アジア大気汚染研究センター）、溝口岳男（森林総合研究所）、

谷川東子（森林総合研究所）、平野恭弘（名古屋大学環境学研究科）

2.研究概要

地球環境問題のうち、植林に伴う士壌養分の枯渇と士壌の酸性化は、土壌劣化に直結す

る問題である。植生と土壌の相互作用についての知見は、人間が健全な森林圏・土壌圏を

維持しつつこれを利用するために欠かせない情報である。これまで長く、本邦の代表的な

造林樹種であるスギは上壌に肥沃にし、ヒノキは上壌を劣化させると考えられてきた。し

かし我々は先行研究において、スギの土壌肥培効果は、どのような土壌でも発揮されるわ

けではなく、その効果は士壌のもともとの栄養環境に依存すること、ヒノキは上壌栄養環

境に関わらず士壌劣化を進めるベクトルをもつことを明らかにした。次に明らかにすべき

こととして、スギの土壌肥培効果はヒノキとの同所空間でも発揮されるのか否かを確認す

ることが挙げられる。本研究はこの疑間に解を得ることを目的に、 90年生と言う高齢のス

ギ・ヒノキ混交林において、士壌の化学分析と空間解析を行った。

その結果、調査地には全カルシウム含量および全マグネシウム含景が高い地点（ホット

スポット）が存在し、植生よりもむしろ地質が強くこれらの元素の空間分布に影聾してい

ると推察された。一方、全カリウム含量は立木密度、士壌環境（含水率やpHなど）、地形

といった周囲環境に強い影響を受けていることが明らかになった。交換性塩基の空間分布

は、植生の違いや土壌の無機的環境勾配よりむしろ、土壌炭素含量と同調的であり、傾斜

があるということよりも土壌有機物がどこに溜まっているか、という微地形的要因に支配

されていると推察された。表層土壌は下屑土壌より交換性カルシウムを蓄積しているが、

その含量は両植生で共に低く、スギの上壌肥培効果はヒノキとともに植栽されることで発

揮され難い可能性があることが示された。

(4)惑星流体圏研究のための雲追跡手法の開発

1. 研究組織

代表者氏名：今村剛（宇宙航空研究開発機構）

共同研究者：塩谷雅人（京都大学生存圏研究所）、堀之内武（北海道大学地球環境科学研
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究院）、中村正人（宇宙航空研究開発機構）、林祥介（神戸大学理学研究科）、

杉山耕一朗（宇宙航空研究開発機構）、村上真也（宇宙航空研究開発機構）

2. 研究概要

惑星の流体圏の理解のために、惑星の連続した雲画像から雲移動ベクトルを求める手法

の一つである相互相関法の研究を行った。従来の手法では精度が10m/s程度であり、これ

では多数のベクトルを平均して平均帯状流を求めることはできても、大気波動など擾乱成

分を求めることはできない。本研究では1桁高い精度 (1m/s) を目指すが、雲画像には頻

繁に類似パターンが現れ、結果として相関曲面に複数の極値が生じて別の雲塊を同一の雲

塊と認識してしまうことが間題である。そこで、流れ場の滑らかさを拘束条件により確か

らしい極値を選ぶ方法や、多数の連続画像ペアから求めた相関曲面を重ね合わせて精度を

高める方法を検討した。雲追跡アルゴリズムを適用する前に惑星画像に施す前処理として、

筋状の読み出しノイズを除去したうえで細かい模様を強調する手法も検討した。これらの

手法を、欧州の金星探査機VenusExpressの分光撮像装置によって得られた紫外・可視・

赤外の雲画像に適用し、その有効性を検証しつつある。滑らかさを拘束条件により確から

しい栢値を選ぶ方法では、拘束の強さを逝切に選んだうえで、マイナーな相関極大を選択

肢から除外することが重要であることがわかった。多数の相関曲面を重ね合わせる方法で

は、画像枚数が少ない場合には異なるテンプレート（追跡領域）サイズでの相関曲面を重

ね合わせることも有効であることがわかった。これらの成果をもとに改良したアルゴリズ

ムを2016年4月に定常観測を始める金星探査機「あかつき」のデータ処理パイプラインに

組み込み、実データヘの適用の準備を進めている。

(5)太陽活動長期変動研究のための CaII K太陽全面画像データベースの改良と解析ソフト開発

1. 研究組織

代表者氏名：上野悟（京都大学理学研究科）

共同研究者：津田敏隆（京都大学生存圏研究所）、北井礼三郎（佛教大学）、浅井歩

2. 研究概要

（京都大学宇宙総合学研究ユニット）、柴山拓也（名古屋大学理学研究科）、

野津翔太（京都大学理学研究科）、野津湧太（京都大学理学研究科）、

坂上峻仁（京都大学理学研究科）、河瀬哲弥（京都大学理学研究科）

京都大学理学研究科附属天文台では、カルシウムK線での太陽彩層の全面観測を 1928

年以降 40年余りに渡り継続してきた。太陽活動・彩層活動をこのような長期間に渡って

観測したデータセットは世界的にも少数であり、科学的にも貴重な資料であるため、我々

はこれを定量的に活用するための作業を行なって来ている。

写真乾板からデジタル化を完了した CaII K線太陽全面画像の総数は、 12,000枚弱と

なっている。昨年度までに全てのデジタル化両像の太陽サイズの統一化と、方位補正（太
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陽の南北方向を画像の上下方向に合わせる）が終わり、その状態のデータを既に JPEG画

像とし て web 上でカレンダー形式に整備して公開してきた

(http://www.hida.kyoto-u.ac. jp/ASKANIA/Ca/html_all/)。

しかしながら、これらの画像データから、太陽の紫外線放射量の指標となる数値を導出す

ると言ったような定量的解析を行なうまでには、まだ以下の様ないくつかの障害が残って

しヽた。

•太陽面上の特に明るい領域でのデジタル値の飽和

•分光スリット幅のムラによる、多数の細かな筋状模様

・スリットスキャン中の天候変化による、像の明るさの変動

本事業では、今年度、これら太陽起源のパターンを抽出したり太陽活動の指標を定量的に

導出したりする際に妨げとなる要素を、デジタル画像データから除去して当データベース

の品質を向上させる作業に注力した。

定量解析の妨げとなる、ふ分光器スリット幅のムラや撮影中の天候変化による筋状

模様を画像処理により除去した例。左図がオリジナルのデジタル化太隔画像。

右図が筋状模様消去後の画像。

(6) 多様な熱帯木質バイオマスの持続的生産•利用に向けた基盤構築

1. 研究組織

代表者氏名：梅澤俊明（京都大学生存圏研究所）

共同研究者：飛松裕基（京都大学生存圏研究所）、鈴木史朗（京都大学生存圏研究所） 、

柴田大輔（かずさ DNA研究所）、我有満（九州沖縄農業研究センター）

2. 研究概要

木質は再生可能バイオマス資源の内最も蓄積量が多く、今後人類が持続的に生存を続け

るうえで必須の資源である。そこで、木質の持続的生産・利用を経済的に成り立たせるた
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めに、代謝工学に基づく木質の高付加価値化や劣等な生育条件での高成長性の付与等が産

業界から強く求められている。熱帯地域の木質生産性は温帯地域に比べて格段に高い。し

かし、熱帯産業造林はわずか20年程度の実績しかなく、樹病の発生など持続性の問題が

急速に顕在化してきているのが実態である。今後、アグロフォレストリーを含めた多様な

バイオマス生産系の確立、植栽樹種の多様性の増大、耐病性個体の育種・選抜、熱帯天然

林の更なる伐採を伴わない樹木の増産、高生産性且つ利用特性に優れたイネ科バイオマス

植物の作出、未利用院廃草原におけるバイオマス生産など、持続的生産•利用と周辺地域

の環境保全に向けた技術革新などが求められる。本研究では、熱帯天然林伐採跡地の荒廃

草原の植生回復と利用に対処するため、多様な草本バイオマス植物とアカシアの混植によ

る多様性の確保を将来目標とし、多様なイネ科熱帯バイオマス植物の育種と持続的生産・

成分利用に関する基盤情報を蓄積することを最終日的とした研究を進めた。特に、高生産

性イネ科熱帯バイオマス植物の成分利用に関する基盤情報を蓄積すると共に、イネ科バイ

オマス植物の利用特性改善に向けた分子育種を進めた。

(7)植物のアルカロイドが生態系ネットワークの創成に果たす役割の解明

1. 研究組織

代表者氏名：大串隆之（京都大学生態学研究センター）

共同研究者：矢崎一史（京都大学生存圏研究所）、高梨功次郎（信朴I大学山岳科学研究

所）、井田崇（京都大学生態学研究センター）

2. 研究概要

生物多様性の保全は、生物資源の持続的利用を可能にする地球環境の再生に不可欠であ

る。一方、生物多様性は、生態系の基盤生物である植物とそれに依存する動物が、両者の

間の多彩な相互作用を通して形作る生態系ネットワークにより維持されている。とりわけ、

植物が病害虫から身を守っている多様な生理活性物質は、植食者との長い攻防の歴史の進

化的産物である。最近、植物の防衛形質は、種内変異が大きく、これが防衛効果に重要な

役割を果たしていることが指摘され始めた。防衛効果の種内変異は、自然界では異なる抵

抗性をもつ植物個体がモザイク状に分布していることに依っている。故に、植物の防衛効

果はその植物のみならず、周り個体の存在に大きく左右される。本研究は、アルカロイド

の代表であるニコチン含量の異なるタバコニ品種（ニコチン量：裔

／低）を実験圃場で栽培し、植物の防衛形質が群集内で果たす役割を野外操作実験により

明らかにした。

近隣個体による影響は、それが高品種の場合に限って見られ、低品種では見られなかっ

たことから、植食者が、高品種の近隣個体を訪れた後、その個体を含むパッチから離脱し

ていることを示している。一方、近隣個体の視点からは、防衛形質が空間を超えて他個体

にまで及ぶ延長された表現型として作用している。つまり、植物は植食者による攻撃に対
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して2つの異なる戦術をとりうる。一つは、ニコチン生産に投資して高い防御能力を得る

が、成長や繁殖への投資は制限され、コンスタントだが低いパフォーマンスを持つもの。

もう一つは、防衛への投資を抑え、高品種の庇護の下で防衛力を得て、潜在的には高いパ

フォーマンスを持つが、その成否は確率論的なものである。このように、隣接個体との共

同での防衛効果は、植物の防衛戦術の多様性を生み出す原動力である。植物の化学的防御

形質は、当該個体のみならず、近隣の植物個体にまで影響する。本研究により、植物を介

した間接相互作用網の理解や植物の形質進化の評価には、空間的な視点が大事であること

が明らかになった。

(8) 3周波GNSS受信機を用いた電離圏観測及び衛星測位への影響に関する研究

1. 研究組織

代表者氏名：大塚雄一（名古屋大学太陽地球環境研究所）

共同研究者：山本衛（京都大学生存圏研究所）、 PrayitnoAbadi （名古屋大学宇宙地球

環境研究所）、斉藤享（電子航法研究所）、横山竜宏（情報通信研究機構）、

西岡未知（情報通信研究機構）

2. 研究概要

をはじめとする衛星測位システム は、地球を周回する人工衛星から送信さ

れた電波を受信することによって測位を行っている。しかし、 電波が透過する電離

圏は、大きな測位誤差の原因となり得る。現在、電離圏の影響を除去するため、

と のつの周波数の電波が用いられているが、 には制

限があるため、第の周波数 の準備が進められている。現在、複数の衛

星から の電波が送信されており、 を受信できる受信機が普及してきた。

赤道域に位置するインドネシア・バンドンにおいて周波数対応 受信機

社製 によって観測された 、 の周波の振幅シンチレーション指数

の解析を行った。その結果、周波数が低い で観測された の方が、 で観測された

よりも大きい傾向が見られた。これは、電波の周波数が低いほど振幅シンチレーションの

原因となる電離圏擾乱の空間スケール（フレネルスケール）が大きくなり、空間スケール

をもつ電離圏擾乱ほど振幅が大きいためと考えられる。

一方、 周波のデータから、電波の伝搬経路中にあるプラズマの積分量

が求められるが、その には、送受信機のハードウェアに起因するバイ

アスが含まれており、 の絶対値推定に 程度の誤差をもたらしている。本研究では、

周波の電波を用いることにより、 の絶対値を推定する方法について検討する。
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(9) 環境保全型農業資材の開発に向けたBaciI lus属細菌株の特性解明

1. 研究組織

代表者氏名：小野愛（京都府生物資源研究センター）

共同研究者：杉山暁史（京都大学生存圏研究所）、木村重光（京都府生物資源研究セン

ター）、堀祐輔（京都府生物資源研究センター）

2. 研究概要

ダイズ生産においては、肥料や農薬が使用されているが、生産コストの問題のみならず

環境への負荷を低減するためにも、低投入、環境保全型農業により作物を生産することが

望まれている。研究代表者（京都府農林水産技術センター）と生存園研究所は共同研究に

より、連作障害等により収量性が低下している土壌や病害発生履歴が異なる上壌を用いて、

根圏微生物叢の解析に取り組んできた。

本研究では、京都府内黒ダイズ圃場より採取したダイズ根圏から分離・収集した約280

菌株のBacillus属細菌の中からダイズの生育を促進する効果や士壌病害を抑制する効果

が期待される菌株をスクリーニングする。また、 16SrRNA解析により分離菌株の圃場ごと

の種構成を把握し、ダイズ生育や上壌病害発生との関連性を解析する。併せて、これらの

効果を持つ菌株が産生する代謝産物とその変動を分析することにより、各効果の作用機序

を解析する。有用な効果を認めた分離株については微生物賓材として活用するために、代

謝産物の中から根圏への定着性を高める化合物を検索する。さらに分離菌株の種別の分離

頻度を圃場の作付け履歴、根粒着生程度、上壌病害発生程度と比較し、黒ダイズ圃場の生

産性との関連性を解析する。

(10)電磁波加熱下における木質バイオマススラリーにおける非平衡温度分布

1. 研究組織

代表者氏名：樫村京一郎（中部大学工学部）

共同研究者：篠原真毅（京都大学生存圏研究所）、三谷友彦（京都大学生存圏研究所）、

渡辺隆司（京都大学生存圏研究所）、曲深（京都大学生存圏研究所）

2.研究概要

植物体から高分子を合成するための予備処理では、木粉を有機溶媒・電解質溶媒に混合

させスラリー状とし、熱源による加熱により分解反応を行う方式がしばしば採用される。

この工程において、スラリーにマイクロ波を作用させる試みが一定の成果を挙げている。

最も確からしい説明として、電磁波加熱により微小領域形成された大きな温度勾配が生じ

ている可能性が指摘できる。この特徴は選択加熱と呼ばれバイオマスプロセスヘの積極的

な応用が試みられているが、 μオーダーで均質なモデル反応や攪拌処理を行ってい

る系においてもポジティブなバイオマス分解反応促進が報告されており、これらのケース

に対してはこの仮説の妥当性についての疑問が残されている。
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本研究では、計算機上でマイクロ波加熱下における木質バイオマススラリー内部の非平

衡温度分布を観測した。マイクロ波の吸収特性の違いは、不均質なスラリー内部に大きな

温度勾配を創出する。スラリーを構成する物質（電解質、触媒）の誘電率を測定し、伝熱

工学において必要とされる物性値と錬成する。得られた結果を上手に利用した電磁波バイ

オマスプロセスの支配パラメータを予測し、反応性への影響を吟味した。

(11)持続可能な土地利用と生物多様性モニタリングのための偏波レーダ画像の解析

1．研究組織

代表者氏名：小林祥子（干川大学農学部）

共同研究者：大村善治（京都大学生存圏研究所）、 SANGA-NGOIEKazadi （京都大学生存

圏研究所）、藤田素子（京都大学東南アジア研究所）、川井秀一（京都大学

総合生存学館（思修館））、 RagilWidyorini (Gajamda Univ., Indonesia) 、

Bambang Supriadi (Musi Hutan Persada, Indonesia) 

2. 研究概要

本研究グループは、地上観測データと人工衛星データのつき合わせによる森林資源解析

に取り組んでいる。年中雲に覆われる熱帯域では、天候に影響されない全天候型のマイク

ロ波衛星データの利用が不可欠であることから、 衛星 センサ取得の両像解

析を進め、植林地の後方散乱特性における知見を得てきた。

本研究課題では 年のマイクロ波合成開ロレーダ（ ）データ

と地上観測された森林調査データを突き合わせ、経年変化解析を行った。熱帯産業植林地

における森林構造の変化がマイクロ波の後方散乱電力に与える影響を詳細に解析、その関

係性を調べた。結果、森林の成長だけでなく、下層植生の出現や、林冠へのダメージ、森

林劣化の特定が可能であることをデータ解析より明らかにした。本研究により、マイクロ

波衛星（多偏波合成開ロレーダ）画像が、森林モニタリング・森林状況の把握に利用可能

であることを十分に示したと言える。

さらに研究対象地域では、ユーカリ林への転換が進んでいることから、ユーカリ林にお

ける植生調査を実施し基礎データを収集した。今後も当サイトにおける研究を継続、

2衛星 センサを用いた長期的なモニタリングを行う予定である。

(12)船舶搭載GNSSによる対馬海峡の水蒸気変動と豪雨の機構解明

1. 研究組織

代表者氏名：小司禎教（気象庁気象研究所）

共同研究者：矢吹正教（京都大学生存圏研究所）、津田敏隆（京都大学生存圏研究所）
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2.研究概要

周囲を海に囲まれた日本において、海洋上の水蒸気動態の正確な把握は、豪雨の予測や

気候変動への影響評価の点で非常に重要な課題である。

これまで船舶に搭載された全球航法衛星システム（

）による可降水量（ ）解析実験は、海洋研究開発

機構や気象庁の観測船により行われてきたが、同一航路を往来する定期船を用いた観測実

験は前例がない。 年 月 日に兵庫県都賀川で発生した豪雨災害では、対馬海峡を

通過して山陰沖に到達した水蒸気が重要な役割を果たしていた。気象学的にも対罵海峡を

横断する経路上の水蒸気量把握は重要な課題である。

本研究では、関釜フェリー株式会社保有の、山口県下関と韓国の釜山を航行するフェリ

ー「はまゆう」に約 ヶ月間（ 年月から 年月）、ニコン・トリンブル株式

会社から借用した 受信機を設置し、対馬海峡上空の を連続観測・解析する実

験を行った。解析には の開発するリアルタイム 衛星軌道情報

、及び国際

サービス（

を利用した。

）の配信するリアルタイムプロダクト

得られた を、船舶から 以内に位置する地上

未満で一致するとの結果を得た。他の船舶搭載

点の解析と比較し、

観測との比較から、面積

の限られた船上では、反射波が大きく精度に影響していることが明らかとなり、反射波の

影響を受けた解析結果を除去する手法を考案した。安定した解析の実現には、解析の段階

で反射波の影聾を取り除く手法の開発が必要である。

地球温暖化に伴い、豪雨の発生頻度の増加が懸念されている。本研究で開発した手法を

発展させ、安定的な解析が実現すれば、豪雨の発生に対する海上水蒸気の役割、豪雨の発

現機構の解明が進展する。豪雨予測の精度向上に貢献することで、持続可能な社会の発展

に寄与できる。

(13)土壌試料でわかる農生態圏の管理体系

1．研究組織

代表者氏名：高林純示（京都大学生態学研究センター）

共同研究者： 杉山暁史（京都大学生存園研究所）、東樹宏和（京都大学人間環境学研究

科）、小出陽平（京都大学白眉センター）、桂圭佑（京都大学農学研究科）、

斉藤大樹（京都大学農学研究科）、下野嘉子（京都大学農学研究科）、塩尻

かおり（龍谷大学農学部）、潮雅之（龍谷大学科学技術共同研究センター）、

松井健二（山口大学農学部）
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2.研究概要

農生態系における地上部と地下部の多様性が創出する生物間相互作用のネットークと

その連鎖は、農地の生産性地力に様々に影響するが、これに関しては経験則や断片的な

知見に終始していた。本研究は、農生態系における生物間相互作用ネットワーク連鎖を最

適化することで、農薬や肥料の使用を最小化するための新技術開発の基盤となるものであ

る。特に農家の少量上壌サンプルの解析により、農地生態系の近未来を予測・診断する技

術基盤を開発し、地域毎の状況に合わせて農薬や肥料の使用を最遥化するシステム「スマ

ート・アグリカルチャー」を提案するための基盤的研究を行う。

高槻の慣行圃場と無施肥圃場における調査を実施した。

0無施肥圃場では収量、バイオマスが慣行圃場の割程度に収まった。生育期間はほとん

ど変わらず、単純に個体の小ささにより無施肥圃場での収量が低かったと考えられる。

地温については無施肥圃場ではかけ流し灌漑を行っているので、水温の影響で低くなる

と予想された。 月下旬あたりから処理間が開き始め、その後最後まで無施肥圃場の方

が低く推移し、予想と逆の結果となった。

0慣行圃場と無施肥圃場に接する畦における昆虫群集を比較するため、ピットフォールト

ラップと粘着シートによるトラップで採集を計回行った。

0慣行圃場と無施肥圃場におけるイネの遺伝子発現の違いを調べるために、栄養成長期の

最上位展開葉をサンプリングし、 を抽出した。また、次世代シークエンシング用の

上壌サンプルを採取した。

0生育中 3期にわたり、慣行圃場と無施肥圃場のイネの最上位の展開葉を切り取り、

により揮発性成分の解析を行った。テルペン類や 化合物が検出された。

0慣行圃場と無施肥圃場から上層 (cm) と下層( cm) の土壌を採取し、 により

揮発性成分の解析を行った。揮発性成分のピークは多く得られたがサンプル間の差が大

きく、慣行と無施肥を比較することは難しかった。サンプリングの方法や効率的なデー

タ処理を検討している。

(14)固体NMRおよびEXAFSによるセシウム固定化・移行メカニズムの解明

1．研究組織

代表者氏名：徳田陽明（京都大学化学研究所）

共同研究者：上田義勝（京都大学生存圏研究所）、金子俊一（京都大学化学研究科）

2. 研究概要

福島原子力発電事故の影響により環境中に放射性セシウムが飛散した。セシウムは食物

連鎖により上位の生物の内部被曝を引き起こすことから、作物へのセシウム移行の低減が

必要である。様々な検討が行われてきたがどのような形態のセシウムが作物へ移行しやす

いのか、ということについての理解は進んでいない。本研究では士壌から作物へのセシウ
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ム移行のメカニズムを明らかにすることを最終的な目的とした。

セシウムの構造情報は、通常磁場の と強磁場 では質的に異なるものが得ら

れる。本研究では、粘上鉱物について知見の多い放射光 と強磁場 を併用す

ることによって、粘土鉱物におけるセシウムの構造解析を行った。

予めセシウムを吸着させておいた粘土鉱物、イオン交換によりセシウムを部分的に除去

した粘上鉱物の放射光 測定を行ったところ、両者の構造が異なることを見いだし

た。この試料の 測定を行ったところ、粘上に吸着したセシウムの スペクトル

には つのピークが現れた。 つのピークは粘土の表面のセシウムと層間へ吸着したもの

であると示唆され、両者を区別できることを明らかにした。．． 
コ コ•••• 
コ．． コ

表面への吸着 層間への吸着

(15)ダイズの放射性セシウム吸収解析および福島県における効果的なカリ施肥法の検討

1．研究組織

代表者氏名：二瓶直登（東京大学農学生命科学研究科）

共同研究者：杉山暁史（京都大学生存圏研究所）、徳田陽明（京都大学化学研究所）、上

田義勝（京都大学生存圏研究所）、伊藤嘉昭（京都大学化学研究所）

2. 研究概要

東日本大震災に伴う東京電力福島第一原発事故により、食橿生産の場である広大な農耕

地が放射性物質（主に放射性セシウム）に汚染した。事故から 5年が経過し、農産物の汚

染状況を調査するとともに、ダイズのセシウム吸収パターン、効果的なカリ施肥法、窒素

施肥の影曹を検討した。

福島県が実施しているモニタリング検査では、基準値（放射性セシウム濃度 lOOBq/kg)

を超えるものは殆どないが、ダイズは他の穀物より放射性セシウム濃度が高い傾向がみら

れた（図 1)。ダイズの放射性セシウム蓄積は生育初期から観察され、地上部重とともに 9

月中旬（最大繁茂期）まで増加し、ダイズ子実内の放射性セシウム濃度は、菓 (9月中旬）

のおよそ l/3~l/4であった。また、通常のカリ肥料（塩化カリ）に加え、有機質カリ肥

料、肥効調節型カリ肥料を用いた局所施肥も、セシウムの吸収抑制効果を確認した（図 2)。
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一方、カリウムとともに作物生育に大きな影孵を及ぼす窒素施肥により、ダイズの放射性

セシウム濃度は増加することが明らかとなり、ダイズ栽培時には窒素過多にならないこと

が重要と考えられた。
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(16)「超高層大気の全球地上観測メタデータデータベース」の国際展開

1. 研究組織

代表者氏名：能勢正仁（京都大学理学研究科）

共同研究者：津田敏隆（京都大学生存圏研究所）、新堀淳樹（京都大学生存圏研究所）、

上野悟（京都大学理学研究科）、 小山幸伸（新領域融合研究センター）

2. 研究概要

(1) 地上観測メタデータデータベースの国際展開

これまでに国内の他機関（九朴I大学・名古屋大学・東北大学・極地研究所）と協同して、

超高層大気の地上観測データに関するメタデータの作成、およびそれらのデータベース構

築、観測データの整備を行ってきた。今回の研究では、これまで主に国内が中心だった地

上観測メタデータデータベースを海外にも拡大し、更なる分野横断的な研究や国際共同研

究を実施した。

(2) データのトレーサビリティ保証

データベースの構築・公関が進むにつれ、研究者がどのようなデータをどの段階で用い

たのかという「データのトレーサビリティ」が新たな課題として浮上している。そこで、

この課題を解決に導く一つの可能性として注目されつつあるDOI（デジタルオブジェクト

識別子）をデータに付与する試みを行った。ジャパンリンクセンターが2014年10月から開

始した実験プロジェクトに参加し、これまでに作成したメタデータの情報を元に、 DOIの

付与実験を行った。この実験を通じて、科学データヘDOIを付与するためのノウハウを獲

得し、 2016年 1月には、 Dst地磁気指数に DOIを付与することができた

(doi:10. 17593/14515-74000)。以下に、このDOIから利用者がたどり着く LandingPageを

示す。
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図： Dst指数のDOI(doi:10.17593/14515-74000)に対してアドレス解決が行われ、利用者はこ

のホームページ(LandingPage)を閲覧することになる。

＇鉱以幽量 ーロ ー,,,i7 Dst Index x¥ 
+--' C ti ・ D www2 .nict . go.jp/isd/doi-land1ngpage/wds/10.17593_1451~'{!f 麗 怜 0 -

Ost Index 

The Dst index was proposed by Sugiura [1964] to measure the magnitude of the current which produces 
the axially symmetric disturbance field. It is derived from geomagnetic field variations in the H 
component measured at 4 stations at low latitude 

Data Citation 

Citation: World Data Center for Geomagnetism, Kyoto. M Nose, T lyemori, M. Sugiura, T Kamel 
(20↑5). Geomagnetic Ost index, doi:10.17593/14515-74000 

General Charactenstics 

Paramete「s:Geomagnetic index 

Processing level: Final 

Temporal resolution: 1 hour 

start date: 1957-01-01TOO:OO:OO 

Stop date: 1 hour, before Present 

Observatory Location 

Observatory: KaKloKa 

Latitude: 36.23° 

Longitude: 140.19° 

Observatory: Honolulu 

Latitude: 21.32° 

Longitude: 202.00° 

Observatory: San Juan 

Latitude: 18.11° 

Longitude: 293.85‘言

Observatory: Hermanus 

Latitude: -34.43° 

Longitude: 19.23° 

(Nole: Latitudes and longrtudes are expressed In decimal degrees. Eastern longitudes and 
Northern latrtudes are positive.) 

(17)赤道大気レーダー・ライダー・オゾンラジオゾンデ観測による大気乱流特性の国際共同研究

1. 研究組織

代表者氏名：橋口浩之（京都大学生存圏研究所）

共同研究者：山本衛（京都大学生存圏研究所）、阿保真（首都大学東京システムデザイ

ン研究科）、柴田泰邦（首都大学東京システムデザイン研究科）、柴垣佳明

（大阪電気通信大学）、 HubertLuce (Toulon-Var Univ.) 、RichardWilson 

(LATMOS, CNRS)、DalaudierFrancis (CNRS)、 DelanoeJulien (LATMOS)、

Hauchecorne Alain (CNRS) 

2. 研究概要

乱流混合は熱や物質の鉛直輸送に寄与する重要なプロセスであるが、そのスケールが極

めて小さいことから観測が難しい現象の一つである。我々は レーダーを中心とした大

気乱流の観測的研究を続けてきた。 レーダーを用いた周波数イメージング観測手法の

開発により、現在ではレンジ分解能が飛躍的に向上した観測が可能となっている。大気レ

ーダーによる周波数イメージング観測は現在のところ乱流を最も正確に映像化でき、それ
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らの発生•発達・形成メカニズムや、メソ～総観規模現象との関連を研究する上で最も強

力な測定手段である。例えば、雲底下でケルビン・ヘルムホルツ

持続的に存在する様子がイメージ化されている
゜

不安定に伴う乱流が

一方、赤道域は地表へ入射する太陽放射エネルギーを最も強く受ける領域で、地球大気

の各種現象の駆動源であるが、その中でも特にインドネシア海洋大陸域では、太陽光によ

る島嶼とうしょの加熱と周辺の海洋からの水蒸気供給によって、地球上で最も対流活動

が活発で、対流や大気波動の砕波に伴って乱流が発生している。 年にインドネシア共

和国西スマトラに完成した赤道大気レーダー の周

囲にはライダーや気象レーダー等が整備され、赤道大気研究の一大拠点である「赤道大気

観測所」が構築されている。熱帯における対流咽界面は、近年、高度 ～ 辺りに熱

帯対流圏界層 と呼ばれる対流圏とも成層圏ともつかな

い熱帯域特有の遷移領域が存在するとの考え方が一般的である。 は、光化学・カ学・

雲物理・放射の諸過程が相互に作用し、地球規模の成層圏と対流圏間の物質交換に影響す

る重要な領域である。これまで、 観測から において発生した乱流によって、対流

圏と成層圏の間で気塊の交換が非可逆的に起こっていることなどが見出されてきた。

本研究では、 レーダーで開発されてきた周波数イメージング観測技術を に滴用

し、高分解能での大気乱流観測を実施した。同時に、首都大のオゾンライダーも運用し、

またオゾンラジオゾンデなどを放球する集中観測を実施した。

(18)地球環境改善を目指した植物のマイクロ波応答機構の解明

1．研究組織

代表者氏名：堀越智（上智大学理工学部）

共同研究者：篠原真毅（京都大学生存圏研究所）、鈴木伸洋（上智大学理工学部）、浅野

麻実子（大阪薬科大学）、長谷川泰彦（上智大学理工学部）

2. 研究概要

我々の生活には多くの植物が関わっている。観賞用植物、食物（野菜）、建築材料を始め、

私たちが生きていくための酸素源も植物が光合成で行っている。しかし、植物を生育する

には長い時間を要するため、廂業的な観点からは生産最の低い材料といえる。このため、

人類は品質の高い植物を大量に迅速育成する技術を昔から検討してきた。もし、植物の生

育を促進し、収穫までの期間を縮めることができれば様々な恩恵を植物から得られる。本

研究では、マイクロ波を用いた植物の迅速育成を目的とし、分子生物学の観点からそのメ

カニズムを、モデル植物シロイヌナズナ (Arabidopsis thal i ana) の育成から検討した。

シロイヌナズナはグロースチャンバー内で、 21℃16h日長の条件下で14日間行った。その

後、マイクロ波照射（微弱）または熱風加熱(40℃)を行った。マイクロ波または熱風処理を

しても、植物体の直径に大きな影響は見られなかった。一方、マイクロ波処理では生殖成
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長期への移行並びに花序茎の成長が大きく促進された。熱風処理ではこのような現象が見

られなかったことから、マイクロ波特有の効果であることが予想された。次に生育の制御

または環境ストレス応答に関与する遺伝子の発現を調査したところ、マイクロ波照射は、

一部の熱ストレス応答性遺伝子の発現には影聾を与えないものの、生育段階を制御する遺

伝子の発現を促進することが明らかとなった。以上の結果から、マイクロ波照射は、これ

らの遺伝子の発現パターンを変えることにより、生育に影響を与える可能性が示唆された。

(19)リグニン由来化合物の生産のための環境汚染物質分解菌の利用

1．研究組織

代表者氏名：渡邊崇人（京都大学生存圏研究所）

共同研究者：藤原秀彦（別府大学食物栄養科学部）、廣瀬遵（宮崎大学工学教育研究

部）、末永光（（独）産業技術総合研究所）、木村信忠（（独）産業技術総合研

究所）

2. 研究概要

自然界から供給される芳香族化合物の多くは植物リグニン由来である。リグニンはまず

木材腐朽菌等により部分的に分解されるとその分解生成物である芳香族化合物の多くは

士壌中に供給される。士壌中には、リグニンから供給された芳香族化合物を分解して増殖

する細菌が数多く存在する。一方、我々は、これまでに主に難分解性芳香族化合物で汚染

された土壌中より Pseudomonas属や Rhodococcus属を始めとする環境汚染物質分解

細苗を十数株単離し、それらの遺伝生化学的研究及びゲノム解析を行ってきた。また、前

年度の生存圏ミッション研究でこれらの細菌の中からリグニン分解生成物等に対する資

化性及び生育が良好である菌株を選抜した。本研究では、自然界には存在しない芳香族化

合物の分解も可能で新規かつ様々な分解系を有する環境汚染物質分解細菌の育種を通じ

て、木質バイオマス、特に、リグニン分解生成物からの芳香族化合物を含む有用物質生産

を日的とする。今回は、環境汚染物質分解菌のゲノム情報やプロテオミクスの手法を用い

て有用物質生産に必要な（有用な）酵素や遺伝子の探索と同定を試みた。

|7．生存圏フラッグシップ共同研究

生存圏研究所に特徴的なプロジェクト型共同研究を支

援するため、フラッグシップ共同研究を立ち上げ、公募に

より 3件を採択した。フラッグシップ共同研究は、従来中

核研究部などで個別に実施していたプロジェクト型共同研

究を、可視化・研究支援することを主な目的とする。
F
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(1)熱帯産業林の持続的生産利用に関する多角総合的共同研究

1. 研究組織

代表者氏名：梅澤俊明（京都大学生存圏研究所）

共同研究者：吉村剛（京都大学生存圏研究所）

矢野浩之（京都大学生存圏研究所）

大村善治（京都大学生存圏研究所）

塩谷雅人（京都大学生存圏研究所）

矢崎一史（京都大学生存圏研究所）

渡邊隆司（京都大学生存圏研究所）

杉山淳司（京都大学生存圏研究所）

今井友也（京都大学生存圏研究所）

梅村研二（京都大学生存園研究所）

飛松裕基（京都大学生存圏研究所）

鈴木史朗（京都大学生存圏研究所）

2.研究概要

他生存圏研究所員多数

柴田大輔（かずさ DNA研究所）

小 林 優 （京都大学大学院農学研究科）

ディディックウイデイヤトモコ（インドネシア科学院）

イマデスディアナ（インドネシア科学院）

バンバンスビヤント（インドネシア科学院）

エンダンスカラ（インドネシア科学院）

化石資源に代わり再生可能資源に対する依存度を上昇させることへの必然性は、既に世

界的共通認識となっている。熱帯地域における木質バイオマス生長最は温帯域のそれをは

るかに上回っており、熱帯木質バイオマスの効率的生産利用が、再生可能資源依存型社会

において極めて重要となる。本共同研究では、従来生存圏研究所で蓄積してきた熱帯人工

林に関する個別の成果を有機的に連携し、熱帯木質バイオマス資源の持続的生産利用基盤

の確立を最終目的として総合的研究を実施した。

3. 研究の背景と目的

ゴ ヒ 早
目尽

世界の年間木材生産量は 億立方メートル程度 (20 1 2年） であり、木材の比重を

とすると 億トンになる。世界の原油使用量が 億トン／年程度であるので、木材生

産量は原油使用量にも比肩する。一方世界の人工林からの用材生産量は 億立方メートル

程度 (20 0 5年） と言われており、未だ天然林からの大量の用材取得は続いている。
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今後天然林伐採は一層厳しく制限され、さらに、バイオマスリファイナリー構築のため、

現在の木質需要に上積みし、バイオマスリファイナリー仕向け分を増産する必要がある。

そこで、単位面積当たりの収最増加や荒廃・未利用地における持続的植林・バイオマス生

産などの技術革新が必須となる。すなわち、アグロフォレストリーを含めた多様なバイオ

マス生産系の確立、植栽樹種の多様性の増大、耐病性個体の育種・選抜、病害抵抗性且つ

高生産性の樹木やイネ科バイオマス植物の増産など、持続的生産•利用と周辺地域の環境

保全に向けた技術革新などが求められる。

熱帯地域は温帯地域に比べはるかに木質バイオマスの生産性が高いが、熱帯産業造林は

末だ持続的施業技術確立の途上にあり、樹病の発生など持続性の間題が急速に顕在化して

きている。さらに、熱帯天然林の伐採跡地は、略奪的な焼畑耕作が無秩序かつ短期間に繰

り返された結果、イネ科のアランアラン（チガヤ、 Imperatacylindrica)の草原が大規

模に広がっている。東南アジア全体のアランアラン草原は 万 （内、インドネシアは

万 ）に上る。ここで、バイオマス生産性に関しては、樹木（年間で最大

程度）よりイネ科の大型バイオマス植物（年間最大 以上）の方が数倍高い。こ

のアランアラン草原に、年間 の生産性を有するイネ科バイオマス植物（ソルガ

ム）を植栽すると、単純計算であるが、年間 億トンという数値が得られる。これは世界

の原油消費量に比肩する量であり、アランアラン草原の持続的活用の重要性が明示される。

加えて、熱帯地域における持続的木質バイオマス生産には、地域住民の生活保証や経済振

興のような社会問題など生存圏全体に関わる様々な課題が存在している。

目的

本共同研究の目的は、従来生存圏研究所で蓄積してきた熱帯アカシア人工林及び熱帯バ

イオマス植物に関する個別の成果に基づき、関係する研究プロジェクトを合理的連携の下

で一層総合的に国際展開させ、以て熱帯バイオマス資源の持続的生産利用基盤を確立する

ことである。

4. 研究の結果および考察

本年度は、従来の研究成果に基づきインドネシア科学院と共同で提案した熱帯荒廃草原

の植生回復によるバイオマスエネルギーとマテリアル生産に関する国際共同研究・政府開

発援助プロジェクト研究が、（国研）科学技術振興機構( )/（独）国際協力機構（ ） 

の地球規模課題対応国際科学技術協カプログラム（ ）の一環として採択された。

そこでまず、研究代表者らが平成 27年 6月28~7月3日及び 7月28~8月2日にイ

ンドネシアに出張し、インドネシア科学院の研究者と共同研究の詳細計画に関する討議を

重ねた。併せて、研究サイトの決定に向け東カリマンタンの院廃草原の現地調査を行った。

次いで、 及び との協議を経て、再度現地打ち合わせと中カリマンタンの荒廃草原

現地調査を平成 27年 8月 23日～ 28日に行い、研究内容の概略を決定した。その後、

平成 27年 9月 20日～ 26日にかけて、 及び 代表団と共にインドネシアにおい
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て詳細計画策定調査（現地調査）を行い、研究の詳細計画を作成と討議記録 (Minutesof 

Meetings) の調印を行った。次いで、研究詳細計画に関する討議議事録 (Recordof 

Discussions)の締結（平成 27年 12月 14日）と研究協定 (Memorandumof Agreement) 

の締結（平成 28年 1月 8日）を完了し、研究開始に向けた協定の整備が終了した。さら

に、平成 28年 2月 19Hに第6回生存圏熱帯人工林フラッグシップシンポジウム（第 3

0 6回生存圏シンポジウム） 「ProducingBiomass Energy and Material through 

Revegetation of Alang-alang (Jmperata cylindrica) Fields」を開催する。本シンポジ

ウムでは、インドネシア側主要研究者の出席を得て、熱帯地域でのバイオマスの持続的生

産とそれに向けたバイオマス植物の育種、熱帯林伐採跡地の現状評価・植生回復と持続的

利用、高生産性イネ科バイオマス植物の特性解析等について討議すると共に、 SATREPSプ

ロジェクト推進の方向性に関する詳細討議を行う。

個別の研究として、今年度はアランアラン草原における栽培を最終目的とし、大型イネ

科バイオマス植物のリグノセルロースの解析と高発熱型リグニンを有するイネ科熱帯バ

イオマス植物の分子育種に関する研究を進めた。これらの成果の一部は国内外の学会等で

発表すると共に、年度内の学会・シンポジウムで今後発表予定である。一方、ソルガムか

ら糖を生産した際に発生する残涜（ソルガムバガス）を有効利用する研究として、ソルガ

ムバガスを原料とし、天然系接着剤を使用した低環境負荷型パーティクルボードの試作を

行い、その成果は論文で公表した (Sukumaet al., 2016) 。

5. 今後の展開

個々の研究の一層の継続に加え、上記SATREPSプロジェクトの推淮を通じ、樹木や大型

イネ科バイオマス植物などの様々な熱帯バイオマス資源の持続的生産に係る個々の課題

に関する研究展開を図る予定である。

6. 引用文献
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http://www.fao.org/forestry/statistics/80938/en/ (Accessed on February 11, 
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バイオマス植物エリアンサス及びサトウキビのアルカリ処理前・後におけるリグノセルロ

ース性状解析、第66回日本木材学会大会、名古屋大学、名古屋、 March27-19 (2016) 

武田ゆり、小柴太一、飛松裕基、村上真也、山村正臣、服部武文、坂本正弘、鈴木史朗、

梅澤俊明、 pークマロイルエステル3ーヒドロキシラーゼ遺伝子の発現制御によるイネリグニ

ンの構造改変、第66回日本木材学会大会、名古屋大学、名古屋、 March27-19 (2016) 

松本直之、武田ゆり、飛松裕基、小柴太一、山村正臣、鈴木史朗、梅澤俊明、イネリグニ

ン生合成に関わるシンナミルアルコールデヒドロゲナーゼ遺伝子群の発現解析と変異体

の性状評価、第66回日本木材学会大会、名古屋大学、名古屋、 March27-19 (2016) 

(2)バイオマス・物質変換のためのマイクロ波高度利用共同研究

1. 研究組織

代表者氏名：篠原真毅（京都大学生存圏研究所）

共同研究者：渡辺隆司（京都大学生存圏研究所）

杉山淳司（京都大学生存園研究所）

三谷友彦（京都大学生存圏研究所）

今井友也（京都大学生存圏研究所）

畑 俊充（京都大学生存圏研究所）
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2. 研究概要

樫村京一郎（中部大学工学部）

簗瀬英司（鳥取大学大学院工学研究科）

吉川昇（東北大学大学院環境科学研究科）

堀越智（上智大学理工学部物質生命理工学科）

佐藤元泰（中部大学大学院創造エネルギー理工学専攻科） 他

本フラッグシップ共同研究の目的はマイクロ波プロセスを応用した木質バイオマスか

らのバイオエタノール、バイオケミカルス生成の高効率化、及び無機系の材料創生のマイ

クロ波プロセスの開発である。生存圏研究所の特色を生かし、マイクロ波工学と化学研究

者、及び物質構造解析の研究者が参加することにより、マイクロ波プロセッシング科学の

発展と応用技術開発を目指す。平成 年度導入された「先進素材開発解析システム

」は、マイクロ波を

用いたバイオマス・物質変換に携わる新進気鋭の研究者達のプラットフォームとして、マ

テリアルサイエンス、化学材料分野のマイクロ波高度利用分野において様々な研究成果を

あげている。

生存園研究所のフラグシップ共同研究としての大きな特色として、マテリアルサイエン

スや化学工学といった工学的出口側と、マイクロ波反応容器、発振機といった工学的入口

の双方に最新の実験設備・解析装僅を備えていることである。具体的には、マイクロ波系

としてはアプリケータ、様々な周波数対応の大電カマイクロ波発生装置、マイクロ波測定

装置を備え、マテリアル系としては質量分析器、有機用無機用の 種類の電子顕微鏡等を

備えている。そのため、同設備内で「バイオマス・物質変換のためのマイクロ波高度利用

研究」の一連の基礎研究を行うことが可能となる。

平成 年度より同渡辺教授をリーダーとした新プロジェクト の「電磁波

応答性触媒反応を介した植物からのリグニン系機能性ポリマーの創成」研究領域「二酸化

炭素資源化を目指した植物の物質生産力強化と生産物活用のための基盤技術の創出」が開

始された。本研究では、植物細胞壁を固めるリグニンヘの親和性と電磁波吸収能を付与し

た新規触媒を合成するとともに、周波数を連続的に変化させることができる電磁波化学反

応装置を開発し、電磁波の特性を活かした高効率リグニン分離・分解反応系を構築した。

また、リグニンを含む植物の包括精密構造解析と電磁波反応を組み合わせて、リニア型リ

グニンの分離法やモノマーヘの分解法、精製法を開発し、強度、耐溶媒性、分散性、耐衝

撃性、紫外線吸収特性などに優れる芳香族ポリマーに変換する。これらの研究では、数値

計算の立場より微小領域に存在する大きな温度分布を探索し、観測される現象を説明でき

るメカニズム解明に着手している。

今年度は、製鉄を始めとする高温プロセス分野へのマイクロ波加熱適応法の開拓に着手

した。冶金分野では、革新的構造材料組合による研究事業「チタン製造技術へのマイクロ
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波活用技術の探索」に参画し、マイクロ波と酸化チタンの相互作用を明らかにした。昨年

度、マイクロ波加熱炉によるルチル炭素還元、 直接還元を調査し、電磁波下における

化学反応のメカニズム解明研究を行った。昨年度までは、金属チタンの原料となるルチル

を、適切な還元剤とともにマイクロ波で約 ℃にまで加熱し、従来の加熱と比して優位

性を示すことを目的とした。ルチルの炭素熱還元では、従来の加熱の比べ還元反応の高速

化が観測されたが、 を始めとする直接還元では熱力学的予測と良い一致を示した。今

年度では、マイクロ波加熱の持つ高速加熱性に注目し、学術的に新しいとされる金属加熱

ヘ応用、工学的な付加価値を創出するための物性研究を進めている。

また、学会への貢献として、日本電磁波エネルギー応用学会

及び日本鉄鋼協会のマテリアル分野の研究

者との連携を深めている。具体的には、“第回日本電磁波エネルギー応用学会研究会“や

“日本鉄鋼協会・ノーベルプロセシングフォーラム研究会“を開催し、マイクロ波工学の

立場から化学・材料分野にもよくわかるマイクロ波利用応用への道筋を示していることか

ら、マイクロ波を用いた物質創生という異分野融合に挑戦している研究者より好評を得て

いる。

今後も との連携を深め、フラグシップ共同研究を加速していく。

3. 研究の成果

ルチルのマイクロ波加熱周波数依存性

マイクロ波がルチル を含む系における化学反応への影響を吟味するために、

帯における酸素放出挙動のマイクロ波周波数依存性を調査した。この測定で

は、下記にある半導体アンプにより より得られるマイクロ波を増幅し、資料へ照射す

る。加熱速度は℃ とし、温度時間プロットのうち加熱速度が安定している領域を採

用した（サーマルランナウェイより ℃上のプロット領域）。これは、温度が不安定な領

域では実験操作に過失があると考えたためである。
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図 ルチル 加熱用周波数変換型マイクロ波加熱装置の模式図。実験はマイク

ロ波の電場・磁場を分離し、それぞれの最大強度の場で、反応を実施。

（試料 ルチル粉 真空度 放射温度計 平均温度）

各周波数におけるルチルからの酸素放出最を図 に示す。 実験では、周波数が低くなるに伴

し‘、 マイクロ波から試料へのエネルギー送電が困難になった。 これはマッチングが原因であ

ると考えている。残念ながら、本測定では解析に璽要な活性化エネルギーを見積もる勾配ま

で到達できなかったが、周波数が大きくなると酸素放出量が増えていることが確認できる。

この傾向は、非常に興味深い傾向ではあるが、

可能性を疑っている。

まずは内部に形成されている温度勾配である
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マイクロ波法によるルチルの Mg還元法

マイクロ波加熱下では、金属チタンは窒化物へ変換される。これは熱力学的予測に反して

おり、もしこれが上手に運用できるのであれば、新しいチタン製連への道筋を示せる可と考

えた。そこで、本研究では、金属マグネシウムを用いマイクロ波を用いたルチル還元を行っ

た。

= 阻

図3 : により還元して得られたルチル相。デンドライト組織が観測できる。

図 3は、マイクロ波を加熱源として、マグネシウムにより還元したルチル組織である。

図にはデンドライトと呼ばれる針状組織が観測できる。 、 の解析結果より、こう

してできたナゲット中には金属チタンが含まれていることが明らかになったが、還元する

際に取り切れた酸素量（脱酸限界）は熱力学予測を超えるものではなかった。

(3)バイオナノマテリアル共同研究

1．研究組織

代表者氏名：矢野浩之（京都大学生存圏研究所）

共同研究者：中坪文明（京都大学生存圏研究所）

阿部賢太郎（京都大学生存圏研究所）

北川和男（京都市産業技術研究所）

2. 研究概要

（他 35名）

植物細胞の基本骨格物質であるセルロースナノファイバーは、鋼鉄の 1/5の軽さで、

その 5倍以上の強度(2-3GPa)、ガラスの 1/50以下(0.lppm/K)の線熱膨張係数を有する

スーパーナノ繊維である。木材等、植物資源の 50％以上を占めるほぼ無尽蔵の持続型資

源でありながら、ナノファイバーレベルまでの解繊コスト、ナノファイバー故の取り扱い
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の難しさなどから、これまで工業的利用はほとんどなされてこなかった。しかし、近年、

新規のグリーン・高機能ナノ材料として、世界中で、急速に研究が活発化している。

京都大学生存園研究所では、木質科学に関する専門性をベースに、平成 12年からセルロ

ースナノファイバーの製造、機

能化、構造化に関する研究を進

めてきた（図 1)。本フラッグシ

ップ共同研究は、生存研が有す

るセルロースナノファイバー材

料やキチンナノファイバー材料

といったバイオナノマテリアル

に関する 10年近い共同研究実

績を基に、生存研にバイオナノ

材料において世界をリードする

共同研究拠点を構築することを

目的として行っている。本共同

研究の特色は“異分野連携”、“垂

直連携”といった“連携”であ

図l セルロースナノファイバー（左）と透明フィルム（右

上）および有機 発光素子（右下）

る。生存圏科学の拡がりを活用して、生物資源材料を扱う研究者や機関、そのナノエレメ

ントの化学変性、再構築を行う研究者や機関、さらには材料を部材化し自動車、電子機器

への応用に取り組む研究者や機関、といったこれまでつながりの簿かった分野の研究者・

機関が垂直速携して、先進的生物材料の開発に取り組んでいる。

.,． ．．．． .... BT......... -S茸
バイオテクノロジ一

図2 セルロースナノファイバー材料の拡がり
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その核となるのが、平成 17年から継続して行っている、生存研を集中研とした大型プロ

ジェクトである。

各プロジェクトの成果については京都大学生存圏研究所生物機能材料分野のホームページ

(http:／／vm. rish. kyoto-u. ac. jp/w/LABMI）で公開している。

また、亜行して、共同利用・共同研究拠点が主催する研究集会として、生存研における

セルロースナノファイバー

に関する共同研究の成果発

表や国内外のナノセルロー

ス研究の現状および展望に

ついて議論する研究集会を

平成 16年から毎年開催し

ている。平成 25年度開催の

研究集会までに約 4000

名の参加者があった。特に、

過去 3回の研究集会を見て

みると、いずれも 50 0名

から 60 0名の参加者があ

り、関連コミュニティの醸

成に大きく貢献している。

これらの活動を踏まえ、

平成 24年より、セルロース

丑翌記鼻:紐.I 

CNF補強効果の確認，一貫プロセスの検討..... 
| ：五字ぷ芸芸；；百;;□:I 

CNF化学変性の開発、添加剤、柑脂の検討--
三`芯甚紐三蔓化学 I 

リグニン変性、高耐熱化(PA級）、 成形性向

上、国際競争力のあるプロセス開発..... 
自国バイオマス資源に基づく高付加価値化学品

図3 生存圏研究所における構造用セルロース

ナノファイバー研究プロジェクトの変遷

ナノファイバーの将来展開プランについて経済産業省、農林水産省と議論を進め、セルロ

ースナノファイバーに関する技術ロードマップの策定に貢献した。また、ナノセルロース

フォーラムの設立について働きかけ、平成 26年 6月にオールジャパンの研究体制として

発足した。現在、フォーラムには、 180の企業を含む産官学の機関が参加している。

さらに、平成 26年 6月 24日には、生存圏研究所が 2000年より世界をリードして進め

てきたセルロースナノファイバー研究の重要性が認められ、内閣府より公表された“「 H

本再興戦略」改訂 2014"にセルロースナノファイバー（超微細植物結晶繊維）の研究開発

等によるマテリアル利用の促進に向けた取糾を推進することが明記された（翌年の日本再

腿戦略」改訂 2015にも継続して記載）。これを受けて、同年 8月 8日には、ナノセルロー

スに関係する農林水産省、経済産業省、環境省、文部科学省、国土交通省が連携してナノ

セルロースに関する政策を推進することとし、政策連携のためのガバニングボードとして

「ナノセルロース推進関係省庁連絡会議」が創設された。関係省庁は定期的に連絡会議を

持ち、各省の取組についで情報共有を図るとともに、各省間で施策の連携について模索し

ている。
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3. 研究の成果

現在進行中の非可食性植物由来化学品製造プロセス技術開発の成果について紹介する。

本プロジェクトは、平成 25年度に始まった 7年間の産官学連携プロジェクトである。

軽量、高強度で熱膨張が小さいセルロースナノファイバー (CNF)は、樹脂補強繊維への利

用が期待されているが、その際の優位性、信頼性には、 CNFの均一分散を様々な樹脂中で

実現するためのナノ分散性と、多様な樹脂との複合化を CNFの強度的ポテンシャルを損

なわずに実現するための耐熱性が大きく影馨する。 CNFは、細胞壁中で多糖類を介してリ

グニンと一部結合して、リグノ CNF（リグニン・セルロースナノファイバー複合体）の状

態でリグニンやヘミセルロース中に均一分散しており、リグニンやヘミセルロースの一

部を選択的に分離し、残りのパルプをナノ解繊することで、細胞壁中でのナノ分散性を

保った、且つ、耐熱性に優れたリグニン被覆 CNF（リグノ CNF)が得られると考えられる。

このことから、本プロジェクトでは、京都大学生存研を集中研とし、京都市産業技術

研究所、王子ホールディングス株式会社、日本製紙株式会社、星光PMC株式会社と共

同で、木質系バイオマスからリグノ CNFを分離し、化学変性により高機能リグノ CNFお

よびリグノ CNF樹脂複合材料を一貫製造するプロセスを開発している。並行して、主要

ユーザーである自動車メーカー、ハウスメーカーと協力して、自動車や建材分野等にお

けるリグノ CNFの構造化・部材化に関する技術開発を進め、原料から最終部品までを俯

轍したリグノ CNF材料の省エネ型の製造プロセスの構築を目指している。

これまで、ナイロン樹脂 (PA6)およびポリプロヒ°レン樹脂 (PP) を対象にリグノ CNF/

熱可塑性樹脂複合化に関する検討では、リグノ CNFの化学修飾により、 10%CNF/PA6にお

いて衝撃強度を低下させずに、 PA6の曲げ弾性率は 2.20GPaから 5.4GPaに、また、曲げ

強度は 91MPaから 160MPaにまで大きく増大した。また、線熱膨張係数は lOOppm/Kから

25ppm/Kにまで大きく低下した。さらに、変性パルプは二軸混練後 PA樹脂中でナノ解繊

し、均ーに分散することを確認した。

これらの成果を踏まえ、“京都プロセス‘‘として、変性パルプを樹脂と直接溶融混練し、

簡便かつ省エネルギー的に高性能ナノコンポジットを製造するプロセスを構築し、平成

27年度には、セルロースナノファイバー強化コンポジットを年間 5トン製造する能力を

有するテストサンプル製造プラントを生存圏研究所内に完成させた。今後は、このプラ

ントを用いて、アドバイザーとして参加する複数のユーザーにまとまった量のサンプル

を提供し、評価を受け、製造プロセスの改善、社会実装に向けた部材の作り込みにフィ

ードバックしていく。
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『パルプ直接混練法』

“京都プロセス”

繊維のナノ化と樹脂への均一分散を同時に達成。

パルプ
（ナノセルロース原料）

＋ 
CNF強化樹脂成形体

ナノ解繊と樹脂複合化 t
 

: ̀: '. ，9 

図4 パルプ直接混練法京都プロセス“の概略

|8．平成 27年度オープンセミナー

回 開催月日 演 者 題 目
参加
者数

Study on formation and evo I ut ion of high-pressure 
Yao YAO 

（京都大学生存圏研究所
region in the near-Earth plasma sheet during a 

10 193 17日
substorm event: THEMIS observation and MHD 

・ ミッション専攻研究員）
6月 simulation 

＇ 
BONG Lee-Jin 

（京都大学生存圏研究所
The effect of insect hand I ing on development of 

19 194 24日

・ ミッション専攻研究員）
Heterobostrychus aequal is (Waterhouse) 

新堀淳樹 IUGONETデータ解析システムを活用した大気環境の長

195 22日 （京都大学生存圏研究所 期変動に関する研究ー地磁気日変動 (Sq)振幅の長期 10 

7月 ・ ミッション専攻研究員） 変動特性一
＇ 

高橋良香

196 29日 （京都大学生存圏研究所 温冷感に視覚情報が与える影響 14 

・ ミッション専攻研究員）

成 田 亮

197 9月 16日 （京都大学生存圏研究所 植物バイオマス由来抗ウイルス活性物質の探索 19 

・ ミッション専攻研究員）
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l 

＇ 

＇ 

徳 田陽明 セシウムの粘土鉱物への固定化・移行メカニズムの理
198 9月 30日

（京都大学化学研究所・准教授） 解

三 好 由 純

199 21日 （名古屋大学 ジオスペース探査 ERGプロジェクト

宇宙地球環境研究所・准教授）
10月

小山幸伸

200 28日 （新領域融合研究センター 超高層物理学を試験環境とした学術情報基盤の考察

•特任研究員）

稲 葉 尚 子
ヒルガオ科植物と共生する真菌バッカクキン間の麦

201 18日 （京都大学生存圏研究所
角アルカロイド輸送経路の解明

11月
•特定研究員）

磯 崎 勝 弘 自己粗織化単分子膜を駆使した機能性金ナノ粒子材
202 25日

（京都大学化学研究所・助教） 料の開発ーリグニン固定化基板の開発に向けて一

桂 重 仁
空間周波数特性が木材の見た目の本物らしさに与え

203 12月 16日 （九州大学芸術工学研究院

・学術研究員
る影響

尾野本浩司

204 20日 （千葉大学 RLRを介した抗ウイルス自然免疫応答の機能解析

真菌医学研究センター・助教）

1月 井田崇

205 27日
（京都大学

空間を跨ぐ植物アルカロイド効果
生態学研究センター

・機関研究員）

[9.「生存圏ミッションシンポジウム」の開催

第 307回生存圏シンポジウム

生存圏ミッションシンポジウム

会場：京都大学生存圏研究所木質ホール 3階

（ポスター発表会場：おうばくプラザ 2階ハイブリッドスペース）

プログラム

1日目

3月 3日（木）

13時30分 挨拶 津田敏隆（京都大学生存圏研究所所長）

-132-

11 

6 

7 

20 

20 

， 

18 

17 

180 



( ) 

2 生存圏学際萌芽研究センター

【生存圏学際萌芽研究センターミッション専攻研究員成果報告】

13時40分 「スギ材がヒトの心理生理に及ぼす作用 ～受容感覚間の相互作用～」

高橋良香

14時00分「Studyon the substorms by virtual experiment on the basisof global MHD 

simulations」

YAO Yao 

14時20分 「多様な観測データベースを用いた地球大気環境の長期変動に関する研究」

新堀淳樹

14時40分 「植物バイオマス由来抗ウイルス活性物質の探索」

成田亮

（ポスター発表のみ） 「Theeffect of insect handling on development of Heterobostrychus 

aequali s (Waterhouse)」

BONG Lee-Jin 

【生存圏フラッグシップ共同研究成果報告】

15時10分 「バイオマス・物質変換のためのマイクロ波高度利用共同研究」

篠原真毅（京都大学生存閥研究所）

15時30分 「熱帯産業林の持続的生産利用に関する多角総合的共同研究」

梅澤俊明（京都大学生存圏研究所）

15時50分 「バイオナノマテリアル共同研究」

矢野浩之（京都大学生存園研究所）

16時30分＊ポスター展示発表＊

2日目

3月 4日（金）

生存圏科学萌芽研究 15件

生存圏ミッション研究 19件

ミッション専攻研究員 5件

新領域開拓圏間共同研究 4件

新領域開拓新研究醸成支援プログラム 1件

【開放型研究推進部共同利用専門委員会活動報告】

9時30分 M Uレーダー (MUR)／赤道大気レーダー (EAR)

「活動報告」

山本衛（京都大学生存圏研究所）
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9時35分 「M Uレーダー流星ヘッドエコー観測によるメテオロイドの軌道と

アブレーション過程の計測」

阿部新助（日本大学理工学部）

9時50分 先端電波科学計算機実験装懺(A-KOK)

9時55分

「活動報告」

大村善治（京都大学生存圏研究所）

「オーロラが突然明る＜光り始めるのはなぜか：オーロラ嵐の

シミュレーション」

海老原祐輔（京都大学生存園研究所）

10時10分 マイクロ波エネルギー伝送実験装僅(METLAB)

「活動報告」

篠原真毅（京都大学生存圏研究所）

10時15分 「宇宙太陽光発電システムの実現に向けたマイクロ波ビーム方向制御

技術の研究開発」

牧野克省（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構(JAXA))

10時30分 木質材料実験棟

「活動報告」

五十田博（京都大学生存圏研究所）

10時35分 「林産教育のための木質材料の簡易な製造技術の開発」

東原貴志（上越教育大学大学院学校教育研究科）

10時50分 居住圏劣化生物飼育棟 (DOL) ／生活•森林圏シミュレーションフィールド (LSF)

「活動報告」

吉村剛（京都大学生存圏研究所）

10時55分 「間伐材等林地残材のシロアリによる生物劣化促進」

須原弘登（宮崎県木材利用技術センター）

11時10分 持続可能生存圏開拓診断(DASH)／森林バイオマス評価分析システム (FBAS)

「活動報告」

矢崎ー史（京都大学生存圏研究所）

11時15分 「植物プラントンが産生する粘質鞘の生分解耐性に関する研究」

池谷仁里（兵庫県立大学大学院生命理学研究科）

11時30分 先進素材開発解析システム (ADAM)

「活動報告」

渡辺隆司（京都大学生存圏研究所）

11時35分 「マイクロ波励起反応を用いた藻類バイオマス変換」

椿俊太郎（東京工業大学大学院理I学研究科）
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11時50分 生存圏データベース

「活動報告」

塩谷雅人（京都大学生存圏研究所）

11時55分 「正倉院文書に記される木材の材質および用途に関する基礎調査」

木沢直子（公益財団法人元興寺文化財研究所）

【生存圏研究所研究ミッション活動紹介】

13時10分 ミッション 1：環境計測・地球再生

（代表）塩谷雅人（京都大学生存園研究所）

13時30分 ミッション 2 :太陽エネルギー変換・利用

（代表）篠原真毅（京都大学生存圏研究所）

13時50分 ミッション 3:宇宙環境・利用

（代表）山川宏（京都大学生存圏研究所）

14時10分 ミッション 4 ：循環型資源・材料開発

（代表）矢野浩之（京都大学生存圏研究所）

|1 0．会議の実施状況

1) センター運営会議の開催

日時：平成 27年 6月 30日（火）

委員：片岡厚（国立研究開発法人森林総合研究所）

議題：

報告事項

高妻洋成（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋蔵文化財センター）

草野完也（名古屋大学宇宙地球環境研究所）

阿保真（首都大学東京システムデザイン研究科）

河合真吾（静岡大学学術院農学領域）

増村威宏（京都府立大学大学院生命環境科学研究科）

船木一幸（宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所）

斎藤幸恵（東京大学大学院農学生命科学研究科）

（センター長）矢崎一史、 （副所長）渡邊降司、塩谷雅人

（ミッション推進委員会委員長）渡邊隆司、

（ミッション代表）塩谷雅人、篠原真毅、山JII宏、矢野浩之

1) 平成 26年度センター運営会議議事録について

2) 学際萌芽研究センターの活動について
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3) 平成 27年度センター予算について

4) 平成 27年度学際萌芽研究センターミッション専攻研究員について

5) 平成 27年度学際萌芽研究センター学内研究担当教員について

6) 平成 27年度研究集会（共同利用・共同研究拠点）の採択について

7) その他

審議事項：

1) 平成 27年度共同研究（共同利用・共同研究拠点）巾請課題の審査について

2) 平成 27年度学際萌芽研究センターの運営について

3) その他

2) ミッション専攻研究員の選考会議

平成 28年 2月 4日にセンター長、所長、副所長、開放型研究推進部長、ミッション推進委

員会委員長、ミッション代表者で上記の会議を開催し、 2月 10日開催の専任教授会で、任

用予定者を決定した。

|1 1．平成 27年度の研究活動に向けて

1) 平成 28年度ミッション専攻研究員の公募

次年度ミッション専攻研究員の公募を平成 27年 12月 14日～平成 28年 1月 18日に行

った。公券要領に関しては下記の添付資料を参照。その結果を受け、ミッション専攻研究員

選考会厳において選考をおこなった。

2) 平成 28年度学内研究担当教員推薦の依頼

平成 28年度学内研究担当教員の推薦を依頼するため、学内各部局に依頼状を送付している。

付属資料<平成 28年度ミッシヨン専攻研究員の公募要領>

平成28年度京都大学生存圏研究所「ミッション専攻研究員」の公募

京都大学生存圏研究所では、下記の要領にしたがって、ミッション専攻研究員を公募しま

す。

本研究所は、生存圏科学の共同利用・共同研究拠点として、人類の生存に必要な領域と空

間、すなわち人間生活圏、森林圏、大気圏、および宇宙圏を「生存圏」としてグローバルに

とらえ、その「科学的診断と技術的治療」に関する革新的学際領域の開拓と発展を図ること
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を目指しています。

ミッション専攻研究員とは、研究所の学際萌芽研究センターに所属し、生存圏科学の創成

を目指した 5つのミッションに係わる萌芽・融合的な研究プロジェクトに取り組む若手研究

者のことです。

生存圏研究所では、平成28年度からの第三期中期計画・中期目標期間の開始に合わせて、

ミッションの再定義を行いました。以下、人間生活圏から森林圏、大気圏、宇宙圏に至る 4

圏を融合させた生存園学際新領域開拓のための 5つのミッションについて記します。

ミッション 1:環境診断・循環機能制御

地球温暖化や極端気象現象の増加といった環境変動の将来予測に資するため、大型大気観

測レーダーや衛星等を用いた精密測定により、現状の大気環境を診断します。また、生物圏

から大気園にわたる物質輸送・交換プロセスのメカニズムを解明するとともに、資源・物質

循環に関わる植物・微生物群の機能の解析と制御を通じて、化石資源によらない植物バイオ

マス資源・有用物質の継続的な生産利用システムの構築を日指します。新ミッション 1では、

扱う領域を上壌圏まで広げ、物質循環の観点から生存圏全体を俯諏します。

ミッション 2: 太陽エネルギー変換・高度利用

太陽エネルギーを変換し高度に利用するために、マイクロ波応用工学、バイオテクノロジ

ーや化学反応等を活用し、太陽エネルギーを直接に電気・電波エネルギーや熱等に変換する

とともに、光合成による炭素固定化物であるバイオマスを介して高機能な物質・材料に変換

して有効利用する研究に取り組みます。新ミッション2では、高機能物質への変換を重点化

し、要素技術のみでなく全体システムにも展開します。

ミッション 3: 宇宙生存環境

人工衛星、宇宙ステーション、ロケット、地上レーダー、計算機シミュレーション等を用

いて、宇宙圏・大気圏の理解のための研究をより深化・融合させ、生活圏や森林圏との連接

性の解明に取り組みます。また、太陽フレアを原因とする放射線帯や磁気嵐の変動等の理解

を深め、スペースデブリや地球に接近する小惑星等の宇宙由来の危機への対策を提案するこ

とで、気象・測位・通信衛星等の宇宙インフラの維持発展にも貢献し、宇宙環境の持続的な

利用という社会的要請に応えます。新ミッション3では、宇宙圏環境の理解と利用だけでな

く、生存環境としての維持・改善、さらに、大気圏、森林圏、生活圏との連接性も璽点化し

ます。

ミッション 4: 循環材料・環境共生システム

環境共生とバイオマテリアル利活用を両立するためのシステムを構築し、循環型生物資源

の持続的利用を進めます。これにより埋蔵資源の大量消費に基づく生存圏の環境悪化を防ぐ
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とともに、生物の構造や機能を最大限に引き出す材料と利用技術を創成して、安全•安心で

豊かな生活環境をつくり出すことを目的とします。新ミッション4では、木質資源をベース

に環境と共生した技術、材料を開発する、 ‘‘創造”を意識したミッションに発展させます。

ミッション 5: 高品位生存圏 (QuaI i ty of Future Humanosphere) 

人類の産業経済活動の急速な拡大により、生存圏の特性に大きな変化が生じてきており、

人の健康や安心•安全な生活を支える生存環境が脅かされています。このため、これまでの

ミッションの成果を基礎に、人の健康・環境調和、脱化石資源社会の構築、生活情報のため

の宇宙インフラとその維持、木の文化と木材文明を通した社会的貢献などに取り組み、生存

圏の質を向上させます。

詳しくは、生存圏研究所のホームページhttp://www.rish.kyoto-u. ac. jp／を参照ください。

記

京都大学生存圏研究所ミッション専攻研究員の公募要領

・募集人員： ミッション専攻研究員若干名（平成 28年 4月1日採用予定）

・勤務場所： 生存圏研究所（京都大学宇治キャンパス）

・募集期間： 平成27年12月14日（月）～平成28年1月18日（月） 17時00分必着

・応券資格：採用年度の平成 28年 4月 1Hに博士の学位を有する方、または博士の学位

取得が確実な方。

他に常勤の職等に就いていない方。

学生、研究生等でない方。

・任期： 平成28年4月1日～平成29年3月31日まで（任期は、原則として平成29年3月末日

までですが、ポストが確保された場合、研究成果を審査のJ::、再任可能。最長 2

年。）

・応募壽類：

（ア）履歴書（顔写真貼付）：氏名、生年月日、年齢、学歴、職歴、メールアドレス等

（イ）専門分野、関遮ミッション、提案プロジェクト名

（ウ）研究業績リスト（原著論文、著書、特許、その他）および主要論文の別刷また
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Research Institute for Sustainable Humanosphere, Kyoto University 
seek applicants for �Mission Research Fellows� from the public 
 
The Research Institute for Sustainable Humanosphere, Kyoto University is seeking applicants for the 

mission research fellows, as described below. 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

はコピー 3編以内

（エ）これまでの研究活動 (2000字程度）

（オ）研究の抱負 (1000字程度）

（力）研究の計両（具体的に記入してください。 4000字程度）

（キ）応募者の研究、人物を照会できる方 (2名）の氏名および連絡先

・応墓書類の提出先：

〒611-0011京都府宇治市五ヶ庄京都大学生存圏研究所担当事務室

（封筒の表に「ミッション専攻研究員応募書類在中」と朱害きし、郵送

の場合は簡易書留にすること）

・間い合わせ先： 矢崎一史 yazaki@rish.kyoto-u.ac.jp 

・待遇：

（ア）身分：時間雇用職員（研究員）

（イ）給与：時給2,300円（本学支給基準に基づき支給）

（ウ）勤務形態：週5日（上H、祝H、年末年始、創立記念Hおよび夏季一斉休業H

を除く）。 1日6時間、週30時間。

（エ）社会保険：健康保険・厚生年金保険・雇用保険・労災保険に加入

（オ）手当：諸手当・賞与・退職手当等の支給なし

•その他：

提出いただいた書類は、採用審査にのみ使用します。

正当な理由なく第三者への開示、譲渡および貸与することは一切ありません。

応募された書類はお返ししませんので、予めご了承願います。
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As a Joint Use/Research Center in the field of Humanosphere Sciences, this Institute defines, from a 

global viewpoint, the regions and spheres vital to human existence- involving �outer space�, �the 

atmosphere�, �the forest-sphere� and �the human living environment�- as the humanosphere, and 

strives to explore and develop innovative interdisciplinary fields that provide �scientific diagnoses 

and technological solutions� regarding this humanosphere. 

 

Mission research fellows are young researchers who belong to the Institute�s Center for Exploratory 

Research on Humanosphere and work on exploratory/fusion research projects relating to the five 

missions with the aim of establishing Humanosphere Sciences. 

 

Before starting the �3rd Midterm Targets and Plans of National Universities� in 2016, RISH 

reconsidered the roles of its current missions, expanded the four missions, and defined a new mission. 

Outlined below are the five new missions set for expanding new interdisciplinary fields of the 

humanosphere through amalgamation of the four spheres - �outer space�, �the atmosphere�, �the 

forest-sphere� and �the human 

living environment� - are: 

 

 

Mission 1: Environmental Diagnosis and Regulation of Circulatory Function 

To contribute to future projections of environmental change, such as global warming and the increase 

of extreme weather events, this mission diagnoses atmospheric conditions by highly sensitive radar 

and satellite measurements. This work elucidates the mechanisms of material transport and exchange 

processes between the biosphere and the atmosphere, with the aim of establishing a fossil 

fuel-independent sustainable production and utilization system that is based on biomass resources and 

other useful materials. This is accomplished by analyzing and regulating the biological functions of 

plants and microbes involved in the circulation of materials. Mission 1 incorporates the underground 

biosphere in its research and sees the whole humanosphere from the viewpoint of the circulation of 

materials. 

 

Mission 2: Advanced Development of Science and Technology Towards a Solar Energy Society 

Mission 2 aims to develop technology for advanced solar energy conversion by means of microwave 

technology, biotechnology, and chemical reactions leading to the reduction of CO2 emissions. We 

study the direct conversion of solar energy into electric and electromagnetic wave energies, as well as 

the indirect conversion of solar energy into highly functional materials through wood biomass, a 

carbon fixation product of photosynthesis. Mission 2 intensively focuses on the conversion of solar 

energy to highly functional materials, which includes an understanding not only of basic 

2 生存圏学際萌芽研究センター
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humanosphere science, but also of how total systems are implemented in the humanosphere. 

Mission 3: Sustainable Space Environments for Humankind 

The aim of Mission 3 is to advance research for understanding space and atmospheric environments 

and their interactions with the human living environment sphere and the forest-sphere by using 

satellites, space stations, sounding rockets, ground-based radar, and computer simulations. This 

mission also aims to respond to the societal demand for the utilization of sustainable space 

environments by deepening our understanding of the fluctuations in radiation belts and geomagnetic 

storms due to solar flares and by proposing measures to tackle threats from space, including 

potentially hazardous space debris and asteroids. This mission not only deals with understanding and 

utilizing space environments, but it also emphasizes the maintenance and improvement of space 

environments for daily human life, as well as interactions with the atmosphere, forest-sphere, and 

human living environment sphere. 

 

Mission 4: Development and Utilization of Wood-based Sustainable Materials in Harmony with 

the Human Living Environment 

Mission 4 aims to actualize a sustainable, renewable and cooperative human living environment by 

constructing a novel social system based on wood-based resources. To prevent the deterioration of 

the humanosphere due to the mass consumption of fossil resources and to create the living 

circumstances necessary for a safe and secure life, this mission focuses on the development of 

technologies with low environmental impact throughout their life cycles, including the manufacturing, 

modification, use, disposal, and recycling of wood-based materials. This is possible based on the 

profound understanding of the structure and function of these bio-resources. The principle of this 

mission is to unify state-of-art technologies in wood and material sciences with the creation of a safe 

living environment. 

 

Mission 5: Quality of the Future Humanosphere 

Rapid expansion of human industrial exploitation has brought drastic changes to various aspects of 

the humanosphere, which threatens human health and the circumstances necessary for a safe and 

secure life. The purpose of Mission 5 is to take effective measures, based on the achievements of 

Missions 1 to 4, to harmonize human health and environmental issues, establish a society independent 

from fossil resources, maintain a space infrastructure that supports the human living environment 

sphere, and contribute to society by creating a wood-based civilization. In this way, Mission 5 aims to 

improve of the quality of the humanosphere in the future. 

 

For details, see the RISH website http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/?lang=en 
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Application Guideline for Mission Research Fellows, Research Institute for Sustainable 

Humanosphere, Kyoto University 

 

Positions available: Mission research fellows: a few (employment will start on April 1st, 2016) 

Location: Uji Campus,Kyoto University, Gokasho, Uji City 

 

Application period: December 14th, 2015 to January 18th, 2016 (17:00 Japan Time) 

Eligible applicants: Those who have acquired or are definitely scheduled to acquire a doctorate by 

April 1st of the academic year of selection, and who have no full-time job. 

Term of office: April 1st, 2016 to March 31st, 2017 (Although the term basically ends on March 31st, 

2017, it can be extended if a post is secured after assessment of the research results. The longest 2 

years.) 

 

Application documents: 

(a) Resume (attach your face photo): applicant�s name, birthday, age, academic history, job  

history, e-mail address etc. 

(b) Specialized field, related mission. Give one project title you are proposing. 

(c) List of research achievements (original papers, books, patents, other) and a maximum 3 reprints 

or copies of major papers 

(d) Outline of past research activities (in approx. 800 words) 

(e) What you want to achieve in research (in approx. 400 words) 

(f) Research plan (write specifically in approx. 1600 words) 

(g) Names and contacts of references (2 persons) regarding the applicant�s research and personality 

 

Submit application documents to: 

Administration Office, Research Institute for Sustainable Humanosphere, Kyoto University 

Gokasho, Uji City, Kyoto 611-0011, JAPAN 

(Write �Application documents for mission research fellow enclosed� in red on the front of the 

envelope. If using postal mail, send by simple registered mail.) 

 

Contact: Prof. Kazufumi Yazaki yazaki@rish.kyoto-u.ac.jp

Employment conditions: 

(a) Status: Hourly staff (Research Staff) 

(b) Payment: 2,300 yen per hour 

2 生存圏学際萌芽研究センター
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(c) Work schedule: 6 hours per day (30 hours per week), 5 days per week (excluding Saturdays, 

Sundays, national holidays, year-end and New Year holidays, and Foundation Day) 

(d) Social insurance: Health insurance, employee's pension insurance, employment insurance, 

workmen's accident compensation insurance 

(e) Allowance No allowance etc, No bonus 

 

Other: 

The application documents you submitted will be used for recruitment and selection purposes 

only. 

These documents will not be disclosed, transferred or lent to any third parties without due 

reasons. 

Please note that the application documents will not be returned to you. 

2 生存圏学際萌芽研究センター

-143-



2 生存圏学際萌芽研究センター

|12．生存圏シンポジウム実施報告I

生存圏学際萌芽研究センター

平成27年度 生存圏シンポジウム開催実績

生存Illシ 申請者所属
ンポジウ 研究集会名 開催日 開催場所 申請代表者

機関
参加者数 備考

ムNo

284 MUレーダーIEEEマイルストーン受買記念講演会 平成27年5月13日
京都大学芝

山本衛
京都大学生 118 

菌会館 存1!!1研究所

日本地球惑星科学連合2015年大会国際セッション「太陽地球系結
幕張メッセ

京都大学生
285 平成27年5月24-28日 国際会議場／ 山本衛 70 国際会議

合過程の研究基盤形成」
千葉市

存圏研究所

おザうばくプ 京都大学生286 第8回生存薗フォーラム総会•特別講演会 平成27年6月6日 ラ きはだ 山川宏
存1!!1研究所

135 生存研主催
ホール

287 電波を用いた観測が切り拓く地球および惑星大気科学 平成27年6月1日
奈良女子大

野口克行
奈良女子大

22 国際会議
学 学

おザうばくプ 京都大学生
288 DASH/FBAS全国共同利用成果報告会—第6回一 平成27年6月24日 ラ セ ミ 矢崎ー史

存圏研究所
17 

ナー室1

マイクロ波化学応用セミナー
おうばくプ

三谷友彦 京都大学生289 平成27年7月3日 ラザセミ 44 
ー化学・医学への電磁波応用の展開一

ナー室4、5 松村竹子 存圏研究所

290 
太陽地球環境データ解析に基づく、超高層大気の空間・時間変動の

平成27年8月17-19日
国立極地研

田中良昌
国立極地研

59 
解明 究所 究所

京都大学生

291 第9回MUレーダー・赤道大気レーダーシンポジウム 平成27年9月10-11日
存圏研究所

橋口浩之
京都大学生 66 

木質ホール 存圏研究所
大会講室

292 中間圏・熱薗・篭離圏研究集会 平成27年8月31-9月2日 情報通信研
新堀淳樹

京都大学生
78 

究機構 存圏研究所

293 
第5回東日本大震災以降の福島県の現状及び支援の取り組みにつ

平成27年9月8日
京都大学本

上田蓉勝
京都大学生

27 
いて 部キャンパス 存圏研究所

東京大学大

294 産学連携・園間研究型微細気泡研究会 平成27年10月14日
京都大学東

二瓶直登
学院蔑学生

8 
京オフィス 命科学研究

科

オクフホマ
国際シンポジウム「地球科学の挑戦」ー第4回オクラホマ大学／京都 大学／アメリ

京都大学生295 大学サミットー 平成27年9月20-23日 カ合衆国オ 古本淳一
存1!!1研究所

70 国際会議
2015 International Symposium on Earth-Science Challenges (ISEC) クラホマ州

ノーマン市

インドネシ
京都大学生 生存研主催

296 生存1!!1科学スクール2015 平成27年9月29-30日 アジャカル 山本衛
存圏研究所

82 
国際会議

タ市

サンガ・ンゴイ・カザディ氏追悼講演会
稲盛財団記

京都大学生 生存研主催297 Memorial Talks for Dr. Kazadi SANGA-NGOIE 平成27年9月26日 念館大ホー 塩谷雅人
存1!!1研究所

134 
追加採択

Jレ

第12回持続的生存圏割成のためのエネルギー循環シンポジウム
京都大学生

298 
―マイクロ波応用の新展開—第5回先進素材開発解析システム

平成27年11月2日 存圏研究所
渡辺隆司 京都大学生

43 (ADAM)シンポジウム―マイクロ波高度利用生存圏フラッグシップ共 篠原真毅 存圏研究所
同研究―

木質ホール

名グ古屋大学 名古屋大学
299 第5回極端宇宙天気研究会 平成27年11月11日ー12日

リーンサ
桂茎邦裕 太陽地球環 36 

ロン東山1F
会議室

境研究所

Sanur 
Paradise Dr 

300 
The 6th International on Sustainable Future for Human Security 

平成27年11月17-19日 Plaza HatmaSuryat Universitas 
148 国際会議(SustaiN) 2015 Hotel, Gadjah Mada 

Bali, mo」0

Indonesia 
黒部市宇奈
月国際会館 富山大学人

301 宇宙プラズマ波動研究会 平成27年11月28-29日 セレネ、宇 成行泰裕 間発達科学 47 
奈月グラン 部
ドホテル
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文化財建造物やその町並みの保存等技術と活用による地域活性化
京都大学生 富山県農林

302 平成27年12月19日 存圏研究所 清水秀丸 水産総合技 48 
の可能性

木質ホール 術センター

木の文化と科学 XV 京都大学生
京都大学生303 

「木の文化を遠すーオモテの話、ウラの話ー」
平成28年1月21日 存圏研究所 杉山淳司

存圏研究所
90 

木質ホール

京都大学生
京都大学生304 生存圏データベース全国共同利用研究成果発表会 平成28年2月23日 存圏研究所 杉山淳司
存1!!1研究所

32 
木質ホール

京都大学生
京都大学生305 平成27年度DOL/LSF全国・国際共同利用研究成果報告会 平成28年2月22日 存圏研究所 吉 村 剛
存圏研究所

27 
木質ホール

熱帯るババイイオオママススエのネ持ル続ギ的一生生産月利用ー熱帯荒廃草原の植生回復に 京都大学生
306 よる 産と環境回復ー（生存圏フラッグシップ

平成28年2月19日 存圏研究所 梅澤俊明
京都大学生 56 追加採択

シンポジウム） 存圏研究所
（第1回熱帯荒廃草原の植生回復利用SATREPSシンポジウム）

木質ホール

生存圏研究
所木質ホー

307 生存圏ミッションシンポジウム 平成28年3月3-4日 ル、 おザうば 矢崎ー史
京都大学生 145 生存研主催

くプラ ハ 存圏研究所
イブリッド
スペース

京都キャン
京都大学生308 進歩する木のかがくー放射光を用いた木材研究フロンティアー 平成28年3月18日 パスプラザ 杉山淳司
存圏研究所

56 追加採択
第3講義室

京都大学生

309 木質材料実験棟H27年度共同利用研究発表会 平成28年3月18日 存圏研究所
五十田博

京都大学生 32 
木質ホール 存圏研究所
3F 

310 ナノセルロースシンポジウム2016 平成28年3月22日 京都テルサ 矢野浩之
京都大学生 618 
存圏研究所

京都大学生
京都大学生311 第15回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会 平成28年3月7日ー8日 存圏研究所 篠原真毅
存圏研究所

90 
木質ホール

京都大学生
京都大学生312 RISH霞波科学計算機実験シンポジウム(KDKシンポジウム） 平成28年2月25-26日 存圏研究所 大村善治
存圏研究所

27 
木質ホール

313 
lstGEOlab-RISHjoint workshop on OBSERVATIONS AND 

平成28年2月22-24 ミラノ工大 津田敏隆
京都大学生 30 国際会譜

MODELS FOR METEOROLOGY 存圏研究所 追加採択

おザうばくプ 京都大学生314 第三回比良おろしワークショップ 平成28年3月29日 ラ セ ミ 古本淳一
存圏研究所

6 
ナー室1、2

合計 2461 

-145-



 

 27symposium-21

 
 

284  
MU IEEE

 

 27 5 13  13:00 14:30 

 

 

 

 
 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

日時

場 所

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

レーダー マイルストーン受賞記念講演会

IEEE関西支部（共催：京都大学・三菱電機（株））

平成年月日

京都大学芝蘭会館

関連ミッション等 ①環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ ③．宇宙環境•利用

い、複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ
ミー、ュニプイの

形成への貢献

電気電子情報通信・地球物理・気象・気候・リモートセンシング

MUレーダーは滋賀県甲賀市信楽町に位置する中層・超裔層及び下層大気観

測用 VHF帯大型レーダーで、 1984年の完成後すぐから全国（国際）共同利用に供

されてきた。 MUレーダーは「世界初のアクティブ・フェーズド・アレイ方式の

大気レーダー」として、 IEEEマイルストーンに認定された。これは、電気・電

子・情報・通信分野の世界最大の学会である IEEE（会員数約 43万人；うち国内

約 14,000人）が、電気・電子技術やその関連分野における歴史的偉業に対して

認定する賞で、認定されるためには 25年以上に渡って世の中で高く評価を受け

てきたという実績が必要である。 1983年に制定され、日本から認められたもの

としては、八木・宇田アンテナ、東海道新幹線、宮士山レーダーなどがある。

5月 13Hに芝蘭会館において贈呈式・記念祝賀会が行われた。贈吊式では、

Howard Michel IEEE会長から山極壽一京都大学総長、柵山正樹三菱電機執行

役社長に銘板が贈呈された。記念祝賀会では、常盤豊文部科学省研究振興局長

（牛尾則文同局学術機関課長代読）、久間和生内閣府総合科学技術・イノベー

ション会議議員らから祝辞が述べられた。記念祝賀会に続いて、記念講演会を

開催した。講演会では、 IEEEマイルストーンの概要、 MUレーダーを始めとする

レーダー観測のこれまでの成果や赤道 MU レーダーを含む今後の将来計画等に

ついて講演された。

1984年にスタートした MUレーダー共同利用は、 30年経った近年でも活発な

共同利用研究が実施されている。 2012年からは赤道大気レーダーと共同利用運

営を統合し、年間 90~100件程度の共同利用課題が実施されている。 IEEEマイ

ルストーンは 2015年 4月時点で 154件（国内 24件）が認定されているが、 MUレ

ーダーのように現役の装置が認定される例は非常に稀である。今回の IEEEマイ

ルストーン受賞を機に、 MUレーダー・赤道大気レーダー共同利用研究が益々活

発化するだけでなく、赤道 MUレーダー実現に向けて弾みがつくと期待される。

本講演会は、生存園研究所が掲げる 4つのミッションのうち、主としてミッ

ション 1 「環境計測・地球再生」と 2 「宇宙環境•利用」に関連するものであ

る。今回の受賞は、当研究所の特徴のひとつである大気観測用大型レーダー「M

uレーダー」が、地球物理分野だけでなく、電気・電子・情報・通信分野にお

いてもその先駆性・重要性が世界的に認められたことになり、その意義は非常

に大きいと考えられる。本講演会には、これまで生存研と関わりのなかった多

くの IEEE会員も参加しており、 MUレーダー・赤道大気レーダーを中心として

国内及び赤道熱帯域で進行中の生存圏科学に関する研究活動の認知度を高める

ことができた。
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参加者数

2 生存圏学際萌芽研究センター

司会： IEEE関西支部テクニカルプログラムコミッティ委員長程俊

「IEEEマイルストーンの概要」

白川功

IEEE日本カウンシルヒストリコミッティチェア

「MUレーダー30年の成果の概要」

津田敏隆

京都大学生存圏研究所長

「三菱電機におけるレーダー開発」

浜津享助

元三菱電機（株）電子システム事業本部プロジェクトマネージャ

生存研： 19名（うち、学生 1名、外国人名）

他部局： 11名（うち、学生名、外国人名）

学外： 88名（うち、学生名、企業関係 36名、外国人 1名）

主催者：高森信之

担当者および I TEL : 0743-65-4504 E-mail : takamori. nobuyuki@sharp. co. jp 

連絡先 生存研：橋口浩之

その他

特記事項

TEL: 0774-38-3819 E-mail : hasiguti@rish. kyoto-u. ac. jp 
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令IEEE 人罪睾HI
Changes for the Better 

IEEE MILESTONE 
The MU {Middle and Upper atmosphere)『ada『,

1984 

May 13, 2015 {Wed.) 

京都大学芝蘭会館／信楽 MU観測所
Shirankaikan / Shigaraki MU Observatory, Kyoto University 

京都大学 IEEE関西支部 三菱電機誅

Kyoto University IEEE Kansai Section Mitsubishi Electric Corporation 
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MU レーダーの開発—京都大学・三菱電機の産学連携―
Development of the MU radar 

京都大学における大型大気レーダー建設の構想は

1970年代まで遡ります。当初は超高層大気を観測す

るIS(Incoherent Scatter)レーダーをアジア域に初め

て建設することが検討されていました。当時「未知

圏」とも言われていた中層大気の観測に、レーダー

が有力な観測手段に成り得ることが分かり、中層大気

(Middle atmosphere)観測を主対象とし、超高層大気

(Upper atmosphere)の一部も観測できる、 MUレー

ダー構想へと収れんしていきました。

時間変動の激しい中層大気中の大気波動を高分解

能で観測するため、未知の技術であったアクティブ・

フェーズドアレ一方式に挑戦することにしました。

1970年代末に MUレーダー構想を論文投稿したとこ

ろ、査読者から「Piein the sky（絵に描いた餅）」と

のコメントが返ってきたほど、多くの専門家が当時の

技術では大型の二次元アクティブ・フェーズドアレー

は実現不可能と考えていました。しかし、京都大学と

三菱電機はアクティブ・フェーズドアレーレーダーの

共同開発研究をゼロから開始し、 1983年にアンテナ

57本、出力 120kWによる部分システムによる試験観

測を経て、 1984年にアンテナ 475本（直径 103m)、出

力 lMWのフルシステムの完成に漕ぎ着けました。

The design of large-scale atmospheric radars is started in Kyoto 

University in the 1970s. The Incoherent Scatter (IS) radar was 

initially studied in order to observe the upper atmosphere for the 

first time in Asia. Studies on radar design showed that radars with 

specific features are required for observing the middle atmosphere, 

called "the unknown region". Research was hence focused on 

designing radars that are primarily used for observing the middle 

atmosphere and part of the upper atmosphere. This research led to 

the origin of the MU radar. 

The radar research team of Kyoto University decided to adopt 

the active phased array radar technique for high-resolution 

observation of the important wave motions in the middle 

atmosphere. At that time, many radar experts thought it was 

impossible to realize a large-scale two-dimensional active phased 

array radar. When a manuscript on the MU  radar design was 

submitted to a journal in the late 1970s, peer reviewers referred to 

the design as a "Pie in the sky". Nevertheless, Kyoto University 

and Mitsubishi Electric Corporation began jointly developing the 

active phased-array radar from scratch. In 1983, the radar system 

development was partially completed with 57 antennas having 

an output power of 120 kW. In the subsequent year, development 

of the entire system was completed with 475 antennas (I 03 m in 

diameter) having an output power of l MW  in 1984. 

- Industry-Academia Collaboration― 

MUレーダーはコンピュータ制御によりレーダー

ビームを全方位に、最短400胆の高速で走査しなが

ら、高度数百 kmまでの大気の動きをリアルタイムに

観測できます。完成後も京都大学と三菱電機で定期的

に技術検討会を開催し、システムの改良を重ね、常に

世界一高機能な大気レーダーの一つとして、超高層物

理学、気象学、天文学、電気・電子工学、宇宙物理学

など広範な分野に渡る多くの研究成呆を生み出してき

ました。技術検討会の開催数は既に 160回を数え、そ

の技術的蓄積はその後の赤道大気レーダーや下部対

流圏レーダーの共同開発に繋がり、また三菱電機が設

計・製造を担当した気象庁の大気レーダーネットワー

ク「局地的気象監視システム (WINDAS)」や東京大

学・国立板地研究所の「南極昭和基地大型大気レーダー

(PANSY)」などにも生かされています。現在も積雲

対流活動の最も活発な

赤道インドネシア域に、

MUレーダー技術を集大

成した高性能・高機能

レーダー「赤道MUレー

ダー」を実現するべく

努力を続けています。 送受信モジュール
TRX module 

The MU radar enables real-time observation of the atmosphere 

up to a distance of a several hundred kilometers using computer 

controlled radar beam scanning at a maximum rate of 400 μs 

After development of this system, the researchers conducted 

regular technical meetings. The system was continually developed, 

and it has provided useful results for several fields such as space 

and atmospheric physics, meteorology, astronomy, electrical and 

electronic engineering, and astrophysics. The MU  radar is one 

of the world's best atmospheric radars. More than 160 technical 

meetings have been held thus far. These meetings have enabled 

the joint development of the Equatorial Atmosphere Radar (EAR) 

and the Lower Troposphere Radar (LTR). Moreover, the research 

results have been used in the atmospheric radar network, named 

Wind Profiler Network and Data Acquisition System (WINDAS) 

of Japan Meteorological Agency, and in the MST/IS radar, named 

Program of the Antarctic Syowa (PANSY) of the University of 

Tokyo and the National Institute of Polar Research in Japan. These 

systems were both designed and manufactured by Mitsubishi 

Electric Corporation. Kyoto University is continually focused on 

constructing the Equatorial MU  radar, a highly sophisticated and 

high-performance radar that compiles the MU radar technology in 

equatorial Indonesia, where the most active cumulus convection 

spreads 
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IEEEマイルストーン
IEEE Milestone in Electrical Engineering and Computing 

IEEEは、 2013年末において世界 190カ国以上に 43

万人を超える会貝を推する電気・電子・情報・通信分

野の世界最大の学会で、日本の会員数は 14,384人です。

IEEE Milestoneは、 IEEEの分野において達成され

た画期的なイノベーションの中で、開発から少なくと

も25年以上経過し、地域社会や産業の発展に多大な

IEEE, an association dedicated to advancing innovation and 

technological excellence for the benefit of humanity, is the 

world's largest technical professional society. The number of 

memberships surpasses 430,000 in more than 190 countries, 

and the number of Japanese memberships was 14,384 at the end 

of 2013. IEEE established the Milestones Program in 1983 to 

recognize the achievements of the Century of Giants which formed 
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銘板は、滋賀県甲賀市の京都大学生存圏研究所信楽

MU観測所に設置されました。 MUレーダーによる新

たなる発見を見守っています。

貢献をしたと認定される歴史的業績を表彰する制度と

して 1983年に創設されました。これまでに 100件以

上が認定されており、日本からは指向性短波（八木・

字田）アンテナ、富士山レーダー、東海道新幹線など

が認定されています。

the profession and the technologies represented by IEEE, Each 

milestone recognizes a significant technical achievement that 

occurred at least 25 years ago in an area of technology represented 

by IEEE and having at least regional impacts, To date, more than 

a hundred Milestones have been approved and dedicated around 

the world, Japanese Milestones are Directive Short Wave Antenna, 

Mount Fuji Radar System, Tokaido Shinkansen (Bullet Train), etc 

■銘板和訳

電気電子情報通信分野における

IEEEマイルストーン
「MUレーダー（中層超高層大気観測用大型レーダー）， 1984」

1984年に建設された京都大学の MUレーダー（中屑超高

屑大気観測用大型レーダー）は、二次元アクティブフェーズド

アレーアンテナシステムを用いた世界初の大規模大気レーダー

(MST/ISレーダー（中間圏・成居圏・対流圏観測／非干渉

散乱レーダー））で、三菱電機（株）との共同で開発されました。

MUレーダーにより、連続的で柔軟な大気観測が可能となり、

大気科学、レーダー技術の発展に大きく貢献しましたc

2015年5月

The monument with the IEEE Milestone plaque has been installed 

at the Shigaraki MU Observatory, RISH, Kyoto University, Koka, 

Shiga. This monument is watching over the next discovery. 
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I Muレーダー IEEEマイルストーン受賞記念却却第
MU  Radar IEEE Milestone Dedication Commemorative Ceremony Program 

■日時： 2015年5月13日0.I<) l 0:30-1 4:30 Date:May 13, 2015 (Wed.) 10:30-14:30 

■場所：京都大学 医学部創立百周年記念施設「芝蘭会館」 location : Shirankaikan, Faculty of Medicine, Kyoto University 

贈呈式 DedicationCeremony 
主催： IEEE関西支部
Host. |EEE Kansai Section 

■時間： 10:30-11:00 Time: 10:30-11:00 （司会： IEEE関西支部長山内寛紀）
■会場：稲盛ホール Place: lnamori Hall (MC : Hironori Yamauchi, Chair, |EEE Kon90l SectlOn) 

●|EEE本部挨拶
Add「essby IEEE Headquarter 

●銘板贈呈
P「esentationof the Plaque 

●受賞者代表挨拶
Receiving Add「ess

IEEE本 部会長
President and CEO, IEEE 

京都大学総長
P「esident、KyataUnive「sity

三菱電機（樹執行役社長
P「esidentand CEO, Mitsubishi Elect「icCarp. 

ホワード E.ミコル
Hawa「dE. Michel 

山極壽一
」uichiYamagiwa 

柵山正樹
Masaki Sakuyama 

記念祝買会 Commemorative Celebration 
主催：京都大学・三菱電機圏

Host kyoto Unlv & Mitsub,shi Electric Co「P

■時間： 11:15-12:45 Time:11:15-12:45 （司会：京都大学生存園研究所教授山本衛）
■会場：山内ホール Place: Yamauchi Hall (MC, Mamoco Yamamoto、Profe5SOr,Research |nshtute 

lo「Sustainab|eHumanosphe「eIRlSHI, kyoto Univemity) 

●開会挨拶 京都大学生存圏研究所長 津田敏隆
Toshitaka Tsuda Opening Address Director, RISH, Kyoto University 

●来賓祝辞 IEEE日本カウンシル会長 青山友紀
Add「essesby Guests Choi「、 IEEE」oponCouncil Tomonari Aayama 

●乾杯
Toast 

●御礼挨拶
App「eciationAdd「ess

文部科学省研究振興局長 常盤豊
Director-General, Research Promotion Bureau, Yutoko Tokiwo 
Ministry of Education、Culture、Spo「ts,Science ond Technology 

内閣府総合科学技術・イノベーション会議議員 久間和生
Executive Member, Council fo「Science,Technology and Innovation, Cabinet Office Kozuo Kyuma 

電子情報通信学会元会長 吉田進
Fo「me「P「esident,The Institute of Electronics, Information and Communication Enginee「s Susumu Yoshido 

京都大学名誉教授 加藤進
P「ofessorEmeritus, Kyoto University Susumu Koto 

三菱電機（樹常務執行役社会システム事業本部長 菊池高弘
Executive 0什icer,Public Utility Systems、MitsubishiElectric Co「p. Tokohiro Kikuchi 

記念講演会 CommemorativeLectures 
主催： IEEE関西支部共催：京都大学・三菱電機圏

Host lEEE Kansai S年 1ion,Co-host kyola Univ & Mitsubishi Electric Co「P

■時間： 13:00-14:30 Time: 73:00-14:30 （司会： IEEE関西支部テクニカルプログラムコミッティ委員長程俊）
■会場：稲盛ホール Place: lnamori Hall (MC」unCheng、Chair、TechnicalPmgrom Committee、IEEEKansai Section) 

● 「|EEEマイルストーンの概要 (Ove「viewof IEEE Milestone)」

IEEE日本カウンシルヒストリコミッティチェア 白川功
Chai「、 HistoryCommittee, IEEE」apanCouncil lsao Shirakawa 

● 「MUレーダー30年の成果の概要 (Summaryof 30 Year Achievement of the MU Radar)」

京都大学生存圏研究所長 津田敏隆
Directo「,RISH,Kyoto University Toshitaka Tsuda 

● 「三菱電機におけるレーダー開発 (Rada「Developmentin Mitsubishi Elect「icCorp.）」

元三菱電機（恥電子システム事業本蔀ブロジェクトマネージャ 浜津享助
Former Project Manager, Electronic Systems Group, Mitsubishi Electric Corp. Kyosuke Hamazu 

MUレーダー IEEEマイルストーン 除幕式
MU  Radar IEEE Milestone Unveiling Ceremony 

■日時： 2015年5月13日0./() l 6:00-1 7:30 

■場所：京都大学生存圏研究所信楽MU観測所

Date: May 13、2015(Wed.l 16:00-17:30 

location : Shigaraki MU Observatory, RISH, Kyoto University 
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研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

第 回生存圏シンポジウム

研究集会 H本地球惑星科学連合 年大会

タイトル 国際セッション

「太陽地球系結合過程の研究基盤形成」

主催者 日本地球惑星科学連合、京都大学生存圏研究所

日 時
平成 27年 5月 27H 15: 15-18:oo 
平成 27年 5月 28日 9: 00-19: 30 

場所 幕張メッセ国際会議場（千葉市）

関連ミッション等 ①．環境計測・地球再生

（該当するものに 2．太陽エネルギー変換•利用
0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用
い、複数可） 4．循渫型資源・材料開発

関連分野 レーダー大気力学、超裔層大気力学

我々は大型の研究計画「太陽地球系結合過程の研究基盤形成」を推進中

であり、 2014年には、日本学術会議のマスタープラン 2014と文部科学省の

ロードマップ 2014への採択が実現した。このプロジェクトの重要な構成要

素としては、赤道大気の全域を観測する赤道M Uレーダー、振域の磁気圏

＝電離圏結合過程の詳細な観測を主とする EISCAR_3Dレーダー、赤道から

目的と 極域までをグローバルにつなぐ観測網と観測データ網が含まれている。研

具体的な内容 究プロジェクトの内容と現状を報告すると共に、国内外の関連研究者から

幅広い話題を集約し研究の動向と方向性について議論を深めることを目的

として、平成 27年 5月 24~28Sに開催された日本地球惑星科学連合 2015

年大会において、国際セッション

を開催し、 34件もの講演を集めて大規模に実施

することができた。

大型研究計画「太陽地球系結合過程の研究基盤形成」の研究内容は、生

存圏の重要な構成要素である「大気園」と「宇宙園」にかかわっている。

また設置を目指している「赤道M Uレーダー」は、当研究所の特徴のひと

つである大気観測用の大型レーダーであって、現在の赤道大気レーダーの

感度を 10倍以上に向上させ、研究所の海外研究設備の増強につながる。こ

の研究集会は研究コミュニティによる大型計画のサポートを増すために重

生存圏科学の
要であり、多数の講演と参加者を集め成功をおさめた。また大型計画への

参加者による国際ビジネスミーティングと 5月 28Hの昼食時に開催するこ
発展や関連コ とで、関係者間の意見交換を行うことができたことも成果のひとつである。
ミュニティの 今回の会合では、フランスの UniversitePolytechnique大気力学研究所の
形成への貢献 Albert Hertzog博士を本経費を用いて招へいし、招待講演をしていただい

た。同博士は、赤道を周回する大型の気球振測を推進中であって、インド

ネシアとの共同研究を希望しておられる。計画では、 2017-2020年に赤道域

の上部対流圏から下部対流圏を観測予定であり、赤道大気レーダーあるい

は赤道MUレーダーとの共同観測が強く期待される。今回の会合に参加し

たインドネシア研究者（別経費で招へい）と同博士との間で観測実現に向

けた対話を進めることができるなど、将来の研究進展につながり得る成果

があった。
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5月 27日

16:15-16:30 インドネシア海大陸域の対流活動による大気上下結合 山

中大学，荻野慎也，橋口浩之

16:30-16:45 Comparison of Raindrop Size Distributions in Equatorial 

Indonesia during Convecti vely I nae ti ve and Active MJO Marzuki, 

HASHIGUCHI Hiroyuki, SHIMOMAI Toyoshi他

15:45-17:00 赤道MUレーダー計画の現状 山本衛，橋口浩之，津田敏隆

17:00-17: 15 赤道 MUレーダーの銀測角度範囲拡大のためのアンテナ配置

に関する研究 橋口浩之，寺田凜太郎，西村耕司他

17:15-17:30 海大陸の気象および気候の理解を目指した国際キャンペー

ンYMC 米山邦夫， ZhangChidong 

17: 30-17: 45 Study of the Equatorial Atmospheric Kelvin Waves during 

El Nino events DAS Uma, PAN Chen-jeih 

5月 28日

09:00-09:30 赤道ファウンテン 津田敏隆，山本衛，橋口浩之

09:30-10:00 Strateole 2: a long-duration balloon campaign at the 

Equator HERTZOG Albert, PLOUGONVEN Riwal, COCQUEREZ Philippe他

10:00-10: 15 THE STUDY OF CLOUD AND RAINFALL FORMATIONS AT KOTOTABANG 

IN SOME RANDOM CASES JUAENI Ina, BAMBANG Siswanto, IIS Sofiati 

他

10:15-10:30 Solar Activity's Role in El Nino Southern Oscillation 

(ENSO) and Indian Oceanic Dipole (IOD) Mumtahana Farahhati, 

Sulistiani Santi 

10:30-10:45 Climatology of Equatorial plasma bubbles observed from 

Equatorial Atmosphere Radar (EAR) - New Aspects SUDARSANAM 

Tulasiram, AJITH K他

11: 00-11: 15 Spectral parameters estimation in precipitation using 

VHF atmospheric radars GAN Tong, YAMAMOTO Masayuki, OK庫 OTOHajime 

他

11:15-11:30 流星レーダーによる運動量フラックス測定およびEMUによる

ビームペア法の期待 新堀淳樹，津田敏隆

11: 30-12: 00 An investigation of meteorological characteristics of 

ULF waves by ULTIMA global magnetometer observations CHI Peter, 

ULTIMA Team 

12: 00-12: 15 Ground-based network observations of wind and 

temperature of the thermosphere using five Fabry-Perot 

interferometers 塩川和夫，中村義弘，大山伸一郎他

12:15-12:30 ICSWSE/ MAGDAS Research Projectー極域ー磁気赤道域電磁結

合系の探査吉川顕正

12:30-12:45 IUGONETメタデータデータベース、及び解析ソフトを用いた

超高層大気の長期変動研究 新堀淳樹，八木学，田中良昌他

14: 15-14: 30 GNSS network observations of medium-scale traveling 

ionospheric disturbances 大塚雄一，溝口拓弥，山脇景太他

14:30-14:45 Temporal change of the precise EIA asymmetry in 

Thailand-Indonesia sector observed by a beacon receiver network 

WATTHANASANGMECHAI Kornyanat, YAMAMOTO Mamoru, SAITO Akinori他

14:45-15:00 The Ionospheric Space Weather Mission of 

FORMOSAT-7/COSMIC-2 LIN Charles, RAJESH P. K., CHEN Chia-hung他

15:00-15:15 極域総合観測と GCMシミュレーションによる超高層大気研究

藤原均，野澤悟徳，小）1|泰信他

15:15-15:45 EISCAT_3D Capabilities and Status HEINSELMAN Craig 

15:45-16:00 EISCAT_3Dによる北極域大気およびジオスペース研究の新展

開一日本の貢献一 宮岡宏，野澤悟徳，小）1|泰信他

16: 15-16: 45 Advancing Research of Coupling between Geo space 

Environment and Atmosphere by the EISCAT 3D Incoherent Scatter Radar 

TURUNEN Esa 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

参加者数

16: 45-17: 00 Meteor observations with large aperture radars - an 

outlook for EISCAT_3D and EMU KERO Johan, NAKAMURA Takuji, 

PELLINEN-WANNBERG Asta他

17:00-17: 15 Study on ion upflow based on high latitude IS radars and 

future EISCAT_3D 小川泰信

17: 15-17:30 人工衛星ー地上観測による脈動オーロラの総合観測 三好由

純，大山伸一郎，齊藤慎司他

17:30-17:45 トロムソにおけるナトリウムライダーを中心に用いた上部

中間圏・下部熱圏変動の研究 野澤悟徳，津田卓雄，藤原均他

17:45-18:00 Height-dependent ionospheric variations in the vicinity 

of nightside poleward expanding aurora after substorm onset 大山

伸一郎，二好由純，塩）1|和夫他

ポスター発表

Retrieval of Raindrop Size Distribution Parameters by Combining 

Rainfall Rate and Electromagnetic Wave Attenuation Data MARZUKI, 

INDRAYANI Wira, VONNISA Mutya他

E-F REGION FIELD ALIGNED IRREGULARITIES OBSERVED WITH EQUATORIAL 

ATMOSPHERIC RADAR AND IONOSONDE MARTININGRUM, Dyah rahayu, 

YAMAMOTO Mamoru, YOKOYAMA Tatsuhiro他

MU レーダー実時間アダプティブクラッター抑圧システムの開発 万城孝

弘，橋口浩之，山本衛他

赤道 MU レーダー •RASS による温度プロファイル測定に関する基礎研究 田

畑啓，津田敏隆

赤道大気上下結合研究のためのオゾンライダー観測 阿保真，長澤親生，

柴田泰邦

生存研： 7名（うち、学生 4名、外国人 2名）

他部局： 2名（うち、学生 0名、外国人 0名）

学外： 6 1名（うち、学生 5名、企業関係 0名、外国人 8名）

主催者： H本地球惑星科学連合事務局

担当者および I TEL : 03-6914-2080 E-mail: office@jpgu. org 

連絡先 生存研：山本衛

その他

特記事項

TEL: 0774-38-3814 E-mail : yamamoto@rish. kyoto-u. ac. jp 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

ロロ三二門；二ご贔1J講演会」

場所 京都大学宇治キャンパスおうばくプラザきはだホール

関連ミッション等 ①．環境計測・地球再生
（該当するものに ②．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ ③．宇宙環境•利用

い、複数可） ④.循環型資源・材料開発

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

生存圏科学全般

生存圏科学コミュニイティーの発展、研究者相互の情報共有と発信を目

的とした「生存圏フォーラム」の第回総会が 年月 日（金）

時に開催され、事業報告、役員改選、事業計画の議案が審議された。

会員約 名から平成 年度に引き続き、平成 年度の会長として、

佐々木進氏（ 名脊教授）、副会長として、服部順昭氏（東京農工大

学名誉教授）、松村竹子氏（有限会社ミネルバライトラボ取締役）、津田敏

隆氏（生存圏研究所所長）が選ばれた。また、連営委員長、運営委員も平

成 年度の同じ方々が継続して選出された。

引き続き 時から、生存圏フォーラム特別講演会（第 回生存圏シン

ポジウム）が行われ、各界で活躍される方々による魅力あふれる以下の

つの講演で構成された。「月探査機「かぐや」が明らかにした月科学と月開

発の可能性」（ 名脊教授佐々木進氏）、「科学技術と大学」（理化学

研究所理事長・松本紘氏）、「農業と再生可能エネルギー生産の両立」（か

ずさ 研究所主席研究員柴田大輔氏）、「放射線が拓く生物の謎」（東

京大学教授中西友子氏）。どの講演も生存濁科学の末来の可能性を示すも

のであり、活発な議論が行われた。

生存圏フォーラムは、「持続的発展が可能な生存圏 (Sustainable

Humano-sphere) を構築していくための基盤となる 「生存圏科学」を幅広

く振興し、総合的な情報交換・研究者交流、 さらに学生・若手研究者の国

内外での教育・啓発活動を促進していくこと」を目的としている。

総会においては、この生存圏フォーラムの意義が再確認された。そのう

えで、生存遡フォーラムの事業計画に関する審議が行われ、フォーラム会

員数の増加の重要性が課題であることが確認され、会員に向けた情報発信

の強化を行うことが議論された。
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2 生存圏学際萌芽研究センター

第 286回生存圏シンポジウムシンポジウム

開催H時： 平成 27年 6月 6日（土）

く生存圏フォーラム第 8回総会＞13: 30~14 : 30 

場 所 ： おうばくプラザ・きはだホール

く特別講演会〉15:00~17: 20 

場所 ： おうばくプラザ・きはだホール

15: 00~ 会長挨拶

15: 05~ JAXA 名誉教授•生存圏フォーラム会長佐々木連氏

『月探査機「かぐや」が明らかにした月科学と月開発の可能性』

15 : 35~ 京都大学前総長・理化学研究所理事長松本紘氏

『科学技術と大学』

16 : 15~ 京都大学特任教授・かずさ DNA研究所柴田大輔氏

『農業と再生可能エネルギー生産の両立』

16: 45~ 東京大学大学院農学生命科学研究科・農学部教授 中西友子 氏

プログラム 1 『放射線が拓く生物の謎』

生存研： 58名（うち、学生 6名、外国人 2名）

参加者数 他部局： 1 8名（うち、学生 5名、外国人 名）

学外： 5 9名（うち、学生 6名、企業関係 9名、外国人 名）

主催者：山川 宏（生存圏研究所）

:::および I生存研：間[1|:0;4-38-3855, E-mail: yamakawa@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項

特になし

TEL : 0774-38-3855, E-mail : yamakawa@rish. kyoto-u. ac. jp 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

第286回生存圏シンポジウム

生存圏フォーラム特別講演会

平成27年 6月6日（土）

15時00分ー17時30分 (14時半開場）

宇宙航空研究開発機構名誉教授•生存圏フォーラム会長

佐々木進
月探査機「かぐや」が明らかにした月科学と
月開発の可能性

理化学研究所理事長・京都大学前総長

松本紘
科学技術と大学

かずさDNA研究所主席研究員・京都大学特任教授

柴田大輔
農業と再生可能エネルギー生産の両立

東京大学教授

中西友子
放射線が拓く生物の謎

一

会場宇治おうばくプラザきはだホール

京都大学宇治キャンパス

最寄駅：JR（奈良線）黄槃駅または京阪（宇治線）黄榮駅

●どなたでもご参加いただけます。直接会場にお越し下さい。

生存圏フォーラムでは、持続的発展が可能な生存圏を構築すべく、

情報交換・人的交流・教育・啓発活動の一環として特別講演会を

開催しています。

一京都大学生存圏研究所生存圏フォーラム事務局

e-mail: forum@rish.kyoto-u.ac.jp 

Tel: 0774-38-4594, Fax: 0774-38-8463 

HP: http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/forum/ 

京都大学生存圏研究所・生存圏フォーラム共催

入場無料
お申し込み不要

響
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

□／二三三□`二□大気科学

日時 平成 27年 6月 1日 13時～18時 30分

場所 I奈良女子大学

関連ミッション等 ①．環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ ③．宇宙環境•利用

い、複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野 I超高層物理学、気象学、惑星大気学、電波科学

電波を用いた大気観測手法は多岐に渡り、他の観測手法には無いユニークな

データセットを提供してきた。例えば、電波掩蔽観測と呼ばれる手法は、宇宙

機から電波を送信し別の宇宙機や地上局で受信することで、電波の伝播経路上

における大気数密度や気温・気圧、電子密度など大気の情報を精度よく得るこ

とができる観測である。地球大気においては GPS気象学という形で大きく発展

し、また惑星探査においても惑星大気の鉛直熱構造や電離圏電子密度を得るた

めに長年実施されてきた。近年では、解析手法の改良により従来では得られな

かったような空間分解能や精度が達成されつつあり、また数値モデルヘの同化

目的と においても重要な役割を担いつつある。

具体的な内容 本研究集会では、電波科学の手法並びにその大気観測プロダクトに強い関心

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

を持つ国内の大気研究者が集うと共に、欧州宇宙機関 (ESA)の惑星探査機にお

ける電波科学の研究者を招聘し、地球及び惑星大気における電波科学の現状や

将来の方向性などについて、専門性の裔い識論を行なった。

生存圏科学の発展：

本研究集会は、生存圏のうちでも特に大気圏・宇宙圏の科学に焦点を当てて

いる。これらの領域では直接観測が難しく遠隔観測が主な観測手段のひとつと

なるため、本研究集会のテーマである電波観測はこの領域の科学を発展させる

鍵となる。本研究集会において、日本及び欧朴1の研究者が専門性の高い議論を

交わすとともに、それぞれの研究現状を理解し意見交換を行なうことで、生存

圏科学の発展に寄与することができたと思われる。

関連コミュニティの形成への貢献：

本研究集会においては、おのおのの参加研究者が独自の観測・解析手法およ

びその結果として得られた知見を発表し、論文や通常の大きな講演会からでは

得られにくいような専門性の高い議論を深めることができた。また、欧州の惑

星科学・電波科学研究者であるシルビア・テルーマン博士が地球電磁気・惑星

圏学会 (SGEPSS) の補助を受けて来日しており、この機会に合わせて本研究集

会にも招聘し国際シンポジウムとしたことで、国内研究者、特に若手研究者が

相互交流できる機会となった。国内における本研究分野の研究コミュニティの

形成・強化と共に、今後の国際共同研究の開始と発展に向けて関係を深めるこ

とができたと考えられる。

-158-



 

 
13:00-13:30  GPS GPS

 
13:30-13:50  LETKF

 
13:50-14:10  2007 5 GPS

  
14:10-14:30  GNSS

 
14:35-14:55  

 
14:55-15:25  (SMAP)

 
15:25-15:55   Radio Sounding of planetary 

atmospheres 
15:55-16:25 ( )/ KURODA, Takeshi (Tohoku Univ.) 

GCM
 

16:25-16:45   
16:50-17:10  

 
17:10-17:30  Application of GPS RO for studies of atmospheric 

waves 
17:30-17:50  Venus Express 

 
17:50-18:10  

 
18:10-18:30  CO2

 

 

 

 
 

 

プログラム

参加者数

2 生存圏学際萌芽研究センター

・ 小司禎教 データ同化による数時間先の予測改蕃／

から得られる水蒸気情報を数分先の豪雨の実況監視に利用する

瀬古弘メソスケール システムを用いた掩蔽データ

の同化実験

国井勝 年台風 号の予報に対する 掩蔽データ同

化のインパクト

齊藤昭則地上 受信機網による電離圏メソスケール構

造の観測
． 山本衛ソフトウエア無線技術を用いた衛星ー地上ビーコン

観測

三浦保範地球の物質（粘土・水蒸気）活動変化の観測

について／炭酸ガス大気変化の新モデルとその基礎実験

シルビアテルーマン

黒田剛史東北大学

木星成層圏大気力学の概要／ により示唆される火星大気における重

力波の童要性

佐川英夫地上電波望遠鏡•干渉計による惑星大気観測
・ 今村剛日本における電波掩蔽観測のこれまでと「あかつき」

への期待

構造の研究
． 
ータの解析
． 
関する研究

生存研：

他部局：

学外：

主催者：

津田敏隆

安藤紘基 電波掩蔽観測による金星下層大気

宮本麻由電波ホログラフィ法による金星大気の電波掩蔽デ

野口克行電波掩蔽観測による火星大気主成分 の凝結に

2名（うち、学生 0名、外国人 名）

2名（うち、学生 1名、外国人 名）

1 8名（うち、学生 2名、企業関係 1名、外国人 2名）

野口克行

担当者および I TEL : 0742-20-3437 E-mail: nogu@ics. nara-WU. ac. jp 

連絡先 生存研：津田敏隆

その他

特記事項

TEL : 0774-38-3804 E-mail : tsuda@rish. kyoto-u. ac. jp 

本シンポジウムの Webページ：

http://www.e.ics.nara-wu.ac. jp/lab/epas-lab/rss2015/ 
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Web http://www.e.ics.nara-wu.ac.jp/lab/epas-lab/rss2015/  
rs_symposium ics.nara-wu.ac.jp  

2 生存圏学際萌芽研究センター

本研究集会では、電波科学の手法並びにその大気観測プロダクトに強い関心を持つ国内の大気研究者が集う

と共に、欧州宇宙機関（ ）の惑星探査における電波科学の研究者、 博士を招聘し、地球及び惑

星大気における諸問題と、それを解決する術の一つとしての電波科学の現状や将来の方向性などについて、専門

性の高い深い議論を行なうことを目的とする。本研究集会を通して、国内外の研究者や若手研究者の交流と強化
を図りたい。

新緑の美しい季節に、歴史と文化が薫る古都・奈良へぜひお越しください。

プログラム（ ヽ`＇ノ

地球大気圏・霞離圏

津田敏隆（京都大学生存圏研究所）

今村剛（ 宇宙科学研究所）
日本における電波掩蔽観測のこれまでと「あかつき」への

期待（

小司禎教（気象研究所） 安藤紘基（ 宇宙科学研究所）
データ同化による数時間先の予測改善 電波掩蔽観測による金星下層大気構造の研
から得られる水蒸気情報を数分先の豪雨の実況監視究

に利用する
宮本麻由（東京大学・ 宇宙科学研究所）

齊藤昭則（京都大学） 電波ホログラフィ法による金星大気の電波掩蔽データの解

地上 受信機網による電離圏メソスケール構造の観測析（

野口克行（奈良女子大学）
電波掩蔽観測による火星大気主成分 の凝結に関する

研究
惑星大気圏・電離圏

（ドイツ・ケルン大学）

黒田剛史（東北大学）
木星成層圏大気力学の概要（

） 

により示唆される火星大気における重力波の重要性

問い合わせ先
担当：野口克行（奈良女子大学理学部）

詳細は サイト（

またはシンポジウム事務局( @ 

）をご覧頂くか、

）までお願い致します。
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

研究集会 I 第 回生存圏シンポジウム
タイトル 全国共同利用成果報告会ー第回ー（非公開）

主催者 1京都大学 生存圏研究所・生態学研究センター

日時 平成 27年 6月 24日（水） 13時00分～18時 10分

□三 ；月：青未再：生：利 用

場所 おうばくプラザセミナー室 1

関連分野 I植物生命科学、化学生態学、農芸化学、細胞分子生物学、天然物有機化学

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献 1

生存咽研究所と生態学研究センターが中心になって運用している全国共同

利用 DASH/FBASの成果報告会。

平成 26年度も前年に引き続き DASH/FBASのすべてを稼働して全国共同利用

の運営に当たった。平成 26年度の共同利用採択課題数は、分析機器利用の

みの課題とあわせて 18件の利用を受け入れた。この全国共同利用から生ま

れた各研究課題の成果について発表し、議論を行った。

本シンポジウムは、論文未発表の研究データに加え、国家プロジェクトと

して推進中の課題も複数含まれており、知財に絡んだ課題や産業界との共

同研究もあることから、関係者以外非公開として行った。

全国共同利用 DASH/FBASの成果報告会として、ミッション 1の「環境計測・

地球再生」のコミュニティー、特に植物を中心とした生物系のコミュニテ

ィーにおける研究の発展や問題点、あるいは将来的な展望に対して幅広い

議論ができた。植物に関するテーマが中心のものは、生育に時間のかかる

生きた実験材料を使っている特徴があるため、ある程度長期的なスパンが

必要なものもあった。

今回の報告会は、所内、所外、学外の DASH/FBAS利用者間での直接情報交

換という意味でも大きな意義のあった研究集会であった。

なお全国共同利用の理念に鑑み、利用実績に関する謝辞について利用者に

お願いをすると共に、正式名称を含めた文例を印刷物として配布した。
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2 生存圏学際萌芽研究センター

13:00 開会の挨拶

13:10 植物種子の特性を利用した物質生産技術の基盤研究

13:25 根圏での植物と微生物の相互作用に関する根分泌物の研究

13:40 プレニル化酵素遺伝子の機能解明と生合成工学の研究

13:55 イネリグニン合成パスウェイの改変

14: 10~14: 15 休憩

14:15 二次壁多糖類の生合成、輸送、修飾とゴルジ体の空間的・

時間的挙動の解明

14:30 組換えポプラを用いた木部細胞壁におけるマトリックス糖鎖の

機能解析

14:45 揮発性物質が媒介する生物間情報ネットワークの解明

15:00 遺伝子組換え交雑ヤマナラシの栽培と分析

15:15 微細気泡水が植物生育に与える影響の検証

15:30~15:45 休憩

プログラム 15:45 根から放出される揮発性物質を介した生物間相互作用

16:00 植物の匂い受容体としての配糖体化酵素の同定

16: 15 植物芳香族香気成分の生成機構に関する研究

16:30 酢酸菌におけるセルロース生合成機構の解明

16:45 植物プランクトンが産生する細胞外マトリクス多糖の解析

17:00~17:05 休憩

17:05 木質バイオマスの生分解機構の解析

17:20 グリア細胞における植物フラボノイドのプレニル体の検出

17:35 リグナン生合成酵素遺伝子の探索

17:50 植物リグニンの生理作用の解明

18:05 閉会の挨拶

生存研： 9名（うち、学生 1名、外国人 名）

参加者数 他部局： 4名（うち、学生 名、外国人 名）

学外： 4名（うち、学生 名、企業関係 2名、外国人 名）

主催者：京都大学 生存圏研究所・生態学研究センター

担当者および[--—三
速絡先 生存研：矢崎一史

E-mail : 

その他

特記事項

TEL : 0774-38-3617 E-mail : yazaki@rish. kyoto-u. ac. jp 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

9' 第 回生存圏シンポジウム
RISH 

DASH/FBAS全国共同利用
成果報告会

ー第6回一

平成27年6月24日

開催地：京都大学おうばくプラザ セミナー室 1
主催：京都大学生存圏研究所・生態学研究センター

-163-



 

 27symposium-26

 
 

289  

 

 

 

 

 

 
 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

H 時

場所

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

マイクロ波化学応用セミナー 一化学・医学への電磁波応用の展謂ー

二谷友彦、渡辺隆司（生存圏研究所）

松村竹子（（有）ミネルバライトラボ）

平成 27年 7月 3H l3時～17時 30分

京都大学宇治キャンパス おうばくプラザ セミナー室4・5

関連ミッション等 1．環境計測・地球再生
（該当するものに ②．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用

い、複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野 マイクロ波化学応用

マイクロ波を中心とした電磁波エネルギー応用研究は、特に化学分野を中心

に年々活発になっている。本セミナーの目的は、電磁波エネルギー応用の新展

開として化学分野・医学分野の研究者に各分野の銀点からのマイクロ波利用に

関する講演をして頂き、幅広く議論を行うことである。

朝熊先生には、化学工学の観点からのマイクロ波利用について、特にマイク

ロ波照射時のバブル形成に関する研究内容を紹介頂いた。近田先生には、企業

でのマイクロ波装置開発を中心にマイクロ波プロセスの現状および課題につい

て講演頂いた。内藤先生にはマイクロ波照射 NMR分光法の最新の研究内容をご

目的と 紹介頂き、 NMR分光法はマイクロ波化学反応の特異な現象を説明できる手段の

具体的な内容 一つとなり得る可能性について講演頂いた。田伏先生には医学、特に外科の観

点からのマイクロ波加熱応用について講演頂いた。いずれの講演も、マイクロ

波加熱応用の最新動向と新たな知見を得る上で大変有意義であり、質疑応答も

活発であった。

参加者は学内外の研究者や学生、企業と多岐に渡っており、学術面だけでは

なく将来のマイクロ波化学プロセスの産業化までを踏まえた幅広い議論を行う

ことができた。また、本セミナーは「特定非営利活動法人 日本電磁波エネル

ギー応用学会」に協賛頂き、学会員へのメール配信およびホームページ上での

告知をして頂いた。これにより、参加者総数 44名のうち、学外からの参加者が

29名 (66%）、企業からの参加者が 18名 (41%）と多かった。

なお、本セミナー終了後、参加者に対して生存圏フォーラムの入会案内を配

生存圏科学の I信した。

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献
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2 生存圏学際萌芽研究センター

13:00-13:10 セミナー趣旨説明

13:10-13:50 化学工学からみたマイクロ波利用の探索

～特殊効果の発見を目指して～

朝熊裕介先生（兵庫県立大学・准教授）

13:50-14:30 マイクロ波液相無機合成と装置化技術

近田司 先生（元日本化学機械製造株式会社）

14:30-14:50 休憩

14:50-15:30 マイクロ波照射NMR分光法による液晶分子の

マイクロ波加熱機構の解明

内藤晶 先生（横浜国立大学・教授）

15:30-16: 10 医学分野の観点からのマイクロ波加熱応用

田伏克惇先生

（特定非営利活動法人MicrowaveSurgery研究会・理事長、

プログラム 1 大阪薬科大学・招聘教授）

参加者数

15:10-17:30 総合討論＆装置見学

生存研： 13 名（うち、学生 5名、外国人 1名）

他部局： 2 名（うち、学生 0名、外国人 1名）

学外： 2 9 名（うち、学生 0名、企業関係 1 8名、外国人 0名）

主催者：松村竹子（（有）ミネルバライトラボ）

担当者および I TEL : 0774-95-0189 

連絡先 生存研：三谷友彦、渡辺隆司

E-mail : mll. minerva@gmail.com 

その他

特記事項

TEL : 0774-38-3880 E-mail : mitani@rish. kyoto-u. ac. jp 

協賛：特定非営利活動法人 日本電磁波エネルギー応用学会
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2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

H 時

場所

関連ミッション等

（該当するものに

0をつけてくださ

い、複数可）

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

太陽地球環境データ解析に基づく、超面層大気の空間・時間変動の解明

田中良昌

平成 27年 8月 17-19f3 

国立極地研究所 3階セミナー室

①．環境計測・地球再生

2．太陽エネルギー変換•利用

3．宇宙環境•利用

4．循環型資源・材料開発

地球惑星科学，地球電磁気学，気象学、データベース

目的：

当研究集会では、太陽及び地球超高層大気の各領域を専門とする研究者

の方々に最新の研究成果を講演してもらい、何が未解明な最重要課題であ

り、今後どのような共同研究の方向性があるのか、必要なデータや解析ツ

ールは何か等、幅広く議論することを目的とする。同時に、情報・データ

ベース関連の研究者による講演も行い、メタデータデータベースや解析ツ

ール等、分野横断研究を促進するインフラについての最新情報を共有する。

具体的な内容：

8月 17~18日には、前半に主に太陽・地球惑星科学分野のデータベースや解

析ツール、並びに、オープンサイエンス、データ引用、データについての国際

連携活動等、近年ホットな話題に関する講演が行われた。後半には、実際に多

様なデータを利用した分野横断型研究についての講演が行われ、データ検索シ

ステムや統合解析ツール、画像判別アルゴリズム等の応用の重要性が確認され

た。

8月 19 日には、 IUGONETが開発している超高層大気データの解析ツール

「SPEDAS/UDAS」の講習を行った。実際に、 SPEDASのインストール、及び、 GUI

を使った簡単なデータのロード、プロット、解析を経験していただいた。

研究集会では、太陽・地球超裔層大気の各領域の最新研究課題、及び、

データベース、解析ツール等についての講演が多数行われた。これにより、

地球惑星科学、気象学、情報科学等の異分野間での情報共有を行うと同時

に、現在の生存圏科学に代表される分野横断型研究の手法や間題点につい

ても幡広い議論を行うことができ、共同研究の促進に繋がったと考えてい

る。また、最近特に話題となっているオープンサイエンス、データ引用、デ

ータ中心科学、データについての国際連携活動等の講演も行われ、生存濁デー

タベースをはじめとするデータベース基盤の今後の方向性についても、深

い議論を行うことができた。

また、最終日のデータ解析講習セッションでは、京大生存圏研究所も参画

している大学間連携プロジェクト「 IUGONET」で開発された解析ツール

「SPEDAS/UDAS」を使った解析講習を行った。講習後に行われたアンケート集計

結果では、講習セッションの評価は概ね良好であり、本研究集会が SPEDASユー

ザの拡大、及び、生存圏科学に関連するデータの流通、共同研究の促進に貢献

できたと考えられる。
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8 17  
 
13:00-13:05   

 
13:05-13:10   

 
 
13:10-13:30  IUGONET  

STE ICSWSE

 
 
13:30-13:50  IUGONET  

STE
ICSWSE

 
 
13:50-14:10   ERG  ERG

 

STE ERG
ERG  

 
14:10-14:30  SCOSTEP-WDS Workshop 28-30 September 2015

IUGONET  
WDS-IPO  

 
10  

 
14:40-15:00  Current status of collaboration between the IUGONET and 
ESPAS projects 
Bernd Ritschel (GFZ, Potsdam), Toshihiko Iyemori, Yukinobu Koyama, 
Guenther Neher and Christoph Seelus 
 
15:00-15:20  World Data System  

NICT/ICSU-WDS WDS-IPO/NICT  
 
15:20-15:40  

 
 

 
15:40-16:00   

NICT  
 
16:00-16:20  ADS  

 
 
16:20-16:40  Web

 
 

 
16:40-17:00  JavaFX-based iUgonet Data Analysis Software JudasFX

 

ICSWSE

STE  
 

プログラム

2 生存圏学際萌芽研究センター

月日（月）

開会あいさつ

中村卓司（極地研）

趣旨説明

田中良昌（極地研）

システム報告

梅村宜生（名大 研）、田中良昌（極地研）、阿部修司（九大 ）、

小山幸伸（新領域融合研究センター）、八木学（東北大）、新堀淳樹（京大

生存研）、上野悟（京大天文台）

解析ソフトウェア報告

田中良昌（振地研）、梅村宜生（名大 研）、新堀淳樹（京大生存研）、

小山幸伸（新領域融合研究センター）、阿部修司（九大 ）、八木学

（東北大）、上野悟（京大天文台）

ジオスペース探査 プロジェクトに向けて： サイ

エンスセンターの取り組みから

三好由純、関華奈子、堀智昭、宮下幸長、小路真史、瀬川朋紀、梅村宜生

（名大 研、宇宙科学連携拠点 サイエンスセンター）、篠原育（宇

宙研、宇宙科学連携拠点 サイエンスセンター）

）におけ

る との連携

渡邊発（ ） 

（休憩分）

と日本のオープンサイエンス

村山泰啓（ ）、渡邊発（ ） 

国立極地研究所におけるデータジャーナルの検討状況及び学

術情報リポジトリ等の活動について

南山泰之（極地研）

オープンサイエンスとデータ引用の最近の話題

能勢正仁（京大地磁気）、村山泰啓（ ） 

北極域データアーカイブ（ ）の現状

矢吹裕伯、杉村剛、照井健志（極地研）

北極域データアーカイブにおける可視化解析 アプリケー

ションの開発

照井健志、杉村剛、矢吹裕伯（極地研）

）の

プロトタイプ開発

小山幸伸（新領域融合研究センター）、佐藤由佳（極地研）、中野慎也（統

数研）、八木学（東北大）、田中艮昌（樹地研）、阿部修司（九大 ）、

能勢正仁（京大地磁気）、蔵川圭（情報研）、池田大輔（九大）、梅村宜生（名

大 研）、新堀淳樹（京大生存研）、上野悟（京大天文台）
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8 18  
 
09:30-09:50  

 
 
09:50-10:10  

 
  

 
10:10-10:30   

 
 

20  
 
10:50-11:10   

NICT
 

 
11:10-11:30  STE  

STE  
 
11:30-11:50  

 
 
11:50-13:00   
 
13:00-13:20  SuperDARN - HF

 
 

STE  
 
13:20-13:40  HOG  

 
 
13:40-14:00  SPEDAS Ps6

 
STE

 
 
14:00-14:20  Pi2 FAC

 
ICSWSE

APL NICT  
 

20  
 
14:40-15:00   

STE IUGONET
 

 
15:00-15:20  GNSS-TEC  

 
 
15:20-15:40  MF

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

月日（火）

地球電磁気学・太陽地球系物理学におけるデータ解析の歴史

煎木徹（前京大理）

国立天文台太陽銀測所最新の銀測システムと、太陽活動デー

タベースメタデータ提供状況

森田諭、花岡庸一郎、桜井隆（同立天文台）、飛井武彦（宇宙研）

地磁気観測所におけるデータの公開状況

長町信吾（柿岡地磁気観測所）

（休憩分）

東北大学におけるデータベースの現状

八木学、小原隆博、熊本篤志、士屋史紀、鍵谷将人、米田瑞生、三澤浩昭

（東北大）、岩井一正（ ）、寺田直樹、笠羽康正（東北大）、大矢浩代（千

葉大）

名大 研の電磁気圏地上観測ネットワークの現状と今後

塩川和夫、大塚雄一（名大 研）

太陽放射量の一時的な変動が中間圏オゾンに及ぼす影響につ

いて今井弘二（宇宙研）、今村隆史（環境研）、高橋けんし（京大生存研）、

秋吉英治（環境研）、山田陽洋、鈴木睦、海老沢研（宇宙研）、塩谷雅人（京

大生存研）

昼休み

北海道陸別 レーダーサイトに設置したデジ

タルカメラに

よる電離圏プラズマ・超高層大気変動の観測

西谷望（名大 研）

特徴量を用いたオーロラの形状変化による出現判定

吉浪遼（北九州高専）、田中良昌、佐藤由佳（極地研）

を用いたオメガバンドオーロラと 地磁気脈動の

解析

佐藤夏雄、門倉昭、田中良昌（極地研）、堀智昭（名大 研）、行松彰（極

地研）

昼間側 型地磁気脈動の等価電流分布と夜側 の作る電

離層電流系

今城峻（九大理）、吉川顕正、魚住禎司（九大 ）、大谷晋一（ジョ

ンズホプキンス ）、中溝葵（ ） 

（休憩分）

地磁気日変化振幅に見られる超高層大気変動について

新堀淳樹（京大生存研）、小山幸伸（情報システム研究機構）、能勢正仁（京

大地磁気）、堀智昭、大塚雄一（名大 研）、 プロジェクトチ

ーム

で見る、最近の火山噴火に伴う電離圏擾乱

中島悠貴、日置幸介（北大理）

ポーカーフラット レーダーで観測された中間圏重力波に

伴う半日潮汐変動
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参加者数

2 生存圏学際萌芽研究センター

木下武也、村山泰啓（ ） 

法を用いた中間圏・下部熱圏における運動量フラッ

クスの検証について

松本直樹、新堀淳樹、津田敏隆（京大生存研）

地上・衛星統合解析に基づく磁気擾乱時の中層大気上部の応

答の検証

西山尚典、中村卓司（極地研）、佐藤薫（東大）、堤雅基、江尻省、冨川喜

弘、

田中良昌（極地研）、津田卓雄（電通大）

コメント

家森俊彦（京大地磁気）

月日水

データ解析講習セッション

のインストールと解説

阿部修司（九大 ） 

昼休み

基本操作

梅村宜生（名大 研）

（休憩分）

データ解析

新堀淳樹（京大生存研）

（休憩分）

操作の紹介

田中良昌（極地研）

生存研： 2 名（うち、学生 1 名、外国人 0 名）

他部局： 3 名（うち、学生 名、外国人 1名）

学外： 54 名（うち、学生 11名、企業関係 1名、外国人 1名）

主催者：田中良昌

担当者および ~512-0769
連絡先 生存研：津田敏隆

E-mail : ytanaka@nipr.ac. jp 

その他

特記事項

TEL : 0774-38-3804 E-mail : tsuda@rish. kyoto-u. ac. jp 

シンポジウムのプログラム及び講演資料は、次のウェブサイトに掲載し

ている。

RISH実務は主に新堀が担当した。

TEL: 0774-38-3829 Email: shinbori@rish. kyoto-u. ac. jp 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 同生存圏シンポジウム

タイトル 1 第回

主催者 生存固研究所

レーダー・赤道大気レーダーシンポジウム

日時

場所

平成 27年 9月 10日・ 11日

宇治キャンパス木質ホール

関連ミッション等 ①．環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換・利用

0をつけてくださ ③．宇宙環境•利用

い、複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

地球物理・気象・気候・リモートセンシング・情報通信

MUレーダーは滋賀県甲賀市信楽町に位置する中層・超高層及び下層大気

観測用 VHF帯大型レーダーで、 1984年の完成後すぐから全国国際共同利用

に供されてきた。 2003年度に「MUレーダー観測強化システム」が導人され、

レーダーイメージング観測などの機能向上が図られている。 MUレーダーは、

アクティブ・フェーズドアレイシステムを用いた世界初の大規模大気レー

ダーとして、大気科学やレーダー技術の発展に貢献したことが評価され電

気・電子・情報・通信分野の世界最大の学会である IEEEより、 IEEEマイル

ストーンに認定された。一方、インドネシア共和国西スマトラ州に位置す

る赤道大気レーダー(EAR)は、 2000年度末に完成した大型大気観測用レーダ

ーで、 2005年 10月から EARとその関連設備の全国国際共同利用を行ってい

る。本研究集会では、共同利用により得られた研究成果のほか、大気レー

ダー・大気科学に関連する研究成果や計画について報告・議論することを

目的とする。

従来 MU レーダーシンポジウム、赤道大気レーダーシンポジウムとして

別々に研究集会を開催してきたが、両レーダーの連携した共同利用研究を

一層促進するために、 2012年 6月に両共同利用委員会を統合したことを受

けて、 2012年度より MUレーダー・赤道大気レーダーシンポジウムとして開

催している。本シンポジウムでは、 25件の発表が全て口頭発表で行われ、 1

件当り 20分の時間を取り、十分な議論を行うことができた。また、発表内

容を記録に残すため、プロシーディング集を印刷・刊行した。

本シンポジウムは、生存園研究所が掲げる 4つのミッションのうち、主

としてミッション 1 「環境計測・地球再生」に、一部ミッション 3 「宇宙

環境•利用」に関連するものである。生存圏研究所では、生存圏科学の重
要地域の一つとして低緯度赤道域に注Hし、大気科学の分野において、長

年に渡ってインドネシアとの研究協力を進め、赤道大気レーダーを設置し

インドネシア航空宇宙庁(LAPAN)との協力のもとで運営している。また、信

楽MU観測所では国内の大気環境計測の重要地点として、 MUレーダーを中

心として様々な測器の聞発、観測実験が実施されている。本シンポジウム

では、 MUレーダー・赤道大気レーダーを中心として中緯度・赤道熱帯域

で進行中の生存圏科学に関する研究活動の活発な議論が展開された。今回

は初めて URSI（国際電波科学連合）分科会電離圏電波伝搬(G)小委員会によ

る共催を得て開催され、電離圏研究の成果発表も多数行われた。
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 プログラム

2 生存圏学際萌芽研究センター

9月 10日

（座長：橋口浩之）

13:30-13:40 MUレーダー・赤道大気レーダー全国国際共同利用の現状

MU レーダー／赤道大気レーダー全国国際共同利用専門委員長

山本衛

13:40-14:00 ウィンドプロファイラと気象レーダーの比較に基づく福井平

野における地形性降雨の統計解析

中城智之（福井工大）・山本真之(NICT)・橋口浩之（京大 RISH)

14:00-14:20 Shigaraki UAV-Radar Experiment (ShUREX 2015) 

橋口浩之（京大 RISH) • Lakshmi Kantha • Dale Lawrence • Mixa 
Tyler (Colorado大，米） •Hubert Luce (Toulon大，仏）．

Richard Wilson (LATMOS, 仏）・津田敏隆・矢吹正教・森昂志

（京大 RISH)

14:20-14:40 MRR観測から褐られた BBパラメータの特徴について

永田哲規・下舞豊志（島根大）・橋口浩之（京大 RISH)

14:40-15:00 2012年 12月のコールドサージに伴うフィリピン悔での大気悔

洋相互作用

荻野慎也(JAMSTEC・神大）．伍培明・服部美紀・遠藤伸彦・久

保田尚之•井上知栄 (JAMSTEC) ・松本淳(JAMSTEC・首都大）

（座長：荻野慎也）

15:20-15:40熱帯対流圏界面領域にみられる赤道ケルビン波の経年変動

鈴木順子 (JAMSTEC)• 藤原正智（北大）・西憲敬（福岡大）・米山

邦夫(JAMSTEC)

15 : 40-16 : 00スマトラ島 Pre-YMC2015集中観測計画について

森修ー・勝俣昌己・米山邦夫(JAMSTEC)• Fadli Syamsudin (BPPT, 

インドネシア）

16:00-16:20 EARおよびBLR観測から推定した雨滴粒径分布と降雨減衰係数

の変動

Ou Tengfei ・下舞豊志（島根大）・橋口浩之（京大 RISH)

16:20-16:40赤道域における Ku帯衛星回線の降雨減衰継続時間と上空の風

速および降水量との関係について

前川泰之・竹本圭吾・田間章宏・柴垣佳明（大阪電通大）

（座長：下舞豊志）

17:00-17:20 Spectral parameters estimation in precipitation for 50 MHz 

band atmospheric radars 

Tong Gan（京大 RISH) • M. K. Yamamoto (NICT) • H. Okamoto（九

大応力研） •H. Hashiguchi • M. Yamamoto （京大 RISH)

17:20-17:40 MUレーダー実時間アダプティブクラッター抑圧システムの開

発

万城孝弘・橋口浩之・山本衛（京大 RISH)

1 7 : 40-18 : 00閲東落雷観測網の構築と今後の課題

山下幸三（サレジオ高専）・高橋幸弘（北大）・濱田純一•松本
淳（首都大）
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9月 11日

（座長：山本衛）

10:00-10:20インドネシアにおける電離圃擾乱の GPS観測

大塚雄一 •Prayitno Abadi ・塩川和夫（名大 STE)・小川忠彦

(NICT) • Effendy (LAPAN, インドネシア）

10:20-10:40 Altitude development of F-region field-aligned 

irregularities at post-midnight in comparison with 

post-sunset time based on equatorial atmosphere radar 

observations in Indonesia 

Tam Dao・ Yuichi Otsuka・ Kazuo Shiokawa（名大 STE)• S. Tulasi 

Ram (IIG, インド）． MamoruYamamoto（京大 RISH)

10:40-11:00 Effect of Geomagnetic Storm on Postmidnight Equatorial 

Plasma Bubbles 

Dyah Martiningrum • M. Yamamoto（京大 RISH)• Asnawi • Sri 
Ekawati (LAPAN, インドネシア）

11 :00-11:20プラズマバブルの数値シミュレーションと近年の EAR電離圏

観測成果

横山竜宏・陣英克・品川裕之(NICT)・山本衛（京大 RISH)・大

塚雄一（名大 STE)• S. Tulasi Ram • K. K. Aji th (IIG, イン

ド）

11 :20-11:40プラズマバブルに伴う極めて大きな電離圏 TEC勾配とその衛

星航法に対する影響

斎藤享（電子航法研）

（座長：斎藤享）

13:00-13:20 East-west asymmetric of scintillation occurrence in 

Indonesia using GPS and GLONASS observations 

Prayi tno Abadi • Yuichi Otsuka（名大 STE)• Susumu Saito（電

子航法研） •Kazuo Shiokawa（名大 STE)

13:20-13:40 Different characteristics of EIA in equinox and solstice 

obtained from Southeast Asia 

Kornyanat Watthanasangmechai • M. Yamamoto（京大 RISH) • 
A. Saito（京大理）

13:40-14:00 Observations of signal scintillation from LITN and GPS 

at Taiwan 

T. Y. Hsiao (Hsing Wu University, 台湾）． L.-C. Tsai • C. 
H. Liu (National Central University, 台湾）

14:00-14:20新・衛星＝地上ビーコン観測と赤道大気レーダーによる低緯

度電離圏の時空間変動の解明 一新しい研究プロジェクト紹

介一

山本衛・橋口浩之（京大 RISH)・斎藤昭則（京大理） •松永真由
美（愛媛大）・斎藤亨（電子航法研） •Huixin Liu（九大）・横山

竜宏(NICT)• Roland Tsunoda (SRI International, 米）

（座長：大塚雄一）

14:40-15:00稚内 VHFレーダーと信楽MUレーダーで観測された夏季中間圏

ェコーの特性比較

小川忠彦(NICT)・大塚雄一（名大 STE)• JII村誠治 (NICT)• 鈴木

秀彦（明治大） •山本衛（京大 RISH) ・村山泰啓 (NICT)
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15:00-15:20 MUレーダーを用いたスペースデブリの形状推定に関する研究

岩堀太紀・山川宏・山本衛・橋口浩之•河原淳人（京大 RISH)

15:20-15:40国際宇宙ステーションからの大気光・イオン共鳴散乱光で観

測された電離遡構造

齊藤昭則・穂積裕太（京大理）・坂野井健（東北大理） •吉） 1| 一
朗（東大新領域）・山崎敦(ISAS)・山本衛（京大 RISH)

15:40-16:00 MUレーダー流星ヘッドエコー観測による惑星間ダストの軌道

とアブレーション過程の計測

阿部新助（日大）． JohanKero(Swedish Institute of Space 

Physics)・中村卓司（極地研） •藤原康則（総研大／極地研）．
Daniel Kastinen(Lulea University of Technology, スウェ

ーデン）・渡部潤ー（天文台）・橋口浩之（京大 RISH)

生存研： 21名（うち、学生 10名、外国人 6名）

参加者数 他部局： 3名（うち、学生 1名、外国人 0名）

学外： 42名（うち、学生 19名、企業関係 1名、外国人 15名）

主催者：

担当者および TEL: E-mail : 

連絡先 生存研：橋口浩之

TEL : 0774-38-3819 E-mail : hasiguti@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項
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2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

H 時

場所

関連ミッション等

（該当するものに

0をつけてくださ

い、複数可）

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

平成 年度「 研究集会」「 研究集会」

「 ワークショップ」合同研究集会

名古屋大学太陽地球環境研究所、国立極地研究所、情報通信研究機構、京

都大学生存圏研究所、宇宙航空研究開発機構

2015（平成 27)年 8月 31日（月） 13:00~9月 2H （水） 15:00

情報通信研究機構小金井本部本館 4階 国際会議室（東京都小金井市貰井

北町4-2-1)

①．環境計測・地球再生

2．太陽エネルギー変換•利用

③．宇宙環境•利用

4．循環型資源・材料開発

電磁圏物理学、超高層大気物理学、中層大気科学

中間應・熱圏・電離圏

領域は、 太陽や宇宙からの粒子及び電磁エネルギーの

流入による影孵に加え、下層大気から伝搬する大気波動などによって激し

く変動する領域である。また、同領域は衛星測位に対する誤差要

因をもたらすため、社会応用的な観点からも注目されている。本

研究集会は、上記のような 領域の特徴を意識し、この領域

で生じている物理・化学過程の理解を深め、他の研究領域や社会

への応用を俯敵的に捉えることを目的とする。 研究集会は、

国内における 研究の重要な議論の場となることを目指し、

平成 年度より毎年開催されてきた。平成 年度は、これまで

の研究集会の目的を継承しつつ、平成 年度から始まった「

」および「大型プロジェクト紹介」セッションを継続した。

これらのセッションでは、様々な機関・世代の研究者が今後の日本の

目指すべき 領域研究の共同体制を確立するきっかけを作る

ため、近年の 領域の研究成果を整理し、現在進行中あるいは

計画段階の研究プロジェクト、将来計画の議論を行った。また、

若手研究者を中心としたポスターセッションを設けることで、若手研究者

（学生及びポスドク）にも積極的に発表と議論の場を提供した。

中間闇・熱園・電離圏 領域は、太陽活動と下層大気から伝

搬する大気波動の影瞥を受けて変動するため、これらの領域を一

つの結合システムとして捉え、そこで生じる物理・化学過程の理

解を深める必要がある。本研究集会の開催により、これまでの

領域におけるダイナミクス、化学過程についての研究経緯と最新

成果だけでなく、近隣の分野磁気圏物理、下層・中層大気物理

における最新の研究結果の理解が進み、今後取り組むべき重要課題や

問題点を国内の研究者間での共有ができた。さらにマスタープラン

に選定されている大型研究プロジェクト「赤道 レーダー

計画」についての情報共有がなされた。今後、本研究集会で議論された

領域における変動現象の理解を通じて、生存圏科学の発展に必要な地

球大気環境変動の測定と監視が強化されるものと考えられる。また、個々

の研究者及び研究グループが現在取り組んでいる研究課題の位置

付けを再確認し、それらをさらに完成度の高いものへ発展させる

糸口をつかめることになった。加えて、若手研究者が研究の発展

につながる指針や知見を得ること、また今後の 研究分野の方

向性について期待を抱くことにより、今後の生存圏科学の発展を

担う若手研究者の育成につながることが期待される。
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プログラム

2 生存圏学際萌芽研究センター

月日

研究会趣旨説明および連絡事項

陣英克（ 研究会世話人）

セッション

「大気上下結合解明に向けた の科学一飛翔体銀測の役割ー」その 1

［座長：横山竜宏（情報通信研究機構）】

世界の超小型衛星計画の動向と日本が目指すべき方向

高橋幸弘（北海道大学）

飛翔体を用いた 研究の現状と将来に期待すること

阿部琢美（宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所

下部熱圏中間咽の風気温計測を目指す 冷却テラへ

ルツ・サブミリ波衛星観測提案 波長帯選択観測性能衛

星仕様

鈴木睦（宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所）

（休憩）

セッション

「極域と中低緯度現象の相違点から理解する の科学」その 1

［座長：新堀淳樹（京都大学生存圏研究所）】

ライダー・レーダー観測からみる下部熱圏・中間圏の変動

現

象

野澤悟徳（名古屋大学太陽地球環境研究所）

中緯度 レーダーによる緯度間結合の研究

西谷望（名古屋大学太陽地球環境研究所）

極域電離圏から磁気濁へのプラズマ流出

北村成寿（宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所）

ポスターセッションコアタイム

上部成層圏と下部中間圏での成層圏突然昇温の特徴の比較

坂野井和代（駒澤大学）、木下武也、佐藤薫、村山泰啓

観測データで観測された中間圏重力波に伴う半

H潮汐の振幅変調に関する研究

木下武也（情報通信研究機構） 村山泰啓川村誠治

北海道に展開する多点カメラネットワークによって捉えた日本初の夜

光雲イベント

鈴木秀彦（明治大学）、坂野井和代、西谷望、小川忠彦、江尻省、久保

田実、坂口歌織、村山泰啓、藤吉康志

地磁気日変動振幅から見積もられる下部熱園における風速の長期変動

について

新堀淳樹京都大学生存圃研究所、小山幸伸、能勢正仁、堀智昭、大

塚雄一

と微気庄計による台風通過時の大気波動のスペクトル解析

平林慎一郎（千葉大学） 中田裕之鷹野敏明冨澤一郎

を用いた火山噴火に伴う電離圏全電子数の変動の検出

長南光倫（千菓大学），中田裕之，大矢浩代，鷹野敏明，津川卓也，西

岡末知

により観測された地震に伴う電離圏擾乱と地震動の関係

高星和人（千葉大学） 中田裕之鷹野敏明冨澤一郎長尾大道

ドップラー観測と中性大気波動のシミュレーションによる地震に

伴う変動の比較

吉）ii晃平（千葉大学），裔星和人，中田裕之，鷹野敏明，松村充，品

川裕之，冨澤一郎
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P09 Ionosonde tracking of infrasound wavefronts in the thermosphere 
launched by seismic waves after the 2010 M8.8 Chile earthquake 

 Kamil Yusupov  Adel Akchurin 
P10 

 
 

P11 CHAMP  
  Huixin Liu 

P12  E 
 

 
P13 East-west asymmetric of scintillation occurrence in Indonesia using 

GPS and GLONASS observations 
Prayitno Abadi STEL, Nagoya University , Yuichi Otsuka, Susumu 
Saito, Kazuo Shiokawa 

P14  GPS  
Prayitno Abadi

Effendy 
P15 Low latitude SSTID observed by sparse GPS network: A case study 

K. Watthanasangmechai RISH, Kyoto University , M. Yamamoto, 
A. Saito, T. Yokoyama, M. Nishioka and M. Ishii 

P16  
 

P17 Propagation characteristics of mesospheric gravity waves observed 
by the Antarctic airglow imager network (ANGWIN) 
Takashi S. Matsuda (The Graduate University for Advanced Studies 
(SOKENDAI)) Takuji Nakamura Mitsumu K. Ejiri Masaki 
Tsutsumi Michael J. Taylor Yucheng Zhao P.-Dominique Pautet
Damian Murphy Tracy Moffat-Griffin 

P18  GPS 
 

   
   

P19  GPS 
 

   
  

P20 
3  

   
P21 CHAMP 

 
  Huixin Liu 

P22 2015  3  17-18 
 

 
P23 

Chris 
Hall 

P24 
 

Esa Turunen, Antti Kero, Pekka Verronnen 
P25  

 
 

2 生存圏学際萌芽研究センター

丸山隆（情報通信研究機構）、 、

国際宇宙ステーションからの撮像観測を用いた大気光輝度の不連続の

三次元構造の推定

佐藤大仁（京都大学）、齊藤昭則、秋谷祐亮、穂積裕太

衛星を用いた赤道異常に関する統計的研究

渡邊祐貴（電気通信大学）、細川敬祐、

スポラディック 層内の電子温度・電子密度構造に閲する数値的検

討

坂本優美花（東海大学）、阿部琢美、三宅亙

インドネシアにおける電離圏擾乱の 銀測

大塚雄一（名古屋大学太陽地球環境研究所）、 、塩）1|和

夫、小川忠彦、

中緯度域に見られる中規模移動性電離圏擾乱の時間変動の解析

池田孝文（京都大学）

高緯度帯の 観測網を用いた中規模伝搬性電離圏擾乱の統計的性

質及び発生メカニズムの考察

溝口拓弥（名古屋大学太陽地球環境研究所）、大塚雄一、塩川和夫、

津川卓也、西岡未知

ノルウェー・トロムソにおける 受信機を用いた電離圏シンチレ

ーションの観測

上蔀広大（名古屋大学太陽地球環境研究所）、大塚雄一、小川泰信、

細川敬祐

全天大気光イメージャと非干渉散乱レーダーによるポーラーパッチの

次元空間構造の解析

吉田和晃（電気通信大学）、細川敬祐、塩川和夫、大塚雄一

衛星による電子密度その場観測を用いたポーラーパッチの統

計解析

八束優（電気通信大学）、細川敬祐、

年 月 Hの磁気嵐と日本で見られた低緯度オーロラに

ついて

塩川和夫（名古屋大学太陽地球環境研究所）、大塚雄一、西谷望、山本

衛

パルセーティングオーロラ出現時における中間圏ナトリウム密度減少

高橋透（電気通信大学）、細川敬祐、野澤悟徳、津田卓雄、小川泰信、

川原琢也、平木康隆、坂井純、斎藤徳人、和田智之、川端哲也、

脈動オーロラ中の高エネルギー降下電子と中層大気へのインパクト予

測

大山伸一郎（名古屋大学太陽地球環境研究所）、三好由純、齊藤慎司、

高エネルギー粒子の降り込みに対する南半球中層大気の応答

冨川喜弘（国立極地研究所）
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11:00 � 11:30 Thermosphere Response to External Forcing: Decadal 

Observations from the CHAMP mission 
Huixin Liu  

11:30  12:00 SWARM
 

 
 

 
MTI Grand Challenge  

 MTI  
 

 
13:00  13:30 

 
  

13:30  14:00 PANSY  (PMSE) 
 

 
14:00  14:30  

  
 

 
 
ISS-IMAP   

 
 
15:00  15:20 ISS-IMAP  

IMAP  
15:20  15:40 IMAP/VISI  

 IMAP/VISI  
15:40 � 16:00 3-years Occurrence Variability of Concentric Gravity 

Waves in the Mesopause Observed by IMAP/VISI 
Septi Perwitasari   

16:00  15:20 GAIA
 

 
16:20  16:40 

 

  

2 生存圏学際萌芽研究センター

月日

大型計画紹介

［座長：鈴木秀彦（明治大学）】

赤道M Uレーダー計画の現状

山本衛（京都大学生存圏研究所）

観測ロケット実験の戦略的推進について

阿部琢美（宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所

（休憩）

セッション

「大気上下結合解明に向けた の科学一飛翔体観測の役割ー」その 2

【座長：鈴木臣（愛知大学）】

（昼食）

熱圏大気の構造と運動

渡部童十（北海道情報大学）

（九小卜1大学）

衛星で観測される中低緯度微細沿磁力線電流とそ

の成因

家森俊彦（京都大学）、中西邦仁、青山忠司

セッション

「極域と中低緯度現象の相違点から理解する

［座長：冨川喜弘（国立極地研究所）】

の科学」その 2

（休憩）

成層圏力学過程を通しての太陽活動シグナルの極域、熱帯

域における下向き伝播

小寺邦彦（名古屋大学太陽地球環境研究所・三重大学）

レーダーを用いた極域中間圏夏季エコー

と中間圃界面付近の風速の統計解析

高麗正史（東京大学）

対流圏～中間圏における大気潮汐の全球構造

坂崎貴俊（京都大学生存圏研究所）

セッション①

［座長：齊藤昭則（京都大学）】

ミッションの状況

齊藤昭則（京都大学）、 ワーキンググループ

最新状況報告

坂野井健（東北大学）、 チーム

（東北大学）、坂野井健

モデルデータを用いた大気璽力波レイトレーシング

手法の開発

久保田実（情報通信研究機構）

宇宙ステーションからの撮像両像を用いた中間圏大気光の

大気波動の研究

穂積裕太（京都大学）、斉藤昭則、坂野井健、秋谷祐亮、山

崎敦
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2 生存圏学際萌芽研究センター

と を用いたメソスケール電離圏

擾乱の研究

西岡末知（情報通信研究機構）、津川卓也、横山竜宏、齊藤

昭則、坂野井健、秋谷祐亮、穂積裕太、大塚雄一、石井守

データを用いた赤道プラズマバブルの抽出とそ

の発生頻度分布

中田裕之（千葉大学）、高橋明、齊藤昭則、坂野井健

国際宇宙ステーションからの 大気光観測による赤道

域プラズマバブルの研究

山田貴宣（名古屋大学太陽地球環境研究所）、大塚雄一、坂

野井健、山崎敦、久保田実、陣英克、齊藤昭則、秋谷祐亮、

穂積裕太

懇親会＠研究交流棟（

同）

1 

月日

参加者数

研究会・ 研究集会・ 合

セッション②

［座長：大塚雄一（名古屋大学太陽地球環境研究所）】

— で観測された上部電離圏の イオンの構造と

、 モデルを用いた検証

穂積裕太齊藤昭則吉川一朗村上豪山崎敦

— 観測終了後の データ利用について

齊藤昭則（京都大学）、 ワーキンググループ

領域の次期衛星観測提案に関するディスカッション

— 次期衛星観測提案に関する議論

齊藤昭則（京都大学） 研究会世話人

（昼食）

第 回 「超低裔度衛星の利用に向けた超裔層大気ワークショップ」

【事務局：川崎春夫、星野宏和（宇宙航空研究開発機構）】

— 趣旨説明（事務局）

— 基調講演：低高度衛星観測から期待される超高層大気研究

の進展（藤原均・成聡大学）

— 報告：アンケート結果報告（案） （事務局）

— 議論：超低高度衛星の利用に向けた超高層大気ミッション

について（案）

（事務局・参加者）

— まとめ（選考委員についてなどについて）

生存研： 4名（うち、学生 0名、外国人 1名）

他部局： 5名（うち、学生 3名、外国人 0名）

学外： 6 9名（うち、学生 10名、企業関係 0名、外国人 2名）

主催者： 新堀淳 樹

担当者および I TEL : 0774-38-3829 

連絡先 生存研：津田敏隆

TEL : 0774-38-3804 

特になし

E-mail : shinbori@rish. kyoto-u. ac. jp 

E-mail : tsuda@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

戸 □三［二取り組みについて

日時 平成 27年 9月 8日（火） 13:00~17:00

場所 京都大学本部キャンパス工学部 3号館 Nl教室

胃i:lf;1王豆，：利用
関連分野 I生存圏科学、植物科学、放射線計測学、社会学、土壌学

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

、ュニプイの

東H本大震災時の原発事故により、福島県を中心として生活圏及び農業圏

に大きな影響が出ている。生存圏研究所においては震災関連の研究報告を、

平成 23年度から第 191回、第 215回、第 240回、第 271同生存遡シンポジ

ウム「東日本大震災以降の福島県の現状及び支援の取り組みについて」と

して毎年開催し、延べ 350名以上の参加者が活発な議論を行ってきた。放

射性物質の問題は、生存圏においては長期的に取り組まなければならない

課題の一つである。一方で、震災から 4年以上経過し、第 271回生存圏シ

ンポジウムを福島市において開催したことから、一般向け講演会としての

取り組みとしては一定の節目を迎えたと考えている。第 5回目となる本シ

ンポジウムでは、キーワードを「京都大学」とし、福島県で活動を行って

いる学内の研究活動について議論を行った。原子炉研究所、工学研究科、

放射性同位元素総合センター、化学研究所、生存圏研究所からの研究発表

を行った。さらに、学外から連携研究を行っている東京大学と福島県農業

総合センター、農研機構東北農業研究センターからの研究発表も行った。

さらに、高校生を対象とした出前授業を行った。

原発事故による放射性物質の拡散により福島県では農林水産業に大

きなダメージが与えられた。本研究集会では、これまで福島県の現状と

復旧・復興に向けた支援研究の取り組みを発表し、生存圏科学のコミュ

ニティに現地の正しい「青報を伝えることに取り組んできた。今同は京都

大学での支援研究の成果を発表し、さらなる連携に向けて活発な質疑、

討論を行うことができた。学外の研究者からの講演もあり、生存圏科学

のコミュニティ形成に寄与したと考えている。

また、本研究集会に関連して、中高校生を対象とした震災関連の出張

形成への貢献 授業や京都大学サマースクール、ジュニアキャンパスを開催し、活動と

して幅広く貢献出来たと考える。

・京都府立桂裔等学校 (2、3年生 名）

・京都大学サマースクール（高校生対象、 名）

・京都大学ジュニアキャンパス（中学生対象、 名）
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2 生存圏学際萌芽研究センター

プログラム

参加者数

13 : 00 -13 : 10：閲会挨拶

京都大学生存圃研究所上田 義勝（発起人代表）

13 : 10 -14 : 10 : 「原子炉実験所における福島での取組（仮題）」

「走行サーベイシステム KURAMAによる放射線モニタリングの現状」

京都大学原子炉実験所谷垣実，窪田卓見

14 : 10 -14 : 50 : 「放射性同位元素総合センターにおける福島支援体制

亜びに関連研究の紹介」

京都大学環境安全保健機構放射性同位元素総合センター

角山雄一

14 : 50 -15 : 00休憩

15 : 00-15 : 3 「工学研究科都市環境工学専攻における関連研究の紹介」

京都大学京都大学大学院工学研究科

島田洋子，米田稔

くショートプレゼンテーション＞

15 : 30 -15 : 50 : 

「蛍光 X線及び EPMAを用いた大豆のセシウム蓄積部位の分析・検討」

京都大学生存圏研究所杉山暁史

京都大学化学研究所伊藤嘉昭

15 : 50 -16 : 10 : 

「京都大学と東京大学の連携研究について」

京都大学化学研究所徳田陽明

東京大学二瓶直登

京都大学生存圏研究所上田義勝

16 : 10 -16 : 30 : 

「営農再閲や復興関連として農水プロジェクトの「先端技術展開事業」に

おける現地実証の取り組み」

福島県農業総合センター矢吹隆夫，齋藤隆

16 : 30 -16 : 50 : 

「農研機構東北農業研究センター 福島拠点での取組」

農研機構東北農業研究センター藤村恵人，信濃卓

郎

16 : 50 -17 : 00： 閉会挨拶

京都大学化学研究所徳田 陽明

生存研：

他部局：

学外：

主催者：

2名（うち、学生 0 名、外国人 0名）

11名（うち、学生 2 名、外国人 0名）

14名（うち、学生 1名、企業関係 4名、外同人 0名）

京都大学生存圏研究所

担当者および TEL : 0774-38-3601 

連絡先 1生存研： 上田義勝

E-mail : 

その他

特記事項

TEL: 0774-38-4800 E-mail : ueda. yoshikatsu. 4e@kyoto-u.ac. jp 

講演者・出席者との連携により、

• RCs吸着・固定化ー可給化メカニズム解明に向けたワークショップ（東北農

業研究センター主催 10/13、福島）

•国際ワークショップ「生物・医学を物理する：放射線と物理、匿療を物
理する、生命システムのモデリング」（京都大学にて、 11/5-7)

に参加している。
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第293回生存圏シンポジウム

第 5回東日本大震災以降の福島県の現状及び支援の

取り組みについて

ー京都大学における福島支援研究との連携ー

開催要領

1 目的

束日本大震災時の原発事故により、福島県を中心として生活圏及び震業圏に大きな影響が出ている。生存圏

研究所においては震災関連の研究報告を、平成 23年度から第 191回、第 215回、第 240回、第 271回

生存圏ジンポジウム「東日本大震災以降の福島県の現状及び支援の取り組みについて」として毎年開催し、延

べ350名以上の参加者が活発な議論を行ってきた。放射性物質の問題は、生存圏においては長期的に取り組ま

なければならない課題の一つである。一方で、震災から 4年以上経過し、第 271回生存圏シンポジウムを福

島市において開催したことから、一般向け講演会としての取り組みとしては一定の節目を迎えたと者えている。

また、京都大学に於いても、我炭の研究グループだけではなく、数多くの研究チームが福島県内にて活動を続

けている。第5回目となる本シンポジウムでは、キーワードを「京都大学」とし、福島県で活動を行っている

学内の研究活動について紹介をお願いし、それぞれのグループ同土の情報交換と、連携をはかるものである。

また、同時に福島県の現地の最新の研究状況についても発表を行い、生存圏活動を持続発展するための連携支

援研究を模索していく。

2 主催 京都大学生存圏研究所

3 日時・会場

9月8日（火） 13 : 00~ 1 7 : 0 0 

京都大学工学部 3号館 N1教室

所在地： 〒606-8501京都市左京区吉田本町

4 プログラム

司会杉山暁史

13:00-13:10:開会挨拶

京都大学生存圏研究所上田 義勝（発起人代表）

13:10-14:10: 「原子炉実験所における福島での取組 (1反題）」

京都大学原子炉実験所

「走行サーベイジステム KURAMAによる放射線モニタリングの現状」

谷垣実，

「題目未定」

窪田卓見

14: 10 -14:50: 「放射性同位元素総合センターにおける福島支援体制並びに関連研究の紹介」

京都大学環境安全保健機構 放射性同位元素総合センター

角山雄一

14 : 50 -15 : 00 : 休憩

15 : 00 -15 : 3 0 : 「工学研究科都市環境工学専攻における関連研究の紹介」

京都大学大学院工学研究科

島田洋子，米田稔
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くショートプレゼンテージョン＞

15 : 30 -15 : 50 : 「蛍光 X線及び EPMAを用いた大豆のセジウム蓄積部位の分析・検討」

京都大学生存圏研究所杉山暁史

京都大学化学研究所伊藤嘉昭

15:50-16:10: 「京都大学と東京大学の連携研究について」

京都大学化学研究所徳田陽明

東京大学二 瓶 直 登

京都大学生存圏研究所上田義勝

1 6 : 1 0 -1 6 : 30 : 「営腰再開や復興関連として農水プロジェクトの

「先端技術展開事業」における現地実証の取り組み」

福島県農業総合センター 矢吹隆夫，齋藤隆

16 : 30 -16 : 50 : 「農研機構東北農業研究センター 福島拠点での取組」

農研機構東北農業研究センター 藤村恵人，信濃卓郎

15:50-17:00: 閉会挨拶

京都大学化学研究所徳田 陽明

5 対象者

研究者向け（事前登録制） 登録はこちらから http://bit.ly/ 1 MsUtKY 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号□;: 1二瓶直登 産学：携・:土：：｀｀;;;;究会

日時 I 201s. 10. 14（火） 13:00-17:00

場所 I京都大学東京オフィス

関連ミッション等 ①環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ ③．宇宙環境•利用

い、複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野 I農学、化学工学、電気化学

ナノバブル、ファインバブルなどの呼称で知られる微細気泡の研究について

は、現在基礎原理解明から、応用利用に向けた実用化研究の範囲まで、幅広い

研究が行われてきている。現状としては、企業、大学等で共同研究も行われて

きているが、微細気泡そのものを専門的に扱う学会が少なく、関連研究者が一

堂に集まる研究会は開催されていないのが現状である。申請者は、生存圏研究

所担当者である上田助教とともに、 2011年度より震災復典関連の研究に取り組

んできた。その研究成果の一つに微細気泡を用いた除染研究があるが、さらに

発展して微細気泡を利用した農学関連研究を開始しており、戦略的イノベーシ

目的と ョン創造プログラムの一つであるナノバブル農業利用の研究に現在携わってい

具体的な内容 る。同様に上田助教を中心とした京都大学における微細気泡の基礎・応用利用

研究グループ、また東京大学の濱本助教の微細気泡の土壌内挙動に関する研究

グループ、それぞれが独立に研究を進めるだけでなく、横断的に情報交換しな

がら、実際の微細気泡の原理解明を進めるため、本申請における研究会を立ち

上げ、忌憚のない意見を集めつつ、微細気泡研究を発展させることを目的とす

る。今回の研究会においては、新たに京都大学農学部の小川准教授と、北海道

大学工学研究院の渡慶次教授を講演者として招き、特に新しい微細気泡計測技

術の発展に向けだ情報交換を行った。

一般的な水と大気を用いた微細気泡技術は、生存圏環境において一般的に利

用されうる技術である。今回の研究会では、特に原理解明のための新しい計測

技術の確立という観点から研究会を行ったが、テラヘルツ帯における計測技術

や、マイクロチップを用いた高感度実験・診断手法などの技術は、化学反応実

験にも利用されており、他の分野での応用利用範囲は今後幅広くなると予想さ

れる。また、今回の研究会において、出席者全体で大型予算（新学術領域研究）

を目標とした予算獲得のための申請を行う事となり、コミュニティ発展に刷け

生存圏科学の Iた新しい活動が始まっている。

発展や関連コ

、ュニプイの

形成への貢献
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プログラム

参加者数

プログラム

司会

13:00 -13:10 :開会挨拶

東京大学大学院農学生命科学研究科 二瓶 直登（発起人代表）

13: 10 -13: 40 : 「これまでのファインバブル応用研究・基礎研究事例の

総括」

東京大学大学院農学生命科学研究科 大下誠一

13 : 40 -14 : 40 : 「マイクロ・ナノ流体デバイスを用いた分析・診断およ

び機

能性粒子の形成」

北海道大学大学院工学研究院渡慶次学

14:40・15:10:「テラヘルツ波全反射分光法を用いた水」

京都大学大学院小川雄一

15:10-15:20: 休憩

15: 2 0 -1 6 : 0 0 : 「ファインバブル基礎事例紹介」

各自研究紹介（徳田、杉山、上田、濱本、二瓶x8分）

16:00 -16:25: 「今後の研究展開について」

16: 25 -16: 30 : 閉会挨拶

京都大学生存圃研究所上田義勝

生存研：

他部局：

学外：

主催者：

2名（うち、学生 0名、外国人 0名）

2名（うち、学生 0名、外国人 0名）

4名（うち、学生 0名、企業関係 0名、外国人 0名）

二瓶直登

:::および I生存研： TE二゚3;；；1-7882 E-mail: anaoto@mail. ecc. u-tokyo. ac. jp 

その他

特記事項

TEL : 0774-38-3869 E-mail : yueda@rish. kyoto-u. ac. jp 

参加者全員で大型予算獲得の申請を行う予定である。（新学術領域）
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第294回生存圏ジンポジウム圏閻研究型微細気泡研究会

開催要領

1 目的

ナノハブル、ファイン/¥Jルなとの図派で知られる微細気泡の研究については、現在基礎原理解明から、郎用利用

に向けた実用化研究の範囲まで、幅広い研究が行われてきている。瑯犬としては、企業、大学等で共同研究も行われ

てきているが、躙圃気泡そのものを専門的に扱う学会が少なく、関連研究者が一堂に集まる研究会は開催されていな

いのが現状である。申請者は、生存圏研究所担当者である上田助教とともに、 2011年度より震災復興関連の研究に

取り組んできた。その研究成果の一つに微細気泡を用いた除染研究があるが、さらに発展して微細寃包を利用した農

学関連研究を開始しており、戦略的イノベーション創造プログラムの一つであるナノハブル農業利用の研究に現在携

わっている。同様に上田助教を中心とした京都大学におけ忍躙麟気泡の鄭礎・郎用利用研究グループ、また東京大学

の濱本助教の微細気泡の土壌内挙動に関する研究グループ、それぞれが独立に研究を進めるだけでなく、横断的に情

報交換しながら、実際の微細気泡の原理解明を進めるため、本申請における研究会を立ち上げ、忌憚のない意見を集

めつつ、（艇冊気泡5形を発展させることを目的とする。また、他大学や形鴇甑lにおける成果についても必要に応じ

て顆喜し、 1情報交換の場としたい。

2 主催 京都大学生存圏研究所

3 日 時 ・会場

10月14日（水） 13:CX),-,-,16:30

京都大学東京オフィス会議室3

所在地： 〒108-6027東京都港区港南2-15-1品川インタージティ A棟27階

4 プログラム

司会

13:00 -13:10 :開会痴拶

東京大学大学院農学生命科学研究科二瓶直登（発起人代表）

13:10 -13:40: 「これまでのファインハブル応用研究・基礎研究事例鴎紺舌」

東京人学人学院農学生命科学研究科大下誠一

13:40 -14:40: 「マイクロ・ナノ甜本デバイスを用いた分析・診断および機

能性粒子の形成」

北海道大学大学院工学研究院渡慶次学

14:40-15:10:「テラヘルツ波全反射分光法を用いた水」

京都人学人学院 l」1川雄一

15:10 -15:20：休憩

15:20 -16:00: 「ファインlゞブ）レ苔騒楚事例紹介」

各自研究紹介（徳田、杉山、上田、濱本、二瓶X8分）

16:00 -16:25: 「今後の研究展開について」

16:25 -16:30: 閉会挨拶

京都大学生存圏研究所上田義勝

5 対象者

研究者向け（事前登録制）
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課題番号

研究集会

タイトル

主催者

日時

場所

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存咽シンポジウム

国際シンポジウム「地球科学の挑戦」

ー第 回オクラホマ大学京都大学サミットー

オクラホマ大学

平成 27年 9月 20日～平成 27年 9月 23日

オクラホマ大学（アメリカ合衆園オクラホマ小卜1ノーマン市）

関連ミッシヨ ①．環境計測・地球再生
ン等（該当する 2．太陽エネルギー変換•利用
ものに0をつ
けてください、 3. 宇宙環境•利用
複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野

目的と

具体的な内

容

生存圏科学

の発展や関

連コミュニ

ティの形成

への貢献

地球大気計測

本国際シンポジウムを通じ、生存圏研究所のミッションの 1つである「大気計測・

地球再生」に関わる最先端大気観測、予報モデル、気候予測、気候変動適応に関する

国際共同研究が一気に進んでおり、また回数を重ねるにつれ双方の若手を中心とした

人材交流が大きく発展しつつある。

米国・オクラホマ大学で閲催する本国際シンポジウムにおいては、両国の最先端研

究を推進する教員を講師として招いた国際スクールをプログラム内に含み、両国の学

生が最先端の大気科学を学び合い切磋琢磨しあう場が提供された。なお、ノーマン市

では、本国際シンポジウムに先立って 9月 14~18 日にアメリカ気象学会・第 37回

レーダー気象会議が開かれており、北米の関連研究者の多くがノーマン市に集結して

いた。これに引き続き本会議を開催することにより、より多くかつ効率的に広範囲の

研究者・学生が参加できた。

本国際シンポジウムでは若手人材を中心とした国際人的ネットワーク醸成を目的

の1つとしている。オクラホマ大学は、米国海洋気象庁(NOAA)の研究機関や気象関連

産業の研究部門をキャンパスに誘致しこれら機関と協力した研究教育を推進してい

る。このような連携教育の推進は京都大学生存圏研究所の目指す生存幽科学の幅広い

振興と、国際的な研究者交流、若手研究者の国内外での

教育・啓発活動の方向性とも合致する。

京都大学生存圏研究所の学生、若手研究者が自らの研究成果を発表するだけでな

く、国際交流を通じて幅広く最先端研究を学び合うことは、京都大学生存圏研究所が

目指す深く裾野の広いグローバル化に寄与することができた。

本国際シンポジウムは大気計測、予報モデル、気候予測、気候変動適応といったそ

れぞれのコミュニティーの枠を超えて国内外の学生・研究者が集結し、これからの人

類生存圏に深く関わるグローバルな気候変動から森林圏、人類生活圏と関わりが深い

マイクロ気象現象まで深く議論を行った。

生存圏を新たに測拓・創成するための先進的技術閲発を目指す分野横断的な学際総

合科学としての側面が強く、国際的に学生・研究者が一同に会する貴重な機会であり、

生存圏研究所の教員や特に学生が関わることで、生存圏科学のコミュニティー・ネッ

トワークの発展へ貢献できたと考えられる。
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2 生存圏学際萌芽研究センター

生存研： 1 名（うち、学生 1名、外国人 0名）

参加者数 他部局： 10 名（うち、学生 3 名、外国人 0 名）

学外： 59 名（うち、学生 25 名、企業関係 0名、外国人 59 名）

主催者： PierreKirstetter 

担当者およ TEL: E-mail : pierre. kirstetter@noaa.gov 

び連絡先 生存研：古本淳一

TEL : 077 4-38-3812 E-mail : furumoto@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項
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課題番号

研究集会

タイトル

主催者

H 時

場所

2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

生存圏科学スクール

京都大学生存圏研究所、インドネシア科学院 (LIPI)、インドネシア航空宇

宙庁 (LAPAN)

平成 27年 9月 29~30S 

インドネシア科学院 (LIPI)講堂（インドネシア・ジャカルタ市）

関連ミッション等 ①．環境計測・地球再生
（該当するものに ②．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ ③．宇宙環境•利用

い、複数可） ④．循環型資源・材料開発

関連分野 1生存圏科学全般

人類社会の生存を図るためには、地球環境全体に及ぼす影響の大きさか

らアジア熱帯域における「生存圏科学」の構築が不可欠である。本研究所

は生存圃科学の構築に向けて強力な研究協力関係をインドネシア科学院

(LIPI)やインドネシア航空宇宙庁(LAPAN)と結んでおり、これまで数多くの

国際シンポジウムをインドネシアにおいて開催してきた。特に若手研究

者・学生と対象としたスクールを、「木質科学スクール」として平成 18年

度から 2回、その平成 20年度からは「生存圏科学スクール (HSS)」として

実施してきた。一方、平成 23年度からは、国際生存圏科学シンポジウム

(ISSH) として、日本、インドネシア両国の学生および若手研究者による

生存遡科学に関する研究発表の場がスタートしている。 HSSは若手研究者・

目的と 学生を対象とし、生存圏科学全般について最新の研究成果を紹介するとと

具体的な内容 もに、生存圏科学の国際的かつ多面的な発展を企図した活動を維持発展さ

せることを目的としている。日本人学生も参加・研究発表させることによ

り国際的な視野を持った研究者の育成も目指している。本年度は、ジャカ

ルタ市の LIPI講堂において開催し、 80名の参加を集め、生存圏科学に関連

する科学技術について議論を深めた。昨年度に引き続き、 JSPS日本・イン

ドネシア 2国間共同研究協力「大型レーダーによる赤道大気J::.下結合の日

本インドネシア共同研究」が実施中であるため、そこから旅費の追加を行

った。

今回は京都大学監事の丸本卓哉博士の参加を得た。同博士は荒廃地の再

緑化を研究しておられる。参加者にとって非常に有益な招待講演をしてい

ただくことができた。

生存圏研究所はイノベーションと国際化の強化を目的とした平成 年度

概算要求「生存圏科学の国際化とイノベーション強化」を提案しており、

国際化の一環として、生存圏アジアリサーチノードを核とした生存圏科学

の国際晟開を計画している。さらに赤道大気レーダーの強化を目的として、

H本学術会議のマスタープラン の提案プロジェクトの一部として「赤

生存圏科学の 道 レーダー」の設置を提案すると共に、概算要求している。これらは、

発展や関連コ いずれも当研究所がインドネシアに中心として有する海外拠点の強化を目

ミュニティの 指した動きであって、 開催はこれらのプロモーションのために重要で

形成への貢献 ある。
生存圏研究所とインドネシア科学院（ ）、インドネシア航空宇宙庁

（ ）などとの国際共同研究や国際シンポジウムの共同開催は、継続

的な研究協力体制の維持発展に資するところが大であるとともに、生存圏

科学の地球規模での発展に寄与するところが大きい。
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Day 1 
Tuesday, September 29th, 2015 
08.30 � 09.00 Registration 
08.30 � 09.00 Coffee Morning 
09.00 � 09.10 Opening ceremony of HSS-ISSH 2015 
09.10 � 09.20 Opening remarks by Prof. Enny Sudarmonowati - 
LIPI*  
09.20 � 09.30 Opening remarks by Prof. Toshitaka Tsuda � RISH* 
09.30 � 09.40 Photo session 
09.40 � 09.45 The Signing of the MoU (Memorandum of Understanding) 
between RISH,  

Kyoto University and RC for Biomaterials, LIPI 
Lecture Session I 
09.45 � 10.25 Lecture 1 (Prof. Takuya Marumoto � KU Auditor) � 

Environmental Science 
10.25 � 11.05 Lecture 2 (Prof. Kurniatun Hairiah - UB) � Soil biology 
11.05 � 11.55 Lecture 3 (Dr. Masayuki Itoh � CSEAS) � Forest hydrology
11.55 � 13.00 Lunch 
13.00 � 13.30 Poster session 
Lecture Session II 
13.30 � 14.10 Lecture 4 (Dr. Nurul Taufiqu Rochman � LIPI) � 
Nanotechnology 
14.10 � 14.50 Lecture 5 (Prof. Toshitaka Tsuda � RISH) � Atmospheric 
sensing 
Parallel  
14.50 � 15.40 Parallel session 1  
15.40 � 16.10 Coffee Break 
16.10 � 17.00 Parallel session 2 
17.00 � 17.10 Closing Day 1  
18.30 � 21.00  Banquet   
Day 2 
September 30th, 2015 
08.30 � 09.00 Registration 
08.30 � 09.00 Coffee Morning  
Lecture Session III 
09.00 � 09.40 Lecture 6 (Prof. Chow Yang Lee - USM) � Urban 
entomology 
09.40 � 10.20 Lecture 7 (Dr. Masturyono � BMKG) � Geophysics  
10.20 � 11.00 Lecture 8 (Prof. Kentaro Abe � RISH) � Biobased materials 
11.00 � 11.40 Lecture 9 (Prof. Eddy Hermawan � LAPAN) � Atmospheric 
science 
11.40 � 13.00 Lunch 
Lecture Session IV 
13.00 � 13.40 Lecture 10 (Prof. Tomoya Imai � RISH) � Biomass 
morphogenesis 
13.40 � 14.20 Lecture 11 (Prof. Mamoru Yamamoto � RISH)�Radar 
Atmospheric science 
Parallel 
14.20 � 15.20 Parallel session 3 
15.20 � 15.30 Announcement of the best presentation 
15.30 � 15.40 Closing ceremony

 

 

Dr. Sulaeman Yusuf (LIPI)

 
 

2 生存圏学際萌芽研究センター

]0Jay ll 
Tue琴[ay,Se芦e血1be陀Z9屯窟り誌

プログラム

参加者数

生存研：

他部局：

学外：

主催者：

4名（うち、学生 0名、外国人 0名）

2名（うち、学生 0名、外国人 0名）

76名（うち、学生 10名、企業閲係 0名、外国人76名）

担当者および o. id 

連絡先 生存研：山本衛

TEL : 0774-38-3814 E-mail : yamamoto@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項
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生存圏学際萌芽研究センター

CALL for PAPERS 
H55•ISSH 2015 

The 5th International Symposium of Sustainable Humanosphere (ISSH)-
A Forum of Humanosphere Science School (HSS) Jakarta,September29-30 2015 

nee and T£chnology toward:. Sus THEME: "Innovation in c
 

InabI Future' 

I 

Kuman activities give a sign股iamtimpact on earth 
that加vetobe managed in order to ensure the sustainability of 

this IMng world. In this stage of human history, challenge and risks 
are high but opportunities for social and env訳onmentalchanges 

are also widely open. It requires innovation in science and 
technology to face this曲tuation.One of the most urgent glob.al Issues 

of our times Is to cope with the !mpact of the clearly recognized 
climatic changes and associated extreme weather 

and water..-elated hazards, su出asfloods and drought. 
This situation raises awa『enessto create efforts to anticipate 

the negative impact1 that might come 

Taking part actively in the role, Rem「chCenrer for Biomaterials, 
I ndone,lan ln.titute of Sciences (LI Pl), 

Re5ear(h Ins廿tutefor Sustainable Humanosphere (RISH), 
Indonesian National ln;titute of Aeronautics and Space (LAPAN), with 
KyotoUnivers切proudlypresent Humanosphere Science School 2015. 

Humanosphere Science School {HSS) provides learning 
experienced by sharing knowledge, science, and technolo印for

函 tainable証uredelivered by experts specializing in subjects related 
to specifics topics. HSS will also hold a forum for intも也ciplinary

researchers, practitioners and professionals 
to share their knowledge or results of scientific re.earch 

inThelnte叩 tionalSymp~ium for Sustainable Humano1phere (ISSH). 
The main theme for this year conference. is 

"Innovation In Science and Technology towards Sustainable Future". 
The conference focuses on the Innovative contributions In advanced 

science and technology to encourage and motivate current and 
佃uredevelopment for achieving sustainable humanosphere. 

HSS and ISSK are run in different city each year. 
This year the conference will加heldIn Jakarta, the capital city 

of Indonesia. Leaming process uses presentation 
and discus5ion sむsions.Leaming topics inc.lude issues that are popula『

and actual, become specific concern tor scientists, especially 
those related to sustainable huma oosphere. HSS面IIbeheld in 

2 days and is divided Into several sessions depend on 
the topics. We cordially Invite researchers from any sdentJfic fields, 

academicians and"゜fession~lsto join this two-day semina『,

,. Atmospheric/Ionospheric Science 

2. Biosphere Science 

3. Geosphere Science 
4. General Forestry 
5. Remote sensing (Science & technology) 
6. Community-based Development and 

Social Economic Science 

September 29-30 2015 
Sasana Widya Graha UPI (Indonesian Institute of Sciences) 
JI. Gatot Subroto No.,o Jakarta 

L 

Abstract Submissions : June 25, 2015 
Full-Paper Submissions: September 25, 2105 

Registration : September 29, 2015 

The announcement and tentative program 
of the conference is available at : 
http:f/www.biomaterial.lipi.go.id/hs.s2015 

E-mail : issh@biomateral.lipi.go.id 
mobile :+6281335110133 (Apriwi Zulfitri) 

Student (bachelor & master): participant !DR 200 ooo/USD 20 

author IDR 300 ooo/USD 30 
: participant !DR 400 ooo/USD 40 
author IDR 500 ooo/USD 50 

* Accomodations (hotel) and cultural night dinner are not induded 
Payment could be paid by transfer to: 
Account Name : Triastuti 
Account Number : 900 oo 1383907 2 
Bank Name : Mandiri KCP. Mayor Oking 
SWIFT code : BMRIIDJA 

General 

Research Center for Biomaterials LIPI 
JI. Raya Bogor Km. 46, Cibinong, 16911 Bogor 
Phone: +62-21-87914511 

Fax. : +62-21-87914509 

⑮
5
 [、 し鼻●鼻 N

Research Center for Biomaterials -U Pl 
Indonesian National Institute of Aeronautics and Space (LAPAN) 

Research In双 itutefor Sustainable Humanosphere (RISH) 
Kyoto University Japan 
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Memorial Talks for Dr. Kazadi SANGA-NGOIE 

 

 

 

 

 

 
 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

日時

場所

関連ミッション等

（該当するものに

0をつけてくださ

い、複数可）

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

サンガ・ンゴイ・カザディ氏追悼講演会

生存圏研究所（塩谷雅人）

平成 27年 9月 26日

稲盛財団記念館大会議室

①．環境計測・地球再生

2．太陽エネルギー変換•利用

3．宇宙環境•利用

4．循環型資源・材料開発

GIS, リモートセンシング

生存應研究所の教授として昨年 4月から在任されていたサンガ・ンゴイ・カ

ザディ氏が，病気のため 6月28日に亡くなられた．サンガ氏は，昭和 52年 10

月ザイールキンシャサ大学大学院理学研究科修士課程を修了された後，昭和

58年4月から京都大学に留学され，平成元年 3月に理学研究科博士後期課程を

修了，学位を取得された平成 2年 10月創価大学比較文化研究所アフリカ研究

センター専任講師，平成 5年 4月三重大学教育学部助教授，平成 7年 4月同教

授，平成 19年 4月立命館アジア太平洋大学アジア太平洋学部・研究科教授を経

て，平成 26年 4月京都大学生存圏研究所教授に就任された．平成 26年 11月か

らは同国際高等教育院副教育院長を併任された．

本研究集会では，サンガ氏の研究業績と国際教育の成果について振り返ると

ともに，生涯のテーマとして取り組んでこられたアフリカと日本の架け稲とし

ての活動 (NGOアフリカ村おこし運動およびアフリカ開発研究センターの創設

など）について紹介する．

サンガ氏は，特に植生と密接に関連した気候・環境動態解明に関する優れた

研究業績を挙げている．なかでも人工衛星からのリモートセンシングデータと

地理情報システム (GIS)を有効に用いた研究を通して，地球システムにおけるエ

ネルギーや物質循環の統合的な解析をおこなった．こういった切りロ・手法に

ついて改めて評価し，今後重要性を増す気候・環境動態解明の研究展開につな

げることが期待される．また，おもに立命館アジア太平洋大学在任中に実施さ

れたものであるが，開発経済，国際行政，環境管理などの分野でアジア太平洋

地域の持続可能な発展に貢献できる高い専門性を有した人材の育成を目的とし

たプログラムを推進した．こういった国際的な人材育成に関わる活動は，研究

所として今後の国際展開を考える上で重要な機能の一つとなる．

生存圏科学を推進するにあたって，エネルギーや物質循環を統合的に解析す

る手法は今日的であり，サンガ氏の成果を踏まえた新しい研究展閲につなげる

ことができる．また，国際的な人材育成もグローバルリーダーを輩出していく

上で必須の視点であり，生存圏科学が目指す学際的な学問分野の創成にあたっ

て組織が持つべき括盤となる仕組みといえる．
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15:10- 15:40 APU  
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15:40- 16:20  
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    ( ) 
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16:20- 16:30  
   

 

 

 
 

 

プログラム

参加者数

2 生存圏学際萌芽研究センター

第 回生存圏シンポジウム

サンガ・ンゴイ・カザディ氏追津講演会

H時 ： 月 H土時分～時分

場所：稲盛財団記念館大ホール京都市左京区吉田下阿達町

生存研：

他部局：

学外：

主催者：

司会：塩谷雅人

：開会の挨拶

津田敏隆生存瀾研究所・所長

：挨拶

村中孝史京都大学国際高等教育院・教育院長

：サンガさんと熱帯気象 京大での学生時代を過ごして

西憲敬福岡大学理学部・准教授

：三重大学生物資源学部地球環境気候学研究室での日々

吉川沙耶花東京工業大学大学院理工学研究科•特別研究員

：休憩

におけるサンガさんの国際教育

村上健吃命館アジア太平洋大学・事務局長

：アフリカと日本の懸け橋として

黒川清登宣命館大学経済学部・教授

下野隆夫アフリカ閲発研究センター・代表

ウスビ・サコ 京都精華大学・教授・人文学部長

流木茂 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科・教授

：閉会にあたって

サンガ・カリーナ，サンガ・ナタリー

3 3名（うち、学生

1 8名（うち、学生

8 3名（うち、学生

名、外国人 名）

名、外国人 2名）

名、企業関係 14名、外国人 10名）

担当者および「一ー一巳に
連絡先 生存研：塩谷雅人

E-mail : 

その他

特記事項

TEL : 0774-38-3850 
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生存圏学際萌芽研究センター

第297回生存圏シンポジウム

サンガ・ンゴイ・カザディ氏追悼講演会

日時：月日（土） ～ 
場所：稲盛財団記念館大ホール

（京都市左京区吉田下阿達町 ） 

司会：塩谷雅人

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

‘ 

開会の挨拶

津田敏隆（生存圏研究所・所長）

挨拶
村中孝史（京都大学国際絲等教育院・教育院長）

サンガさんと熱帯気象ー京大での学生時代を過ごして—
西 憲敬（福岡大学理学部・准教授）

三重大学生物資源学部地球環境気候学研究室での日々

吉 JII 沙耶花（東京工業大学大学院理工学研究科•特別研究員）

休憩

におけるサンガさんの国際教育

村 上 健（立命館アジア太平洋大学・事務局長）

アフリカと日本の懸け橋として
黒 JII清登（立命館大学経済学部・教授）

ド野隆夫（アフリカ開発研究センター・代表）
ウスビ・サコ（京都精華大学・教授・人文学部長）

荒 木 茂（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科・教授）

閉会にあたって

サンガ・カリーナ
サンガ・ナタリー

入場料無料

どなたでもご参加いただけます、是非ご来場ください

谷 雅 人
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課題番号

研究集会

タイトル

主催者

日時

場所

関連ミッション等

（該当するものに

0をつけてくださ

い、複数可）

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 298回生存圏シンポジウム

第 12回持続的生存圏創成のためのエネルギー循環シンポジウム

ーマイクロ波高度利用と先端分析化学

第 5回先進素材開発解析システム (ADAM)シンポジウム

ーマイクロ波高度利用生存圏フラッグシップ共同研究

渡辺隆司

平成 27年 11月 2日

生存囲研究所木質ホール 3F

1．環境計測・地球再生

②．太陽エネルギー変換•利用
3．宇宙環境•利用

④．循環型資源・材料開発

生存圏電波応用分野、バイオマス変換分野、バイオマス形態情報分野、居住圏

環境共生分野

本シンポジウムは、ミッション 2の太陽エネルギー変換・利用に関連した

生存咽学際領域の開拓のためのシンポジウム、 2011 （平成 23)年度より共

同利用を開始した先進素材開発解析システム (Analysisand Development 

System for Advanced Materials, 以下 ADAMと略）の成果報告シンポジウ

ム、生存園フラグシップ共同研究「バイオマス・物質変換のためのマイク

ロ波高度利用共同研究」の研究成果報告と今後の活動指針を議論する目的

で企画開催したものである。 ADAMは、マイクロ波加熱を用いた新材料創生、

木質関連新材料の分析、その他先進素材の開発と解析などに用いられ、ミ

ッション 2 の太陽エネルギー変換•利用、ミッション 4 の循環型資源・
材料開発に貢献する先端設備である。これまで実施してきた持続的生存圏

創成のためのエネルギー循環シンポジウムに加えて、 ADAM共同利用の意義

とマイクロ波高度利用生存圏フラッグシップ共同研究の研究成果、日的を

紹介することにより、これらが三位一体となった共同利用・共同研究活動

を円滑に進展させることを目的とした。

生存園フラッグシップ共同研究「バイオマス・物質変換のためのマイクロ

波高度利用共同研究」の成果発表、 ADAM共同利用の紹介と成果発表、ミッ

ション 2の成果発表を合体させることで、研究所の設備や人材を資源とす

る共同利用・共同研究を発展させる目標が明確化した。本年度のシンポジ

ウムでは、人の健康維持に関する講演も組み込み、次期ミッションの実施

に向けて、異分野融合研究による太陽エネルギー利用と健康への貢献につ

いて広く議論した。これにより、エネルギーのベストミックスや新素材創

成、マイクロ波高度利用、健康維持に寄与する学際・融合プロジェクトが

発展すると期待される。本シンポジウムはこれらの分野の関連研究者の情

報交換を促進する場としての役割を担うと同時に、 ADAM共同利用の発展に

も寄与した。
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2 生存圏学際萌芽研究センター

プログラム

参加者数

担当者および

連絡先

その他

特記事項

開会の辞渡辺陸司 京都大学生存遡研究所

先端分析・先端材料

招待講演「次イオン質量分析による生体成分のケミカルマ

ッピング」

福島和彦 名古屋大学大学院生命農学研究科

招待講演「炭素ナノ材料で作る蓄電デバイス」

須田善行 豊橋技術科学大学電気・電子情報工学系

招待講演 「マイクロ波による固体水素源型水素燃料電池向

け革新材料開発」

京都大学大学院工学研究科

休憩

マイクロ波・食品と人の健康

招待講演「マイクロ波の低温照射が癌細胞に与える影孵」

浅野麻実子 大阪薬科大学薬学部

講演「電波と健康 ～国際動向を中心として～」

宮越順二 京都大学生存圏研究所

招待講演「スポーツ・栄養分野における呼気 02/co2ヽ 13C02

分析と生体エネルギー消費量の測定」

石原健吾 龍谷大学農学部食品栄養学科

閉会の辞篠原真毅 京都大学生存圏研究所

生存研： 2 7名（うち、学生

他部局： 3名（うち、学生

学外： 1 3名（うち、学生

主催者：渡辺陥司

TEL : 0774-38-3640 

生存研：渡辺隆司

TEL : 0774-38-3640 
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4 名、外国人 4名）

0 名、外国人 1名）

0 名、企業関係 4 名、外国人 0名）

E-mail: twatanab@rish.kyoto-u.ac.jp 

E-mail: twatanab@rish.kyoto-u.ac.jp 



2 生存圏学際萌芽研究センター

F紐H 第298回生存圏シンポジウム 、乞
稟12回持続的生存圏薗成のためのエネルギー霞環ジンポジウム

ーマイクロ波高度利用と先鐵分析化学一

第5回先進素材闘発解析システム(ADAM)シンポジウム
ーマイクロ波高襲利用生存●フラッグシップ共同研究一

平成 27年 11月 2日（月） 13:00-17:20 

京都大学宇治キャンパス 生存圏研究所木質ホール 3F

主催：京都大学生存圏研究所
協賛：日本電磁波エネルギー応用学会

来歓迎

問い合わせ先：〒611-0011京都府宇治市五ヶ庄京都大学生存圏研究所渡辺隆司
077 4-38-3640 twatanab@rish.kyoto-u.ac.ip 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

二：~7r&-三三戸二存：澳ー阿部修司
場所 名古屋大学グリーンサロン東山 会議室

関連ミッション等 1．環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ ③．宇宙環境•利用

い、複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野 I地球超高層物理学、太陽物理学、惑星間空間物理学

太陽活動度は近年徐々に下がりつつあり、第24サイクルの極大期は近

代的な観測が始まって以来最も低調であった。もし今後10年太陽活動が

低下し続けた場合、グランドミニマム期に入る可能性がある。グランド

ミニマム期は、太陽活動に依存する気候変動の解明にとって重要な時期

であるだけでなく、放射線帯粒子の長期間捕捉やオーロラ帯の縮小な

ど、低調な太陽風環境による影響が顕著になると考えられている。一方

で、 2012年7月に発生した強大な太陽嵐のように、静穏期であっても巨

大なフレア爆発は発生する。もし地球側面で発生していれば、キャリン

トンイベント規模の超巨大磁気嵐が発生していた可能性がある。今後予

目的と 想される静穏太陽サイクルが、太陽遡や内部磁気遡の託エネルギー粒子

具体的な内容 環境といった「宇宙生存囲」に与える影響を検討する必要がある。

研究集会では、実際のマウンダー極小期における宇宙線変動から現太

陽活動サイクルの太陽圏・地球磁気圏環境まで幅広く議論を行った。ま

た、予想外に巨大化した2015年3月17日の磁気嵐などを取り上げ、太陽

活動静穏時にも発生し褐る、惑星間空間衝撃波の到達やコーラス波動に

伴う瞬間的な強放射線帯の生成などを議論した。

現代社会は宇宙の高エネルギー粒子環境に影瞥を受けやすい高度科学

技術（人工衛星など）に強く依存している。今後 年ほどで人類は、

グランドミニマム期に直面していく可能性がある。本研究集会で集中的

に議論した、 グランドミニマム期における太陽圏および磁気圏環境、

および、 グランドミニマム期であっても「宇宙生存園」に大きな影警

生存圏科学の を与え得る突発的な宇宙天気現象は、近い将来に起こり得る宇宙線増大

発展や関連コ や宇宙嵐への備えに繋がるテーマである。また、本研究対象は地球電磁

ミュニティの 気圏から太陽圏まで広域をカバーするため、異分野間交流を深めること

形成への貢献 ができる。

-204-



 

11/11( ) 13:00 - 13:25   
 

13:25 - 13:50  
 

13:50 - 14:15  
 

14:15 - 14:35  
 

14:55 - 15:15   
24 1999 5 10-12  

15:15 - 15:35  
 

15:35 - 15:55  
 

15:55 - 16:15  
 

16:35 - 16:55   
775 994

16:55 - 17:15   
  

17:15 - 17:40   
11/12( ) 9:30 -  9:50    

 
 9:50 - 10:10    

 
10:30 - 10:50  

IMF null-separator  
10:50 - 11:10 
11:10 - 11:30   

 
13:00 - 13:50   

 
13:50 - 14:15  

 
14:15 - 14:30  
AMR SFUMATO : 
14:50 - 15:10  CME

MHD (SUSANOO-CME) 
15:10 - 15:30   

SUSANOO-SW  
15:30 - 15:50  
2015 3 17 CME-CIR
15:50 - 16:10    
2015 3 17

 

 

 
 

 

プログラム

参加者数

担当者および

連絡先

その他

特記事項

2 生存圏学際萌芽研究センター

llllfllll〈水） 宮原ひろ子 （武蔵野美術大学）

マウンダー極小期の太陽圏と宇宙線変動

堀田英之（千葉大学）

太陽ダイナモから考えるグランドミニマム

政田洋平（愛知教育大学）

対流ダイナモの励起条件から探る太陽活動のグランドミニマム

片岡龍峰（国立極地研究所）

グランドミニマムの太陽風構造について

亘慎一（情報通信研究機構）

サイクル の太陽風と 年月 日の低密度太陽風イベント

岩木美延（九小卜1大学）

磁場のない太陽風に対する地球磁気圏の応答

海老原祐輔（京都大学）

惑星間空間衝撃波到来時の内部磁気圏変動

栗田怜（名古屋大学）

強い放射線帯を形成するコーラス波動についての仮説

早川尚志 （京都大学）

年及び 年の極端宇宙天気現象に纏わる同時代史料とその考察

河村聡人（京都大学）

清代におけるオーロラ記録の統計的傾向とその内容

鈴木建（名古屋大学）太陽風の逆流現象

llllfll合（木） 西谷望（名古屋大学）

極端静穏時における電離圏対流の特性について

菊池崇（名古屋大学）

磁気圏電離圏対流と磁気圏波動に共通する電離圏電場特性

藤田茂（気象大学校）

南 での 構造と磁気圏対流

田中高史（九州大学）対流変動によるサブストームの発生

阿部修司（九州大学）

九大多磁場観測網を用いた地磁気誘導電流関連研究の展開と展望

鷲見治一 （アラバマ大学）

太陽圏外圏構造と銀河宇宙線輸送過程

三宅晶子（茨城高専）

太陽圏内における宇宙線変調の 22年周期変動

松本倫明（法政大学）

コード による太陽圏モデルの構築モデルと性能評価

塩田大幸（名古屋大学）：フラックスロープを含む

伝搬過程の シミュレーション

山野内雄哉（名古屋大学）

太陽風予測モデル の予測精度改良の試み

伊集朝哉（名古屋大学）

年月 日磁気嵐を引き起こした 複合イベントの解析

桂華邦裕 （名古屋大学）

年月 日磁気嵐中のリングカレントイオンの振る舞いについて

生存研： 1名（うち、学生 0名、外国人 0名）

他部局： 2名（うち、学生 2名、外国人 0名）

学外： 3 3名（うち、学生 6名、企業関係 0名、外国人 0名）

主催者：桂華邦裕

TEL : 052-747-6332 E-mail : kkeika@stelab. nagoya-u. ac. jp 

生存研：海老原祐輔

TEL : 0774-38-3844 E-mail : ebihara@rish. kyoto-u. ac. jp 

平成 27年度国立極地研究所研究集会および平成 27年度 STE現象解析ワー

クショップと合同で「第 5回極端宇宙天気研究会」として開催した。
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The past five conferences have attracted more than 700 participants from 
Europe, Africa and Asia, with highly-qualified papers and posters. This time we are 
expecting more than two hundred participants for oral and poster presentations. 
The SUSTAIN conference originated from the need to provide an inter-disciplinary 
forum where the most serious problems affecting a sustainable future for human 
security can be discussed, in recognition of the fact that many future problems 
cannot be solved by a �siloed� approach. 

The conference will address problems of primary importance for human security, 
discussing and proposing a more constructive and progressive approach to ensure 
future societal sustainability. The meeting will provide a common forum for a wide 
range of researchers and practitioners specialising in a range of subjects related to 
the conference themes. 

The Sustainable Future for Human Security also includes the following 
objectives: 
# To provide a forum for international researchers community to   
 discuss, share and exchange their latest research progress in relation  
 with sustainable future issues. 
# To develop and promote a sustainable networking between    
 participants to hold human securities and bridging ideas into policies  
 and desired realities. 
# To broaden information access for scientific communities toward  
 global scientific, technology, social, economics and engineering  
 societies. 
# To empower Asian in general and South East Asia in particular for  
 research collaboration, network and partnership among researcher  
 communities and decision makers. 
 
 
 
 
 
 

2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

研究集会

タイトル

第 回生存圏シンポジウム

」

主催者

日 時

場所

SustaiN Societyおよび在日インドネシア人留学生協会

平成 27年 11月 17-19日

Sanur Paradise Plaza Hotel & Suites, Bali, Indonesia 

関連ミッション等 ①．環境計測・地球再生
（該当するものに ②．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ ③．宇宙環境•利用

い、複数可） ④．循環型資源・材料開発

関連分野 Iエネルギー、資源、経済、環境科学、科学技術、工業、農業、社会学

目的と

具体的な内容
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We are living in an important historical point. The rise of Asia had brought 
waves of optimism across Asian nations. This brings many opportunities to shape a 
sustainable future for human security in Asia. However, there are still many 
problems and challenges lie in various aspects and levels, from community to 
governance, from politics to economy, and from global to local.  

The shift of pendulum generated some consequences; some of them lead to 
natural resources depletion, shortage of carbon-based energy, shortage of food and 
water, as well as over-utilization of natural and human resources. The future 
economic and technology heavily rely on either the proper utilization of Asian 
natural resources, or well-prepared human resources.  

To create breakthroughs for ensuring the prosperous future of the Asian people, 
deep understanding of problems and the dynamics shaping them is at paramount 
importance. Thus, students and scholars are at the forefront of this process.  

Learning from the advanced West is important. However, it is clear that �one size 
fits all� is not always applicable. Asia, with its unique and vibrant culture, history, 
and socio-political contexts, offers various different kinds of wisdom and solutions. 
It depends on us to answer this intellectual challenge. Thus, we believe that 
building a network of students and scholars working on various aspects and levels 
of challenges for the future of Asia with various academic background is an 
important step to find creative and fresh answers.  
However, scholarly understanding of challenges and their creative answers to 
problems should not stop at books, journals, and conferences. They should inspire 
policies and actions, both by the government and civil society. We should create 
bridges to bring ideas to realities.  

The SustaiN society and Indonesian Student association in Kyoto, Japan had 
been successfully carried out the 1st up to 4th SustaiN conference in Kyoto, Japan, 
and 5th in Bali, Indonesia. 
The SustaiN 6th was held in Sanur, Bali, Indonesia. Regarding related issues and 
its effort to continue provide international gathering. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献
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2 生存圏学際萌芽研究センター

プログラム

TUESDAY, NOVEMBER 17, 2015 
08:30 -09:00 Registration 
09:00 -09:45 Conference opening ceremony (Griya Agung Ball Room lF) 
09:45 -10:00 Break 
10:00 -12:30 Plenary Session 

Keynote speaker 1: Prof. Naoki Ishihara (Ritsumeikan University) 
Keynote speaker 2: Prof. Roos Akbar (lnstitut TeknoloRi BandunR 
Keynote speaker 3 : Prof. Minoru Yoneda (GCOE HSE -Kyoto University) 

12:3-O---=--13;30 -Lun-ch (5-a_!l直 Ha[um-R-es(a阿 ant1Fl_ 

Parallel session 1 

Disaster 
E nd I Ener割 and p d I Bio I Human Security: I Climate Change, I Sustainable nergy a repare ness, 

Social Research E-n・・v・i・r・o-n・・m・・・e-n・・t・a-l ・ M anagement technology Actors and Soil & Water Urban 
Technology a_n_d _, n R紅__ o_ ve_ ry _ Factors C onservation Growth 

I 

14:1s -16'00 I (Slngaraja IMan炉puraRoom (Gnya栢ung"•banan Room 4F) (Ami●pu,o Room4日 （い暉lIRoom4F)
Room4日 句

lkg1•nRoom29) 
Ball Room2F) 

EnE19 EnE09 DM13 EnE14 SPlO STF22 BEOl 

EnE29 EnE16 DM14 SA06 SP30 EnE13 BE02 

EnE25 EnE17 DM17 SAlO SP37 STF06 BE06 

SP29 EnE18 DM21 SA14 SP33 SA18 BE09 

EnE31 SA04 SP34 SP12 

脳 00-15了15ーtoffeelirea~ 

| Parallel session 2 

I I Energy 
Biodiversity & 

Waste Modellmg, Human Security Bio Sustainable Urban 

Management Bioenergy and Policies technology Development 
ecosystem 

Planning 

Utilization 
sen』．ces 

16:1s -1s:oo I ITAb.,n•n Room 4F) (Amlapura Room 4F) (llangli Room 4F) 
ISIng湯mJa IMn炉匹raR0~n

（し炉nRoom2F) 
(GnyaAgung 

Roomm ●F) Ball Room2F) 

EnE03 EnE23 SP24 SA09 SP02 STF03 BE12 

EnE06 EnE34 SP14 SA22 SP07 STF09 BE16 

EnE24 EnElO SP19 SA25 SP08 STF05 BE20 

EnE30 EnE05 SP35 SA26 SP26 STFll 

EnE15 EnE35 SP23 SA27 SP20 

r:J.9:00 -21:00 Gala Dinner (Denpasar Room 3F) 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

WEDNESDAY, NOVEMBER 18. 2015 | 
08:30 -09:00 Registration 

Parallels邸 sion3 

Food 
Building 

Human Security. Production Sustainable Silviculture & 

Actor and Factor 
Hydro-Disaster 

and Development Rehabilitation 
Science & 

Postharvest 
Structure 

09.00 -10:45 
(Taba心 nRoom 4F) (Amlapura Room 4F) 1釦ngllRoom4F) （!.ingaraja (Man炉puraRoom (leglan Room 2f) (Griyo Agun& 

Room4F) 4n 邸 1Room2F)

SP31 DMOS STF04 SPOl STF08 BE05 

SP32 DM08 SA03 SP21 STF12 BE07 

SP13 DM16 SAOS SP16 STF21 BE17 

SP38 DMlS 5A08 SP17 
SP15 SA28 SP22 

ho泣こll:OO二玉面ik ニニコ
Parallel session 4 

Food 
Conservation & 

Geo-Disaster 
Production Sustainable Sustainable 

Rurban and Development Forest Product 
Housing 

Postharvest 

11:00 -12:45 (Slngar.J• (Mangupur• 知m (GnyaAg匹(Tab.lnan Room 4F) (Amlapura肋om●F) 1距ngl;Room4F) 
Room4f) 4F) 

(leg;an Room 2f} 
Ball Room 2F) 

BE04 DM03 SA16 SA20 STFB EnE12 

BE18 DM19 SA17 SP18 STF14 EnE22 
BE11 DM20 SA24 5TF16 BE25 
BE19 SA02 STF17 

STF18 

[12:45~ 13:45=-Lunclieon (Sanur Ha rum Restaurant.18 l 

14:00 ~ 15:00 Best Paper Announcement (Griya Agung Ball Room 2F) 
Conference dosi2n0g 1c5 eremony (Griya Agung Ball Room 2F) 

THURSDAY, NOVEMBER 19, l 
starts at 09・00 Tour {Only for tour-registered participants) 

生存研： 4名（うち、 H本人学生 1名、外国人学生 3名）

参加者数
他部局： 1名（うち、日本人学生 1名、外国人学生 1名）

学外： 143名（うち、日本人学生名、日本人研究者 2名、外国人企業関係 1名、外国

人学生 43名、外国人研究者 97名）

主催者： SustaiNSociety 

担当者および TEL: E-mail : secretariat@sustain-conference.com 

連絡先 生存研：吉村剛

TEL : 077 4-38-3662 E-mail : tsuyoshi@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項 来年はタイのバンコクで開催予定である。
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麟
The 6th International Conference 
on Sustainable Future for Human Security 
Sustainable Development and Global Change 
The 300th Symposium in Sustainable Humanosphere 

Sanur Paradise Plaza Hotel & Suites, Bali. INDONESIA 

Bali, November 17 -19, 2015 

The past five conferences have attracted more than 700 participants from 

Europe. Africa and Asia, with highly-qualified papers and posters.. 

This time we are e1<pecting more than two 

hundred participants tor oral and poster presentations. 

The SUSTAIN conference originated from the need to 

provide an inter-disciplinary forum where the most serious 

problems affecting a sustainable future tor human secur.it'{ 

can be discussed, In recognition of the fact that many 

咄reprot|ems cannot besgived bya "Sloed" approa_ch. 
T e con erence will ad (ess probiems of pnmary Imp0『tance

for human security, discussing and proposing a more constructive 

and progressive approach to ensure future societal sustainability. 

The meeting will provide a common forum for a wide range of researchers 

and practitJoners specialising in a range of subjects related lo the 

conference themes 

Conference Topics 

1. Energy and Environment (EnE) 
• Renewable energy 
• Low ca『bonenergy system 
• Energy economics and planning 
• Sustainable municipal solid waste management 
• Sustainable consumption and production 
• Life cycle Inventory and Impact assessment In ASEAN nations 
Energy related Biotechnology and Nanotechnology 
Water and waste Management 
Blot釦 hnologyand Environmental Pollution 

2. Sustainable Tropical Forest (STF) 
Community forest management 

• Forest for water, food and energy 
• Forest Biodiversity and ecosystem services 
• Sllvicultural technique for rehabilitation 
• Sustainable tim畑randnon tlm畑rforest product 
• Soil and water conservation 
• Watershed management 
• Wetland management 

3. Sustainable Agriculture (SA) 
• Land and water resource engineering 
• Food productlon syslem and technol叩
• Agricullu『eand food process engineering 
• Precision Agriculture 
, Information and communication technology in agricullure 
Micro-ell mate and environment conlrol 

• Agricultural technology ror climate change mlllgatlon and adaptation 
Pest control and management 
Nursery and breeding technology 

• Agricultural biotechnology 

4. SustaJnable built environment In tropical hemisphere countries (BE) 
• Energy Efficiency and low energy buildings 
• Educating Future Architects: Sustainability as The Norm 
• Design: Creativity and Adaptability 
• Towards a Grand Scenario: Polley for Sustainable Growth 
• Structure, Geo-technique and Construction Materials 
• Transpo池 Uonand Urban Design 
• Conslrvction Technology and Value Management 
Sustainable buildings and constructions 
Buildings (life cycle cost, energy a叫 Impactanalysis) 

• Heritage conservauon 
• Preservation and Res(oration of Wooden Structures 

5. Disaster Management (OM) 
Disaster management exercise 

• Flood and Drought caused by e~treme weathe『

• Debris now and sediment transport 
• Community based disaster management 
• iechnology for disaster mitigation and prevention 
• Disaster caused by Exlreme weather 
• Surveillance and early warning systems 

6. Social and Economy (SE) 
Democracy, democratizallon and Human Security 

• Politics of energy 
• Public Sphere、PublicSpace and Urban politics 
State and Non State Actors In a Changing World 
Memories and Identities 

• Economic Security and Sustainable development 

WWW.sustain-conference.com ヽ
secrelariat@sustain-oonference.com 、
H“'“by 印 pportedby Co•host四切

¥、

Aulhor(s) may select one of these four options, as follows: 

Option 1. Author(s) will only deliver the POSTER presentation in the conference 

Option 2. Author(s) will only deliver the pre玲 ntationin the conference. 

Option 3. Author(s) will deliver the presentation at the conference and want 

their paper 10 be published in the Procedia Environmental Science. 

Option 4. Author (s) will deliver the presentation at the conference and want 

the,『paperto be published in the International Journal of Sustainable 

Future for Human Security (J-SustaiN). 

Important Dates 

Deadline for Extended Abstract: June 30, 2015 

Notification of Acceptance : July 15、2015
Submission for Full Paper : September 30, 2015 

Re釦 Itof Full Paper Review : October 15, 2015 

Revised Full Paper Submission : November 30, 2015 
Registration 

Deadline of Payment : September 30, 2015 

Sustain Conference : November 17-19, 2015 

The conference charge: 

Authors (Non-student) : USO 400 (4,800,000 !DR/ 42,000 JPY) 

Author (student•) : USO 250 (3,000,000 !DR/ 26,250 JPY) 

Listeners" : USO 150 (1,800,000 !DR / 15,750 JPY) 

Undergraduate -~tudent Session : USD 150 (1,800,000 !DR/ 15,750 JPV) 

°吾幸＿
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課題番号

研究集会

タイトル

2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 301回生存圏シンポジウム

宇宙プラズマ波動研究会

主催者 1成行泰裕

日時

場所

関連ミッション等

（該当するものに

0をつけてくださ

い、複数可）

関連分野

目的と

具体的な内容

平成 27年 11月 28日ー29日

黒部市宇奈月国際会館セレネ、宇奈月グランドホテル

L環境計測・地球再生

2．太陽エネルギー変換•利用

③．宇宙環境•利用

4．循環型資源・材料開発

宇宙環境•利用

宇宙プラズマ波動に関する最新の研究成果について発表・議論する場を提

供することを目的として、 SGEPSS波動分科会、 URSI分科会 H小委員会の共催で

タイトルのような研究集会を開催した。 SGEPSS波動分科会ではこれまでも異分

野間の交流や学生対象の研究集会などを行ってきたが、本年度は学生を中心と

した参加者同士のより能動的な学びの機会や密度の濃い異分野間交流の場を提

供するため、本年度は合宿型の研究集会を行うことになった。また、参加者へ

先端研究の詳細について理解するための機会を供するため、 1時間程度のチュ

ートリアル講涼を 3件、 20分の招待講演を 6件設定した。当初予定していた海

外研究者の招へいは予算の削減や国内短期滞在中の候補者の日程に合わない等

の理由より行わず、国内研究者に振り替えた。

ポスターセッションでは電波応用・工学一般、データ解析・数値計算、磁

気圏・電離圏、の 3つのセッションを設け、 22件の講演について 2時間にわた

り熱心な議論が交わされた。ポスター発表後は、コメントに対する自分の認識

と他者の認識の比較を通じ批判に対する多角的な視点を持つことを意図し、図

のようなワークシートを用いた作業を通じてポスターセッション中にオーディ

エンスから各発表者に渡されたコメントシートをセッション内で共有し、発表

の振り返りを行った。ポスターの振り返りに当たっては、招待講演・チュート

リアル講演の若手の登壇者がファシリテーターとして作業を大いに支えた。翌

日の振り返りセッションでは、各セッションが作成した資料を元に改善計画の

発表を行った。参加者が短期間に集中して非常に熱心に取り組んでくれたこと

は、合宿型で行った成果であった。

●訓“肩か‘”...9Jh•-.... ．り罰•ウ•ン
っ—
墨● （ ） 璽舅 （ ） " ' ) 

・フ~＂）テ-.

鴫 輯 で綱駅べいい”‘

.• -··たコメントン一 "BO8竃叫•覺で＂．している0ペ
呻しし●

| | 
a "の” ”3C・ne。J..,．とI.....C,鸞ついZCCI●冨導レ

うヽ．

| | 

図．ポスターセッション後の振り返り用ワークシート
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2 生存圏学際萌芽研究センター

本研究集会の主題である宇宙プラズマ波動は、生存圏研究所のミッション

の一つである「宇宙環境•利用」と直接関係しており、生存圏科学との関わり

生存圏科学の は大きい。本研究集会では、招待講演・チュートリアル講演を通じ、国内の関

発展や関連コ 連研究者間で宇宙プラズマ波動に関する最新の研究成果をより深いレベルで共

ミュニティの 有することが出来た。これは新しい宇宙環境の開拓•利用へ向けた学術上のロ
形成への貢献 ードマップの形成へ不可欠な過程である。 URSI-H委員会や SGEPSS波動分科会

プログラム

参加者数

との共催や多くの大学院生・学部生の参加、及び合宿形式を通じた参加者間の

密な議論・交流は、分野の垣根を超えたネットワークの形成に大きく貢献した

と考えられ、生存圏科学の発展において非常に有意義なものであったと言える。

11月 28日（士）

12:00受付凋始（受付：セレネ）

13:00-13:05アナウンス

13:05-13:25板屋佳汰（富山県大） S-520-29号機銀測ロケットにより観測さ

れた電波伝搬特性を用いたスポラディック E層発生時の電子密度分布の推

定

13:25-14:25チュートリアル講演 松田昇也（金沢大）プラズマ波動観測

データを用いたプラズマ圏のイオン組成推定法

14:25-14:40休憩

14:40-15:40チュートリアル講演 橋本弘蔵（京都大名誉教授） AKRの偏波

と月での掩蔽観測

15 : 40-16 : 00諫山翔伍（九大） ヘリコンプラズマ生成の自已無動着シミュ

レーション

16: 00-16: 20平井研一郎（東北大） 高次精度 MHDスキームを用いた磁気回

転不安定性駆動乱流の計算機実験

16: 20-16: 40 辻根成（富山大） Particle simulations of magnetic 

reconnection in a stressed X-line collapse 

16 : 40-16 : 50ポスターセッション以降の進め方の説明

16: 50-17: 30会場移動・休憩

17:30-19:00懇親会（ディナーセッション）

19:00ポスター発表開始／コメントシート記入

21:00ポスター発表終了、各班（分野）ごとコメントシートの議論・まとめ、

その後解散

11月 29日（日）

8:40-9:30振り返りセッション① ：分野ごとの発表資料の作成

9:30-10:20振り返りセッション②：改薔計画の発表

10: 20-10: 40招待講演 久保田結子（京都大） Rapidprecipitation of 

radiation belt electrons induced by large amplitude EMIC rising-tone 

emissions 

10:40-11 :oo招待講演 太田守（金沢大）波動分布関数法に基づく伝搬べ

クトル推定手法の改良

11 :00-12:00チュートリアル講演 海老原祐輔先生（京大）オーロラ・サ

ブストームのシミュレーション

12:00ー研究会終了

生存研：

他部局：

学外：

主催者：

8名（うち、学生

0名（うち、学生

39名（うち、学生

成行泰 裕

5名、外国人

名、外国人

26名、企業関係

1名）

名）

名、外園人 1名）

担当者および~-6297
連絡先 生 存 研 ： 大 村 善治

E-mail: nariyuki@edu.u-toyama.ac. jp 

その他

特記事項

TEL : 0774-38-3811 E-mail : omura@rish. kyoto-u. ac. jp 

SGEPSS波動分科会のホームページにポスター題目等の情報は公開してい

る：
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

ロロ［二ニ巳ニ二る地域活性化の可能性

日時 平成 27年 12月 19日 13: 30-1 7 : 45 

場所 I京都大学生存圏研究所木質ホール 3階

関連ミッション等 1．環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用

い、複数可） ④．循環型資源・材料開発

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

文化財、観光、建築、土木、木質材料、経済など

平成 年月に施行された観光立国推進基本法や平成 年月 H 
閣議決定された観光立国推進基本計画など、我が国は観光産業の活性化に

向けた取り組みを強化中であり、今後も継続されることが確実視されてい

る。また、我が国は多数の世界遺産・国宝・文化財建造物等が存在するな

ど、良質な観光資源にも恵まれている。しかしながら、国際観光機関が発

表する国際観光客到着数（ 年）は世界 位（約 万人）と低く、

位のフランス（約 万人）に大きな差を有する。本研究集会では、観

光資源となりうる文化財建造物（木造）を良質な状態で保ち、後生に伝え

ていくことで観光産業を更に活性化し、より大きな経済効果を生むことに

着目したものである。

研究集会では先ず、奈良女子大学教授・宗教法人平等院代表の宮城先生

から「文化財の保全再生と地域活性化」、文化庁文化財部参事官付の西川氏

から「文化財建造物の活用と耐震対策」、京都大学教授の藤井先生から「文

化財建造物の劣化特性、診断と耐久性評価」、文化財建造物保存技術協会の

津和氏から「文化財建造物の改修工事」という題目で講演をいただいた。

文化財建造物を使い続けることの意義や地域のランドマークとして提供す

ることの大切さ、使い続けられるようにするためのルールの整備や展開、

維持管理や保存方法、そして修復という、すべての活動について紹介があ

った。その後、ディスカッションでは、今後どのように文化財建造物を守

り、活用していくのかについて議論があり、大変盛況であったために、時

間超過しての終了となった。

本研究集会は、文化財建造物の維持・保存・修復、またその規則の理解

と、観光などの目玉としてのランドマークとしての活用、というあまり一

緒に語られていないものについて、解説し、議論することで生活圏の捉え

方を個別的でなく、より広がりを持つものとして考える機会を得るもので

ある。そのため、今まで個別的に建物一個の性能について議論してきたも

のが、広い視野で考え、評価・理解することにつながるものと考えている。

京都地域には、多くの文化財建造物があり、この維持・保全・修復におい

て必要な検討項目や課題が見えることで、今後の企業との連携につながる

のではないか、また京都のみならず、他地域からの参加もみられたため、

より広い範囲で、本間題について巽味を持っている学生や他大学の研究者、

企業などの新しい連携に貢献したと考える。
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プログラム

参加者数

司会瀧野敦夫

（奈良女子大学・講師）

13:30-13:40 開会挨拶

清水秀丸

（富山県農林水産総合技術センター 木材研究所）

13:40-14:30 

文化財の保全再生と地域活性化

宮城俊作

（奈良女子大学・教授／宗教法人・平等院）

14: 30-15: 20 

文化財建造物の活用と耐震対策

西）II英佑

（文化庁文化財部参事官付（建造物担当））

15:20-15:30 休憩

15: 30-16: 20 

文化財建造物の劣化特性、診断と耐久性評価

藤井義久

（京都大学・教授）

15:20-17: 10 

文化財建造物の改修工事

津和佑子

（公益財団法人 文化財建造物保存技術協会）

17:10-17:30 ディスカッション

コーディネータ 清水秀丸（前掲）、瀧野敦夫（前掲）

パネラ一 宮城俊作（前掲）、西）ii英佑（前掲）

藤井義久（前掲）、津和祐子（前掲）

17 : 30 まとめの挨拶

清水秀丸（前掲）

生存研： 4名（うち、学生 2名、外国人 0名）

他部局： 3名（うち、学生 1名、外国人 0名）

学外： 4 1名（うち、学生 12名、企業関係 13名、外国人 0名）

主催者：清水秀丸

担当者および ail. com 

連絡先 生存研：森拓郎

TEL: 0774-38-3676 E-mail : moritakuro@rish. kyoto-u. ac. jp 

午前中に平等院の改修の紹介などの見学会を実施した (19名）。シンポジウ

その他 Iム終了後、討論会を実施した (19名）。次の日にまとめ作業をおこなった。
特記事項

-214-



2 生存圏学際萌芽研究センター

第302回 生存圏シンポジウム

文化財建造物やその町並みの保存等技術と
活用による地域活性化の可能性

文化財建造物を継続的に行うことは、その地域の観光産業などに大きく貢献するため、

総じて経済的である。本研究集会では、文化財建造物の保全に関する最新の動向・事例

などを講演頂き、文化財保存に関する議論を行う。

0シンポジウム

・日時： 2015.12.19（土）

13:30-17:30 

・場所：生存圏研究所 木質ホール 3F（京都大学宇治キャンパス内）

・講演者：宮城俊作氏（奈良女子大学・教授／宗教法人・平等院）

西川英佑氏（文化庁文化財部参事官付（建造物担当）震災対策部門）

藤井義久氏（京都大学・教授）

津和佑子氏（公益財団法人 文化財建造物保存技術協会）

・参加費：無料

0見学会

平等院鳳凰堂および中村藤吉本店の見学会を実施します。

※中村藤吉本店の見学の後に、店内にて昼食をとり、その後宇治キャンパスまでJRにて移動します。

・集合場所：平等院正門前

・集合時間： 2015.12.19（土） 10時

・参加費：平等院鳳凰堂の拝観料 (900円）および昼食代

・定員： 20名

※見学会については、定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。

0討論会

シンポジウム終了後に木質ホール 3Fにて討論会を開催します。

ご都合の付く方は、こちらも併せてご参加下さい。

・参加費： 3,000円

申込先 ：奈良女子大学瀧野敦夫

E-mail : takino@cc.nara-wu.ac.jp 

Tel : 0742-20-3471 

※申し込み時に、上記 3つのいずれに参加希望かを明記してください。

問合先 ：申込先に同じ

申込期日： 2015.12.10（木）

-215-



 

 27symposium-25

 
 

303  
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

15
 

 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

日時

場所

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

木の文化と科学 15 

木の文化を遺す ーオモテの話、ウラの話一

主催 京都大学生存圏研究所

2016年 1月 21日

木質ホール

関連ミッション等 1．環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用

い、複数可） ④．循環型資源・材料開発

関連分野 I千年居住圏

古から伝わる木質文化財を保存すること、すなわち木の文化を守り伝えてい

くためには、様々な取り組みが必要である。建造物、仏像、出土木製遺物など、

文化財の種類によってもその保存のコンセプトは異なり、それぞれに見合った

手法が必要である。私たちの目の前にある木質文化財は、ただ単にそこに建っ

ている、あるいは置かれているのではなく、その状態にするまでにあるいはそ

の状態を保てるように、多くの陰ながらの努力がなされてきている。「木の文化

を遺す —オモテの話、ウラの話—」と題した今回のシンポジウムでは、木質文

化財と日々向き合っている各方面の専門家の先生方から、文化財を保存し未来

目的と へと伝えていく上での隠れた技術や人々の努力といった、オモテを見ただけで

具体的な内容 はわからないウラの話を拝聴することとした。文化庁の調査官からは、京大構

内から発掘されている北白川追分町遺跡の詳細や文化財防火についての講演、

京都府庁の建造物修復担当者からは修復現場における現状ならびに屋根裏から

見える古の大工の知恵、仏像の仏師かつ修復師からは木彫像に用いられる樹種

の歴史的変遷について作り手視点からの見識を伺った他、出土木製品の保存に

携わる奈良埋蔵文化財センターの研究者からは出士遺物の保存における現状と

課題について御講演頂いた。

持続可能な未来を実現することが現代を生きる我々の使命である。古の

英知を科学で抽出し、深く理解することが、未来型の循環型生活への道し

るべとなると考えられる。

本シンポジウムは、古の日本人が知恵を絞ってつくりあげた木の文化か

ら様々な情報を抽出することで得られた情報を、人類が歩もうとしている

未来の構築に向けたデータとして活用することを目標に過去 回開催して

きた。

生存圏科学の 今回のシンポジウムでは、華麗な木の文化に秘められたウラの一面を専門

発展や関連コ 家から教示してもらうことにより、これまでオモテの一側面からしから得

ミュニティの られなかった古の知をより深みのある知へと高めることができた。

形成への貢献 文化財を未来へ残すこと、これはそのもの自体を物理的に残すのみならず、

文化財から科学を用いて得られた情報を未来の構築に活用することも意味

する。

本研究集会で得られた知見は、末来の循環型生活へのヒントを多く含むと

考えられることから有益であった。
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プログラム

参加者数

『木質文化財の保存と活用 ー多様性の認識と展開一』

文化庁美術学芸課建石徹

2 生存圏学際萌芽研究センター

『文化財建造物を支える職人の知恵と技ー解体修理でわかる伝統技術―』

京都府教育庁文化財保護課鶴岡典慶

『木彫仏、常識のウソ・ホント』

東京芸術大学古美術研究施設矢野健一郎

『発掘された考古木製遺物を保存する』

奈良文化財研究所埋蔵文化財センター 高妻洋成

生存研： 15 名（うち、学生 2名、外国人 3名）

他部局： 10名（うち、学生 4名、外国人 0名）

学外： 65名（うち、学生 0名、企業関係 不明 、外国人4名）

主催者： 杉山淳司

担当者および[―ー一匡
連絡先 生存研：同上

0774-38-3634 E-mail : 3635 

その他

特記事項

TEL: E-mail : 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

第303回～生存圏シンポジウム
木の文化と科学XVと
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＿
 

木の文化を遺す

日時： 2016年1月21日（木）

場所 凸包肋←芋生存圏研究所木質ホール

木質文化財の保存、いわば木の文化を守り伝えていくためには、様々な取り組みが必要です。建
造物、仏像、出土木製遺物など、文化財の種類によってもその保存のコンセプトは異なります。
私たちの目の前にある木質文化財は、ただ単にそこに建っている、あるいは置かれているのでは
なく、その状態にするまでにあるいはそ芍t態を保てるように、多くの陰ながらの努力がなされ
ています。そんなオモテどうラの話を伺し す。

13:30開会

ごあい

.. 

京都大学生存圏研究所杉山淳司

13:40r-....J14:2 
『木質文化財

14:20r-....J15:0 
『文化財建造

技術ー』

15:20r-....J16:00 
『木彫仏、常識のウソ

多様性の認識と展開ー』

文化庁美術学ヨ鰈建石徹

16:00"-.J16:40 
『発掘された考古木製

矢野健一郎

問合

077 
lbmi 
共催

-218-



 

 27symposium-07

 
 

25 26  

 

 

 

 

 

 
 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

研究集会
第 304回生存圏シンポジウム

平成 年度生存濁データベース（材鑑調査室）
タイトル

全国共同利用成果報告会

主催者 生存園研究所 バイオマス形態情報分野

H 時 2016年 2月 23日（火） 13:30-

場所 京都大学生存圏研究所木質ホール 3F

1．環境計測・地球再生
関連ミッション等 2．太陽エネルギー変換・利用
（該当するものに

3．宇宙環境•利用
0をつけてくださ

い、複数可） ④．循環型資源・材料開発

⑤．新領域（千年居住圏 東アジアの木の文化と科学）

関速分野 文化財保存修復学、生態学、歴史学、植物分類学、木材組織学

材鑑調査室を利用した全国共同利用研究の成果報告を行うことで、共同

研究の活性化と研究者交流を H的とする。

今回は通算 5度目の成果報告会にあたり、材鑑調査室関連の「物」のデ

ータベースを利用した平成 25、26年度の共同研究の発表会をとり行う。

加えて、生存圏データベースの現状を紹介してすることで、共同利用研

目的と 究における利用発展を目指す。

具体的な内容

全国共同利用研究の活性化と研究者交流。特に次の研究領域の進展が期

待される。

1) 中国産木材 1500種の解剖学的記載とその電子データベース化

2) 国内外の歴史的木造建築物、文化的木製品、出士材などの樹種同定と

データベースとしての公開

生存圏科学の
3) 国内現生材の試料採集とデータベース化

4) 新規あるいは相補的な樹種識別技術の研究閲発
発展や関連コ 5) 考古学における新しい木材保存技術の閲発
ミュニティの 本シンポジウムは、生存圏研究所が推進する生存圏データベース全国共
形成への貢献 同利用の報告会であり、その内容はすべての生存圏ミッションに関わって

いる。

共同研究者は、考古学、文化財保存修復科学、歴史学、植物学、木材科

学、遺伝子科学とそれぞれの専門分野が幅広く、海外の研究者も含まれて

いる。

隔年で実施されている本シンポジウムは、共同利用の方向性を見極める上

で重要な会合であり、まさに生存圏データベース科学の方向を議論する場

となっている。
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2 生存圏学際萌芽研究センター

プログラム

参加者数

担当者および

連絡先

その他

特記事項

※プログラムは別紙にせず、こちらにご記載願います。

13:30開会あいさつ

13:35電子データベースの現状

塩谷雅人京都大学生存咽研究所

13:50無形文化財のなかの木質文化財

UNESCO無形文化遺産・ザフィマニリの木彫り

横山操 京都大学大学院農学研究科森林科学専攻

14:05正倉院文書に記される木材の材質および用途に関する基礎調査

木沢直子 公益財団法人元興寺文化財研究所

14:20羽毛ケラチンを用いた京都市北白川追分町遺跡 出土「加工木」の

保存処理

遠藤利恵 東洋羽毛工業株式会社・ケラチン事業部

14:35古材標本を用いたケヤキ材の経年変化に関する研究

松尾美幸 名古屋大学・大学院生命農学研究科

14:50文化財CT画像を利用した樹種識別法の開発

杉山淳司 京都大学生存遡研究所

15:05休憩

15: 15木材中に残存する DNAの定量評価

渡辺宇外 千葉工業大学・エ学部

15:30平成 25• 26年度樹木標本採集実習

能城修一 森林総合研究所木材特性研究領域

15:45国内大学に収蔵されている木材標本データベースの拡充

佐野雄□北海道大学・大学院農学研究院

16:00年輪研究試料としての材鑑標本の基礎調査

一年輪試料データベースの構築を目指してー

大山幹成 東北大学学術資源研究公開センター植物園

16: 15生育地の異なるイチョウ (Ginkgobiloba) の木材組織構造形態の変異

高田克彦 秋田県立大学・木材高度加工研究所

16:30生物多様性に基づく中国産木材の構造的特徴の精査

伊東隆夫奈良文化財研究所・北海道大学大学院農学研究院

16:45終了挨拶

生存研：

他部局：

学外：

主催者：

1 0名（うち、学生 3名）

2名（うち、学生 名）

2 0名（うち、学生 名、企業関係

京都大学生存圏研究所バイオマス形態情報分野

名） 計 32名

TEL : 0774-38-3634 E-mail : lbmi-sympo@rish.kyoto-u.ac.jp 

生存研：

TEL: E-mail : 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

第304回生存圏シンポジウム

生存圏データベース（材鑑調査室）

全国共同利用研究報告会

日時 2016年2月23日（火）午後1時30分開始

会場京都大学生存圏研究所木質ホール3階

電子データベースの現状

塩谷雅人京都大学生存圏研究所

全共利用成果報告
無形文化財のなかの木質文化財 無形文化遺産・ザフィマニリの木彫り

横山操 京都大学大学院農学研究科森林科学専攻

正倉院文書に記される木材の材質および用途に関する基礎調査

木沢直子公益財団法人元興寺文化財研究所

羽毛ケラチンを用いた京都市北白川追分町遺跡出土「加工木」の保存処理

遠藤利恵東洋羽毛工業株式会社・ケラチン事業部

古材標本を用いたケヤキ材の経年変化に関する研究

松尾美幸名古屋大学・大学院生命農学研究科

文化財 画像を利用した樹種識別法の開発

杉山淳司京都大学生存圏研究所

木材中に残存する の定量評価

渡辺宇外千葉工業大学・工学部

平成 ・ 年度樹木標本採集実習

能城修一森林総合研究所木材特性研究領域

国内大学に収蔵されている木材標本データベースの拡充

佐野雄三北海道大学・大学院農学研究院

年輪研究試料としての材鑑標本の基礎調査一年輪試料データベースの構築を目指して一
大山幹成東北大学学術資源研究公開センター植物園

生育地の異なるイチョウ（ ）の木材組織構造形態の変異

高田克彦秋田県立大学・木材高度加工研究所

生物多様性に基づく中国産木材の構造的特徴の精査

伊東隆夫奈良文化財研究所・北海道大学大学院農学研究院
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2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

日時

場所

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

（居住圏劣化生物飼育棟） （生活•森林園シミュレーションフィ
ールド）全国・国際共同利用平成 年度研究成果発表会

申請代表者：吉村 剛 （京都大学生存圏研究所）

所内担当者：吉村 剛 （京都大学生存圏研究所居住圏環境共生分野）

平成 28年 2月 22日（月）午後 1時～午後 5時

木質ホール 3階セミナー室

関連ミッション等 ①環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換・利用

0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用

い、複数可） ④．循環型資源・材料開発

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学、木材保存学、昆虫生態学、微生物生態学、森林生態学、居住圏環

境学

本研究集会は、 全国・国際共同利用研究課題として平成 年

度に採択された 課題について、その研究成果を報告し、種々の分野の専

門家とのディスカッションによって、より発展・深化させることを目指し

て行われたものである。

京都大学生存園研究所における全国・国際共同利用研究をより一層発屎

させるためには、共同利用研究を実施している研究者どうしが互いの研究

成果について真撃に討論しあい、研究の深化とネットワーク化を進めるこ

とが必要である。本シンポジウムでは 課題の研究成果が報告され、各課

題の将来の方向性や共同利用のありかたについて討論された。

本研究集会では、 全国・国際共同利用研究課題として平成

年度に採択された課題について、その研究成果を報告し、種々の分野の専

門家とのディスカッションによって、より発展・深化させることを目指し

ている。

このことによって、木質科学、微生物工学、生態学などにおけるコミュ

ニティー全体の研究の発展をサポートすることができるとともに、異分野

の研究者との交流によって、新しい研究テーマの発掘や創成に結びつくこ

生存圏科学の とが期待される。また、研究課題には多くの学生も参加しており、本研究

発展や関連コ 集会への参加及び発表については、教育的効果も大きい。

ミュニティの 上述した通り、 全国・国際共同利用研究は、木質科学、微生物

形成への貢献 工学、生態学などの多くのの研究分野にわたっており、本報告会の開催に

よって異分野との融合による新しい研究テーマの発掘につながることが大

きく期待される。

これらの研究分野における新しい融合的研究課題の創成は、まさに生存

圏研究所が主導してきた生存圏科学そのものであると言える。特に、ミッ

ション一環境計測・地球再生、およびミッション一循環型資源・材料開

発、に関係が深い。また、専門委員会・国際アドバイザリー委員にも本研

究集会に参加いただくことによって、生存圏科学の国際的認知度の向上に

も大きく貢献している。
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プログラム

参加者数

2 生存圏学際萌芽研究センター

午後時 分：開会挨拶

午 後 時 分～時 分：課題番号～ の発表

廃棄物を基質とした新規乾材シロアリ用ベイト剤の開発 吉村剛

人工乾燥における扁温低湿処理が木材の耐シロアリ性に及ぼす影響

橋本茂

リモナイトのシロアリ類に対する忌避効果 秋野順治

温帯の土壌生態系におけるシロアリの役割 吉村剛

ストロンチウムやセシウムがシロアリおよびシロアリ腸内共生微生

物叢におよぼす影響の解析青柳秀紀

腐朽過程を考慮した木片混じり士の力学特性の把握 中野正樹

シロアリに対する新しい防蟻剤の開発辻 尭

大型木造の接合部における生物劣化を評価するための基礎的研究

中谷誠

午後時分～時分：休憩

午後時 分～午後時 分：課題番号～ の発表

間伐材等林地残材のシロアリによる劣化促進 須原弘登

振動・音聾的アプローチによるシロアリの挙動制御に関する実験的

研究富来礼次

金属固体を用いた防腐防蟻処理の開発栗崎宏

年輪幅からみた奈良県産スギの耐蟻性評価 増田勝則

合成木材の屋外耐久試験小澤雅之

蟻害を受けた木質接合具の残存耐力に関する実験的研究森拓郎

「ろ紙製疑似丸太モデル系」を用いた腐朽菌とシロアリの関係解析

に向けた試行実験木原久美子

裔湿環境下における保存処理木材に接する金物類の腐食評価

石山央樹

午後時 分：閉会挨拶

生存研：

他部局：

学外：

主催者：

4名（うち、学生 名、外国人名）

1名（うち、学生 名、外国人名）

22名（うち、学生 1名、企業関係 1名、外国人 2名）

吉村剛

:::および I生存研： TE土］：77;]38-3662 E-mail : tsuyoshi@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項

TEL : 0774-38-3662 E-mail : tsuyoshi@rish. kyoto-u. ac. jp 

要旨集を作成し、参加者に配布した。
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2 生存圏学際萌芽研究センター

第305回生存圏シンポジウム

DOL/LSFに関する全国・国際共M利川
研究成果発表会

平成28年 2月22B 

点都大学生存圃研究所
プログラム（研究課題および発表者） 1 

午後 1時00分：開会挨拶 午後3時10分～午後4時55分：課題番号 09~16の発表

09 間伐材等林地残材のシロアリによる劣化促違 須原弘登
午後 1時05分～ 2時50分：課題番号 01~08(/)発表 10 振動・音響的アプローチによるシロアリの挙動制御に関する実験的研究

01 廃棄物を基質とした新規乾材シロアリ用ベイト痢の開発 吉村 剛 宮来礼次

02 人工乾燥における高温低湿処理が木材の耐シロアリ性に及ぼす影響 11 金属固体を用いた防腐防蟻処理の開発 栗崎 宏

橋本 茂 12 年輪幅からみた奈良県産スギの耐蟻性評価 増田勝則

03 リモナイトのシロアリ類に対する忌避効果 秋野順治 13 合成木材の屋外耐久試験 小澤雅之

04 温帯の土壌生態系におけるシロアリの役割 吉村 剛 14 蟻春を受けた木質接合具の残存酎力に関する実験的研究 森 拓郎

05 ストロンチウムやセシウムがシロアリおよびシロアリ脇内共生微生物叢に 15 「ろ紙製疑似丸太モデル系」を用いた腐朽菌とシロアリの関係解析に向けた

およぼす影曹の解析 詈柳秀紀 試行実験 木原久美子

06 腐朽過程を考慮した木片混じり土の力学特性の把握 中野正樹 16 高湿環撲下における保存処理木材に接する五物類の腐食評価 石山 央樹

07 シロアリに対する新しい防蟻剤の開発 辻 尭

08 大型木造の接合部における生物劣化を評価するための基礎的研究 午後4時55分：閉会挨拶

中谷 誠

午後2時 50分～ 3時 10分：休憩

‘ 
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Producing Biomass Energy and Material through Revegetation of 
Deteriorated Grass Fields 

SATREPS 1st 
SATREPS Symposium of Producing Biomass Energy and Material 

through Revegetation of Deteriorated Grass Fields

 

 

 

 

 

 
 

DNA
JICA/JST

SATREPS

 

/
/

1

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

H 時

場所

関連ミッション等

（該当するものに

0をつけてくださ

い、複数可）

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム
熱帯バイオマスの持続的生産利用ー熱帯荒廃草原の植生回復によるバオ
マスエネルギー生産と環境回復ー（生存圏フラッグシップシンポジウム）

（第 1回熱帯荒廃草原の植生回復利用

梅澤俊明

平成 28年 2月 19H 

京都大学生存圏研究所木質ホール

①．環境計測・地球再生

②．太陽エネルギー変換•利用
③．宇宙環境•利用

④．循環型資源・材料開発

木質および生物資源利用に関連する全研究分野

シンポジウム／

インドネシアを含む東南アジア諸国に広く存在する荒廃草原であるアランアラ

ン草原の環境回復とバイオマス生産農地への転換、及び得られたバイオマスを

エネルギーおよび新規材料として利用するための基盤技術開発を、熱帯人工林

フラッグシッププロジェクトの一環として、かずさ 研究所、京都大学大

学院農学研究科及びインドネシア科学院と共同で進める の

プロジェクトを開始した。具体的には、名古屋議定書の内容を尊重

しつつ、遺伝子解析に基づく土壌肥料学技術を用い、アランアラン草原におけ

る植物相の回復を図る。また、代謝工学技術を駆使し、アランアラン草原に移

植することを目的としたバイオマス生産に適する高発熱型イネ科バイオマス植

物を開発すると共に、環境調和型接着技術を駆使し、同植物を活用した新規木

質材料を開発する。上記の研究成果に基づき、民間企業との連携による木質ぺ

レット燃料生産及び環境配慮型内装用木質ボード生産の社会実装に向けた展開

を目指す。本シンポジウムでは、本プロジェクトのキックオフミーティングと

して研究の背景・位置付けや方向性について討議した。さらに、遺伝資源の衡

平な利用に関する討論を行った。

本プロジェクトでは、熱帯地域の荒廃草厭における持続的バイオマス生産と利

用をめざした、環境保全を前提とし、化石資源に依存しない再生可能な炭素

エネルギー循環社会の実現に向けた国際共同研究開発を行っている。よって本

シンポジウムは、当研究所における熱帯人工林フラッグシッププロジェクトを

一層進展させ、国際共同研究の一層の活性化を果たすものであり、生存圏科学

の確立にむけた当研究所の活動の基盤となるものである。現在、木質資源を主

体とする再生可能資源エネルギーは世界の一次エネルギーの約 割を占めてい

るが、今後人類が生存を続けるためには、バイオマスから化学工業製品を生産

するバイオマスリファイナリーの構築が必要とされている。この新規の木質バ

イオマス需要に応え、さらに天然林伐採を低減させつつ木質バイオマスの現需

要に応えるためには、バイオマス生産性の刷上に加え、持続的なバイオマス生

産地の新規確保が必須の要件となる。この新たなバイオマス生産地の確立は容

易ならざる課題であるが、熱帯林の大規模な伐採により生じた荒廃草脈（アラ

ンアラン草原）がインドネシアを含む東南アジア諸国に広範に放置されている

事実は注目に値する。アランアラン堕原の放置は熱帯林環境保全の観点からも

重大な問題となっており、この草原の環境回復とバイオマス生産農地へ転換す

るための基盤技術開発が、熱帯バイオマス資源の持続的生産と利用に関する今

後の研究に関連するコミュニティの形成に貢献できると考えられる。

なお、本研究集会は日本木材学会との共催として開催し、本学の生存基盤科学

研究ユニットおよびグローバル生存基盤展閲ユニットの協賛で行った。
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13:00  Opening remarks
 
13:10  The Challenges and Opportunity of Revegetation of Marginal land in  

Indonesia to Produce Biomass Energy and Renewable Material 
 Didik Widyatmoko1, I Made Sudiana2, Endang Sukara3 
1Center for Plant Conservation Botanic Gardens, Indonesian Institute of  

Sciences, Indonesia 
2Research Center for Biology, Indonesian Institute of Sciences, Indonesia 
3Research Center for Biotechnology, Indonesian Institute of Sciences, Indonesia

 
13:50  Metagenomic Analysis for Biodiversity and Conservation Studies  
       Daisuke Shibata 

       Kazusa DNA Research Institute / Graduate School of Agriculture, 
       Kyoto University, Japan 
 
14:30  Selection and breeding of sorghum suitable for each purpose    
       Taichi Koshiba,  
       EARTHNOTE Co. Ltd., Japan 
 
15:10 Tea/Coffee Break 
 
15:30  JICA�s agriculture and rural development activities and SATREPS        
       Kazuya Suzuki 
       Rural Development Department, Japan International Cooperation Agency,    
       Japan 
 
15:50  The Science and Technology Research Partnership for Sustainable    
      Development program (SATREPS program)                            
       Keisuke Kosaka 
       Department of International Affairs, Japan Science and Technology Agency,   
       Japan 

 
16:10  Producing Biomass Energy and Material through Revegetation of 

Alang-alang (Imperata cylindrica) Fields              
       Toshiaki Umezawa1,2,3, Daisuke Shibata4,5, Kenji Umemura1, 
       Masaru Kobayashi5 
          1Research Institute for Sustainable Humanosphere, Kyoto University, Japan 
          2Institute of Sustainability Science, Kyoto University, Japan 
          3Research Unit for Global Sustainability Studies, Kyoto University, Japan 
          4Kazusa DNA Research Institute, Japan 
          5Guraduate School of Agriculture, Kyoto University, Japan 

 
16:40  General Discussion    

 
17:00 Closing remarks

 

 
tumezawa@rish.kyoto-u.ac.jp

tumezawa@rish.kyoto-u.ac.jp

 
 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

プログラム

生存研： 23名（うち、学生 9名、外国人 6名）

参加者数 他部局： 12名（うち、学生 名、外匡人 1名）

学外： 21名（うち、学生 名、企業関係 2名、外国人 9名）

主催者：梅澤俊明

担当者および TEL : 0774-38-3625 E-mail : 

連絡先 生存研：梅澤俊明

TEL : 0774-38-3625 E-mail : 

その他 本会開催に当たっては、外国人招聘に必要な経費の一部につき(-社） H 
特記事項 本木材学会より、科学研究費補助金国際「青報発信による支弁を受けた。
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

研究集会 第 回生存圏シンポジウム

タイトル 生存圃ミッションシンポジウム

主催者 京都大学生存遡研究所

日 時 2016.3.3-4 

場所 生存圏研究所木質ホール、おうばくプラザハイブリッドスペース

関連ミッション等 ①．環境計測・地球再生

（該当するものに ②．太陽エネルギー変換•利用
0をつけてくださ ③．宇宙環境•利用
い、複数可） ④．循環型資源・材料開発

関連分野 生存圏研究所のカバーする全専門分野

ミッションシンポジウムは、研究所 1年間の全活動の総括としてのシンポジ

ウムであり、生存圏研究所の開放型研究推進部が推進する共同利用・共同研究

拠点活動や、生存研学際萌芽研究センターが支援するミッション研究（生存圏

ミッション研究、生存圏科学萌芽研究）、生存圏フラッグシップ共同研究の成果

を総括し、本年度のミッション活動の内容を、各ミッション専攻研究員の活動

目的と とともに成果を発表する、年 1回開催の全所的なシンポジウムである。シンポ

具体的な内容
ジウムは 2日に分けて行われ、各研究成果の報告と共に、分野横断的、俯轍的

な立場から生存圏研究所の活動についての識論が行われた。また、新領域開拓

研究に関してはポスター発表が行われた。

本年度のミッションシンポジウムには、約 15 0名の参加者があり、学際萌

芽研究センターの共同研究に採択された共同研究者を含め、学外からも約 50 

名の参加があった。研究所の最近 1年間の活動を報告することに加え、各共同

研究者の成果を交えて総合的な識論ができたことは、将来的な生存園科学の発

展や関連コミュニティの形成に対する貢献は非常に大きなものがあると考

えられる。

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献
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 プログラム

2 生存圏学際萌芽研究センター

3月 3H （木）
13:30-13:40所長挨拶

津田敏隆 （京都大学生存圏研究所・所長）

生存圏学際萌芽研究センターミッション専攻研究員成果報告

13:40-14:00スギ材がヒトの心理生理に及ぼす作用～受容感覚間の相互作

用～

高橋良香 （ミッション専攻研究員）

14:00-14:20 Study on the substorms by virtual experiment on the basis 

of global MHD simulations 

YAO Yao （ミッション専攻研究員）

14:20-14:40多様な観測データベースを用いた地球大気環境の長期変動に

関する研究

新堀淳樹 （ミッション専攻研究員）

14:40-15:00 植物バイオマス由来抗ウイルス活性物質の探索

成田亮 （ミッション専攻研究員）

15:00-15:10 休憩

生存圏研究所フラッグシップ成果報告

15:10-15:30 バイオマス・物質変換のためのマイクロ波高度利用共同研究

篠原真毅 （京都大学生存圏研究所）

代理：樫村京一郎 （中部大学工学部）

15:30-15:50 熱帯産業林の持続的生産利用に関する多角総合的共同研究

梅澤俊明 （京都大学生存圃研究所）

15:50-16: 10 バイオナノマテリアル共同研究

矢野浩之 （京都大学生存圏研究所）

15:10-15:30 おうばくプラザ 2階へ移動

15:30-17:30 生存圏学際萌芽研究センター共同研究ポスター発表

生存圏科学萌芽研究成果報告 15件

生存圏ミッション研究成果報告 19件

ミッション専攻研究員成果報告 5件

新領域開拓圏間共同研究 4件

新研究醸成支援プログラム 1件

計 44件

題目および発表者一覧は別項に掲載しました。

17:30-18:30 交流会 （ポスター発表）

参加受付： 16:30-17:30

3月 4H （金）

開放型研究推進部共同利用専門委員会活動報告

MUレーダー (MUR)／赤道大気レーダー (EAR) 

09:30-09:35活動報告

山本衛 （委員長・京都大学生存遡研究所）

09:35-09:50 MUレーダー流星ヘッドエコー観測によるメテオロイドの軌道

とアブレーション過程の計測

阿部新助 （日本大学理工学部）

先端電波科学計算機実験装置 (A-KDK) 

09:50-09:55活動報告

大村善治 （委員長・京都大学生存圏研究所）

09: 55-10: 10オーロラが突然明る＜光り始めるのはなぜか：オーロラ嵐の

シミュレーション

海老原祐輔 （京都大学生存圏研究所）

マイクロ波エネルギー伝送実験装憧 (METLAB) 

10: 10-10: 15 活動報告

三谷友彦 （委員長代理・京都大学生存園研究所）

10:15-10:30 宇宙太陽光発電システムの実現に向けたマイクロ波ビーム

方向制御技術の研究開発

牧野克省（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 (JAXA))
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2 生存圏学際萌芽研究センター

参加者数

木質材料実験棟

10:30-10:35 活動報告

五十田博 （委員長・京都大学生存圃研究所）

10:35-10:50 林産教育のための木質材料の簡易な製造技術の測発

東原貴志 （上越教育大学大学院学校教育研究科）

居住圏劣化生物飼育棟 (DOL) ／生活•森林圏シミュレーシ
ョンフィールド (LSF) 

10:50-10:55 活動報告

吉村剛 （委員長・京都大学生存圏研究所）

10:55-11:10 間伐材等林地残材のシロアリによる生物劣化促進

須原弘登 （宮崎県木材利用技術センター）

持続可能生存圏開拓診断 (DASH)／森林バイオマス評価分析

システム (FBAS) 

11: 10-11: 15 活動報告

矢崎ー史 （委員長・京都大学生存應研究所）

11:15-11:30植物プラントンが産生する粘質鞘の生分解耐性に関する研究

池谷仁里 （兵庫県立大学大学院生命理学研究科）

先進素材開発解析システム (ADAM) 

11:30-11:35活動報告

渡辺隆司 （委員長・京都大学生存圏研究所）

11:35-11:50マイクロ波励起反応を用いた藻類バイオマス変換

椿俊太郎 （東京工業大学大学院理工学研究科）

生存圃データベース

11:50-11:55活動報告

塩谷雅人 （委員長・京都大学生存圏研究所）

11:55-12:10正倉院文書に記される木材の材質および用途に関する基礎調

査

木沢直子 （公益財団法人元興寺文化財研究所）

12: 10-13: 10休憩

生存圏研究所ミッション活動紹介

13:10-13:30ミッション 1:環境計測・地球再生

塩谷雅人 （代表・京都大学生存園研究所）

13:30-13:50 ミッション 2: 太陽エネルギー変換•利用

篠原真毅 （代表・京都大学生存圏研究所）

渡邊隆司 （代理・京都大学生存園研究所）

13:50-14: 10 ミッション 3: 宇宙環境•利用

山川宏 （代表・京都大学生存圏研究所）

14:10-14:30ミッション 4: 循環型資源・材料闇発

矢野浩之 （代表・京都大学生存濁研究所）

生存研： 92名（うち、学生 17名、外国人 1名）

他部局： 3名（うち、学生 1名、外国人 0名）

学外： 50名（うち、学生 1名、企業関係 4名、外国人 0名）

主催者：矢崎一史

担当者および[―――竺ヒ゜774-38-3617
連絡先 生存研：同上

E-mail :yazaki@rish.kyoto-u.ac. jp 

その他

特記事項

TEL: E-mail : 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

ミッション専攻研究員 1

ミッション専攻研究員2

ミッション専攻研究員3 ： l 4:20 I l 4:40 新堀淳樹

ミこション専攻研究員4 |14.40|15.00|成田 烹

休惑

生存圏研究所 フラッグシップ成果報告

スギ材がヒトの心理生理に及ぼす作用～受容感覚間の相互作用～

Study on the substo「msby virtual experiment on the basis 
of global MHD simulations 

多様な観測データベースを用いた地球大気展境の長期変動に関する研究

植物バイオマス由来抗ウイルス活性物質の探索

矢崎

フラッグシップ

篠原真毅
15:l O ll 5:30|（代理） 1 バイオマス・物質変換のためのマイクロ波高度利用共同研究

樫村京一郎・中部大学工学部

15:30|15:501梅澤俊明

15:50 ll 6:l 0 矢野浩之

熱帯産業林の持続的生産利用に関する多角総合的共同研究

バイオナノマテリアル共同研究

（おうばくブラザ ―2隋ぺ移動）

ポスタ一発表

交流会（ポスタ一発表）
参加受付： l6:30 - 17:30 

16:3□ ll 7:3□ I萌芽研究
ミッション研究
ミッション寺↓郊形遺

17:3□ ll 8:3□ I新領域開拓圏閻共同研究
新研究醸成支援ブログラム

件

件

件

件

件

5
9
5
4
l
 

1

1

 

計 44件

生存圏研究所木質ホール 3階

開放型研究推進部共同利用専門委員会活動報告

MUレーダー (MUR)/
赤道大気レーダー (EAR)

先鎧雫波科学計算機実験装窒
(A-KOK) 

9:30 I 9:35 委員長 山本衛

□言旦究所

活動報告

Muレーダ一流星ヘッドエコー観測によるメテオロイドの 1 山本
軌道とアブレーション過程の計測

活動報告

オーロラが突然明る＜光り始めるのはなぜか’才ーロラ I 大村

寵のシミュレーション

マイクロ波エネルギー伝送実験装窒
(METLABJ 

木質材料実験棟 三三塁ざご二：口言言ごごこここ：ビー
二谷

五十田

居住闇劣化生物飼育棟 (DOL)/
705017055 委員長吉村剛

生活森林圏シミュレーションフィールド(LSF)~ 須原弘登
宮崎県木材和」月技術センター

活動報告

閻伐材等林地残材のシロアリによる生物劣化促進
吉村

持続可能生存圏開拓診断 (DASH)/
l l:lOll l:75 委員長矢崎ー史 活動報告

森林バイオマス評価分析システム (FBAS)111 1511 1 301池谷仁里 1 植物プラントンが産生する粘質鞘の生分解耐性に関する
兵庫県立大学大学院生命理学研究科 ~究

矢崎

先進素材開発解析システム (ADAM)
l 13011135 委員長渡辺隆司 活動報告

ロ□芦：：ロニ|：ここここ二•
渡辺

垣谷

雙

ミッション 1：環堺計測・地球再生

ミッション2：太隔エネルギー変換•利用

ミッション3:宇面環境・利用

ミッション4：循環型資源・材料開発
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

研究集会
第2回SPring-8先端利用技術ワークショップ／

第 回生存圏シンポジウム進歩する木のかがく
タイトル

ー放射光を用いた木材研究フロンティアー

主催者 生存圏研究所 高輝度光科学研究センター

H 時 2016年 3月 18日

場所 キャンパスプラザ京都

関連ミッション等 1．環境計測・地球再生

（該当するものに ②．太陽エネルギー変換・利用
0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用
い、複数可） ④．循環型資源・材料開発

関連分野 木材学、セルロース科学、文化財科学

本ワークショップでは、放射光を用いた木材研究に焦点をあて、海外放射光施設に

おける研究も含めた事例紹介を行うとともに放射光分析技術の紹介を行い、木材科

目的と 学分野における の新規分野への展開を図る。具体的な内容は、① 3次元

具体的な内容 可視化、②植物バイオメカニクス、③セルロース閣連物質の構造解析、④赤外分光

分析、 線蛍光分析、⑤ の紹介と、木材研究の海外の事例紹介である。

材料聞発につながる天然ならびに人工物質の精密解析、文化財の非破壊分析、伝統

工芸品の分析化学など、ミッション 1および新ミッション 5-（旧新領域 東アジ

アの木の文化と科学）に関連し、当該分野の研究の進展に弾みをつけることが期待

される。

参加が期待されるコミュニティーは木材科学、文化財科学、材料科学、固体物理
生存圏科学の 学、放射光科学、バイオメカニクス分野である。
発展や関連コ なお、本シンポジウムは主催が京都大学生存圏研究所と公益財団法人裔輝度光科
ミュニティの 学研究センターであり一般社団法人日本木材学会が共催した。
形成への貢献
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13:10-13:35 
 

   

13:35-14:00 
 

    

      

14:00-14:15 
 

    

14:15-15:00 
Mechanistic insights into passive 
plant movements by synchrotron 
X-ray scattering 

 Max Planck Institute of 
Colloids and Interfaces 

Peter Fratzl 

15:00-15:10       

X       

15:10-15:35 
 

   

15:35-16:00 
 

    

X       

16:00-16:25 
 

  

 

  
  

16:25-16:40 
 

    

SPring-8       

16:40-17:00 
SPring-8

 

 
 

University of 
Saskatchewan 

  
Dean 
Chapman 

17:00-17:20 SPring-8  
 

 
  

         

17:30-19:00 
SPring-8 :1,000

 
 

 

 

 
 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

はじめに 京都大学 杉山淳司

X線イメージングによる二次冗・リアルタイム可視化

マイクロ CTを用いた木質文化財の 尽都大学 田鶴寿弥千

樹種調査

木質バイオマス内部の非定常熱分解 秋田県立大学 大徳忠史

挙動のリアルタイム計測

X線回折法によるバイオメカニクス研究

成長応力とセルロースミクロフィブ 京都大学 杉山淳司

リル

休憩

セルロース等バイオマテリアルの線構造解析

温度・湿度変化に伴う多糖結晶の構造 京都大学 小林加代子

変化

木材の利用一再生セルロースの水系 神戸女子大学 山根千弘

溶液からの構造形成メカニズムー

赤外分光法と蛍光線分析による工芸品や和紙の研究

放射光赤外分光分析を用いた出土植
橿原考古学研究所 奥山誠義

物繊維製染織文化財の研究
奈良文化財研究所、京都工 佐藤昌憲

芸繊維大学

シンクロトロン放射光測定における 東尽大学 岩田忠久

極微旦成分から推定する古文書料紙

の起源探究

の紹介と木材研究の海外の事例紹介

（公財）高輝度光科学研究 八木直人

プログラム の紹介と木材研究の海外の センター
事例紹介

の利用制度について
（公財）尚痺度光科学研究 木下豊彦

センター

技術交流会（参加者間での情報交換、 の利用相談などの場） （会費制 円

程度を予定）

場所：キャンパスプラザ 2階ホール

生存研： 6 名（うち、学生 1名、外国人 1名）

参加者数 他部局： 2 名（うち、学生 0名、外国人

゜
名）

学外： 48 名（うち、学生 8名、企業関係 名、外国人 3名）

主催者： 杉山淳司

担当者および TEL: 3634 E-mail : sugiyama@rish. kyoto-u. ac. jp 

連絡先 生存研： 杉山淳司

TEL: 3634 E-mail : sugiyama@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項
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L 

SPring-8木材科学ワークショップ／第308回生存圏シンポジウム

下記URLにてこ登録ください。
http://www.spring8.or.jp/ ja/science/meetings/2016/160318/ 

●置げ'iI
ワークショップ嘩料］ 技術交流会［会費制］

響一i11.
公益財団法人高輝度光科学研究センター 京都大学生存圏研究所

冒i-i11.
一般社団法人日本木材学会

京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町 939

g 烏i通
丸

院
通 塩9N搭通

キャンバスプラザ ， 
温 マ烏丸中土スターミナル

-こ二 JR一ビル し/--JR京咤＝
N -i _ CD 

八条口

お問い合わせ：公益財団法人高輝度光科学研究センター(JASRI)利用推進部普及啓発課

TEL:0791-58-2785 FAX:0791-58-2786 E-MAIL:jasri-event@spring8.or.jp 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

研究集会 第 同生存圏シンポジウム

タイトル 1 木質材料実験棟 年度共同利用研究発表会

主催者 I生存遡研究所

日時 I 2016年 3月 18日（金） 10時 00分から 17時 20分

場所 I木質材料実験棟 3階

関連ミッション等 1．環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換・利用

0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用

い、複数可） ④．循環型資源・材料開発

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

建築学、木質材料学、木材保存学、建築士、木造関連メーカー、林産、応用生

命、炭素材料など

木質材料実験棟の共同利用研究における研究成果を発表することで、そ

れぞれの研究テーマにおける深化および他分野との連携、また他分野から

の刺激を授受すること、そして、研究の進め方やグループ作りなどについ

ての意見交換を行うことを目的としている。

平成 27年度に実施された 21件の木質材料実験棟全国共同利用研究の成

果発表会を実施した。一人当たりの発表時間を 分と設定していたが、議

論が活発であったために、予定していた時間を超過する発表が多く見られ

た。分野としては、新素材材料や新規木質材料、燃料電池、住宅レベルか

ら大型木造に関するまで、多岐に渡っており、発表者がお互いに理解度を

上げられるように説明を工夫しており、大変面白い発表会となった。また、

近年注目されている CLTに関する発表や、建物のリスク管理に関するよう

な発表もみられた。少しずつ、新たな発表が増えてきている。

報告会における議論では、専門分野でない方からの質間などがあり、か

み合わない部分などもみられたが、詳しい説明を行うことで、異なる意見

交換が行われ、研究活性という意味では良い機会になったと思われる。今

後、分野間を超えた融合起こることに、期待したい。

生存圏科学のうち、循環型資源・材料開発のミッション に関すること、

エネルギー変換•利用のミッション に関する発表が見られ、木や木材の

使用方法はそれぞれの研究課題において異なるものの、様々な取り組みが

発表されたことと分野を超えたディスカッションがおこなえたことで、生

存圏科学の発展に寄与したと考える。

また、木質材料や木質構造に関する研究では、いますぐに利用・応用で

きる内容の発表から、まだこれからと思わせる発表も見られた。加えて、

今年度は教育に関する発表もあり、新しい人材育成の面からも大変興味深

いものとなった。また、木材のカスケード利用を考える上で重要となる、

微細構造の調査などについても発表があり、それぞれ異なる研究対象であ

っても、良い意見交換がなされたと考える。また、多くの研究機関が参加

していたため、今後の融合にも期待したいと考える。発表後には、意見交

換をされている姿が見られ、木材を有効に利用していくための幅広いコミ

ュニティの形成に貢献できたと考える。
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10:00   
10:05-10:20 CO2  

27WM-13  
10:20-10:35  

27WM-05  
10:35-10:50  

27WM-15  
10:50-11:05

 
27WM-14  

 
11:15-11:30  

27WM-09  
11:30-11:45

 
27WM-06  

11:45-12:00
 

27WM-02  
12:00-12:15  

27WM-20  
 

13:30-13:45  
27WM-04  

13:45-14:00  
27WM-21  

14:00-14:15  
27WM-11  

14:15-14:30  
27WM-18  

 
14:30-14:45  

27WM-03  
14:45-15:00  

27WM-01  
15:00-15:15  

27WM-12  
 

15:35-15:50 -  
27WM-19  

15:50-16:05 CLT(Cross laminated timber)  
27WM-07  

16:05-16:20 CLT  
27WM-17  

 
16:20-16:35  

27WM-10  
16:35-16:50  

27WM-16  
16:50-17:05  

27WM-08  
17:05

 

 

 
 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

プログラム

参加者数

第 回生存圏シンポジウム

木質材料実験棟 年度共同利用研究発表会

司会：北守 顕久（京都大学生存瀾研究所）

開会挨拶 金山公三（京都大学生存圏研究所）

酸性官能基と金属の導入による木質炭素化物の 吸蔵能の向上

畑 俊充（京都大学生存圏研究所）

京都府産木材の有効活用に関する研究

明石 浩和（京都府農林水産技術センター）

イオン液体を用いた木材処理技術に関する基礎研究

宮藤 久上（京都府立大学大学院生命環境科学研究科）

木質熱処理物のアルカリ土類金属存在下での金属錯体形成および金属錯

体の帯電抑制条件に関する検討

本間 千晶（北海道兌総合研究機構森林研究本部林産試験場）

司会：畑俊充（京都大学生存濁研究所）

上津屋橋の維持管理を元にしたこれからの木橋の耐久設計に関する検討

渡辺浩（福岡大学工学部）

割裂破壊モードを含めたラグスクリューボルト接合部のモーメント抵抗

性能評価

小松 幸平（京都大学生存園研究所）

住宅床下への木材劣化生物の侵入生態の把握とその予防に関する基礎的

検討

簗瀬佳之（京都大学大学院農学研究科）

木造耐力壁開発の予備研究

北守 顕久（京都大学生存園研究所）

司会：清水 秀丸（富山県農林水産総合技術センター）

熱電変換材料の楠造解析と物性評価

北川 裕之（島根大学大学院総合理工学研究科）

センダン材の熱処理加工適性の検討

村田 功二（京都大学大学院農学研究科）

住宅床下における銅板等の劣化抑制効果の検証

栗崎宏（富山県農林水産総合技術センター）

制振素材による木造住宅の耐力劣化抑制に関する研究

那須秀行 (H本工業大学工学部）

司会：簗瀬佳之（京都大学大学院農学研究科）

木質起源物質の微細形態・構造化と炭素変換

木島 正志（筑波大学数理物資系）

林産教育のための木質材料の簡易な製造技術の開発

東原 貴志（上越教育大学大学院学校教育研究科）

圧縮木材用いた面格子耐力壁に関する研究

清水 秀丸（富山県農林水産総合技術センター）

司会：森拓郎（京都大学生存喝研究所）

ビスを用いた木質材料金属材料接合部のせん断性能

松田 昌洋（信州大学工学部）

を用いた中・大規模木造建築物の開発

中谷誠（宮崎県木材利用技術センター）

多数本打ちドリフトピン接合部の接合性能

中島 昌ー（宇都宮大学工学部）

司会：中谷 誠（宮崎県木材利用技術センター）

住宅における雨水浸入を想定した木材腐朽菌の定着及び進行速度の検討

土居修一（元筑波大学）

木口挿入型接合具を用いた木材接合法の設計法の検討

田中 圭（大分大学工学部）

ピロディンによる木質接合部性能の推定手法確立

石山 央樹（中部大学工学部）

総括 五十田 博（京都大学生存圏研究所：共同利用木質材料実験棟委員長）

生存研： 12名（うち、学生 3名）

他部局： 2名（うち、学生 0名）

学外： 18名（うち、学生 1名、企業関係 0名）

主催者：森拓郎

担当者および I TEL:0774-38-3676 

連絡先 生存研：森拓郎

E-mail :moritakuro@rish.kyoto-u.ac. jp 

その他

特記事項

TEL : 077 4-38-3676 E-mail :moritakuro@rish.kyoto-u.ac. jp 

報告会終了後に検討会を実施し、意見交換をおこなった。
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10:00

10:05-10:20 CO2

27WM-13

10:20-10:35

27WM-05

10:35-10:50

27WM-15

10:50-11:05

27WM-14

10

11:15-11:30

27WM-09

11:30-11:45

27WM-06

11:45-12:00

27WM-02

12:00-12:15

27WM-20

12 15-13 30

13:30-13:45

27WM-04

13:45-14:00

27WM-21

14:00-14:15

27WM-11

14:15-14:30

27WM-18

14:30-14:45

27WM-03

14:45-15:00

27WM-01

15:00-15:15

27WM-12

20

15:35-15:50 -

27WM-19

15:50-16:05 CLT(Cross laminated timber)

27WM-07

16:05-16:20 CLT

27WM-17

16:20-16:35

27WM-10

16:35-16:50

27WM-16

16:50-17:05

27WM-08

17:05

17:30 2000

309

Tel 0774-38-3676
E-mail moritakuro@rish.kyoto-u.ac.jp 

2 生存圏学際萌芽研究センター

本質詞嶺恒磯繍麟闘羹圃利眉甜寃報曾会
司会：北守顕久（京都大学生存圏研究所）

休憩（ 分）

開会挨拶 金山公三（京都大学生存圏研究所）

酸性官能基と金属の導入による木質炭素化物の 吸蔵能の向上

畑俊充（京都大学生存圏研究所）

京都府産木材の有効活用に関する研究

明石浩和（京都府農林水産技術センター）

イオン液体を用いた木材処理技術に関する基礎研究

宮藤久士（京都府立大学大学院生命環境科学研究科）

木質熱処理物のアルカリ土類金属存在下での金属錯体形成および金属錯体の帯電抑制条件に関する検討

本間千晶（北海道立総合研究機構森林研究本部林産試験場）

司会：畑俊充（京都大学生存圏研究所）

上津屋橋の維持管理を元にしたこれからの木橋の耐久設計に関する検討

渡辺浩（福岡大学工学部）

割裂破壊モードを含めたラグスクリューボルト接合部のモーメント抵抗性能評価

小松幸平（京都大学生存圏研究所）

住宅床下への木材劣化生物の侵入生態の把握とその予防に関する基礎的検討

簗瀬佳之（京都大学大学院農学研究科）

木造耐力壁開発の予備研究

北守顕久（京都大学生存圏研究所）

昼食（ ． 
司会：清水秀丸（富山県農林水産総合技術センター） 2016年3月18日（金）

京都大学生存圏研究所

木質ホール3F

熱電変換材料の構造解析と物性評価

北川裕之（島根大学大学院総合理工学研究科）

センダン材の熱処理加工適性の検討

村田功二（京都大学大学院農学研究科）

住宅床下における銅板等の劣化抑制効果の検証

栗崎宏（富山県農林水産総合技術センター）

制振素材による木造住宅の耐力劣化抑制に関する研究

那須秀行（日本工業大学工学部）

司会：簗瀬佳之（京都大学大学院農学研究科）

休憩（ 分）

木質起源物質の微細形態・構造化と炭素変換

木島正志（筑波大学数理物資系）

林産教育のための木質材料の簡易な製造技術の開発

東原貴志（上越教育大学大学院学校教育研究科）

圧縮木材用いた面格子耐力壁に関する研究

清水秀丸（富山県農林水産総合技術センター）

司会：田中圭（大分大学工学部）

ビスを用いた木質材料金属材料接合部のせん断性能

松田昌洋（信州大学工学部）

を用いた中・大規模木造建築物の開発

中谷誠（宮崎県木材利用技術センター）

多数本打ちドリフトピン接合部の接合性能

中島昌ー（宇都宮大学工学部）

司会：森拓郎（京都大学生存圏研究所）

（宇治キャンパス）

参加費無料

連絡先：京都大学生存圏研究所

生活圏構造機能分野森拓郎

住宅における雨水浸入を想定した木材腐朽菌の定着及び進行速度の検討

土居修一（元筑波大学）

木口挿入型接合具を用いた木材接合法の設計法の検討

田中圭（大分大学工学部）

ピロディンによる木質接合部性能の推定手法確立

石山央樹（中部大学工学部）

総括 五十田博（京都大学生存圏研究所：共同利用木質材料実験棟委員長）

［ 主催：京都大学生存圏研究所 I 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

日時

場所

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

構造用 材料の社会実装に向けて

京都大学生存圏研究所、ナノセルロースフォーラム

2016年 3月 22日（火） 12時 20分～18時 00分

京都テルサ

関連ミッション等 1．環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換・利用

0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用

い、複数可） ④.循環型資源・材料開発

関連分野

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

製紙、化学、裔分子、木材・木質材料、成形加工、食品、繊維、エレクトロニ

クス、自動車、家電、住宅、流通に関わる分野

セルロースナノファイバー(CNF) は、植物繊維をナノサイズまでほぐした、次

世代バイオマス素材である。鋼鉄と比較して 5分の 1の軽さで、その 5倍以上

の強度、また、ガラスの 50分の 1の低線熱膨張性など優れた力学的特性を有

している。政府の『日本再興戦略』改訂 2014および改訂 2015に、 CNF材料の

開発推進が明記され、関連の研究開発がますます活発化している。今回のシン

ポジウムでは、経済産業省課長、渡遵政嘉氏による日本のナノセルロース戦略

についての特別講演から始まり、続いて、多くの参加者が関心を寄せている CNF

材料の社会実装に向けた最近の技術、取り組みを紹介した。その中で、京都大

学を集中研とする NEDOプロジェクトからは、パルプのナノファイバー化と樹脂

中への駒一分散を同時に達成する、実用的 CNF複合材料製造プロセス ‘‘京都プ

ロセス”について発表した。また、今年は「部素材産業ーCNF研究会」との連携

による複数CNF原料の観察、試作結果発表を行うとともに、約 40機関のブー

ス出展及びポスター会場を別室に設け、例年以上に充実した展示を行った。

セルロースナノファイバーの製造や利用に関わる最新の技術、事業化に向けた

取り組み、政府の閲連施策に典味を持つ幅広い分野から 619名の参加者があっ

た。その内の約 6割は、製紙産業、化学産業、木材・木質材料産業、繊維産業、

エレクトロニクス産業、自動車産業、家電産業、住宅産業、高分子成形加工業、

食品産業、等々、産業界からの参加であった。セルロースナノファイバー材料

がバイオマス由来の大型産業資材として、様々な分野から注目されていること

がわかる。これまで 13回にわたりセルロースナノファイバーの製造と利用に関

する生存圏シンポジウムを開催してきたが、ここ数年は、 400名ー50 0名の

参加者があり、今回は、それをさらに上回る参加者を得たことで、生存圏フラ

ッグシップ共同研究として連めている、バイオナノマテリアル関連のコミュニ

ティ形成に大きく貢献している。
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 プログラム

12:20-12:30開会挨拶

12:30-13:10 

1. 特別講演 「H本のナノセルロース戦略」

2 生存圏学際萌芽研究センター

経済産業省紙業服飾課課長渡邊政嘉氏

13:10-14:30 

2. 「裔機能リグノセルロースナノファイバーの一貫製造プロセスと部材化

技術開発」成果発表

~NEDO非可食性植物由来化学品製造プロセス技術開発事業～

1)京都プロセスの概要

京都大学生存圏研究所矢野浩之氏

2) 京都プロセスによる様々な CNF強化樹脂の製造

（地独）京都市産業技術研究所仙波健氏

3) マスターバッチ法による PP樹脂の補強

星光 PMC（株） 片岡弘匡氏

4) CNF強化ナイロン樹脂の発泡成形

（地独）京都市産業技術研究所伊藤彰浩氏

※14: 30-16: 00 

［ブース出展及びポスター展示】（会場： 2階 セミナー室）

16:00-17:00 

3. 「エ学との連携による農林水産物由来の物質を用いた高機能性素材等の

開発」成果発表

～農研機構・革新的技術創造促進事業「異分野融合共同研究」～

1) 「CNFエラストマーナノ複合材料の実用化開発」

信州大学カーボン科学研究所野口徹氏

2) 「物理処理と酵素処理を併用した木質材料由来ナノファイバーの食品等

への応用」

（独）農林水産省森林総合研究所林徳子氏

3) 「消化管におけるナノセルロースの生理機能」

京都大学大学院農学研究科谷史人氏

4) 「樹脂強化用の CNFマスターバッチの開発」

DIC（株）生熊崇人氏

1 7 : 00-18 : 00 

4. 部素材産業ー CNF研究会「複数CNF原料の観察・シート化試作結

果発表」

~「CNFに係る公設試研究者向けの勉強会」で実施した複数CNF原料

の実習成果を発表～

1)全体総括

（地独）京都市産業技術研究所部素材研究会一CNF研究会 北川和男氏

2)参加公設試における成果報告及びCNF実用化開発の紹介

「CNFの形態観察および凍結乾燥時における分散溶媒の影響について」

滋賀県東北部工業技術センター 脇坂博之氏

「セルロースナノファイバーのキャスト成形について」

香川県産業技術センター 宇高英二氏

「燃料電池用電解質膜への応用展開について」

（地独）青森県産業技術センター 葛西裕氏

「セルロースナノファイバーのゴム用補強剤への応用」

兵庫県立工業技術センター 長谷朝博氏

18:oo閉会挨拶

［同時閲催］ ブース出展及びポスター展示【2階：セミナー室】

※11:30-12:15、14: 30-16 : 00 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

生存研： 35名（うち、学生 6名、外国人3名）

参加者数 他部局： 12名（うち、学生4名、外国人0名）

学外： 57 1名（うち、学生6名、企業関係 3 9 3名、外国人3名）

主催者：京都大学生存圏研究所、ナノセルロースフォーラム

担当者および TEL: E-mail : 

連絡先 生存研：矢野浩之

TEL : 077 4-38-3669 E-mail : yano@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項
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2 生存圏学際萌芽研究センター

Nanocellulose Symposium 2016／第310回生存圏シンポジウム

構造用セルロースナノファイバー材料の

社会実装に阿けて

KYOTO, JAPAN March 22, 2016 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

日時

場所

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

第 回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会

京都大学生存圏研究所

2016.3. 7-8 

京都大学宇治キャンパス木質ホール

関連ミッション等 1．環境計測・地球再生
（該当するものに ②．太陽エネルギー変換・利用

0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用

い、複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野 無線電力伝送，アンテナ工学，マイクロ波工学

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

これまで電子情報通信学会無線電力伝送時限研究専門委員会と共催で行っ

ていたが、 年より同専門委員会が常設研究専門委員会へと格上げにな

り、さらに密に連携を深める。また 専門委員会の活動の一環と

して，当日配布している資料件あたり 頁を 研の技術報告害と

兼ねて製作した。

宇宙太陽発電所及びマイクロ波無線電力伝送は生存圏研究所のミッション

の中核研究である。また生存圏研究所の全国共同利用設備である

の成果報告会でもあるため、生存圏科学全般に深いかかわりがあ

る研究集会である。全共設備の利用による研究状況を把握するとともにそ

の研究成果の周知と共有を促すことができた。
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プログラム

2 生存圏学際萌芽研究センター

月日月

車両上部への低漏洩なマイクロ波給電のための送受電アンテナ

に関する研究

0塚本 優・松室尭之（京大）・外村博史（ボルボ）・三谷友彦・篠原

真毅（京大）

マルチコプタを用いた無線給電システムのための送電アンテナ

のビームフォーミングの研究

0上吉川直輝・篠原真毅（京大） •藤原暉雄（翔エンジニアリング）．
小野晃義（オリエントマイクロウェーブ）

無線電力伝送を利用した超軽量飛行機の飛行解析

0久保埜雄貴・米本浩一・深井健太郎（九工大）・三谷友彦（京大）

高効率なマイクロ波電力伝送システムに向けた小型試作モデル

0松室尭之•石川峻樹・黄 勇・西村貴希・塚本優・後藤宏明・三

谷友彦・篠原真毅（京大）

送電アンテナ形状変化による影響と位相制御による補正の

評価

0片野将太郎（総研大）・斎藤恵理（東洋大）・武田光司（デルフトエ

科大）・田中孝治（ ） 

への適用を想定したマイクロ波ビーム方向制御の高精度

化に向けた改良検討

0牧野克省・上士井大助・中台光洋・谷島正信・大橋一夫（ ）． 

高橋智宏・縫村修次•本間幸洋（三菱電機）
ビーム集束法の の設備を利用した実験的検討

0宇野孝・柴田国明・三枝健ニ・扁野忠 (13大） •石川峻樹·篠原真毅
（京大）

月 日 火

自動車エンジンルーム内ワイヤレスセンサシステムのマイクロ

波伝送特性に閲する研究

後藤宏明・ 0篠原真毅・三谷友彦（京大）

レクテナの倍電圧回路動作に関する基礎検討

0三谷友彦・川島祥吾•西村泰河（京大）
ショットキーバリアダイオードを用いた数十 級大電力整

流回路の開発

0西村貴希・三谷友彦・篠原真毅（京大） •岡田政也・善積祐介． J::

野昌紀（住友電工）

注入同期されたマグネトロン特性について

0藤井 知（沖縄高専）・米谷真人・鈴木栄一・和田雄二（東工大） ・ 

長南 聡•福井美穂（オリコンエナジー） •新川喬太（沖縄裔専）

磁界共嗚方式 に対する氷雪影響の解析と測定

0高橋 航・古田健太・遠藤 俊・布川和樹・馬場涼ー・丸山珠美（函

館高専）

帯無線電力伝送の研究

0兒島清志朗（京大）・山口 陽・新井麻希（ ） •三谷友彦・篠原
真毅（京大）

マイクロ波電力伝送を伴う無線 システムのための共存法

に関する実験

0山下翔大・坂口晃ー・黄 勇•山本高至•西尾理志・守倉正博・篠
原真毅（京大）

多周波共用円偏波スパイラルアンテナ

0松永真由美（愛媛大）

同一偏波二周波共用リフレクトアレーの遺伝的アルゴリズムに

よる設計

〇丸山珠美（函館高専）

電波天文用広帯域フィードの開発

0氏原秀樹・岳藤一宏( )・小川英夫（阪府大）・三谷友彦（京大）
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2 生存圏学際萌芽研究センター

生存研： 7 名（うち、学生 5名、外国人 1名）

参加者数 他部局： 2 名（うち、学生 0名、外国人 0名）

学外： 81 名（うち、学生 10名、企業関係 60名、外国人 1名）

主催者： 篠原真毅

担当者および TEL : 077 4-38-3807 E-mail : shino@rish.kyoto-u.ac. jp 

連絡先 生存研：同上

TEL: E-mail : 

その他

特記事項
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

研究集会 1 第 312回生存圏シンポジウム
タイトル 平成 27年度 RISH電波科学計算機実験(KDK)シンポジウム

主催者 1生存圏研究所

日時 平成 28年 2月 25日（木） 15時～ 26日（金）

場所 京都大学生存圏研究所木質ホール3階

関連ミッション等 ①環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ ③．宇宙環境•利用

い、複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野 1生存科学計算機実験分野、生存圏電波応用分野、宇宙圏電波科学分野

KDK全国共同利用で採択した課題の成果発表の場であるとともに、数値シミ

ュレーションを用いて得られた研究成果や、計算機の高度で効率的な利用

のための技術閲発に関する発表を行う場である。 KDK全国共同利用は宇宙

圏・大気隅の電波科学および生存圏科学に関連した大規模計算機実験研究

を主体とし、ミッション 1および3が関連している。専門委員会で公募・

採択された研究課題の成果発表の場でありその他の計算機実験研究の講演

目的と Iも広く受け付けた。

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

KDKによって得られた様々な分野の最新の知見をはじめ、 KDKの能力を最大限に

活かすための効率の良い計算手法など最新の計算機シミュレーション技術に閲

する情報を共有することができた。また、本研究集会を開催することによって

宇宙圏・大気圏の電波科学および生存圏科学における計算機実験分野を先導し、

関連コミュニティの形成に資するとともに、共同研究拠点としての責務を果た

すことができた。
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2 生存圏学際萌芽研究センター

プログラム

♦2 月 25 H 木曜日

14:45 -14:50 開会の辞

14:50 -15:10 三宅洋平、船木裕司、西野真木

月縦孔プラズマ静電環境に関する大規模粒子シミュレーション

15:10 -15:30 田中高史

磁気圏物理学における基礎体系の再考

15:30 -15:50 小路真史

地球内部磁気圏における電磁イオンサイクロトロン波動とプラズマの相互作用

15:50 -16:10 海老原祐輔、田中高史

MHDシミュレーションによるサブストームの再現実験

（休憩）

16:20 -16:40 久保田結子、大村善治

放射線帯電子の EMIC トリガード放射との共鳴による大気圏降り込み現象の解

析

16:40 -11:00 藤田 茂、藤井郁子、桝田祐里

GIC観測データを基にしたGICの推定

17:00 -17:20 近藤光志

シアフローと磁気リコネクション

17:20 -17:40 菊池 崇、梅老原祐輔、田中高史、橋本久美子、冨澤一郎

グローバルMHDシミュレーションが再現した磁気圏圧縮時の非圧縮性電離圏

の振舞い

17:40 -18:00 鬼頭沙希、臼井英之、沼波政倫、

ブロック型遮合格子細分化法フレームワークの Sugarscapeシミュレーション

への応用

♦2 月 26 日金曜日
09:00 -09:20 木倉佳祐、三宅洋平、臼井英之、中島 浩

メニーコアプロセッサ向け裔効率プラズマ粒子計算手法の研究

09:20 -09:40 察東生

Coherent Structure and Karman Vortex Street in Magnetosphere 

09:40 -10:00 中村雅夫

磁気リコネクションで発生するホール磁場構造の考察

10:00 -10:20 淵田泰介、近藤光志

非対称自発的高速磁気リコネクションにおける拡散領域の構造変化

10:20 -10:25 

次期 KDKシステムについて

10:25 -12:00 ポスターセッション

◆ポスターセッション (2月26日 10:25-12:00) 

1.村中崇信、星 賢人、小嶋浩嗣

超小型イオンスラスタを利用したイオンビーム中和機構の数値解析

2. 今村優佑、藤野貴康、益田克己

MHD技術を利用した再突入プラズマ流れの能動的制御に関する

3次元電磁流体シミュレーション

3.谷邊耕太、臼井英之、三宅洋平

人工衛星搭載イオンエンジン中和器の地上実験に関するプラズマ数値

シミュレーション

4.長崎陽、船木一幸、中村武恒、山川宏

磁気プラズマセイル搭載用高湿超伝導コイルシステムの最適化

5.星賢人、小嶋浩嗣、山川宏

PICシミュレーションを用いた帯電セイルテザーの推力解析

6. 疋島充、加藤雄人、小嶋浩嗣

計算機実験によるコーラス放射の励起およびWPIA擬似計測への適用

7. 中山洋平、 Y.Ebihara, S. Ohtani, M. Gkioulidou, K. Takahashi, L. Kistler 

and T. Tanaka 

Void structure of O+ ion observed by the Van Allen Probes in the inner 

magnetosphere 8.辻浩季、海老原祐輔、大村善治、田中高史
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参加者数

2 生存圏学際萌芽研究センター

惑星間空間衝撃波到来時における内部磁気圏裔エネルギー粒子の

ダイナミクス

9. 中川宏紀、臼井英之、松本正晴、沼波政倫

ブロック型適合格子細分化法を用いたマルチグリッド法ポアソン

ソルバーの開発

10.清水徹

高速磁気再結合過程の 3次元不安定性 ―電流方向に開放境界条件を適用した

場合―

生存研： 6名（うち、学生 4名、外国人 0名）

他部局： 0名（うち、学生 名、外国人 0 名）

学外： 21 名（うち、学生 4 名、企業関係 0 名、外国人 2 名）

主催者：大村善治（京都大学生存圏研究所）:::およびI生存研： TEL : 0774-38-3811 E-mail: 0mura@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項

TEL: E-mail : 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

課題番号

研究集会

タイトル

主催者

日時

場所

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

第 回生存圏シンポジウム

津田敏隆

平成 28年 2月 22日24日

Politecnico di Milano (Leonardo Campus), Milan, Italy 

関連ミッション等 ①環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換・利用

0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用

い、複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野 I GNSS気象学

目的と

具体的な内容

生存圏科学の

発展や関連コ

ミュニティの

形成への貢献

GPSで代表される衛星測位システム (GNSS:Global Navigation Satellite 

System) の測位電波が術星から地上に到達する間に大気•電離囲で生ずる伝搬遅

延は、測位の誤差要因である。 GNSS気象学は、この測位誤差から大気情報を抽

出する新しい大気計測法であり、近年注目を集めている。特に、集中豪雨に関

係する水蒸気の空間分布と時間変動を精密観測する研究に注目が集まってい

る。

近年、米国の GPSに加え、欧州の Galileo、ロシアの GLONASS、中国の

Beido（北斗）が運用されつつあり、日本の準天頂衛星システム (QZSS)やインドの

ISROといった regional測位システムも開発されている。その結果、近い将来、

東南アジア・インド域で最も多くの GNSSデータを利用できると予想されてい

る。その利点を活かすため、 GNSS気象学をアジア域に展開する事を目指し、研

究成果の情報交換ならびに国際協力に関する意見交換を行う事が本研究集会の

目的である。主な参加者は、 GNSS気象学に関する 2国間協力事業を実施してい

るイタリア・ミラノ工大の研究者や大学院生である。 H本からは、生存研の大学

院生 4名と気象研究所の共同研究者が参加した。

本ワークショップの主題である GNSS気象学は、電波を利用した大気圏計

測、及び現在の重要な宇宙システムである GNSSに関わっており、生存圏科学の

2つのミッションを基礎にしている。ワークショップでは、 GNSS受信システム

のH/W開発、信号・データ処理アルゴリズム開発、測位衛星データ利用等の幅広

いコミュニティからの参加により、 GNSS気象学の現状と将来指針に関する有益

なBrainstormingが行われた。

今後、本研究集会で得られた成果を踏まえ、集中豪雨の監視及び予測精度の

向上が期待される。活発な熱帯の積雲活動により集中豪雨が頻発しているにも

かかわらず、定常気象観測網が十分でない地域に GNSS気象学が導入されれば、

洪水災害の減災に強く影響すると考えられる。特に、イタリアでは、地震や火

山の監視を目的に GNSS銀測ネットワークが充実しつつあり、その衛星測位デー

タを活用する事により、高分解の水蒸気分布の監視および、数値モデルヘの同

化により、集中豪雨の予測ができるようになると期待される。
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Monday 22   14:30 � 18:00 
� Foreword 

14:30-14:45  RISH presentation (T. Tsuda) 
14:45-15:00  GEOlab presentation (G. Venuti) 

� GNSS meteorology 
15:00-15:30  GPS/GNSS Meteorology in Japan: History and 
Achievements (Y. Shoji) 
15:30-16:00  ASI/CGS products and services in support of 
GNSS-meteorology (R. Pacione) 
16:00-16:30  
16:30-17:00  Ground based water vapor retrieval in Antarctic coastal 
areas (M. Negusini) 
17:00-17:30  PWV time series from 1998 to 2015 on Ligurian area (I. 
Ferrando) 
17:30-18:00  Characteristics of tropical convection in Indonesia from a 
coordinated campaign with X-band radar, GNSS-PWV, and radiosonde 
observations (M. Oigawa) 

 
Tuesday 23   10:00 � 13:00 

� Hyper-dense GNSS networks for troposphere estimation 
10:00-10:30  GNSS meteorology by low-cost equipment (E. Realini) 
10:30-11:00  Hyper-dense GNSS networks for troposphere analysis 
experimental set-up up of the Uji network (N. Ito) 
11:00-11:30   
11:30-12:00  PWV variations with the Uji network and data 
assimilation into a non-hydrostatic numerical model (M. Oigawa) 

� Innovative GNSS receiver technology and data processing 
12:00-12:30  Reconstruction of anisotropic slant total delays from 
GNSS observations (G. Möller) 
12:30-13:00  TBD (A. Consoli) 

Tuesday 23   14:30 � 17:30 

� Ionospheric delay estimates and models 
14:30-15:00  Real-Time Detection of Earthquake Ionospheric 
Disturbances through a Variometric Approach: a Preliminary 
Feasibility Demonstration with VADASE (A. Mazzoni) 
15:00-15:30  Global TEC map based on new mapping function (Z. 
Deng) 
15:30-16:00  Ionosphere corrections for single-frequency GNSS 
receivers time and spatial variations of TEC observed with the Uji 
network (Y. Takeda) 
16:00-16:30   

� SAR troposphere products, analysis and methods 
16:30-17:00  Atmospheric water-vapour from spaceborne 
Interferometric SAR imaging (N. Pierdicca) 
17:00-17:30  TBD (A. Monti-Guarnieri) 
 

Wednesday 24   10:00 � 13:00 
� NWP models 

10:00-10:30  TBD (Emanuela Pichelli) 
10:30-11:00  Preliminary studies on the integration of GPS and 
ECMWF to derive high spatial and temporal resolution water vapor 
maps (M. Capponi) 
11:00-11:30   

� Innovative GNSS data processing and analyses 
11:30-12:00  Atmospheric water vapor monitoring from local GNSS 
networks: comparisons of GNSS data adjustment strategies (G. Venuti)
12:00-12:30  A non-tomographic estimation of 4D water vapor 
variation using the ground observation networks of specific humidity 
and GNSS (Y. Shoji) 
12:30-13:00  Status of GFZ Multi-GNSS product GBM/GBU (Z. Deng) 

Wednesday 24   14:30 � 16:30 

� GNSS radio-occultation  
14:30-15:00  Gravity waves in the stratosphere with COSMIC GPS-RO 
data (T. Tsuda) 
 

2 生存圏学際萌芽研究センター

翌o岱ewo茫d.

GNSSm認B0記0io匂

Coffee break 

H匹紅辻饂謳 GNSS皿認宵0立gto匹も記0巨OSmヒomeogもi.maもio皿

Coffee break 

I二 ovaもiveGNSSJreooiveI鯰吐皿oio曰芦心誌もajplmcessmg

プログラム
恥皿08芦認lt'icdoiay蒻もiimaもeslllllllru mo誌誌

Coffee break 
3疇 位0posp五e咋芦0ふ71JlCね， alffiaIysisalffid meもhods

N叩 moaeis

Coffee break 
Illlllffil[JvaもiveGNSS』認ajpllt'I[)cessilillgalillialillaiyoos

GNSSIai.0℃cc工しも認io皿
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� Ground-based measurements 
15:00-15:30  Measurements of atmospheric temperature and water 
vapor with a ground-based Raman lidar (Y. Okatani) 
15:30-16:00   

� Round table on future collaborations and funding opportunities (e.g. 
H2020) 
16:00-16:30  Open discussion (moderator: A. Monti-Guarnieri) 

 

 

 
 

 

2 生存圏学際萌芽研究センター

G衣m皿dtaoodmeas11Jl咋emellll誌

Coffee break 
翫こはも藝ieo立年も芦ecollaboI認io謳 g皿乱釦皿丘喝 0]Pl]P10加工誌ices〈eg
H瓢）瓢iil1)

生存研： 5 名（うち、学生 4 名、外国人 0 名）

参加者数 他部局：

゜
名（うち、学生 0 名、外国人 0 名）

学外： 25 名（うち、学生 0 名、企業関係 0 名、外国人 24 名）

主催者： 津田敏隆

担当者および TEL : 0774-38-3804 E-mail : tsuda@rish.kyoto-u.ac. jp 

連絡先 生存研：

TEL: E-mail : 

その他

特記事項
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1st GEOlab�RISH joint workshop on 
OBSERVATIONS AND MODELS FOR METEOROLOGY

The 313th Symposium on Sustainable Humanosphere

22 � 24 February 2016,
Politecnico di Milano (Leonardo Campus), Milan, Italy

22 � 24 February 2016,
Politecnico di Milano (Leonardo Campus), Milan, Italy

With the support of:
GeoSTARe � Geosynchronous SAR mission    
GReD � Geomatics Research & Development srl

Key topics: 
� GNSS meteorology, incl. receiver technology and processing software
� Hyper-dense GNSS networks for troposphere analysis
� Ionosphere corrections for single-frequency GNSS receivers
� SAR troposphere products, analysis and methods
� Ground-based measurements (e.g. Raman LiDAR)
� NWP mesoscale models
� Data assimilation of GNSS and SAR products in NWP models
� GNSS radio-occultation

For further information please contact: Eugenio Realini eugenio.realini@g-red.eu,
Giovanna Venuti giovanna.venuti@polimi.it, Andrea Monti Guarnieri andrea.montiguarnieri@polimi.it

For further information please contact: Eugenio Realini eugenio.realini@g-red.eu,
Giovanna Venuti giovanna.venuti@polimi.it, Andrea Monti Guarnieri andrea.montiguarnieri@polimi.it

The GEOlab-RISH joint workshop is an interdisciplinary meeting for the
presentation of research activities in the fields of GNSS Meteorology, SAR
troposphere analysis and mesoscale NWP models and data assimilation. Japanese
research institutes, such as RISH of Kyoto University and the Meteorological
Research Institute of JMA, as well as European research and academic institutions,
such as GEOlab of Politecnico di Milano, Università di Roma «La Sapienza»,
Università di Genova and GFZ will contribute to the workshop.

Participation is free and open to all interested parties.

Workshop organizers:                                                                         
GEOlab � Geomatics and Earth Observation lab (Politecnico di Milano) 
RISH � Research Insitute for Sustainable Humanosphere (Kyoto University)

2 生存圏学際萌芽研究センター

1st GEOlab-RISH joint workshop on 

ヽ
＠苔 GEOLaa 
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2 生存圏学際萌芽研究センター

研究集会（共同利用・共同研究拠点）報告書

課題番号

研究集会 第 314回生存圏シンポジウム

タイトル 第 3回比良おろしワークショップ

主催者 京都大学生存圏研究所古本淳一

日 時 平成 28年3月 29日（火）

場所 おうばくプラザセミナー室 1 • 2 

関連ミッション等 ①．環境計測・地球再生
（該当するものに 2．太陽エネルギー変換•利用

0をつけてくださ 3．宇宙環境•利用
い、複数可） 4．循環型資源・材料開発

関連分野 ミッション 1:環境計測・地球再生

これまで滋賀県内で開催してきたワークショップが契機となり、滋賀

県が主導する形で周辺市町と研究者が参加して、「湖西線利便性向上プ

ロジェクトチーム」が結成され、平成 26年度には滋賀県と生存圏研究

所が共同研究契約を締結するに至った。

平成 27年度も引き続き滋賀県との共同研究を推進するとともに、全
目的と てのステークスホルダーとの共同で研究課題そのものを決定しゆき、課

具体的な内容 題解決をはかるこうした取り組みを推進し、社会各層の関係者との協働

デザインを基盤とするトランスディシプリナリー研究を加速度的に進

めてきた。一方でこれまでの研究で行政、地元住民、企業、研究者等が

ー同に会する形で集会を定期的に行ってきたが、研究成果のより深い議

論のため研究者のみが会し社会実装にむけた研究者の役割について深

く議論を行った。

人類生活圏との関わりが深い、地域に密着した大気現象を通して地域

に根ざした大気科学をひとつの課題として議論を行った。

生存圏を新たに開拓・創成するための先進的技術開発を目指す分野横

断的な学際総合科学としての側面が強いだけでなく、近年の生存基盤研

究である文理融合の枠を超えて学内外の研究者を交えて議論を行う貴

重な機会であった。

生存圏科学の
本ワークショップでは、文系・理系の研究者が間題意識を共有し、ス

発展や関連コ テークホルダーの問題の共有と相互理解を通じて研究者の立場から問

ミュニティの 題の具体的解決にむけた取り組みの現状と、今後の進め方について帳広

形成への貢献 く議論した。

近年の生存基盤研究は文理融合だけに留まらず、幅広くステークホル

ダーを捉えるトランス・ディシプリナリー研究への志向が強まってお

り、新しい科学像形成にむけて貢献できたものと考えられる。
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プログラム

参加者数

2 生存圏学際萌芽研究センター

◆日時：平成 28年 3月 29H （火） 13:30-17:00

◆プログラム：

13:30はじめに 古本淳一（京都大学生存咽研究所）

13:40基調講演

「現地調査（ビワコダス・シモウェス）による比良おろし研究の

成果と課題」

松井 一幸（琵琶湖地域環境教育研究会）

14:45一般講演

「突風災害と地域社会：第 2回比良おろしワークショップを

振り返って」

宮永 健太郎（琵琶湖環境科学研究センター）

「比良おろしの高解像度気象シミュレーションによる再現について」

東邦昭・古本淳一（京都大学生存圏研究所）

「地上デジタルテレビ放送波を用いた水蒸気変動推定に関する研究」

西田 圭吾（京都大学工学部）

「高性能ドップラーライダーの評価機開発」

古本淳一（京都大学生存圏研究所）

16:40閉会挨拶古本淳一（京都大学生存圏研究所）

生存研： 4 名（うち、学生 1 名、外国人

他部局： 0 名（うち、学生 名、外国人

学外： 2 名（うち、学生0名、企業関係

主催者： 古本淳一

名）

名）

0名、外国人 名）

担当者および TEL : 0774-38-3812 E-mail : furumoto@ri | E-mail : furumoto rlsh. kyoto-u. ac. jp 

連絡先 生存研：古本淳一

TEL : 0774-38-3812 E-mail : furumoto@rish. kyoto-u. ac. jp 

その他

特記事項
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2 生存圏学際萌芽研究センター

r -[ 

唸 r滋賀県 り京都大学
、念 KYOTOUNIVERSITY 

第314回生存圏シンポジウム
京都大学デザイン学ユニットデザインワークショップ

一
<
 

A
C
 

m:；学生存圏研究所・京都大学デザイン学大学院連携プログラム nート十• (9勿
DE~~応U忍悶DL ■RISH 

連絡先：京都大学生存圏研究所 比良おろしワークショップ事務局 hira@rish.kyoto-u.ac.jp Tel 0774-38-3812 
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国際共同研究活動報告



3 国際共同研究

インドネシア科学院との国際交流事業

1996年以来「循環型社会の構築を目指した熱帯森林資源の持続的な生産と利用」を目指し、

H本学術振興会の拠点大学方式による木質科学に関する学術交流事業をインドネシア科学院と

の間で実施してきた。同事業は平成17年度を持って終了したが、 18年度以降も引き続き様々な

プロジェクト経費を投入して相手機関との国際交流事業を継続してきた。すなわち、生存園研

究所アカシアインターミッションプロジェクトを始め、平成19年度採択となったグローバルC

OEプログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」などである。

2008年6月17~20日、 2009年1月9日～15日に、インドネシア全域（ジャワ島、スマトラ島、カ

リマンタン島）で、林准教授らは、 LIPIBiotechnology研究所のEnnySudawamonati博士ととも

に林業省植林センター、 JICAオフィスやエタノール生産工場で、バイオエタノール生産取り組

みに関する情報収集を行った。

2008年8月27~30日に、マレーシア・サバ州・ケニンガウ近郊のKoshiiHybrid Plantation 

(KHP)社において、吉村准教授らはLIPI生物材料研究・開発ユニットSulaemanYusuf博士他2

名と共同で、アカシア人工林におけるシロアリ相の調査を実施した。また、引き続き、 8月31

~9月3日にマレーシア・ペナン島：ムカヘッド国立公園において、同上メンバーと共に天然林

におけるシロアリ相の調査を行った。

更に 2009年 11月 6日～7日の 2日間、スマトラ島 Pekanbaruの林業省リアウ支所、シンナ

マス研究所亜びにリアウ大学において、生存圏研究所が母体となっているグローバル COEプロ

グラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」の一環として、 RiauBiosphere Reserve 

プロジェクトに関するミーティングを行い、環境と経済の調和に向けた生存圏科学の構築につ

いて議論した。更に、 2010年 2月 19日～20日の 2日間、スマトラ島 Pekanbaruの林業省リア

ウ支所並びにリアウ大学において、グローバル COEプログラムの一環として、リアウワークシ

ョップを開催し、RiauBiosphere Reserveプロジェクトを目指す地域研究拠点形成を探るなど、

環境と経済の調和に向けた生存圏科学の構築について議論した。 RiauBiosphere Reserveプロ

ジェクトは G-COEプログラムのイニシャティブ 3班により精力的な調査研究が行われている。

森林バイオマス調査、生態系調査、および社会経済調査など文字通りの文理融合研究が進み、

リアウ大学において当該プロジェクトのワークショップが 2010年 10月 20日に開催され、関連

分野のインドネシア、日本の研究者が集まり、活発な議論が展開された。

また、 2008年以降、 HumanosphereScience School (HSS) と題した現地講義を実施してい

る。これは、当研究所が蓄積してきた研究成果を社会に還元すると共に、若手人材の育成と将

来の共同研究の一層発展へ展開させることを目的としたものである。 2010年度はインドネシア

のガジャマダ大学において HSS2010を、 2011年度は同国アンボン島で HSS2011を開催し、本学

より若手研究者および大学院学生を参加させ、現地の若手研究者との交流を行った。インドネ

シアからは 150名の若手研究者・学生が参加し、環境科学・植物科学・木質科学・大気圏科学

に関する最新の研究成果を聴講するとともに、活発な討論により「生存圏科学」の幅広い繋が

りを意識することとなった。

さらに 2011年度からは、 HSSと併せ、国際生存圏科学シンポジウム (ISSH) という、日本一

インドネシア両国の学生および若手研究者による生存圏科学に関する研究発表の場を設け、
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3 国際共同研究

2012年度は HumanosphereScience School 2012 (HSS2012) • The 2nd International Symposium 

for Sustainable Humansphere (The 2nd ISSH)と題し、 HSS2012と同時に The2nd ISSHも開催

した。開催場所はインドネシア・バンドン市で、 H本一インドネシア両国の若手研究者への優秀

発表表彰も行われ、教育的な意味でも大きな意義を有していた。

2013年度は、HumanosphereScience School 2013 (HSS2013) ・The 3rd International Symposium 

for Sustainable Humansphere (The 3rd ISSH)をインドネシア・スマトラ島のベングル大学に

おいて開催した。また、熱帯産業造林の持続的維持管理には、生態学的•生物多様性的視点

が不可欠であることから、当該分野に造詣の深いインドネシア科学院エンダン・スカラ教授

（元副長官）を外国人客員教授として招聘し (2013年 9月より 2014年 2月まで）、生存圏科学

の確立に向けた国際共同研究を推進した。

年度では、熱帯バイオマス生産利用に関する総合的研究の基盤としての調査研究をイン

ドネシア科学院と共同で進めた。すなわちまず、アランアラン草原の植生回復と持続的バイオ

マス生産利用にむけ、インドネシア科学院と共同研究グループを組織し調査研究を進めた。こ

のために研究代表者らが前年度の平成 26年 3月25~2 6日に加え平成 27年6月25~2 

7日にインドネシア科学院を訪問し、インドネシア科学院エンダン・スカラ教授生存圏研究所

平成 25年度外国人客員教授及びイ・マデ・スディアナ博士らと共同研究申請を視野に入れた

討議を重ねた。現在この討議結果を踏まえた共同研究経費を巾請した。

年度では、従来の研究成果に基づきインドネシア科学院と共同で提案した熱帯荒廃草原

の植生回復によるバイオマスエネルギーとマテリアル生産に関する国際共同研究・政府開発援

助プロジェクト研究が、（国研）科学技術振典機構（ ） ／ （独）国際協力機構（ ）の地

球規模課題対応国際科学技術協カプログラム ）の一環として採択された。本年度は

暫定採択期間であり、インドネシア科学院の研究者と共同研究の詳細計画に関する討議を重ね、

研究内容の詳細を決定した。その後、研究の詳細計画を作成と討議記録（ ） 

の調印（平成 27年 9月25日）、研究詳細計画に関する討議議事録（ ）の

締結（平成 27年 12月 14日）と研究協定（ ）の締結（平成 28 

年 1月8日）を完了し、 年度からの研究開始に向けた協定の整備が終了した。

ライフとグリーンを基軸とする持続型社会発展研究のアジア展開

ー東アジア共同体構想を支える理念と人的ネットワークの強化一の国際交流事業

本事業は、持続型生存基盤を東アジア共同体構想を支える理念として強化するために、災害、

感染症、高齢化社会や熱帯林荒廃等の地球環境問題に「地域の知」を活用して対応する持続型

社会発展研究を東南アジアに展開し、その研究教育体制と人的ネットワークを拡充することを

目的とし、平成 23年度から 27年度まで実施された。具体的な研究内容としては、第一に、行

き過ぎた市場主義や域内の需要不足等のアンバランスな政治・経済のグローバル化を是正する

ために、グローバル社会とローカル社会を有機的に接合する「多元共生社会」研究（ライフ研

究）を推進する。人々の生活の基盤をなす地域社会ネットワークを公共資源化し、国家や国際

機関・機構等の既存の統治システムと補完的に接合することにより、災害や感染症の流行、宗
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3 国際共同研究

教や民族の対立・紛争、貧困と経済格差、高齢化社会、環境保全などの問題に対して、国家主

導の解決とは異なる対処の道筋をグローバルとローカルを複合させた視点から明らかにするこ

とができる。第二に、熱帯林の院廃や二酸化炭素の排出に代表される地球環境間題を克服する

ために、環境共生を目指す「バイオマス社会」研究（グリーン研究）を推進する。熱帯バイオ

マスの生産・流通・消費体系を、市場価値のみならず生態価値および生産者や消費者の生活価

値にも立脚して再編することにより、最先端のバイオマス生産•利用技術を活用した生物資源

の循環利用体系の構築や、生態系管理を通した地球社会の「公／共益」と地域社会の生存基盤の

確保の両立による熱帯バイオマスのグローバル資源化を目指す。第三に、東南アジア社会の「地

域の知」を踏まえた持続的な社会発展を構想、設計、実践し、東アジア共同体構想を支える理

念として強化するとともに、持続型生存基盤研究のアジア展開を継続的に推進するためにアジ

ア学術コミュニティの組織化を促進する。

生存圏研究所は、これらのうちの「バイオマス社会」研究に関係するプロジェクト「東南ア

ジアの地域リノベーションに向けたバイオマスの探索と変換プロセスの構築」と「熱帯材を用

いたローコストハウスの建築技術の開発」を実施し、インドネシアおよびタイの共同研究者と、

森林バイオマスや未利用農産バイオマスの利活用、インドネシアの伝統建築や現地での安価な

木造住宅に対する高耐久付与のための基礎資料の収集と情報交換を行った。

マレーシア理科大学生物学部との国際交流事業

2001年の研究協力協定締結以来、主として都市昆虫学の分野において国際共同研究を実施し

てきたが、 2006年の協定延長及び学部長他 3名の来所を契機として、より広い生存閥科学の分

野における共同研究の実施を目指した議論を開始した。

平成 19年度には、同学部 Chow-YangLee教授が平成 19年 10月 1日から 6ヶ月間客員教授と

して生存園研究所に滞在し、①シロアリの摂食行動に対する各種外的要因に関する研究、およ

び②マレーシア産商業材の耐シロアリ性に関する研究、の 2課題について共同研究を実施した。

また、平成 19年 12月には生存閥研究所・マレーシア理科大学生物学部共同セミナーー第 83

回生存圏シンポジウムを同学部において開催し、両部局における新しい共同研究の可能性につ

いてより具体的な意見交換を行った。

平成 20年度は、平成 20年 8月 27~30日に、同学部と共同で、サバ小卜1、ケニンガウ近郊の

KM HYBRID PLANTATION SON BHD社アカシア・ハイブリッド植林地におけるシロアリ相および菌

類相のトランセクト法による調査を実施した。さらに、 9月 1~3日に同学部附属海洋ステーシ

ョンに隣接するムカヘッド国立公園内天然林におけるシロアリ相および菌類相の同法による調

査を行った。加えて平成 19年度に初開催した共同セミナーの今後の予定についても打ち合わせ

を実施し、可能な限り隔年で実施することで合意した。また、 Chow-YangLee教授とともに居

住圏劣化生物飼育棟／生活•森林圏シミュレーションフィールド (DOL/LSF) 全国・国際共同利

用研究への申請を行い（代表：吉村 剛）、平成 19年度に実施した共同研究について引き続き

検討を行った。

平成 21年度については、引き続き Chow-YangLee教授と共同で、居住圏劣化生物飼育棟／生
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活・森林閥シミュレーションフィールド (DOL/LSF)全国・国際共同利用研究への申請を行い（代

表：吉村剛）、国際共同研究を実施した。

平成 22年度は、 ASEAN若手国際交流事業によって同学部博士課程学生 2名を招聘し、生存閥

科学に関するセミナーヘの参加と研究発表、並びに共同研究を行った。具体的な研究テーマは、

①地下シロアリの採餌行動に及ぼす死亡個体の影瞥、および②外来木材杏虫アフリカヒラタキ

クイムシ集団間の遺伝的関連性、である。

平成 23年度は、同学部 Chow-YangLee教授が平成 23年 7月 1日から 5ヶ月間客員教授とし

て生存圏研究所に滞在し、以下の共同研究を実施した。

①アメリカカンザイシロアリの室内飼育方法および試験方法について習得し、マレーシア産

材を用いた室内試験を開始した。さらに、今後の東南アジア地域全体での乾材シロアリ対策に

関して討議を行った。

②ヤマトシロアリ属の階級分化機構の解明を目指し、宇治キャンパス内で採集したヤマトシ

ロアリコロニーを用いて、その階級比および性比の測定を実施した。

さらに、 Lee教授は、都市害虫の専門家として NGOの依頼を受け、東日本大震災津波被災地

域におけるハエや蚊など衛生害虫の大発生に関して数回の現地調査及び視察を行うとともに、

その対策について助言を行った。本調査の内容については、生存圏研究所ランチセミナー及び

第 187回生存圏シンポジウム「東日本大震災復典に向けた生存圏科学」（平成 23年 8月 30日）

において講演を行った。

平成24年度は、前年度までに実施した共同研究の結果についてとりまとめ、世界的に著名な

オンラインジャーナルであるPLoSOneに発表した (Kok-BoonNeoh, Beng-Keok Yeap, Kunio 

Tsunoda, Tsuyoshi Yoshimura and Chow-Yang Lee, PLoS One, 7(4), e36375, 

doi: 10. 1371/ journal. pone. 0036375)。さらに、 DOL/LSF全国・国際共同利用専門委員会の海外

委員として、同学部Chow-YangLee教授を平成25年2月26日に開催された委員会に招へいし、国

際共同利用研究の推進という立場から貴重な助言をいただいた。

平成25年度は、平成25年11月19~24日の日程で同学部の出身で現在京都大学東南アジア研究

所において特定研究員として研究活動を行っているKok-BoonNeoh博士と共同で、サバJ小I、ケニ

ンガウ近郊のKMHYBRID PLANTATION SON BHD社アカシア・ハイブリッド植林地におけるシロア

リ相および菌類相のトランセクト法による継続調査を実施した。また、同学部Chow-YangLee 

教授を平成26年2月19日に開催されたDOL/LSF全国・国際共同利用専門委員会の海外委員として

委員会に招へいし、国際共同利用研究の推進という立場から貴重な助言をいただいた。さらに、

平成26年2月26~28日にクアラルンプールで開催された同教授が会長を務めている環太平洋シ

ロアリ学会 (Pacific-RimTermite Research Group (PRTRG)）の第10回大会に生存圏研究所か

らも教授l名（同学会の事務局長を兼務）と学生2名が参加し、更なる研究交流を行った。

平成26年度から、上記Kok-BoonNeoh博士が日本学術振興会の博士研究員として採用され、生

存圏研究所において、ベトナム、インドネシア、マレーシアを対象としたシロアリを指標とし

た流廃地の環境修復に関する研究に取り組んでいる。また、同学部出身のLee-JinBong博士が

生存圏研究所ミッション専攻研究員として採用され、害虫研究に関する経験を生かして、海外

からの侵人木材害虫であるホソナガシンクイの生態の解明、人工飼育法の開発および化学生態

-258-



 

 

3 国際共同研究

学的手法を用いた環境調和型防除技術に関する研究に取り組んでいる。さらに、平成25年度に

実施したトランセクト調査の結果について H本環境動物昆虫学会年次大会において発表を行っ

た。同学部出身の研究者は都市害虫の専門家として世界的に活躍しており、 7月にオーストラリ

ア・ケアンズで開催された国際社会性昆虫学会において、生存園研究所より参加した3名（教授

1名、学生2名、博士研究員l名）とともに都市における社会性昆虫の生態と防除に関するセッシ

ョンで講演を行い、今後の共同研究について議論を行った。

平成27年度は、 Kok-BoonNeoh博士が日本学術振興会・博士研究員として引き続き採用され、

生存圏研究所において、東南アジアを対象としたシロアリを指標とした荒廃地の環境修復に関

する研究に取り組んだ。また、 Lee-JinBong博士も生存圏研究所ミッション専攻研究員として

再採用され、侵入木材害虫であるホソナガシンクイの生態の解明、人工飼育法の開発および化

学生態学的手法を用いた環境調和型防除技術に関する研究に取り組んだ。なお、 Kok-BoonNeoh 

博士は8月より国立中典大学昆虫学部の講師として採用され、台湾に移動した。同じく、 Lee-Jin

Bong博士も生存圏研究所ミッション専攻研究員を辞して、台湾に移動した。上記の同学部

Chow-Yang Lee教授は日本の会社と顧問契約を結んでおり、年に数回指導のために来日している

が、平成27年12月には生存圏研究所に来所され、住宅害虫を対象とした今後の共同研究につい

て打ち合わせを実施した。さらに、平成28年3月16日付けで採用されたChin-ChengYang講師と

Chow-Yang Lee教授は旧知の仲であり、今後、外来のアリ類を対象とした共同研究が進展する可

能性が高い。

以上の様に、生存圏研究所とマレーシア理科大学生物学部は、平成 13年の締結以来活発な国

際共同研究を実施してきており、特に協定を延長した平成 18年度からは、種々のプログラムを

利用した人的な交流も継続的に行われている。

赤道大気レーダー(EquatorialAtmosphere Radar; EAR)に基づく国際共同研究

赤道大気レーダー（以後 EAR)は、平成 12年度末にインドネシア共和国西スマトラ州（東経

100. 32度、南緯0.20度）に設置された大型大気レーダーであり、インドネシア航空宇宙庁(LAPAN)

との密接な協力関係のもとに運営されている。地上と接する大気の最下層（対流圏）から高度

数 100kmの電離圏にいたる赤道大気全体の研究を行っており、平成 13年 6月から現在まで長

期連続観測を実施し、観測データを web上で公開してきた。平成 23年 9月 22~23日には、 10

周年記念式典及び記念国際シンポジウムをジャカルタにおいて成功裡に開催し、来賓としてイ

ンドネシア研究技術 (RISTEK)大臣、駐インドネシア特命全権大使（公使の代理出席）、文部科

学省研究振興局学術機関課長、京都大学理事副学長らを含む国内外からの約 200名の列席を得

た。

EARは本研究所の重要な海外研究拠点であって、国内外の研究者との共同研究によって生存

園の科学研究の推進に活用され、同時にインドネシア及び周辺諸国における研究啓発の拠点と

して、教育・セミナーのために利用されている。平成 17年度後期から、全国・国際共同利用を

開始している。共同利用は平成 24年度より MUレーダーと統合実施されており、平成 27年度の
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課題総数は 85件 (MUレーダーのみを利用する課題を含む件数）で、うち国際共同利用課題が

35件に達している。

EARに密接に関わる研究プロジェクトは以下の通りである。まず平成 13~18年度に文部科学

省科学研究費補助金特定領域研究「赤道大気上下結合」が実施され、赤道大気の多くの関連観

測設備・装置が EAR観測所を中心として整備された。終了時ヒアリング（平成 19年 10月）に

おいては最高位の評価結果A + （期待以上の研究の進展があった）を獲得した。平成 19年 3

月 20~23 日には、上記特定領域研究による「赤道大気上下結合国際シンポジウム」が約 170

名 (18の国と地域から）の参加者を集めて開催され、最新の成果の発表と議論が行われた。平

成 19年 9月 20~21日には東京国際交流館・プラザ平成において公開シンポジウム「「地球環境

の心臓ー赤道大気の鼓動を聴く一」を 250名以上の熱心な参加者を得て成功裡に開催した。平

成 22~24年度には文部科学省科学技術戦略推進費（国際共同研究の推進）「インドネシア宇宙

天気研究と体制構築」が採択され、 EAR長期連続観測を大気圏・電離圏の同時観測モードに変

更した。現在もこの観測モードを継続中である。

現在、生存圏研究所では EARの感度を約 10倍に増強する新レーダーである「赤道 MUレーダ

一」を EARに隣接して設置することを概算要求中である。これは日本学術会議のマスタープラ

ン2014重点大型研究計画と文部科学省のロードマップ 2014に採択されたプロジェクト「太陽

地球系結合過程の研究基盤構築」に含まれる重要装置であり、実現に向けて様々な準備を進め

ている。

インドネシアにおける赤道大気観測に関する啓蒙的シンポジウム

人類社会の生存を図るためには、地球環境全体に及ぼす影轡の大きさからアジア熱帯域にお

ける「生存園科学」の構築が不可欠である。本研究所は生存圏科学の構築に向けて強力な研究

協力関係をインドネシア科学院 (LIPI)やインドネシア航空宇宙庁 (LAPAN) と結んでおり、こ

れまで数多くの国際シンポジウムをインドネシアにおいて開催してきた。特に若手研究者・学

生と対象としたスクールを、「木質科学スクール」として平成 18年度から 2回、その平成 20

年度からは「生存園科学スクール (HSS)」として 8回、計 10回実施してきた。一方、平成 23

年度からは、国際生存圏科学シンポジウム (ISSH) として、日本、インドネシア両国の学生お

よび若手研究者による生存圏科学に関する研究発表の場がスタートしている。

赤道大気の研究に関しては、 1990年以来、啓蒙的なシンポジウムをインドネシアで開催し、

LIPI、LAPAN以外にも、 BPPT（科学技術応用評価庁）、 BMKG（気象庁）、 ITB（バンドンエ科大学）

等の大学・研究機関の研究者・学生との国際的学術交流を進めてきた。平成 15,---..,19年度に実施

された京都大学 21世紀 COEプログラム「活地球圏の変動解明」では、平成 16年度以降の毎年

にITBにおいて活地球圏科学国際サマースクールを開講し、日本・アジア・世界の若手研究者・

大学院生の教育と交流に尽力してきた。日本学術振興会の「アジア・アフリカ学術基盤形成事

業」の一課題として、「赤適大気圏のアジア域地上観測ネットワーク構築」を平成 20~22年度

に実施した。平成 26~28年度には日本学術振興会 2国間交流事業「大型大気レーダーによる赤

道大気上下都合の日本インドネシア共同研究」を実施中である。このほかにも、インドネシア
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のLAPANとインドの NARLを海外拠点機関とし、共同研究、学術会合（セミナー）、研究者交流

を実施している。今後も引き続き、インドネシアにおける赤道大気観測に関する国際交流を継

続して行く。

平成27年度には、以下の啓蒙的な研究集会等を実施した。

0第 296 回生存圏シンポジウム•生存圏科学スクール 2015 ・第 5回国際生存園科学シ

ンポジウム (HumanosphereScience School 2015 (HSS2015) The 5th International 

Symposium for Sustainable Humansphere (5th ISSH))：日時は平成 27年 9月 29~

30日、場所はインドネシア科学院講堂（ジャカルタ市）、参加者 80名、 LIPIおよび

LAPANとの共催。

ORASSによる大気温度観測：平成 28年 3月に、 LAPANとの共同で赤道大気レーダーサ

イトで、レーダーと音波を併用する RASS (Radio Acoustic Sounding System)による

大気温度の遠隔観測を実施した。

0アンダラス大学からの訪問：平成 27年 8月 17日～9月 14日にアンダラス大学の負

担で学生 5名が京都大学生存圏研究所を訪問し、大気物理学と大気レーダー観測に

ついての研修を受けた。

宇宙空間シミュレーション国際学校

宇宙空間シミュレーション国際学校(ISSS)は、生存閥のひとつである宇宙圏環境の定量的研

究に最も有効な（そして殆ど唯一の）研究手段である計算機シミュレーションに関する国際講座

及び国際シンポジウムである。その目的は研究手法としての計算機実験の実習と最新の宇宙環

境研究の学術論議を行うことである。

世界に先駆けて宇宙空間シミュレーション研究を始めた京都大学は、その先導的役割が評価

され、第 1回の開催地にはH本が選ばれ、 1982年に京都で開催された。その後、第 2回米国(1985

年）、第 3回フランス (1987年）、第 4回京都・奈良(1991年）、第 5回京都(1997年）、第 6回ド

イツ (2001年）、第 7回京都(2005年），第 8回米国 (2007年）で開催、大きな成功を収め、世界

各国から第一線の研究者によるシミュレーション手法による講義・実習や、最新の研究成果に

ついての討論が活発に行われた。第 9回 ISSSは2009年にフランスで開催され、日本からも多

く学生・若手研究者が参加した。第 10回 ISSSは2011年 7月にカナダで関催された。第 11回

ISSSは2013年の 7月に台湾国立中央大学で開催され、第 12回 ISSSは2015年 7月にチェコの

プラハで開催された。次回は、米国で 2017年に米国で開催する予定である。

科学衛星 GEOTAILプラズマ波動観測による国際共同研究

1992年に打ち上げられた我が国の科学衛星 GEOTAIL は、国際プロジェクト ISTP

(International Solar-Terrestrial Physics)の一翼を担う衛星として、地球磁気圏の貴重なデ

ータを観測し続けている。当研究所が中心となって、国内外の共同研究者とともに設計・開発
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を行ったプラズマ波動観測器(PWI:Plasma Wave Instrument)も、 GEOTAIL搭載観測器の一つと

して順調に観測を行い現在も貴重なデータを送信し続けている。観測されたデータは、プラズ

マ波動観測スペクトルの fullresolutionプロットを始め、波動データのみを抽出したデータ

セット等が、当研究所の生存園データベースとして共同研究者（スペクトルデータは完全一般公

開）へ供給されている。特に、長期間比較データ解析，磁気リコネクション発生領域におけるプ

ラズマ波動強度の空間分布とその磁気リコネクションに関わる役割など，長期的な観測を集約

した解析からイベント毎のデータ解析まで随時共同研究を展開している他、 CLUSTER、THEMIS、

MMSなどの欧米の衛星データと GEOTAIL衛星のデータを組み合わせた共同観測・解析の共同研

究にも貢献している。

水星探査ミッションにおける欧州との国際共同研究

2016年度の打ち上げを目指して、 H欧共同で計画をすすめている BepiColombo水星探査計画

に、欧J小Iチームとともに参加している。 BepiColombo計画は、水星磁気欄探査機 MMO(Mercury 

Magnetospheric Orbiter、H本担当）と水星表面探査機 MPO(Mercury Planetary Orbiter、欧

小卜1担当）の 2機の衛星から構成され、両探査機は、 1機のアリアンロケットで打上げられる。そ

のうち水星の磁気園を探査する MMOをH本が担当し、そこに搭載するプラズマ波動観測器(PWI:

Plasma Wave Investigation, PI:笠羽東北大・教授）を、日欧の共同研究グループで構成し開

発している。当研究所は、この PWIのExperimentmanagerをつとめ、搭載機器開発の中心とな

っている。 PWIチームは日本国内の共同研究者に加え、欧州は、フランス、スウェーデン、ハ

ンガリーなど複数の国にまたがる研究者と共同開発体制を整えている。平成 27年度は、各国で

開発した観測器をひとつにまとめたプラズマ波動観測装置を、 JAXAの宇宙科学研究所にて衛星

に組込んだ状態での各種国内試験を終えた後、 ESAESTECに衛星を移動させ欧州での動作試験

を行った。今後、試験を繰り返しながら打ち上げに向けた準備に日欧共同体制で取り組んでい

熱帯人工林をフィールド拠点とした国際共同研究

森林圏および大気圏の炭素、水蒸気などの物質循環を精測して、物質フロー解析やライフサ

イクル評価による環境負荷影響評価を行い、大気圏・森林圏の閥間相互作用を明らかにすると

ともに、それに基づく、地域の環境と木材の持続的生産の維持およびそこから生まれる木質資

源の利活用技術について研究している。

2004年度からインドネシア、スマトラ島における20万haのアカシア産業造林地をフィールド

とし、アカシア造林地の複数ヶ所に気象観測器の設置を進め、降雨量等のデータ収集・解析を

行っている。また、インドネシア科学院生命科学部門、産業造林を管理運営しているMUSIHUTAN 

PERSADA社ならびに京都大学生存圏研究所の三者間でMOUを締結し、アカシアマンギウム植林地

における持続的生産と林産物利用に関する研究について共同研究を淮めている。 2008年度には、
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森林バイオマス生長景評価に関してこれまで実施してきた地表データによる評価に加え、衛星

データを用いた広域森林バイオマスのリモートセンシングによる評価手法の開発に着手した。

また、アカシアマンギウムのESTデータベース作成とアカシアマンギウムなどの形質転換系構築

を進めた。さらに、インドネシア科学院 (LIPI) との共同研究で、アカシアマンギウムの遺伝

子組換え法として新しいユニークな技術を開発した。

一方、グローバル COEプログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」の採択に

伴い、東南アジア研究所と協働で人文・社会経済的な視点を加えた文理融合・問題解決型の統

合研究サイトとして新たな展開を目指しつつある。その中で、インドネシア、スマトラ島リア

ウ小卜1にある自然林、観光林および SinarMas社の産業人工林が複合した RiauBiosphere Reserve 

(78万ha) において、リアウ大学、インドネシア科学院 (LIPI)、林業省などと共同研究を展

開するための準備を進めた。

このほか、 2007年度に KMHYBRID PLANTATION SDN BHD社と熱帯域の持続的林業経営と生産

に関する覚書を交換し、これに伴って、同社のマレーシア、サバ小卜1における用材生産を目指し

たアカシアハイブリッド林（約 4,000ha)において、気象測器の設置、バイオマス生産の調査、

ならびにシロアリの生息（生物多様性）調査を開始した。 2008年度は、バイオマス生長量の地

表データを集積するとともに、アカシアマンギウムおよびハイブリッド 2,3年生の部位別樹木

バイオマスを調査した。また、地域の生物多様性評価のためにシロアリと菌類を指標とした生

物多様性調査を実施した。加えてアカシア材の利用に関する種々の評価を実施した。

また、 2009年度より、科学振興調整費「熱帯多雨林における集約的森林管理と森林資源の高

度利用による持続的利用パラダイムの創出」の採択に伴い、農学研究科と協働で森林資源の持

続的生産と利用に関するプロジェクトを推進している。 2010年度は熱帯択抜林業において重要

な植林木の材質特性を総合的に検討するため、関連するインドネシアの 3機関と役割分担を決

めたのち、現場と連携して中部カリマンタンの植林地区から 11年生のショレア属 (Shorea

leprosula)のほか、同樹種のほぼ同径の天然木をコントロールとして伐採、工場に搬人し、こ

れを単板、および挽板加工した後、乾燥して、研究用原料として調製した。また、熱帯アカシ

アの分子育種基盤構築を進めた。すなわち、湿性土壌に強いアカシア種について、無菌的にク

ローン増殖する系を確立した。この系は分子育種を行う基盤技術として重要である。

さらに、 2010年度には、生存閥研究所フラッグシッププロジェクトの一環として従来行われ

てきたアカシアプロジェクトを、「熱帯産業林の持続的生産利用に関する多角総合的共同研究」

として再編し、研究を一層加速した。このフラッグシッププロジェクトでは、従来のアカシア

に関するプロジェクトを継続して進めると共に、研究の方向性を再度合理的に検証するための

調査研究を行った。すなわち、熱帯人工林とその利用の現状について俯轍的に把握し、得られ

だ情報を合理的に解析することにより、今後の関連研究の方向性の再構築するため、熱帯人工

林の持続性、熱帯早生樹の特性、熱帯早生樹の利用、熱帯早生樹のバイオテクノロジー、の 4

項目について、それぞれに 4~6個程度の小項目を設定し、熱帯早生樹（特にアカシアを対象

とし、ユーカリも含める）の持続的生産利用の現状把握と将来展望について合理的評価を行っ

た。
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2011年度は、フラッグシッププロジェクトとして熱帯人工林とその利用の現状について取り

まとめた成果を生存園研究No.7 (2011)に 13編の賓料として公表し、今後の関連研究の展望を

示した。引き続き、 1)熱帯人工林の持続性、 2)熱帯早生樹の特性、 3)熱帯早生樹の利用、

4)熱帯早生樹のバイオテクノロジーの 4項目について研究を推進すると共に、第 5回HSS

(Ambong, 30 Sep. -3 Oct. 2011)において関速研究を発表して広く地域の若手研究者の教育と啓

発に努めた。

1)についてはアカシア植林地調査を継続実施した。すなわち、南スマトラに位置する MHP社、

10,000 haの樹木生長量に関する地表データを継続的に収集してバイオマス成長量の時系列解

析を行い、蓄積量の動態を評価し、伐採／排出に関わるフローの解析を実施した。一方、熱帯域

には大気水蒸気量・雲被覆の影響を受けにくいマイクロ波を用いた衛星リモートセンシングが

有効であり、同地域の地上観測データを用いて衛星データの解析に取り組んだ。位相情報を含

んだポーラリメトリデータの電力分解 (4成分分解）により得られた成分から幹材積を推定す

るための手法の検証を行い、蓄積量と地表面散乱との負の相関および二回反射散乱との正の相

関を一定程度見出した。さらに、同地域 12万 haの植林地全域にわたり計 8地点の気象観測点

を設置して雨量、気温、日射量、相対湿度等の観測を継続した。これらの気象要素の日変化・

季節内変化・季節変化等の詳細な変動特性の調査に利活用できるように、観測データから 10

分値及び1時間値のデータセットを作成した。研究成果の一部を論文(SKobayashi, R Widyorini, 

S Kawai, Y Omura,, K Sanga-Ngoie and BSupriadi, "Backscattering characteristics of L-band 

polarimetric and optical satellite imagery over planted acacia forests in Sumatra, 

Indonesia", J. Appl. Remote Sens. 6, 063525 (Mar 21, 2012). On-line Publishing) とし

てJ.Applied Remote Sensingに公表した。 LIPIとの生物多様性の共同研究に関して、 Titik

Kartika氏の修士課程修了に伴い来年度より博士課程への進学、さらに 10月より Setiawan

Khoirul Himmi氏を国費留学生として受け入れた。また、 2) および3) についてはフタバガ

キ科植林木の持続的利用に向けた日本ーインドネシア国際共同研究を推進し、その成果を国際

ワークショップ (InternationalSymposium on Sustainable Use of Tropical Rain Forest with 

the Intensive Forest Management and Advanced Utilization of Forest resources, Jakarta, 

27-28 Feb. 2012) において 6編、生存圏ミッションシンポジウム 1編において発表した。

2012年度は、平成 24年度生存圏研究所研究集会「熱帯産業林の持続的生産利用に向けたバ

イオテクノロジーの新展開」および生存圏研究所の国際共同利用・共同研究に関する研究プロ

ジェクト「熱帯早生樹バイオテクノロジーの新展開」の一環として、 The3rd Flagship Symposium 

of Tropical Artificial Forest (The 213th Sustainable Humanosphere Symposium) Tree 

Biotechnology towards Sustainable Production of Forest Biomassを 10月 13日に開催した。

この国際研究会では、米国ノースカロライナ州立大学 V. L. Chiang教授による樹木バイオテ

クノロジーの現状と将来についての基調講演、インドネシア科学院 BambangSubiyanto教授の

熱帯林業の現状分析と将来展望に関する基調講演のほか、日本製紙河岡明義博士によるパルプ

産業から見た精英樹作出の必要性に関する講演、森林総合研究所山田竜彦博士によるバイオリ

ファイナリー構築に向けた新規リグニン利用方法に関する講演、埼玉大学刑部敬史博士による

遺伝子組換えとみなされない組換え技術に関する講演、京大生存研の Md. Mahabubur Rahman 
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博士によるアグロバクテリウムを用いたアカシアの形質転換法の開発に関する講演が行われた。

本シンポジウムでは、樹木のバイオテクノロジーの将来展望につき、産業界から見た方向性、

官学における技術開発の現状、遺伝子組換え技術の社会的受容性などに関して総合的に討論が

なされ、産官学の役割分担と相互連携に関する共通認識が醸成された。

また、本研究会のサテライト勉強会として 2013年 3月 4日に「熱帯地域におけるイネ科バイ

オマス植物の持続的生産と利用に向けて」を開催した。上記国際シンポジウムが主として樹木

を対象としたものであるのに対し、本勉強会は草本系バイオマス植物の持続的生産利用に関す

る研究会である。ここで、九州大学田金博士による東南アジアにおけるサトウキビ近縁野生種

と育種への利用、食品総合研究所徳安博士によるバイオマス植物の特性に対応したバイオエタ

ノール製造プロセスの開発、九州沖縄農研我有博士によるエリアンサス資源利用、京大生存研

梅澤によるエリアンサスの化学成分特性と酵素糖化性の解析に関する講演があった。さらにこ

の勉強会に基づく連携等の推進について討議された。

以上のような現状把握に基づき、 2013年 2月 20~27日にマレーシアサバ州ケニンガウ近郊

のKMHybrid Plantation SDN.BHD．社のアカシアハイブリッド植林地並びに、インドネシアボ

ゴール近郊のスーパーソルガム植栽地の調査を行った。前者では、関連各界が注目しているア

カシアハイブリッド植林事業における生産性と持続性に関する現状調査、後者ではバイオエタ

ノール生産性の高さから近年注目を集めているスーパーソルガムの生産利用状況について調査

を行った。

2013年度では、熱帯地域の生物資源の利用に関し資源産出側と利用側の公正かつ衡平な利

益分配が必須であることから、まず、平成25年 12月 17日に第244回生存隕シンポジウ

ム「生物多様性条約をめぐる国内外の状況～遺伝資源へのアクセス～」を一般財団法人バイオ

インダストリー協会と共同主催により、京都大学生存基盤科学研究ユニットの共催を得て開催

した。加えて、平成 26年2月27日に第 4回生存圏熱帯人工林フラッグシップシンポジウム

（第 254 回生存圏シンポジウム）熱帯バイオマスからのバイオマスリファイナリー—再生可能

な炭素／エネルギー循環社会の実現に向けてーを、一般財団法人バイオインダストリー協会との

共催、京都大学産官学遮携本部の後援を得て開催した。本シンポジウムでは、熱帯地域でのバ

イオマス生産から、リグニン由来の低分子芳香族環化合物の製造、および、それらからの新規

な高機能性有機化合物の創出までを俯敵的に捉え、化石資源に依存しない再生可能な炭素／エネ

ルギー循環社会の実現に向けた研究開発について議論された。本シンポジウムでは、木質系バ

イオマスの生産から利用までを見渡した将来展望につき、俯轍的かつ個別的に討論がなされ、

産官学の役割分担と相互連携に関する共通認識が醸成された。

さらに個々の研究では、インドネシアのアカシア植林地において、『マイクロ波衛星リモート

センシングデータ』と『地上観測森林データ』のつき合わせ解析を行った。偏波データヘの電

力分解手法の適用と年々変化解析により、マイクロ波衛星データを用いて、林層構造の変化（森

林の成長・下層植生の出現・生物学的ダメージによる森林劣化）を捉えることに成功した。さ

らに、マレーシア・サバ小Iiのアカシア・ハイブリッド植林地におけるシロアリ相と木材腐朽菌

類相をベルト・トランセクト法によって調査した。その結果、 10年を超える植林地においても

シロアリ相の回復が進んでいないことが確認された。また、木材腐朽菌の種構成ついても 1年
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生～6年生林におけるこれまでの調査結果と 10年を超える植林地の調査が類似しているという

結果が得られた。

また、イネ科植物エリアンサスアルンディナセアス (Erianthusarundinaceus) は、熱帯早

生樹の数倍のバイオマス生産性を有するが、節間内側の組織の酵素糖化性がリグニン量と相関

しないなど、特異な性質を有することが既に報告されていた。 2013年度の研究では、上記の節

間内側の組織の酵素糖化性の異常性に対する細胞陸結合型フェルラ酸二量体残基の寄与は限定

的であることが示された。また、従来に引き続き代表的熱帯造林用アカシアであるアカシアク

ラシカルパ (Acaciacrassicarpa) につき、アグロバクテリウムを用いた形質転換の効率向上

の研究を進めた。本成果は平成 26年 3月 18~2 1日にヴェトナム（フエ）で開催された

Acacia 2014 "Sustaining the Future of Acacia Plantation Forestry"で発表した。さらに、

アカシアの品種による木繊維特性の評価を行い、道管の密度や木繊維の壁率、繊維長などの諸

物性を、近赤外線スペクトロスコピーを利用して迅速にモニターするケモメトリクス法の構築

に向けた準備を行った。さらに、熱帯・亜熱帯地域には、過去の天然林伐採によって発生した

未利用地（アランアラン／チガヤ草原）が広がっている。これらの士地は、日本の国士面積に

も匹敵している。もし、この地域にバイオマス生産性の高いエリアンサスなどのイネ科植物を

栽培すると、年間の原油消費量 (41億トン／年）に相当するバイオマスを生産可能である。そ

こで、平成 26年3月22~2 6日に、インドネシア・カリマンタン島のアランアラン草原の

現地視察を行った。

年度では、総合的研究の基盤としての調査研究として、まず、アランアラン草原の植生

回復と持続的バイオマス生産利用にむけ、インドネシア側と共同研究グループを組織し調査研

究を進めた。このために研究代表者らが前年度の平成 26年3月 25~2 6日に加え平成 27 

年6月25~2 7 Hにインドネシア科学院を訪間し、インドネシア科学院エンダン・スカラ教

授生存圏研究所平成 25年度外国人客員教授及びイ・マデ・スディアナ博士らと共同研究申

請を視野に入れた討議を重ねた。そして、現在この討議結果を踏まえた共同研究経費を申請中

である。加えて、平成 27年 3月26日に第 回生存園熱帯人工林フラッグシップシンポジウ

ム（第27 9回生存園シンポジウム）「熱帯バイオマス植物の持続的維持と利用」を開催した。

本シンポジウムでは、熱帯地域でのバイオマスの持続的生産とそれに向けたバイオマス植物の

育種、熱帯林伐採跡地の現状評価・植生回復と持続的利用、高生産性イネ科バイオマス植物の

特性解析等について討議した。

また、イネ科植物エリアンサス・アルンディナセアス（ ）のリグノセ

ルロースの特性解析に関する研究を継続し、節間内側の組織の酵素糖化性について器官・組織

毎の変異解析を進めた。さらに、新たにアランアラン草原における栽培を最終目的とし、高発

熱型リグニンを有するイネ科熱帯バイオマス植物の分子育種に関する研究を進めた。これらの

成果の一部は国際会厳（ ）で発表した。また一部は、

（平成 27年3月 15~1 7日）お

よび第 65回日本木材学会大会（平成 27年3月 16~1 9H）で発表した。一方、ソルガム

からバイオエタノールを生産した際に発生する残清（ソルガムバガス）を有効利用する研究と

して、ソルガムバガスを原料とする低環境負荷型パーティクルボードの試作を行った。その成
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3 国際共同研究

果は で発表した。なお、アカシア・

ハイブリッド林のシロアリ多様性調査結果について、第 26回日本環境動物昆虫学会年次大会

において研究発表を行った。

年度では、総合的研究の基盤としての調査研究として調査研究として、平成 28年3月

1 4日～ 18日にインドネシアのスマトラ島の 社の植林地を訪問し、熱帯早生樹のアカ

シア林とユーカリ林の植生調査を行った。この調査に基づき 衛星のマイクロ波合成開

ロレーダーによる後方散乱スペクトル解析を行い、人工植林地の広域植生をリモートセンシン

グする。

また、従来の研究成果に基づきインドネシア科学院と共同で提案した熱帯荒廃草原の植生回

復によるバイオマスエネルギーとマテリアル生産に関する国際共同研究・政府開発援助プロジ

ェクト研究が、（国研）科学技術振興機構（ ） ／ （独）国際協力機構（ ）の地球規模課

題対応国際科学技術協カプログラム（ ）の一環として採択された。平成 27年度は暫

定採択期間であり、まず、研究代表者らが平成 27年6月28~7月3日及び 7月28~8月

2日にインドネシアに出張し、インドネシア科学院の研究者と共同研究の詳細計両に関する討

議を重ねた。併せて、研究サイトの決定に向け東カリマンタンの荒廃草原の現地調査を行った。

次いで、 及び との協議を経て、再度現地打ち合わせと中カリマンタンの荒廃草原現地

調査を平成 27年8月23日～ 28日に行い、研究内容の概略を決定した。その後、平成 27 

年 9月20日～ 26日にかけて、 及び 代表団と共にインドネシアにおいて詳細計画策

定調査（現地調査）を行い、研究の詳細計画を作成と討議記録（ ）の調印を

行った。次いで、研究詳細計画に関する討議議事録（ ）の締結（平成 27 

年 12月 14日）と研究協定（ ）の締結（平成 28年 1月8日）を

完了し、研究開始に向けた協定の整備が終了した。さらに、平成 28年 2月 19日に第 回生

存圏熱帯人工林フラッグシップシンポジウム（第 30 6回生存圏シンポジウム）「

」を開催

した。本シンポジウムでは、インドネシア側主要研究者の出席を得て、熱帯地域でのバイオマ

スの持続的生産とそれに向けたバイオマス植物の育種、熱帯林伐採跡地の現状評価・植生回復

と持続的利用、高生産性イネ科バイオマス植物の特性解析等について討議すると共に、

プロジェクト推進の方向性に関する詳細討議を行った。また、平成 28年 3月 20

日～ 24日にかけて、研究内容の詳細討議と東ヌサテンガラの荒廃草原調杏を行い、平成 28

年度からの研究の正式開始に向けた準備を行った。

個別の研究として、今年度はアランアラン草原における栽培を最終目的とし、大型イネ科バ

イオマス植物のリグノセルロースの解析と高発熱型リグニンを有するイネ科熱帯バイオマス植

物の分子育種に関する研究を進めた。これらの成果の一部は国内外の学会・シンポジウムで発

表した。一方、ソルガムから糖を生産した際に発生する残澄（ソルガムバガス）を有効利用す

る研究として、ソルガムバガスを原料とし、天然系接着剤を使用した低環境負荷型パーティク

ルボードの試作を行い、その成果は論文で公表した（ ）。
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3 国際共同研究

インド宇宙研究機関(ISRO)・大気科学研究所(NARL)との国際共同研究

国立大気科学研究所 は、インドにおける大気

科学研究の中核機関であり、インドの宇宙航空技術の開発および研究を司るインド宇宙研究機

関 の下部組織である。生存圏研究所は と

年月に を交換し、地球大気圏および電離圏の地上・衛星リモートセンシングに関する

国際共同研究を推進している。

では信楽の レーダーと同様の大型大気レーダー レーダーを 年に南イ

ンドの 郊外の に建設し、低緯度における大気圏・電離圏の研究を推進してい

る。一方、生存研は 年にインドネシア・西スマトラの に赤道大気レーダー

を建設し、さらに、ライダーをはじめ多種多様な大気リモートセンシング機器を設置した総合

観測所を構築した。信楽、 の3国間の国際共同研究を推進している。

以下、最近の動向を示す。

の レーダーのアンテナは であったが、 年には レー

ダーや で採用されている に高性能化される予定である。このレーダー

改修を含め、 における将来構想に関する外部評価が 年 月に行われ、フランスか

ら 名、日本から 1名（津田）が招聘された。レーダーの高性能化については、日本における

経験が参考にされた。なお、 レーダー 共同利用委員会には から海外委員が参

加している。

一方、 における宇宙開発の一環として 2つの地球観測衛星：

が最近打ち上げられた。 では特にイタリア宇宙機関（ ）との共同ミ

ッションである 電波掩蔽観測のデータ解析と科学利用を分担している。 気象学に

関する研究成果の意見・情報交換のために 年 3月にインドの 市で国際ワークシ

ョップを開催した。 の前所長で、現在 大学の研究部長である が会議

を主催した。日本からは生存研の教員、研究員と大学院生および気象研の研究者が参加し、会

議の後で の装置類を見学した。

インドでは の一定率の予算が研究に配当されているが、最近のインドの経済発展にとも

ない経費は潤沢であり、新しい観測装置の開発が進んでおり、優秀な研究者が集まっているこ

ともあわせて、欧米・日本とほぼ対等に研究を議論できるようになってきている。今後、

を基礎に生存研との共同研究を推進していきたい。

ミラノ工大との GNSS気象学に関する国際共同研究

衛星測位データを大気観測に応用する「GNSS気象学」について、イタリアのミラノ工大と

国際共同研究を推進している。 GPSで代表される測位衛星システム (GNSS:Global Navigation 

Satellite System) では、衛星から発射される電波が地J::に到達する間に、大気屈折率が真

空に比べてわずかに大きいため大気中で伝搬遅延することで測位誤差が生じる。この誤差が
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精密測位の重大な課題となっているが、逆にこの誤差を大気情報と捉えれば、大気中の水蒸

気量や気温あるいは電離閥の電子密度を計測できる。この新しい衛星リモートセンシング技

術「GNSS気象学」が注目を浴びている。特に下層大気では水蒸気の高度積分量（可降水量：

PWV  precipitable water vapor) を測定できる。

生存研では、平成 22-24年度に文科省宇宙利用促進委託費により、京大・宇治キャンパス

西方にGPS受信機 (2周波） 15台を 1,...,_,3km間隔で設置し、約 10km四方の欄密G P Sネッ

トワークを構築し、 P W Vの時間・空間変動が降水現象に先立って起こることを示した。こ

の成果を活用すれば、都市域で間題になっている孤立型積雲による集中豪雨（ゲリラ豪雨）

の予想に役立つと期待されている。ここで、都市域に 2-3km間隔で桐密にG P S受信機を配

置するならば、その台数は千台にもなる。そのため、高価な 2周波G P S受信機に代わって、

低廉な l周波GPS受信機の活用を試みる。本研究では、ミラノ工大およびその spin-offで

ある研究会社 (GeomaticsResearch & Development: GReD)で開発されている小型 l周波GP

S受信機を用いる。ここで、電離層における電波伝搬遅延には周波数依存性があることから、

2周波受信機では遅延量を検出可能であるが、 1周波受信機の場合は電離層モデル等による

補正を併用する必要がある。我々は電離層補正モデルを併用することで、 1周波受信機でも

精度よく補正する方法を開発する。このため、 GPSデータのリアルタイム処理と最逝内挿法

の開発の分野で先端研究を行っているミラノ工大の研究グループと共同研究を淮める。

最近の動向を以下に示す。

GReDで開発された小型 l周波GP S受信機を 2台購入し、京大・宇治キャンパスおよび信

楽 MU観測所に設置し、データを GReDがインターネット経由で常時モニターしている。また、

ドイツ GFZで開発された電離層補正モデル (SEID) を用いて PWVを解析したところ、 1周波

受信機でも 2周波解析と同等の精度で PWVが得られることが分かった。気象庁で開発された

非静カメソ数値予報モデル(JMA-NHM)を用いて大気現象を再現し、観測結果と比較している。

さらに、リアルタイムで PWV解析をするには、精度補正された衛星軌道の予報歴が必要であ

るため修正予報歴の利用を検討したところ、最終軌道情報（精密歴）と遜色ない精度が得ら

れることが分かった。

これらの研究進捗状況を議論するために、生存圏シンポジウムとして国際ワークショップ

を平成 28年 2月 22-24日にミラノ工大・社会環境工学科において開催した。イタリア側は

ミラノ、ローマ、ジェノバをはじめ約 20名が、さらにオランダ、ドイツ、オーストリアから

も参加した。日本からは京大•生存研の教員（津田）、気象研・研究室長（小司）、また、本

課題が理学と工学の学際的研究であることから、京大・理・地球惑星科学専攻と情報学・通

信情報システム専攻の双方からの 4名の大学院生が参加した。また、 2月 25日にミラノ郊外

にある GReD社を訪問し本課題に関する共同研究の現状と将来構想、および電波・光技術を用
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いた地球環境監視に関する新計測技術についで情報交換を行った。

日ASEAN科学技術イノベーション共同研究拠点 (JASTIP)

ー持続可能開発研究の推進一の国際交流事業

本事業は、オールジャパン・オールASEAN体制のもとで、地域共通課題の解決に資する持続

可能開発研究を推進することを目的とし、京都大学が中心となり平成 27年度から開始した。環

境・エネルギー、生物資源•生物多様性、防災の 3 分野に焦点を当てて、バイオマス資源のエ

ネルギー化、有用熱帯植物の高度有効利用、大規模自然災害の早期警戒システム等の先端的な

技術開発や実用化促進のための国際共同研究に取り組む。中核研究機関が中心となって、中核

拠点をバンコク市とジャカルタ市に、サテライト拠点をタイ、インドネシア、マレーシアに設

置し、日 ASEANの代表的な研究機関からなるコンソーシアムを創設する。顔のみえる科学技術

イノベーション拠点として、日 ASEAN研究者のイニシアティブによる持続可能開発に関する共

同研究を推進するとともに、 ASEAN域内の関連研究機関との包括的な連携を促進し、本研究の

成果を全ASEAN諸国に効果的に波及させる。これにより、 ASEAN地域の喫緊の課題を解決する

方策を提言し、社会実装活動を加速させるとともに、学術政策対話や国際機関との協力を通じ

て日 ASEANの持続可能開発に貢献する。

生存圏研究所は、これらのうちの「生物資源•生物多様性」研究に関係するサテライト拠点

の運営と共同研究を京都大学農学研究科とともに担当している。平成 27年度に、インドネシア

科学院 (UPI) 内に共同ラボを設置し、実験設備を導入するとともに、共同ラボコーディネー

ターを配置して研究体制を整備した。 LIPIから 9名の研究者を招聘して、宇治でワークショッ

プを開催した他、関連する研究設備の見学会を実施した。これらの活動は、平成 28年度から本

格実施する「生存閥アジアリサーチノード」の研究とリンクして実施し、LIPI内の共同ラボも、

両プロジェクトの共同設備として運営する。また、 SATREPSなど、他の国際研究プロジェクト

とも連携し、国際交流と人材育成に資する。

韓国江原大学校との国際共同研究

江原大学校山林環境科学大学は、韓国では最も歴史のある林学系のカレッジの一つである。

木質科学研究所時代から交流のある循環材料創成、居住圏環境共生分野においては、新しい木

質材料の開発や保存処理技術開発に関する共同研究が、研究者交流ならびに大学院学生の指導

を通して行われてきた。また近年、木の文化と科学に関する研究領域へと交流が拡大し，学術

交流協定を締結すると同時に、生存圏研究所において「東アジアの木の文化 ～木質科学がで

きること」と題するセミナーを 2012年 8月 3日に開催した。その後、年 1回のセミナー開催を

はじめとし、研究者交流・短期留学生の受け入れなどを通して、国際交流ならびに共同研究を

推進している。共同研究に関しては、韓国の高品質アカマツ材（黄腸木）の構造に関する研究

や、建築古材の非破壊診断技術開発に関する研究が進行中である。
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3 国際共同研究

スウェーデンとのバイオマス変換に関する国際共同研究

スウェーデンは木質科学の分野で非常に高いレベルにある。同国の森林面積は約 万ヘ

クタールであり、日本とほぼ同様である。一方、世界有数の材木輸出国であり、木質バイオマ

スの利活用研究が精力的に進められている。本国際共同研究のカウンターパートである

（チェルマース工科大学）はスウェーデンにおける大学ランキ

ング位のトップ大学である。本共同研究では、生物有機化学の 教授、酵素化

学の 教授らのグループと木材化学、構造化学の生存圏研究所のグループが有機

的に連携することで、従来にないバイオマス変換ステップの実現を目指している。また、

とも連携して共同

研究を進めている。

バイオマスを有効利用する上でリグニンと糖の分離は重要な課題となっている。植物細胞壁

中で、リグニンはヘミセルロースと共有結合して を形成し

ており、細胞壁の強度や分解性に大きな影孵を与えている。 バイオマス変換において、このリ

グニン・糖間結合の切断を高効率で行えれば、主要 3成分の分離効率は大きく上昇すると期待

される。本研究では、リグニン・糖間結合を直接切断する酵素に着目して、エステル型 モ

デル化合物の合成と酵素による分解反応を行い、 の分析と構造解析、酵素の反応特性と分

解反応を詳細に解析するとともに、実際の植物細胞壁成分と反応させて起こる構造変換を

法によって観測することを目的として研究を進めている。本国際共同研究は、生存圏ミッショ

ン研究、新領域研究の支援により研究を進め、 年度には日本学術振興会二国間交流事業共

同研究 リグノセルロース変換のための構造特異的酵素反応の設計に採択された。

年度は若手教員（西村）をスウェーデンヘ派遣し にて講演を実施した。 また、

若手教員（ 氏）と若手研究者（ 氏）を外国人共同研究者とし

て招聘し、国際セミナーを企画した。 共同研究成果の学会発表を行った。

付記

年月日

年月

日

西村裕志 永田一真

片平正人渡辺隆司木質中のリグニン糖複合体とその酵素分解反応の

解析日本農芸化学会 札幌 年月 日
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RISH International seminar ~ 
RISH 

Chemistry and Biotechりology
for Lignocellulose 

Johan Larsbrink Bacterial degradation of complex carbohydrat~ by 

polysaccharide utilization loci≫ 

Jenny Arnling B紬 th "The action of glucuronoyl esterases on lignin-ca 

ester bonds 

Hiroshi Nishimura Characterization of lignin and lignin-carbohydrate 

wood" 

Ryo Narita a Antivirus activity of phenol derivatives derived fromlwood,；and 

bamboo vinegar" 

Dede Heri Yuli Yanto "Biodegradation of petroleum hydrocarbons and dye胡可釦ngi

screened from nature 

Widya Fatriasari 

Takashi Watanabe 

Utilization of microwave irradiation for pretreatment a 

hydrolysis of betung bambu by addition of activated ca 

Biorefinery study to utilize plant cell wall components f, 

generation biofuels and chemicals 

Feb. 18, 2016, 9:30-12:30 

HW525, Uji Research Bldg., Kyoto Uni 

Q 

Kyoto University 
Chalmers University of Technology 
Indonesian Institute of Sciences (LIP!) 

Contact information: Hiroshi Nishimura hiroshi_nishimura( 
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